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序

現代は、飛行機で簡単に海外へ旅行することが当たり前になり、逆に東京や大阪のよ

うな大都市でなくとも、街で海外からきた人を見ることも珍しくなくなりました。テレ

ビやインターネットなどを通じて、海外の情報がリアル・タイムで日本に伝わり、また

日本から海外へ向けで情報発信が行われています。そういう意味では、情報に国境はあ

りません。

では、列島に国家が形成されてくる頃、海外の情報や文化はどのようにして日本へ伝

えられたのでしょうか。北部九州のように、大陸と絶えず通交を行っていた地域ではな

い当地方にとって、大陸から伝えられる新技術や文化は、より一層、恋い焦がれ、憧れ、

希求したものだったのでしょう。

今回報告する津市六大A遺跡では、朝鮮半島から渡来してきた集団が残したと思われ

る韓式系上器が大贔に出土しました。彼らは、何も土器だけを伝えたわけではないでしょ

う。上器は彼らの存在証明。おそらく、この地域の人びとが待ち望んだ、新しい技術を

携えて当地にやって来たに違いありません。

ところで、当地には、後に「安濃津」と呼ばれ、中世には海外にまで知られた良港が

ありました。この原型となるものがいつ形成されたかについては、各方面から様々な検

討がなされていますが、古墳時代中期に渡来してきた集団が安濃津の歴史にひとつの画

期をなしているであろうことに疑いはありません。

このように、埋蔵文化財は、それぞれの地域がかつて経験した海外との交流のあとも、

鮮やかに映し出してくれます。そういう意味で埋蔵文化財は、たんに古い時代の大切な

もの、というだけではなく、過去の時代を通して私達自身を映す鏡でもあります。つま

り、今わたしたちがどのように未来に向けて歩んでいくかを知るための指針のひとつ、

といえるものではないでしょうか。

最後になりましたが、本書によって、過去に学んで豊かな未来像を構築するための一

助となることを期待するとともに、県民の皆様の埋蔵文化財へのより一層のご理解とご

協力を念顧して序文といたします。

平成14年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長 桂川 哲



例 言

本内は、一般国道23り叩勢追路（第 8丁．区）建設に伴って泄l介された、

六大A遺跡の発掘調介報四書である。

一：重県・津iii大用窪川町字化村に所在する
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六}(A遺跡の大溝(SD1)及び旧河道(SR2) 出十．の木製品については、『六大A遺跡発掘瀾在恨？；•（木製占＼編）』

(: 重県皿蔵文化財センター、 2000. 3) としてすでに FIJ行している~ご参照されたい（

調介は、一＾．重県教行委員会が建設省中部地方建設局からの委託を受け、平成 5年に範圃確認、J1位］介を行い、平成 6

年度から 8年度に本調在を実施した C) 1iJt]介にかかる費ii1は建設省中部地}j建設屈の全額負担によるものである U

六大A追跡の現地瀾在は、平成 5年度の範囲確認調竹ミを小竹文裕・穂積裕昌・中村光Iijが、平成 6年1文の本調介

を穂桔桁昌・叫叫J. 中村光 ~iJが、平成 7 年度の木調在を穂柏裕昌• 山本義沿が、平成 8年度の本調介を宮Ill勝

功が担‘りした3

/l'i I磁物の整則及び刈卒Ii古杵作成にあたっては、調1f第^。ri果第―-.係 ('fZ成12年度以前は第一：係）架務袖助職貝の

黒川敬f・翡田やよい•太 [II 浩＋•森川絹代・倉川由起子・市川嘉子・祈田智子・鈴木妙・脇架輝災の袖助を得たはか、

調在袖助且として藤川府紀・川崎志乃・杉崎淳r・・ [IJ中災穂・中村友r-石川沿司が現地，凋在もしくは ''jぶ1訂石り作成

に閃わる整即作業に携わった。また、逍物トレースは、責料普及グループの楠純＋・イi橋秀災・illI・. 由香が行っだ

発掘調在から当報四内作成までには多数の方々のご教小を頂きました。特に、本分IIIJ・の作成にIUJしては、以ドの

)j々 のご指導、ご教示を得ました。叫して感謝の怠を表します。

青柳泰介赤塚次郎鋭）卜格石野博伯宕本質植川文雄上原直人植野浩: 日屈直之岡田粕Ii] 岡田翌 liri],i 

竹紀岡田雅11什丁楽善通笠原潔金十裕之金原正明川崎保河野—•隆小林秀洒附青治坂本和俊位藤達雄

静野勝信申敬激椙Ill林継鈴木敏則 IllI 1・ 郎竹谷俊犬翡松俊雄辰巳和弘全じ年む,1、J1; 条）こ炉沢薫 ljl ii Ii 
陥之中川律r橋本博文八賀翡;: 林｝叶引坂靖樋上昇藤川智之藤田三郎藤原学洪杵植丸111栢夫光谷拓

実宮島義和沼月山佳了• 森浩• 山田昌久山内紀嗣湯村功 1':柱憲和田舷（順イ＜同、敬称略）

巻唄'Ij真 2~4 は山口格が撮影した。

本報四翡の執惰は、ー：：：載県埋蔵文化財センター技師穂積裕昌及び技術補助員小林俊之が分担して行い、 11次に 1リj

出した。 :i::-休の編艇は、本咄弘之の調整のもと、穂梢裕昌が担当した。

六大A遺跡については、すでに『一般[t.:]道23り叩勢追路罪蔵文化財発掘凋査概報』珊(----:収県J-lt!.蔵文化財センター

1995) 及び『 1丘j 』 \111~IX c=重県罪蔵文化財センター 1996~1997) 等にその途中の成果を報告しているが、本

内をもって正式報告とする。
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本曹にfl1いた地図・遺構実測図は、国L調壺法の第VI座椋系を晶準とし、挿図の方位は令て1版椋北でがした。

本占で報告した記録及び出L遺物は、三重県埋蔵文化財センターに於いて保行秤理している。

本内で用いた遺構表ポ略記号は、 卜はじの通りである 3 なお、遺構の名称及び番けは、調孔↓時点および調介途中の

概級での呼称を跨襲せず、祈たに改称したものである。

SA; 柱列 SB; 掘立柱建物 SD; 溝・大溝

SK; 土坑 SR; 旧河道

PもしくはPit; 柱穴・小穴

SE; 井戸 SH; 緊穴住居

sz; 狙配石・逍物湘• その他不明遺構

13閾 スキ ニングによ ーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照くださ
゜
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第 1節 調杏に至る経緯と経過
からは除外した部分 (A地区と B地区の間）にも遺

札『力汀よがることが明らかとなり （範囲確認調介の試

附和58年 4月に都市訃両道中勢バイパスとして鈴

鹿市北 1、:．坦町から一志郡二戊町までの33.8kmの区間

が都市はjlllj道路に決定された。

この中勢ハイパス建設叶画にかかる皿蔵文化財保

設については、 U{i 和 57年 1 月に建設省から t~業地内

の埋蔵文化財のイi無についての照会を受けたので、

口爪県教有委員会がi:_1本となって、‘竹該市町村教有

委員会の協力を得て分布調竹ミを附和58年度に実施し

fこその後、 この結呆を受けて、

と建設省中部地）j建設島が埋蔵文化財の取り扱いに

ついて協議を行った粘呆、現状保{{が困難な遺跡に

ついては発掘調介を実施し、出録保{{を図ることと

なった。

調介は、建設省中部地方建設帰から：．凧県が委託

を受け、昭和63年度は

二重県教育委員会

: 重県教行委員会文化諜、平

成）じ年度からは新たに発足した:屯県狸蔵文化財セ

ンターが調介を担酋している。

調1tにあたっては、「県教育委員会・市町村教有

委員会人1じ交流要綱Jに陥づき、沖市教行委員会か

ら2名の派遣職員を得た。 また、現地作菜は、瀾在

の円滑化を期して、建設省中部地方建設詞が社団法

人中部建設協会に委よしている。 そして、調在巾菓

の実施にあたっては、建設省中存LJ地力建設屈・

県・中部建設協会の二者で

を推進している。

第 2節

「協定内」

六大A遺跡の調杏経過

さて、六大A逍跡の発掘調査は、平成 5年度に実

施した範JJJ:]確認、調介（試掘調在）

凧．．． 

を締結し事業

の結果、県道津・

関線の北側隣接地で中世・ を j:_とする逍構・遺物が、

北側の市追の南側で弥生時代後期から古墳時代の多

枯の遺物が、 市近と JR紀勢本線の間でも古墳時代

の追物が出tしたため、南から便宜的に A、

地区と呼称し、

査必要範l井］とした。

B、c
 3調介［メ夏のりtl0,650m』について本調

しかし、平成 6年度の調在の過

程で、門初、遺構・ 遺物が希薄として本調在の対象

掘坑は、結果としてちょうど大溝 SD1を外すかた

ちで設定されていた）、平成 7年にその部分も追加

して調介を行った。

喝初の叶l刺よりは増加し、けtl3,220mlとなった。以

ド、年次を追って、調介ミ経過を叫していこう。

平成 6年度の凋査は、

始した。

C地区は、 4,980mと3調介区のなかでは最も広

い面梢であった。

た低湿部と推定される落ち込み逍構 (SR 2) 

められたものの、合休に追構の{{在は希薄で、

市側が削‘ドを受けていたため調在は）llri調に推移した。

天候に忠まれたこともあって、

測量、

は全ての調査を終了した。

B地lべも C地区とい］時に調在を開始した。 2,030

mと比較的狭い面梢の調介区ではあったが、調在l/

を縦断するかたちで検出された大溝遺構 (SD 1) 

が予想以Lに深く、出土遺物も膨大な贔に卜った。

また、井泉や礫敷、噸材をはじめとする注!Iすべき

遺構の検出も相次ぎ、調在に恨屯を記したため、調

介の進捗は大幅に遅れ、はぱ 1年を通した調1tとなっ

て、

この結果、最終的な調介面積は

4月より B・C地区より間

しかし、北側に、じ登茂川が形成し

カゞ—;;] 
＂心ヽ

また

8月 l州Jに航匹写貞

その後にド層確認贔l介を行って、 8 JJド旬に

3月卜.旬に終［した。

11月上旬より調在を開始した A地いは、 1,820m'と

3 tJtJ 1E区のなかでは最も狭い調在区であったが、

た。

ついて、

く大溝 SD1がそのまま南へ延び、

多くの土器溜 (-L器群）

遺

構密度は f想以上に高く、鎌倉時代を中心とする掘

Iゲ．柱建物群や井Jiなどまとまった集落域の調在となっ

1月ド旬に航空写真測足を行って調介を終えた。

平成 7年度の調在は前年度に行った A地区調在区

とB地区調在区に挟まれた残りの部分、 ril4,130niに

4月より実施した。崩年度の調介［メ：から続

また南側の集落

域もそのまま北側へ延びていたため逍構密度は高かっ

た。大溝 SD1は、右倅令面に 2面にわたる礫敷が

認められた他、前年同様の井泉遺構や木組み逍構、

などもあって図化作業は困

-]-



工
調査対象面積 (rrlり 調 査 年 度

区
遺跡名

嗣梢認扉 本調杏 昭和63平成1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12以降

18 丸市遺跡 128 範

8 19 山王遺跡 128 範

20 内垣内遺跡 128 範
工

21 天堤古墳 55 範

区 22 河崎遺跡 256 範

23 六大A遺跡 448 13,220 範 靭，830 4,130 260 

24 六大B遺跡 456 26,235 範 17,525 3,420 範3,350 1,270 670 

25 橋垣内遺跡 176 12,000 範 7,000 4,925 75 

26 大古曽遺跡 680 12,435 範 範 5,160 範240 7,035 

27 新池 2号墳 198 範， 
28 新池 1号墳 20 範

29 西岡古墳 70 2,000 範 2,000 

30 西岡 2号墳 30 範

工 31 山籠遺跡 208 1,100 範 1,100 

32 門脇北古墳 1,100 1,100 

33 コウゼンジ遺跡 80 範

34 宮ノ前遺跡 144 2,800 範 2,700 100 
区

35 森山東遺跡 240 5,230 範4.230 1,000 

36 太田遺跡 469 3,320 局3,320

37 松ノ木遺跡 144 7,800 範 7,800 

65 長遺跡

゜
3,700 3,700 

38 蔵田遺跡 1,356 16,340 範 5,600 範6,810 3,300 630 

39 位田遺跡 416 4,600 範 4,600 

10 
40 替田遺跡 432 [10,060] 範 範6,620 3,140 300 

工 41 弐ノ坪遺跡 320 5,100 範 5,100 

区
42 里前遺跡 256 1,280 範 範 1,280 

66 梁瀬遺跡 1,152 3,620 範 範 3,620 

43 鎌切5号墳

範囲確認調査 7,990 2,249 1,680 300 100 68 1,047 96 748 1,024 678 

本調査合計 131,940 7,550 20,700 22,450 8,655 5,590 8,405 15,100 14,640 14,780 8,240 4,900 630 300 

第 1表 中勢道路 (8~10工区）内遺跡調査経過表
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第 1図 遺跡周辺地形と年度別調査区位置 (1 : 5, 000) 
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難を極め、年度も押し迫った 3月31日に何とか全て

の現地調在を終了することができた。

平成 8年度の調在は、家屋移転が遅れていたため

調在ができないままでいた A地区の残り 260m"につ

いて実施した。隣接する既調査部分と同様、掘I乞柱

建物等の躯落に関わる遺構が確認された。

第 3節調査の方法

調査区の設定 六大A遺跡の調在は、ほぽ南北軸

に沿った比較的輻の広い道路部分の調壺であったた

め、調在区の設定を事業地内を、ド面直角座標系の第

VI原点からの座標値に基づいて行った。その具休的

な方法は、以下のとおりである。

① 座標値の 100mを単位とする正方形を大地区の

境界線とし、六大A遺跡の調在区を含む地域を

A~L の 12 ヶ所に分割した。

② 大地区を南北・東西とも北西隅を甚準に 1辺そ

れぞれ 4mを堆位として25分割し（小地区）、

各大地区毎に北から南へA~Y 、西から東へ 1

~25の記号を与え、大地区の名称と組み合わせ

て小地区（グリッド）の名称とした（例「H-

G 11」)。

③ 従って、小地区（グリッド）名称の頭にくるア

ルファベットは、便宜上分けた前述の A~C の

調在区名ではなく、あくまで同土座標に基づい

た地区割別によるい割りである。本章以外の部

分 (III章以降の具体的な遺構や遺物説明）で地

区名を記す場合は、基本的にこのことである。

表t除去 検出面より上位は、圃場整備事業によ

る客 1-.が厚く堆積していたため、基本的に童機（バッ

クホー）による表土除去を実施した。

遺構カード 小地区（小グリッド）を単位として

1/40で作成し、略図・土質・切り合いを記すととも

に、遺物取り上げにおける遺構番号の注記台帳とし

て使用した。

遺構番号の付与 調在における遺構番号は、ピッ

トのみ小地区毎の通し番号としたが、その他の遺構

は、年度別かつ A~C の便宜的調在区鉦の通し番号

で行った（平成 7年度調杏悩は全域を「B地区」と

して扱っている）。しかしながら、後述のように、

これはあくまで調在段階の名称であり、本書におい

-4-

て、遺構番号は基本的に付け替えを行っているので

調介段階の遺構番号は変更がある。

実測 土層や、掘削が終了して必要と認められる

遺構は、実測を行った。調在区 L層図は 1/20、遺物

出十．状況や個別遺構の実測図は 1/10で作成すること

を却本とした。また、大溝 SD 1右岸の礫敷の→部

は、ラジコン・ヘリによる 1/20作図の航窄写真測贔

を実施し、人力による現地補足を経て原図として取

り扱った。大溝 SD1およびその付設施設（礫敷・

貼石• 井泉・木組み遺構等）と t器溜、木製品の出

t状況など個別遺構図の作成を行ったものは数多い。

ただし、遺構全休の実測については、すべて 1/50 

作図の航空写貞測量を実施した。

遺構写真撮影 基本的に 6X 9 cm判（ウィスタ S

p) を使用し、補助・メモ的に35mm判白黒ネガおよ

びリバーサルも使用した。

第4節 本書での遺構番号付与方法

前述のように、調査における遺構番号は、遺跡全

域の通し番号ではなく、年度鉦の便宜上の調介区と

なった A~C の 3 調在地区毎の通し番りとなってい

る。これは、やや離れた場所を同時期に調介開始す

ることになったためと、調在時の簡便さを求めたた

めであるが、報店にあたっての煩雑さ、分かりづら

さは否めない。このため、例えば調在時の遺構番り

も、遺構が別であるにもかかわらず、便宜上の地区

が異なっていれば同一の遺構番りが付与されること

もありうる（実際には、遺構カードには囚土座標に

基づく地区割のグリッド名も併記されているため、

全く混同するということもないが、分かりづらさは

変わらない）。

従って、本書において、これまで各々個別に付仔

されてきた遺構番号を踏襲すると、対応表を付けて

も大混乱は免れない。そこで、今阿の報告にあたっ

ては、年度鉦に便宜上与えられてきた A~C の調介

区の名称を廃止するとともに、年度紺に各調介lべ鉦

に与えてきた遺構番りを全面的に改定し、令調介区・

調在年次を通した遺構番号とするため、遺構番りの

抜本的な再編成を行った。ただし、ピットに閃して

は、遺構番号が膨大な番号になる煩雑さを避けるた

め、グリッド毎での通し番号とした（例； E-R 
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第 2図 調査区地区割図 (1 : 1, 500) 
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12 ピット 3)。

検出した遺構は、ピットや性格不明の土坑も含め

て非常に多いが、そのうち報告にあたって必要イ＜可

欠と考えられる遺構は102 を数えた (SD1付設施

設を除く）。

ただし、このなかには、大溝 SD1の内部に付設

された井泉や礫敷、木組み遺構等は除いている。こ

れは、それら遺構があくまで SD1に付設する施設

として位骰づけたためであり、記述にあたってはそ

れぞれで独立した遺構番りは付与せず、あくまで S

D 1を構成する遺構群とし、具休的には SD1内で

のその種別鉦の通し番号として表現した。

なお、大溝 SD 1や旧河道 SR2では、 t器が狭

い範囲でまとまって出 Lした部分がある。これには

集中して大鼠の上器が存在したものや、同一面と捉

えられるところで少数の土器が隣接して出 Lしたも

のなどがあり、それぞれ「t器溜」「単位」「セット」

などと認識して 1/10図作成のうえ取り r.げを行っ

た。本書においては、これらは喝該部分の出 LL器

鼠の多霧にかかわらず、すべて「L器群」と呼称す

ることとし、それぞれ遺構番号とは別に、算m数字

の通し番号とした。 （穂積）

I1 位樅と環境

（地理的環境）

六k.A遺跡は、津市の北側を流れて伊勢湾に注ぐ

志登茂川右岸の標高 4m ~ 10mのなだらかな段丘斜

面に立地する遺跡で、行政的には津市大里窪田町字

花村に所在する。小字名称とは異なる「六大」を遺

跡名に冠している理由は、直接的には『津市遺跡地

図』！に従ったものであるが、それ自体はかつて判

地に所在したという「六大院」なる寺院跡に由来し

ている。

志登茂川は、近年まで洪水を繰り返す暴れ川であっ

たが、これは現在の三重大学付近から北側へ砂堆が

発達し、これに阻まれるように河口部が狭窄してい

たためで、古い時代にはその内側が広く水が溜まる

か低湿状になっていたようである。こうした状況は、

この砂堆上に鎮座する津市栗真中山町の逆川神社と

いう神社名に如実に示されているとともに、この砂

堆内側に低湿状の池が散布することからも窺うこと

ができる。また、地元の伝承では、河口からちょう

ど六大A遺跡付近まで舟が遡上していたことを伝え

ている"o

沖市を流れる上要河川には、北から志登茂川（支

流・毛無川）、安濃川（支流・美濃屋川）、岩田川そ

れに雲出川がある。このうち安濃川と岩田川は、水

源こそ異なるものの、詞じ平野部を潤すもので、ふ

たつの河川の流域は地域的には一体のものとして捉

えられる。

志登茂川流域と、安濃川・岩田川流域の間には、

-6--

安濃町より延びる見当山（長岡）丘陵が割って人っ

ており、海浜部の津市卜．浜町付近でやっと南北の沖

積地がひとつに繋がっている。

（歴史的環境）

安濃川・岩田川流域は、津市から安濃町、芸濃町

の一部へと続く喝地域では最も沖積地が広く、生産

性．も高い地域である。郡域としては、旧安濃郡に属

し、県内最大の弥生集落、納所遺跡lJが所在するの

をはじめ、弥生時代中期後半の竪穴住肘が実に200

基以上も確認された長遺跡 4や弥生水田が確認され

た森山東遺跡5など、広い沖積地を舞台とした弥生

文化が→気に開花した。

こうした安濃川・岩田川流域の発展は、巖制のほ

うからも窺える。弥牛時代を代表する蒻制である方

形周溝墓は、すでに中期初頭には納所遺跡の西側の

松ノ木遺跡6で確認されるのをはじめ、集団偽から

離れていく有力者層の募制である単独の）j形台状菓

が中期中策の安濃町清水の倉谷弥生墳硲 7以来認め

られる。その）j形墳の系譜は、個人熊的様相を徐々

に強めつつ、弥牛時代後期の高松弥生墳墓8 や大ケ

瀬墳墓パかを経て、古墳時代前期の坂本山古墳群、10、ヘ

と続き、古墳時代中期には、大方墳である明合古

墳 )Iを築造するに平る。

これに対し、ふ登茂川流域は、郡域としては河芸

町から鈴鹿市南部まで続く奄芸郡の南端部を占め、

安濃川流域とは郡域を異にする。この流域では、弥

生時代中期の方形周溝簗や土坑墓が橋垣内遺跡＇応＇で、



また弥生時代末から古墳時代前期の方形周溝墓群が

川北遺跡⑬で確認されているものの、弥生時代中期

以前では集落としても今のところ大規模なものは知

られていない。同様に、前方後円墳をはじめとする

付長墓に属するような古墳の築造も、この流域には

確認されていない。このことは、直接的には志登茂

川流域の本格的な開発が安濃川流域よりも遅れてい

たことと平野部自体の狭小性を示すものであろう。

このように、安濃川流域と志登茂川流域は、その

開発の進展度において弥生段階では差異がある。し

かしながら、律令期以降は両地域が異なる郡域に編

人されるものの、古墳時代以前においては両地域は

低い丘陵を隔てただけの・体の地域として、換言す

れば相圧補完的な地域関係として捉えられるのでは

なかろうか。このことは、六大A遺跡が立地する地

勢的条件と 5批紀の状況をみると、より明瞭に理解

されうる。すなわち、六大A遺跡の西側谷筋をその

まま奥へ人っていくと、最奥部には 5世紀末の須恵

器・埴輪併焼窯である安濃町内多遺跡巧が所在して

おり、本書で報告する六大A遺跡の調在成果（初期

須恵器類の出土等）も勘案すると、当地域は伊勢に

おける最初期の須恵器生産地幣であった可能性が者

えられるからである。この背景には、前述のような、

志登茂川の水運の間題とも密接に関わるものであろ

う。例えば、内多にしても領域的には安濃郡に所在

するが、水運というてんでは安濃川へ出るよりも、

谷筋を下って志登茂川水系に出たほうが労力が少な

くて済むと思われる。こうしたことから、ちょうど

六大A遺跡付近は、ここまで舟が遡 tしたという伝

承も含めて、明合占墳も所在する安濃郡の中心域に

とっての東の玄関口に相当する地域、と評価するこ

とが可能であろう。

なお、このてんに関して、六大A遺跡の北側に隣

接する中鳶遺跡 )5'では、調介区は狭いながらも古墳

時代前期の竪穴住居群の存在や優秀な士器類の出十，

が明らかになっており、志登茂川に張り出した河岸

段丘 lゾ→への占地ということも考え合わせ、周辺の遺

跡のなかではひとつ抜け出た存在の遺跡であった可

能性を指摘しておきたい。

さて、律令時代に人ると、それまで安濃川流域の

打力遺跡がLI立っていた前代の様相とは打って変わ
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り、志登茂川流域でも掘立柱建物群をもつ有力遺跡

が一斉に成立する。この場合、竪穴住居はほとんど

なく、小規模な家屋であっても基本的に掘立柱建物

が採用されていることが重要である。これは、 般^

層における掘立柱建物の採用がさらに時代が下ると

思われる伊勢においてはやや特異な在り方といえ、

ひいてはそれが志登茂川流域のこの時期における相

対的な先進性を示すものと捉えられよう凡

こうした状況は、「伊世国奄伎郡」（表）「久菩多

里私部小」（裏）と書かれた平城宮出土木簡＠ゃ、平

安時代に成立した『和名抄』記載の「窪田郷」にも

窺え、地域的には南に偏るとはいえ、古代奄芸郡の

中心地のひとつになるまで成長をとげる。

中世以降も、当地域は衰退することなく、安定し

て集落が継続する。六大A遺跡と六大B遺跡の間を

通る伊勢別街道がいつこの地に成立したかは不明で

あるが、この街道を中心とした地域が「窪田御厨」

や「窪田荘」と呼ばれる荘園になっていた［この

史料上の初見は、『吾妻鏡』文治 3 (1187) 年 3月

30日付の「公卿勅使伊勢国駅家雑事勤否散状Jで、

ここに大江広元を地頭とした「窪田庄」が不勤仕庄

のひとつとして名を見せている。これは、いわゆる

平家没官領で、その後、伊勢神宮や東北院、北条得

宗家などに地頭職が代わったり寄進されたりする。

室町時代には、当地が伊勢参宮道の宿場となって

栄えていたようで、大永 2 (1522) 年には参宮を終

えた連歌師、宗長が当地に宿泊、「窪川」や「御顧

寺六大院」の名を『宗長 [i記』に残している。そし

て、文明年間には、県内最大の寺院である高田本111

専修寺の前身となる寺院が東側の一身田に成立し、

当地はそれを望む宿場として発展した。 （穂積）

（註）

① 津市教育委員会『津市遺跡地図』 1988

② このことに関わる地元伝承は以ードのとおり。

「昔、六大院に大きな松があり、これを目印にして、そ

の下まで舟が遡上してきた。その後、その松は切り倒さ

れて、津の観音さん（津市大門）の用材として用いられた」

③ 伊藤久嗣ほか『納所遺跡発掘調壺報告』三重県教育委員

会 1980

④ 池端清行『一般国道23号中勢道路 (9エ区）建設事粟に

伴う長遺跡発掘調在報告』三重県埋蔵文化財センター





1納所遺跡 12鎌切・稲葉古墳群盆六大A潰跡 辿宮ノ前遺跡

2 明合古墳 13鎌切3号墳 凶六太B遺跡 拉森山東遺跡

3 岡南4号墳 14鎌切1号墳 盆播垣四遺懃 拉太田遺跡

4御屋敷跡13号墳 15おこし古墳 西太直曽遺跡 互松ノ杢遺藪

5メクサ古墳群 16上村遺跡 江逝辿2昼墳 拉蔵田遺跡

6殿村1号墳 17尺目遺跡 謡粧池l丑墳 迎位田遺跡

7坂本山古墳群 埠丸市遺跡 盟西岡古墳 般替田遺跡

8 野田遺跡群 旦山王遺跡 拉西図2丑墳 且弐ノ挫遺跡

9 大ヶ瀬遺跡 凶内垣内遺跡 姐山籠遺跡 位里前遺跡

10大ヶ瀬弥生墳墓 込天堤古墳 淫門脇北五墳 位鎌辺5投墳

11平栄遺跡 盆河崎遺跡 拉コ2ゼンジ遺跡 44小谷遺跡

第 4図 六大A遺跡周辺の土地条件 (1 : 5, 000) 

2000 

⑤ 増田安生・倉田直純ほか「森山東遺跡J『一般国道23サ

中勢道路 (9T区）建設事業に伴う松ノ木遺跡・森山東

遺跡・太田遺跡発掘調査報告』三直県埋蔵文化財センター

1993 

⑥ 竹内英UH1松ノ木遺跡」前掲註⑤文献所収

⑦ 田中秀和『大塚西山A遺跡／倉谷方形台状墓発掘調在報
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45若林遺跡 56倉谷弥生墳墓 67竹川遺跡

46大里西沖遺跡 57堂山1号墳 68養老遺跡

47東浦遺跡 58亀井遺跡 69病松遺跡

48川北遺跡 59桐山遺跡 70池の谷古墳

49内多古窯跡 60森山遺跡 71元井池古墳

50中鳶遺跡 61多倉田遺跡 72藤谷埴輪窯跡群

51安養院遺跡 62浄士寺南遺跡 73久居古窯跡群

52大城遺跡 63ヲノ坪窯跡 74高松弥生墳墓

53 日余1号墳 64君ヶロ古墳

54北端遺跡 匝長遺銃

55辻の内遺跡 66梁瀬潰跡

※下線のあるものは中勢道路内の遺跡

告』安濃町教育委員会他 2001 

⑧ 谷本鋭次『高松弥牛墳墓発掘調在報告』津市文化財保護

協会 1970 

⑨ 谷本鋭次・伊藤久嗣「山口遺跡・大ケ瀬遺跡・平栄遺跡」

『近畿自動車道埋蔵文化財発掘調介報告 I』-汀［県教育

委員会 1973 

⑩ 小玉道明はか『坂本山古墳群・坂本山中軋墓群』津市教



育委員会 1970 

⑪ 浅尾悦生『安濃町史資料編』安濃町教育委貝会 1994 

⑫ 穂積裕呂ほか『＾般国道23号中勢道路 (9エ区）建設事

党に伴う橋坦内遺跡発掘調在報告』三重県埋蔵文化財セ

ンター 1997 

⑬ 昭和53年、津市教育委員会調査

⑭ 前掲註⑪

⑮ 菅室康光『中鳶遺跡発掘調在報告』津市教育委員会 1977 

⑯ このことの詳細は、前掲註⑫文献参照

⑰ 奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調在出t木簡概報』

12 1978 

⑱ 以下、中世の窪田庄・窪田術については、角川害店

『角川日本地名大辞典24丑E県』 1983を参照

川 遺構・層序の概要と土器分類

まず、ここでは、個別遺構・出土遺物の説明の前

に、それらがどのような関連のものに存在するのか

を簡潔に把握する必要がある。このため、まず最初

に全体の遺構の概要や、層位など個別遺構・遺物の

枠を越える内容についての説明を行い、あわせて本

書における個別遺構説明の方針を延べる。

第 1節 遺構の概要と本書の記述方針

1. 遺構の概要

六大A遺跡の調在区は、道路の路線敷の調介のた

め、はぽ南北軸に沿った細長いものとなっている。

なおかつ、県道津関線（伊勢別街道）から北へ、志

登茂川に向かってドっていく段丘斜面の傾斜地に立

地していることから、追構の種類もその立地場所に

応じて異なったものになっている。このような状況

のため、逍構の令休像を簡使に把捏するには、段丘

の面鉦に把握することが適切と思われる。

上段 ,[~ 初、便宜的に A地[>Zと呼称していた遺跡

南側の県道津関線の脇の部分に相当する。六大A遺

跡では最も高い椋高 9m~llm の部分で、古代から

中枇を中心とした集落域となっている。

中段 聞初、便宜的に B地区と呼称していた標高

7m~9mの部分に相渭し、漸移的に上段とは連続

するものの、追構の有り様がI・.段とは全く悦なって

いる。すなわち、中段での遺構の中心は長さ 100m

（直線距離）、最大輻32mを測る大溝遺構 (SD 1) 

で、それがはぼ調在区を縦断するかたちで{{在する。

SD 1の内部には、貼石や礫敷、井泉といった内部

に付設された施設群も多く、これらが中段のメイン

となる。これに対し、上段でみられたような艇落に

関わる遺構は少数の井戸や土坑、配石、柱列などが

散在する程度であった。従って、中段は、特に占代

～中i仕については上段にtf-在する集落域の周緑に相

当する部分、古墳時代以前については SD1脇に＃

在する少数の古墳時代の掘ー立柱建物も含めてそのあ

り様は SD1と密接に関わる遺構といってよく、 S

D 1の付設施設とも呼びうるものである。

＼ 

゜
lOOm 

第 5図 年度別調査区と段丘面の対応 (1 : 2, 500) 
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下段 当初 C地区と呼称していた遺跡北側の JR 

紀勢本線沿いの部分で、遺構検出面で 5m前後と六

大A遺跡では最も低い。遺構としては、志登茂川に

そのまま続くとみられる低湿の落ち込み状の遺構

(S R 2) と、その埋没後に存在した少数の溝があ

るのみで、建物等はない。

このように、六大A遺跡は、標高差 6mの範囲に

性格の異なる遺構群が分かれて存在しており、それ

らをそのまとまり毎に説明していくのが分かりやす

いと思われる。そこで、本書においては、遺構・遺

物の個別説明は、以ドのような区分に基づいて記述

を行った。

・旧河道 SR2とその周辺の溝の調在（ド段に相

当する部分の調壺）

・大溝 SD 1とその付設施設の調在（中段に相当

する部分のうち、遺物量が膨大な SD 1とその

付設遺構、及び古墳時代の遺構の調介）

・集落域の調¾. (上段の集落域と、中段の遺構の

なかで、 SD 1以外の遺構群の調在）

第 2節基本層序

六大A遺跡の調脊区は、幅が30~50mなのに対し

て、最南部となる上段の南端から最北部となる下段

の北端までの総延長が310mという南北に非常に細

長いものとなっており、また検出面での比高差が 6

mも{[-在する。こうした傾斜地に営まれた遺跡であ

るうえに、 B什和40年代後半に行われた団体営圃場整

備事梁のため、六大A遺跡の事業地内は客土が厚く

堆積していたり、逆に激しく削平された部分が存在

する。客土の堆積は、地形的に小さな谷地形となる

大溝 SD1がかつて存在していた中段の中軸線付近

が特に顕著で、最原部で lmにも及ぶ。

以}-_のような状況から、六大A遺跡の甚本層序は

いわゆる他含層に相当する部分の堆積がほとんどな

く、表1-.以下、圃場整備による攪乱土や客土を取り

除くと、即、遺構検出面という場合が多かった。こ

のため、旧河道 (SR2) や大溝 (SD 1) といっ

た埋土自体の堆積が原い遺構を除き、あまり層序で

問題のある箇所はなかった。

ただし、それでも遺構検出面に至るまで若rの層

の堆積が認められる場合があった。全体的な堆積状

-13-

況は以下のように整理できる。

① 耕作土

② 橙褐色土（客士）

③ 暗褐色土（包含層）

④ 淡青灰色～黄灰色粘土（検出面）

⑤ 暗茶色～黒褐色土木質士

⑥ 灰色褐色砂質土

このうち、包含層に相喝する③では、弥生時代後

期から近冊までの遺物が混在状態で出土しており、

それらが細分上層鉦に、下から上へ時間に従った昇

順状態で遺物が分かれて出上するという状況にはな

かった。中段部分では、検出面にいたるまで原い土

量があったにもかかわらず、この包含層に相当する

部分が極めて乏しく、ほとんどが圃場整備に伴う客

土である②に覆われていた。

また、いわゆる地山として認識できた④は、一定

の厚さを経て漸移的に⑤に移行していく。⑤は、大

きく谷状に落ち込んだ中段の大溝 SD1ド流部の埋

土を全て除去したところのみで確認できたもので、

基本的に大溝 SD 1に伴ったものとみてよかろう。

なお、④の形成過程の途中で、いわゆる「黒ボク」

を挟む部分がある。この黒ボクは、橋坦内遺跡や六

大B遺跡でもあり、この地域に広く堆積が確認でき

るものである。黒ボクは、六大A遺跡よりも南側の

橋垣内遺跡では、層中から押型文t器が出土してい

る他、その放射性炭素法による年代測定で5100士 y.

B.P (G a k -14,890) という年代値が出ているこ

とから U;、本遺跡の黒ボクの形成時期についても一

定の指針が得られるものと考えられる。従って、④

の上面は、この年代よりも新しく形成され、その後

弥生時代後期以降の遺構群によって掘り込みが行わ

れたものとして捉えられる。

は主）

① 森勇ー・永草康次「橋垣内遺跡における黒ボク士につい

て」『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調介概報III』

三重県埋蔵文化財センター 1991

第 3節 弥生後期～古墳時代士師器の形式分類

六大A遺跡から出土した膨大な士器のうち、大多

数を占めるものは弥生時代後期から古墳時代に属す

る。これは、そのほとんどが大溝 SD 1と旧河道 S



R 2から出 Lしたもので、種類や器種も多岐にわた

る。そこで、出土遺物の記述をできるだけ簡潔に行

うため、最初に当該時期の上器分類を提ホする。縄

文l-.器や須恵器、韓式系上器、古代以降の土器に関

しては、出t量も限られるため個別説明とし、ここ

では特にそれらのt器分類は提示しない。

なお、通常、 t器の分類は形式（器種）を横軸、

刑式をその縦軸として構成され、厳密な意味での形

式分類はいうまでもなくその横軸、つまり形式の抽

出を目的とすることが多い。しかし、ここでは、高

杯の一部や甕の一部などは縦軸、つまりひとつの形

式の刑式変化師の形状も分類に一括して含めている。

本来はそれらも厳密に捉えるべきであろうが、ここ

では膨大な十．器の記述をできるだけ簡便に行うため

の、形態的特徴の共通性をより重視した分類とした。

従って、形式としての分類基準の統一性には欠ける

が、ご了解されたい。

【壺】

広口壺

A 乖下口縁をもつものを一括した。口縁内面を加

飾するものも多い。形態により、 2細分する

Al 体部と頸部の境界が不明瞭で、大きく外反

しながら立ち上がるもの

A2 頸部が外方へ直線的に立ち上がるもの

B 頸部から外反して広がるものをー括した。頸部

の立ち上がりや文様の有無から細分する

B 1 イ本部と頸部の境界が不明瞭なもの

B 2 体部と頸部の境界が明瞭なもの。通常、ロ

縁部やイ本上部などに加飾を有するが、薄手

で無文化したものも含める

c 頸部が—」且立直気味に立ち上がり、屈皿して外

反するもの。パレス壺を志向した広「1壺を含む。

頸部の立ち上がり方から 2細分する

C 1 頸部が外傾気味に立ち上がるもの

C 2 頸部が外傾しつつも内彎気味となる、いわ

ゆる「袋状」を皇するもの

D 頸部が休部から屈折して外方へやや短く直線的

に伸びるもの。口縁端面は加飾するものが多く、

頸部突帯をもつものもある

E 口縁部が受LI状をなす広 LJ壺
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F 窄まった頸部から、口縁部が外反して開く細頸

広口壺

複合口縁壺

A パレス壺およびその系統のもの

B 頸部が外傾気味に立直した後、さらに外側へ直

線的に開き、口縁端面も拡張されて外斜面をも

つもの

C n縁外面を垂下u縁として面を拡張し、円形浮

文を貼付して加飾したもの

有段口縁壺

A 広口壺にさらに口緑部を付加したいわゆる二重

口縁壺。形態によって細分できる

Al イ本部より頸部が立直もしくは外傾気味に立

ち r.がった後、外側へ折れ、その後に外反

して広がる口縁部が付加されるもの

A2 頸部から外反して広がる広口壺に、外反し

て広がる n縁部が付加されたもの。いわゆ

る「伊勢型―．軍口縁壺」

A3 短く外反する広口壺に、外反して広がる口

縁部が付加されたもの。いわゆる「伊勢型

．．重口緑壺」も含む

A4 短く外反する広口壺に、立直する lJ緑部を

付加したもの。二重口縁部を加飾するもの

もある

B LJ緑部をく字形に内側に折り返し、袋状となっ

たもの

C 口緑内外面を櫛描列点文で装飾したいわゆる柳

ケ壺形土器

長頸壺

A 口頸部が外傾しつつ直線的に延びるもの。口頸

部外面を加飾するものもある

B LJ縁部にいくに従い外反するもの。 A類に比べ

て短い

脚付壺

壺に脚台を付加したもの。東海地域に特徴的に存

在する器種

A 脚台 r.に長頸壺を載せるもの

B 脚台,-.に内円短口緑の鉢的な,~器を載せるもの

短頸壺

A 口頸部とイ本部の境界がイ淵月瞭で、頸部のくびれ

が弱いもの
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第 8図 弥生後期～古墳時代土師器の形式分類 (1)

-15-



B n頸部とイ本部の境界が明瞭で、口緑部が緩く外

反するもの

c 頸部が立虹して立ち上がり、口縁部が外血して

端部に面をもつもの。長頸壺を短くしたもの

D 卵形の1本部をもち、太い頸部から短く外反する

口縁部をもつもの。広n短頸壺

直口壺

A 窄まった細頸の頸部から直線的に急角度で外傾

する口縁部が延びるもの

B ド膨れの体部から外傾してやや長めに立ち上が

る日頸部をもつもの

C やや太めの頸部から、緩く外傾する直線的な LJ

頸部をもつもの

D 11]形もしくは下膨れの扁球形の体部から、短く

立直する口縁部をもつもの

無頸壺

無頸の壺もしくは体部から短い [7縁部がそのまま

付くものを該門させる。蓋を装着し、そのための紐

通し孔をもつものが多い。

A くびれ径と短く立ち卜りゞる口径がほぼ等しいも

ののうち、口縁部が受LJ状に内彎するもの

B LJ緑部が短く立直するもの

c 立ち上がりが全くないもの

D 脚台が付く台付無頸壺の形状をとるもの

内彎口縁壺

A LJ径と扁球形の胴部径がほぼ等しく、口頸部が

大きく外傾しながら逆二．角状に開き、口縁部付

近でやや内彎するもの

B Aよりも II縁部の開きが緩やかで、口頸部中央

へ向かって・且膨らみ、口縁でやや窄まるスマー

トな形状をとる。貝殻腹縁による扇状刺突を持

つものも多い

c 休部が下膨れの形状が進み、口頸部は Bの口頸

部を縮小して内斜面のヨコナデが強まって端部

を外側へつまみ出した形状をとるもの。貝殻腹

緑による扇状刺突を持つものもある。いわゆる

ヒサゴ壺

D Cのn頸部がさらに外開きとなり、端部の外面

への突出も強まるもの

E 緩やかな膨らみをもった長めの口頸部に、口頸

部高よりも低い下膨れの偏平な胴部をもつもの
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F くびれが弱い太頸から、短く膨らむ1本部高の約

半分の口頸部が延びるもの

小形壺

器高が25cm以内の小刑の壺で、様々な形状の日緑

部をもったものを総称する。これまで分類してきた

各種壺の縮小版のものが多く、これを基本として分

類する。

A 広LJ壺の縮小版タイプ

B 短頸壺の縮小版タイプ

c 太頸短頸広 LJ壺の縮小版タイプ

D 直口壺の縮小版タイプ

小型直口壺

球形もしくは扁球形の1本部から外傾する虹線的な

[ l頸部が延びる小刑の壺。底部は丸底。 Ll頸部形状

や法贔の差異から 3細分する。

A 器高が15~16cm前後にあり、やや太めの頸部か

ら直線的な II頸部が延びるもの。直LI壺 Cの前(I

小版タイプ

B 器高が15~16cm前後にあり、窄まった頸部から

外傾する直線的な口頸部が延びるもの

C ・器高が約12cm前後と小さいもの

【小型用】

丸底の1本部に、外傾して広がる II頸部をもつ小刑

品のうち、いわゆる小型丸底壺と小刑丸底鉢を•括

する。なお、平底のものに関しても、この系統の L

器と認められるものについてはここに含める。

A いわゆる小型丸底壺のうち、短口頸のもの

Al 内彎系の短い口縁部が付くもの

A2 外反系の短い ll緑部が付くもの

B いわゆる小型丸底壺のうち、口縁部がやや長い

もの

B 1 口縁部が外傾して虹線的ないしは外反して

外側へ延び、桐部成形が比較的「寧なもの

B 2 口縁部の外傾度がやや弱まり、頸部の括れ

がゆるやかで、 n径と胴部径が拮抗する粗

製のもの

C 口縁部が有段の有段鉢の形態をとるもの

D 休部径が大きい横長形態のイ本部に短い口縁部が

付くもの

E いわゆる小刑丸底鉢のうち、口径が1本部径を凌
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ぐもの。形状により 2細分する

E 1 口縁部閥と半球状の体部高がほぽ拮抗し、

内彎する大振りの口縁部が付くもの

E 2 頸部がより窄み、体部高が口縁部高を凌ぐ

もの

F 球形の体部に長大な内彎口縁が付くもの。口径

と体部径は同等かやや口径が勝る

【脚付小型用】

いわゆる小型丸底鉢（小型対）に脚台が付くもの

【蓋】

A 山形で、頂部にツマミが付くタイプ

B 頂部は丸く肥厚するが、ツマミが付かないタイ

プ。有孔

【甕】

甕は、大きく口縁部形状から、く字形口縁甕、受

LJLJ縁甕、 S字状口縁台付甕（以下、 S字甕）の 3

種に分かれる。

＜字形甕

口緑部が外傾もしくは外反する平底（上底を含む）

ないしは台付の甕を一括する。

A 最大径が中央もしくはそのすこし上にくる紡錘

形もしくは卵形のイ本部をもち、外反する口縁部

の端部に刻みを入れるハケ調整のもの

A1 平底のもの

A2  脚台付きのもの

B 口縁端部に刻みをもたない胴長形状のハケ調整

のもの

B 1 平底のもの

B 2 脚台付きのもの

C 口径が体部高に近い下膨れのずんぐりとした器

形をもつもの

C 1 平底のもの

C 2 脚台付きのもの

D 体部をタタキ調整するもの

E B 2形態と類似するが、脚台を含む下半部の形

状が S字甕と共通するもの

丸底甕

口縁部は＜字形を呈するが、底部が丸底になるも
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の。系譜上の淵源が近畿地方の布留式の影響下にあ

り、それが在地化したものも含む。口緑形態や調整

等から 5つに分ける。

A 口縁部が内彎して端部が肥厚し、体部内面をヘ

ラケズリするもの。肩部外面にはハケを施すこ

とが多い。比較的布留式の規範を踏襲している

もの

B 口縁部は内彎しつつも上端に面をもつか外傾す

るもので、体部内面がハケもしくはナデ調整と

なったもの

C 「]縁部は、外傾するか外反気味で、外斜面をも

ち、やや厚手の作りのもの。体部内面はナデ調

整を基本とする

D 口縁部が外反もしくは外傾し、外面調整はケズ

リ・板ナデ・ナデを基本とした粗製のもの

E 体部をミガキ調整した精製のく字形丸底甕

受口甕

口縁部形態より、大きく 5類に分け、さらにそれ

ぞれを細分する。

A 口縁部を内側に屈曲させ、頸部くびれより J:-.が

「く」字形を星するもの。口縁外廂に刻みを人

れて装飾する

B 外反する受n碁部に上方への立ち上がり部を付

加したもの。形態から 3類に分ける

B 1 体部と受口基部の屈曲が緩やかで、立ち上

がり部が内側へ屈曲し、端面が内斜面とな

るもの

B 2 立ち上がり部が立直し、口縁上端に面をも

つもの

B 3 体部と受口基部の屈仙が鋭くなり、立ち上

がり部が外側へ向かうもの。口縁端部は外

斜面をなす

c 外反する基部が長いのに対して、立ち卜がりが

短小なもの。はね卜．げ口縁的なものもある

D 基部が短く外側へ屈折し、外反する長い立ち上

がりをもつもの。装飾は少ない

E 基部と立ち卜．がりの境が不明瞭で、強い内彎形

状を呈するもの。外面は、基部 1回と立ち上が

り部 1回の計 2厠のヨコナデを施すが、内面は

1回のヨコナデによるものが多い。装飾は少な

し‘



s字甕

大きく分類すると受口甕の一＾種には違いないが、

s字甕としてひとつの系列をもっため、ここでは独

立して扱う。伊勢出土の S字甕の分類については、

川崎志乃・伊藤裕偉両氏により提示された島貰分

類があり、ここでもそれを準用する。なお、 S字

甕は学史上、成11.期のものを 0期とするのが一般的

なため、ここでもそれを踏襲した。

〇 頸部（基部）の屈曲が緩やかで、立ち上がり部

がほぽ立直するもの。口縁部外面を押し引き文、

体卜部を直線文で装飾し、さらにその上もしく

は下部に刺突文で装飾するものがある

A 口縁端部に施された強いヨコナデのため、端部

内面に外側へも突出するシャープな面をもつよ

うになるもの。頸部の屈肌が鋭くなり、口縁部

の断面が「 S」字状を呈するようになる

B 体部ハケ調整（イ本部＜字形状のハケ施文）、脚

裾部の内側への折り返し等が定式化する

C 口縁部の立ち上がりが弱くなり、外側へ向かっ

て間くようになる段階。口縁端部は卜端に面を

形成する

D 頸部の屈間後、基部が短く、立ち上がり部に大

きなヨコナデを 1回施して外傾きの口縁部を形

成するもの。肩部のヨコハケは消失し、ハケ全

体が粗雑化する

E 受口状の口縁を形成せず、頸部から口縁部外面

までを 1[nJのヨコナデによって形成するが、ロ

縁端部の外側へのつまみ出しと口縁内面のヨコ

ナデによる内彎に前代の名残を見せる

s字系複合口縁甕

口縁基部の成形方法が S字甕c類と共通し、それ

との類緑性が強いもの。形態的には、 S字甕 C類の

口縁部に粘tを追加して口縁部を延ばし、複合口縁

化したもの。

【鉢】

把手付有頸鉢

大型の有頸鉢の体上部に逆U字形の把手をもつも

の。脚台付きになることが多い

有頸鉢

A 頸部がくびれる大刑の鉢
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B 頸部がくびれず、半円形の休部に外反する口縁

部がつくもの

C 口縁部が受口状口縁になる加飾鉢（受口鉢）

D 口縁部が後半期の S字甕と共通する口縁部をも

つ深鉢タイプの鉢。イ本部調整はナデ・ケズリを

基本とした粗製の調整をとるもの (s字鉢）

無頸鉢

A [l 縁部の屈曲がない無頸• 平底の粗製の鉢のう

ち、深鉢タイプのもの

B 同様の調整 ・n縁形態をもった浅鉢タイプのも

の

小型有頸鉢

A 有頸であるが頸部がくびれない深鉢タイプの小

Jfljロ
土 tltl

B いわゆる小朋丸底鉢の底部が明瞭な平底形態を

とるもの（口径の半分程度の底径）

c 頸部がくびれる丸底タイプの小型有頸鉢

小型無頸鉢

A 平底もしくは上げ底の底部からやや内彎気味に

外傾して外開きになるもの

Al ヘラミガキを用いた精製品

A2 ナデ・ハケ・ケズリを残す粗製品

B 平底なしいは上げ底の底部から、半球形の体部

が立ち上がる碗状を呈した小型鉢

B 1 ヘラミガキを用いた精製品

B 2 ナデ・ハケ・ケズリを残す粗製品

c 平底の底部から外傾してやや直線的に立ち上が

るやや腰高の鉢。甕の体下半部の形状に共通す

る

D 半球状もしくは碗状の1本部に台がつく脚付鉢

【手焙形土器】

雲出島貰遺跡の川崎分類'.?を踏襲・追加し、鉢部

の口縁形態から分類する。

A く字形口縁を有する鉢部に覆部が付くもの

B 受口状LJ縁を有する鉢部に覆部が付くもの

C S字状口縁を有する鉢部に覆部が付くもの

【高坪】

有稜高坪

弥生時代後期から古墳時代前期の高杯のうち、い



手焙形土器

I 
C 

＼ -=~1 ―ニ_-_r- —お1・D
A 

文-, Iペ B 

C 又――-戸之." C 

有稜高坪

B 

小型有頸鉢

A 

s字系複合口縁甕
w B 

こ~=-·~ C 
--"77"/',I 

小型無頸鉢

把手付有頸鉢

A1 

＼ A2 
三ltJJ
2546 

有頸鉢

口 B21 ~••'-", ~ 91。A5

Al ill-C 

W, 蜘 D 
'パ望一逹~1194

Bla 

第10図 弥生後期～古墳時代土師器の形式分類 (3)

-20-



わゆる V様式系の口緑部が外反する高杯から型式変

化を追える東海系の布稜高杯を一括する。以下、 V

様式系の杯部・脚部が外反系のものを A、内彎傾向

を持ちはじめて以降を B、再び外反化するものを C

として扱う。

Al 杯部は、内彎気味の底部に短く立直する口

緑部が付き、脚部は太く、脚上から裾部に

かけて外側へ広がるもの。弥生中期の形態

を残す

A2 杯部は、内胄気味の底部から屈血して短く

外反する r1緑部が付き、脚部は脚上から脚

裾にかけて外反するもの

A3  脚上部が柱状を呈し、屈曲して脚ド部が外

反するもの

A4 杯の受部が発逹して口縁部が長大に外反し

たもの

A5  杯の受部が発達した上端面をもち、受部外

面を加飾したもの

81a 杯部は依然外反傾向を持つが、長脚の脚裾

部が内彎傾向を持ちはじめるもの

81b 杯部の大刑化が進み、脚裾部は明瞭に内彎

する。杯部は発逹するものの、見込み部の

ほうがIl縁部よりまだ長く、 LJ縁端部は丸

く収める

82a 杯部の見込み部と口縁部の長さが等しいか

内彎する口緑部のほうが長くなり、端部は

内斜面をもつ。脚部は依然長大で、脚裾の

内彎傾向が•段と進む

82b I l縁部が発逹して長大になるのに対して見

込み部が縮小し、脚部も脚上の脚柱部が省

略されて内彎する脚裾部が直接杯に接合さ

れるようになる

B 3a 杯部がやや浅くなって、脚部の低脚化もあ

り、脚部の短小化が一段と進む

83b 杯部の外傾傾向が強まり、脚部が内彎しつ

つも最も短小化したもの

84a 見込み部の縮小化が進行し、口縁端部の内

斜面が明瞭でなくなり、丸く収められる

もので、杯部・脚部が直線傾向をもっ

84b 浅い杯部の受部が直線化し、直線化した脚

部がより短小なもの

-21--

C 1 杯部が浅く外開きとなり、脚部が外反化す

るもの。脚部の内面は、ヘラケズリするも

のが出てくる

C 2 杯部は見込み部と II縁部の境が曖味となり

脚部の外反傾向も強まる

ワイングラス形高坪（以下、グラス形高坪）

A 杯部は、下膨れでその部分に最大径があり、ロ

縁部がわずかに外反するもの。脚部は長脚で裾

部が外反し、円孔をもつ

B 杯部が下膨れのボール状を呈するもの。 Aに比

べるとやや脚部が短い

C 杯部がド膨れ形状をとり、その部分の径とゆる

やかに外反する口縁部の径がはぽ同等なもの。

Aに比べるとやや脚部が短い

D 杯部が下膨れ形状で、外反する n緑部が最大径

になるもの。脚部は直線文と刺突文で装飾する

ものが多い

碗状高坪

A 杯部が浅い皿状を吊するもの

B 杯部が半球形を堪するもの。法贔に大小がある

c 平坦な杯底部から深く内彎しつつ立ち上がる l1 

緑部が付くもの

D 長脚の脚部にやや外反気味の浅い碗状の杯部を

もつもの。脚部に羽状列点文怜の装飾を施すも

のもある

E 浅い碗状の杯部に底径の狭い脚部をもつもの

小型高坪

A 有稜高杯を小朋化したもの。有稜糾杯同様に杯

部形態が界なるが、全体に杯部を小さく作る傾

向にある。形態により 2細分する

Al 内彎口緑に内彎脚がつくもの

A2 浅めの杯部に外反脚がつくもの

B 杯部は前述の碗状高杯 Cを小刑化したもので、

口径よりも大きい底径の裾広がりの脚部をもっ

もの

c 半円形を呈する深めの杯部に外反して広がる脚

部が付くもの。脚形態の差異より 2細分する

C 1 口径が底径に優越するもの

C 2 底径がLJ径に優越する裾広がりのもの

D 浅い碗状杯に外反して広がる脚部をもつもの

脚形態の差異より 2細分する
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第11図 弥生後期～古墳時代土師器の形式分類 (4)
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D 1 口径が底径に優越するもの

D 2 底径が口径に優越する裾広がりのもの

屈折脚高坪

古墳時代前期から中期にかけて存在する脚部に屈

折部をもつ高杯を総称する。形態差や杯部と脚部の

接合の差異も大きいが、形状の認識をより明確化す

るため、多少の分類を行う。

A 比較的細長い脚 tから明確に屈曲して開く脚裾

をもち、杯部も平坦な見込み部と外反する口縁

部が明確に区別できるもの。脚部は横方向の細

かいヘラミガキを施すのが基本。基本的には円

孔を持たないが、例外的にもつものもある。杯

部に脚部を挿人して杯部と脚部を接合する。近

畿地方の布留式の影響にあるもの

B Aの規範が弱まり、脚上と脚裾の区別、杯見込

み部と口縁部の屁別が一部もしくは全体に緩ん

できたものを一括する。脚柱部内面の成形方法

の差異より細分する

B 1 脚柱部内面をヘラケズリするもの。脚部内

面の脚柱と脚裾の境界が明瞭

B 2 脚柱内面はナデ調整により、シボリ痕跡が

より明瞭なもの。脚内面の脚柱と脚裾の境

界が不明瞭

c 脚柱部が膨らむいわゆるエンタシス形の脚部を

もつもの

D 杯屈肌部に明瞭な垂ド部が存在するもので、大

型品

E 杯部が碗状の見込み部から屈曲して外方へ直線

的に広がる口縁部をもつもの

F 口縁部は外反しつつ広がって端部をつまみ上げ

るもので、脚裾部は屈折というより外側へ屈曲

するもの

G 杯屈曲部に明瞭な段をもち、口縁部は外反する

もので、脚部はハの字状に外開きになるか、さ

らに脚裾部が外側へ屈曲するもの。杯の内外面

に太めの縦ヘラミガキを間隔を開けて施す

H 碗形の杯部をもつが、前述の有稜高杯の系譜に

属さず、古墳時代中期以降に出現するもの

【器台】

A 透孔の形態や装飾の有無に差異はあるが、口縁
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部と脚部、括れ部の境界が不明瞭なものを一括

する

B 受部と脚部の境界が明瞭で、細長い脚部から直

線的に外方に開く受部をもつ、いわゆる「東海

系器台③」。形状より 2細分するが、これは時期

差を反映していよう

B 1 やや外反気味の脚部をもつもの

B 2 長脚の内彎脚をもつもの

C ~—旦碗状に立ち上がってさらに屈折して外方へ

立ち上がる受部をもつもの。高杯とすべきかも

しれない

D 高杯タイプの受部に透孔をもつもの

E ハ字状に開く脚部に、大きく逆ハ字状に開く受

部をもつ粗製のもの

【小型器台】

受部の形態を軸に分類する。なお、六大A遺跡上

の小型器台は、ほとんどが受部と脚部が貫通しない。

A 大きくハ字形に広がる脚部に、直線的に外側へ

開く受部をもつもの

B 浅い碗状の受部をもつもの。口縁端部の形態に

よって細分する

B 1 口縁端部を丸く収めるもの

B 2 口縁がヨコナデによって外反するもの

c 受部が屈折して立ち卜がるもの。 Bより口緑部

が大振り。立ち上がりの形態によって細分する

C 1 受部立ち上がりが内外面ともに明瞭なもの

C 2 受部立ち上がりが外面は明瞭であるが、内

面は不明瞭なもの

D やや碗状の受部に外反する長脚をもつもの

【坪】

A ややひしゃげた半球状を呈するもの。口縁端部

を丸く収めるものと、ヨコナデによる内斜面を

もつものがある

B 口縁部内面に施したヨコナデのため、端部が外

反するもの

C やや下膨れで平底を呈するもの

【ミニチュア土器】

範となった土器があってそれを縮小再生産したも



の、ないしは範となったものは不明ながらミガキ等

によって精巧に作られた土器。既に述べてきた本来

の大きさの土器（範となった元の土器）を基に分類

する。ただし、本来の大きさより縮小化されている

とはいえ、その大きさにはバリエーションがある。

A 広n壺・複合口縁壺・有段口縁壺などを母休と

するもの

B 短頸壺・直口壺などを母体とするもの

c 小租け廿を母体とするもの

D 内彎口縁壺を低体とするもの

E く字形甕をf吐体とするもの

F 台付く字形甕を母体とするもの

G 受[I甕を且体とするもの

H 台付受[J甕を鳳体とするもの

s字甕を低体とするもの

J 高杯を祉体とするもの

K 内門の無頸鉢を屈体とするもの

L 形状的には鉢タイプの手捏ね土器と共通するが

内外面の調整にミガキを用いた精製品

【手捏ね士器】

ナデ・オサエ・板ナデ等によって成形された粗製

の土器。大まかに「壺」「鉢」などの指向はあるが

何か元あった器種の縮小版ではなく、小さいながら

もそれ自体一つの独立した器種として成itしている

もの。形態より細分するが、法品には輻がある。

A 平底で、括れなく外方へ立ち上がる鉢タイプの

もの。口縁部が外方へ直線的に立ち卜がり、端

部に向かって原みが細くなっていく

B 口縁部が内彎気味に立ち卜カゞる碗状タイプのも

の。 n縁端部に面をもつものもある

c 平底で、上方に立ち上がるコップタイプのもの

D 丸底で、半球形もしくはさらに LJ縁部が内側へ

内彎した無頸壺を呈するもの

E 丸底で、明瞭な外広がりの口縁部をもつもの

F 'Y底で、壺を指向するもの

G 台付鉢を指向するもの

H 脚部を有し、碗状のものが載るもの

（穂積）

（註）

① 伊藤裕偉「雲出島貰遺跡における古墳時代中後期の上師

器」 ・川崎志乃「古墳時代前期の雲出島貫遺跡」ともに

『嶋抜1Il』三重県埋蔵文化財センター 2001 所収

② 前掲註①川崎文献

③ 赤塚次郎「東海系器台詑書」『庄内式上器研究I¥「』!±内

式上器研究会 1993 

N 18河道SR2とその周辺遺構の調査

六大A遺跡では最も低く、市道を境として一段下

がった場所にあたる。平成 6年度末の範囲確認調在

の結果、市道際（南側）の水田 1枚分は既に削平さ

れていることが明らかになったため、その部分を除

外した4980m"を本調杏範囲として発掘調介を実施し

たが、調介の過程で調在区南側は削平等によってさ

らに広く無遺構部が広がることが判明した。そのた

め、遺構の存在しなかった部分は遺構の有無を確認

しただけで図化は行わなかった。これにより、最終

的な図化面積は3770m'となった。

確認された遺構には、北を流れる志登茂川へ向かっ

ての段丘状の落ち込みと考えられるもの (SR 2) 

の他、溝 3条と士坑 2基がある。このうち、人為的

なものは溝 2条と土坑 1基である。
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第 1節 18河道SR2の調査

1 形態

旧河道 SR2 (以ド、「 SR2」）は、下段の調在

区のほぼ全域にわたって確認できた段丘状の落ち込

み遺構である。肩部から段がつくように lm程度→

気に落ちるが、そこから先はなだらかにドがってい

くのみである。

平面形は、調介区の南側で L字状に屈折し、頂点

から一方は西側へ、もう一方は南側へ延びる。この

うち、西側へ延びる方の屑部は、中段の大溝 SD 1 

が延長してきた右岸部分に相当する可能性が高い。

そういうてんでは、 SR2とSD 1はセットで考え

られるべき遺構というか、同一遺構の上流 (SD1) 

と下流 (SR 2) の関係になるものと思われる。



＼
 ト

第12図下段実測図 (SR2周辺） (1 : 400) 
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第13図 SR 2土層図 (1 : 80) 
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＂ s
 1 表土

2 整地土

3 攪乱

4 灰黄褐色砂質士(~3血の石含） [10YR4/2] 

5 褐灰色砂質土[7.5YR4/1 l 

6 黒褐色土[5YR2/l]

7 黒褐色砂質土[10YR3/l]・灰黄褐色砂[10YR6/2]混層

8 褐灰色砂（礫含） [10YR6/1] 

9 褐灰色砂[10YR6/1 J 

10黒褐色土[5YR2/2]

II 黒色土[7.5YR2/l] 

12褐灰色土（やや砂質） [ 10YR4/l] 

13灰白色砂[N8/]

14 黒褐色砂質土[10YR3/1]・灰白色砂[10YR7 /1]混層

15褐灰色シルト[10YR4/l] 

16黒褐色粘質士（若干植物質含） [7. 5YR2/2] 

17黒褐色粘質シルト[7.5YR3/l] 

18褐灰色砂質土[10YR4/1]

19褐灰色砂質土[1 OYR4/ l] 

20褐灰色砂[5YR4/1]

21 褐灰色砂（礫含） [5YR4/1] 

22 黒褐色粘質シルト[lOYR:l/2] 

23灰白色砂[7.5YR1/l] 

24褐灰色砂（礫含） [5YR4/l] 

25 褐灰色砂質土（細かい石粒多量に含む） [ IOYR5/1] 

26 黒褐色士（やや粘質）

27 褐灰色砂

28 黒褐色砂質土（細かい石粒含む） [ 10YR3/1 l 

29褐灰色砂質土

30黒褐色砂質土（細かい石粒多量に含む） [10YR3/l] 

31 黒褐色粘質土（粘質強い） [ IOYR2/2] 

32黒褐色粘質土[IOYR:l/1]

33灰黄褐色砂[10YR5/2]

34 黒褐色粘質土（粘性強い）

35 褐灰色粘質土[10YR4/l]

36 黒褐色粘質土（植物質含）

37暗褐色植物質堆積層(39に比べ粘質やや強く植物質が若干少ない） [lOYR:l/3] 

38暗褐色植物質混入粘質土層[lOYl<:l/4] 

39暗褐色植物質堆積層[IOYR3/:l]

亡~二□—に--・一•

1 有機質堆積層（木貫多含、マーブル状に堆積）灰色〔5Y4/1〕

2 黒褐色粘質シルト(2.5Y3/1)

3 黄灰色粘質シルト（粘性強）〔2.5Y4/1〕

4 黒褐色粘貫シルト〔10YR3/1)

5 黒褐色シルト（木質含）〔10YR3/1〕

6 黒褐色木質堆積層(10YR2/3〕

7 黒褐色粘質シルト〔10YR3/1〕

8 黄灰色砂質土（若干の木貫含）〔2.5Y4/1〕

9 灰色砂

1有機質堆積層（木質多含）黒褐色[10YR3/1)

2 黄灰色粘質シルト〔25Y3/1) 

3 有機質堆積層黒褐色〔10Yn2/3〕

4 黄灰色粘質シルト〔25Y3/1) 

5 灰色砂

W E 
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• 一•一•―:—ロニ
1有機質堆積層（木質多含、マーブル状に堆積）灰色〔5Y4/1〕

2 黒褐色粘質シルト（木質含）(2.5Y3/1〕

3 黒褐色粘質シルト(2層より粘性強、植物質少含）〔2.5Y3/1〕

4 黄灰色粘質シルト(3層よりも粘性強）〔2.5Y4/1〕

5 黒褐色粘質シルト（粘性は2層と同程度）〔10YR3/2)

6 黒褐色木質堆積層(1層より木質少含）〔10YR2/3〕

7 灰色砂

北側の肩部は、調介区内では確認できない。出士

遺物も、南側の府部に近い部分では大屈に出士した

が、北へ行くに従って疎らとなり、出 J-.する遺物も

111茶碗など時期輻が広くなっていく。

こうしたことから、 SR2は志登茂川との間にも

う •度立ち上がることなく、地形に従って志登茂川

へ向かってそのまま落ちていくものと思われる。

そういう怠味では、 SR2は、志登茂川の流れに

よって形成された段丘状の落ち込みがそのまま低湿

状になって、も登茂川へ続いていくものと考えること

ができる。

2 屑序

雌 1-.は、全体に粘性が強く、いわゆる砂層やラミ

ナは{{在しない。従って、絶えず水が流れていた状

況ではなく、ゆるやかな堆積が徐々に進行していっ

たものと判断される。

迎!~ は、大きく上層とド層に分けることが可能で

あるが、このうち遺物が出 tするのは上層までで、

ト層は逍物を全く含まない木質を主休とした有機質

の堆積層である。この打機質上は、章本植物と低木

2.0m 

D 

w 

1有機質堆積層（木質多含）黒褐色(10YR3/1)

2 黒褐色シルト（木質含）〔10YR3/1〕

3 黄灰色粘貫シルト（粘質強）〔2.5Y4/1〕

4 有機賃堆積層(1層に比べ木賃少含）〔10YR2/3〕

5 黄灰色粘質シルト(3層より粘性弱）

6 褐灰色粘質シルト〔10YR4/1〕

7 有機質堆積層(1層より木質少含）〔10YR2/3〕

8 灰色砂

第14図 SR 2下層確認グリッド土層図 (1 : 80) 

が交冗に堆積したような状況を堪しており、水位の

I: ド動に伴う植生の変化を示すもの、と捉えられて

いる f0 

k層の遺物を含む層は、 t質や埋tの色調によっ

て細分することが可能であるが、それに対応して出

土遺物も時代師に出上するわけではない。

（註）

① 中村光司「C地区」『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財

発掘調査概報』 VII三重県埋蔵文化財センター 1995

3 遺物出土状況

前述のように、南側の肩部を中心に大贔の遺物

(!-. 器・木器・石製品）が出土した。出 t-.遺物の時
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間輻は、弥生時代後期から古墳時代後期を中心とす

るが、縄文時代晩期のものや、占墳時代以降のもの

も少数ながら出士しており、中軋まで確認できる。

遺物が出土する部分は、埋土でもい曽である。 Mii

述のように、分層した料序と /1\~t-.遺物の所属時期が

対応して出十．するわけではない。

第16図は、『概報』 VIIに掲載した中村光司氏作成

の出 t遺物小地区別重贔分布図である。この図から

も読み取れるように、遺物は SR2の肩部付近、具

休的には眉部から直線距離にして 16m以内の部分か

らの出上が中心で、特に濃密な部分は肩部からの距

離が Sm以内の部分に納まり、北側へいくほど希薄

になっていくことが分かる。出土遺物の多くがあま

りローリングを受けた状況にはないこととも者えあ

わせ、 SR2の出土遺物のほとんどが屑部より投棄

されたものであることを示していよう。

以ド、時代鉦に、出上遺物の出土の状況をみてい

。
、つこ

a 縄文時代晩期～弥生時代前期

遺物量こそ少ないものの、小地区 B-S 14区を中

心とした東西12mX南北 Smの範囲内で躯中して出

Lした。もっとも、この範囲は最大に見積もっての

範圃であり、遺物取り上げが 4m方眼の小地区単位．

のため、実P祭には B-S 14区を中心としつつも、も

う少し狭い範圃に集中していたのかもしれない。こ

れ以外の地点での出tは極めて単発的である。そう

いう怠味では、‘刷該時期の遺物の出 L状況には、あ

る程度の偏在性を認められうる。

なお、単発的に出l.したものについても、出土地

点は 1、点を除いていずれも SR2の府部もしくはそ

の隣接地である。

b 弥生時代後期～古墳時代

SR 2出土遺物の大部分を占める。 SR2の肘部

とその隣接地を中心として大贔に出 f・_したが、同じ

肩部でも SR 2の屈曲部はやや遺物の出土が薄く、

その両側で多い。遺物の出土が肘部を中心とするこ

とや、ほとんどローリングを受けていないt器が多

いことは、これら大贔の遺物が肩部から SR2に向

かって投梨されたことを示しているのであろう。

屑部出十．の I・.器のなかには、投棄時のす甜‘生を示

すと思われるような出t状況をとるものもある。崩
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第15図 SR 2土器群59出土状況図 (1 : 20) 

述のように、今回、それらをそれぞれ「 L器群」と

して把据し、報四していく。

士器群58

壺 2点が倒れた状態で、 fii) . 面から 2点並んで出

土した。ローリングも受けていない遺存状態のよい

ものであり、他所で別々に投東されたものがたまた

まここに流れ着いたと考・えるより、やはりここで 1丘j

時に投棄されたとみたほうが自然であろう。

士器群59

同一の検出血で、輻80X 55cmの範囲で隣接して出

上した•群で、一括性は高いと息われる。広 LJ 壺 l

},¥と甕 2点、それに高杯 2点がある。広 II壺の 1点

は正立状態で出上したが、甕や閥杯などは倒立して

おり、置かれたような状態にはない。低湿状のとこ

ろに•括して投東されたため、たまたま壺は正立で

残ったものと考えられるっ

t器群60

B -Y24区からまとまった状態で出 L した•群で

ある。出土状況図や写．真はないが、現地調介段階で

はい1-. 面での・括出 I・.として認識され、ラベル付け

のうえ、取り上げられた。図面類がないということ

ではやや客観性に欠けるが、 ＾応、これも 1点怜群と

して把握し、後述の遺物況明に繋げる。

c 古代・中世

SR 2の眉部付近からの出tは多いが、弥牛後期

～占墳時代の遺物ほどその梨中性は顕約ではなく、

特に 111茶碗などの新しい時期の遺物は調在lべ北側も

含めた広い範囲から出土する。こういうてんでは、

肩部から投棄された遺物というよりは、いわゆる他
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含層的なものとして扱えられるものと思われる。

4 出土遺物

出土遺物には、土器・木製品・石製品があるが、

木製品は既に報内しており、石製品は少数である。

出 f今．遺物の時期は、大きく分けて、縄文時代晩期

から弥牛時代前期のもの、弥生時代後期のもの、古

墳時代のもの、占代のもの、中冊のものがある。

以 I'●、時代別に見ていくこととする。

a 縄文時代晩期～弥生時代前期 (1"'""17) 

突幣文上器 (1~12) と浮線網状文系十器 (13~

14)、それに弥生時代前期遠賀川系の壺 (16) と打

製石斧の破片 (17) が存在する。

突幣文 I:謡はいずれも深鉢で、刻 H突幣のものと

素文突幣のものが存在する。刻目突幣のものは、貝

殻状r」具によるものと判I/王によるものがある。いず

れも小破片責料のため、口縁部から肩部まで連続し

て残る個体は存在しないが、肩部にはあまり明瞭な

段や稜はないようである。ただし、肩部にも突幣を

もついわゆる 2条突幣になるものはある。「l縁端部

に刻みをもつようなものは仔在しない。全体として

突幣文期のなかでも新しく、いわゆる馬見塚式以降

の所産であろう。

浮線網状文系土器は 2点出土しており、いずれも

浅鉢である。 13は[l緑部が内側へ屈折するタイプ、

14はr1縁部が屈折せず全体形がボール形を旱するタ

イプである。ともに文様は横方向の多重凹線を基本

として、その•部が途切れて凹点もしくは短凹線を

貫人させている。

弥生時代前期の土器は 1点のみ出土した (16)。

肩部にヘラ描沈線を施した壺形土悩である。

17は、厳密にはこの時期かどうか不咀であるが、

残什が悪いものの打製石斧の破片と思われることか

ら、ここに拮いた。

b 弥生時代後期～古墳時代

土器群58出士遺物 (18"'-"19)

広口壺 B2 (18) 及びE (19) がある。

18は、日頸部の彎曲が弱く、やや直口n緑気味で

ある。 19は受LJ状LJ緑を惜し、胴部に焼成後穿孔を

有する。祭祀川として使用されたものが、使用後に

投東されたものであろうか。
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士器群59出士遺物 (20.,..,__,24)

短頸壺D(20)・受口甕E(21)・<字形甕B2 (22)・ 

有稜高杯 B3~(23) ・碗状高杯 C (24) がある。

短頸壺20は、広口壺的様相をとるが、 r1緑部が短

く、短頸壺とした。いわゆる短頸広 [_J壺である。頸

部直ドの直線文の端を流水文状に畢下させて終わら

せ畢ド単位の間には羽状刺突をもつ。

受口甕21は、緩やかに内胄する[J緑部をもった受

口甕で、桐部が球形を惜して鉢的様相をとる。底部

は残存していないが、脚付の可能‘「生もある。

高杯を指標とすると、欠111式中段階で廻間 I式併

行期】のものであろう。

土器群60出士遺物 (25.,..,__,35) 

有段IJ縁壺A2 (25)・直u壺A (26)・S字甕 D

(27) 及び圃 E (28) と台部 (29~30)·< 字形甕

(31)・屈折脚閥杯 B (32~34) ・粗製無頸鉢 (35)

がある。土器群全体を通してミガキ調整が乏しく、

ハケもしくはナデイ±1-.げのものが中心である。古墳

時代中期の所産であろう。

埋上出土遺物

土器群としてまとまらなかったl1該時期の遺物を

一括する。出t量が多いため、個々のl灌怜の形態や

分類は実測図や観察表を参照厠うとして、特徴的な

個休を中心に叫述を進めたい。

【弥生後期士器～古墳時代士師器】

広口壺 (36.,..,__,50) 

A (36~38)·B 2 (39~41·44~46·49)·C 2 

(42~43)·D (47~48) ・脚部片 (50) を図不した。

このうち 46~48はやや小伽りである。加飾のある

個休は、 II緑端部を拡張して羽状刺突もしくは列状

刺突をもち、休上部に直線文と波状文を糾み合わせ

た文様幣をもつものが多い。

なお、 45は、口頸部の製作方法は、 lれ口壺Aとの

共通性がある。

複合口縁壺? (51) 

IJ縁部の欠損のため不確定災索が大きいが、イ本部

文様は‘片地域の複合口緑壺A (パレス壺）のイiり様

に類似しているため、本例に措定した。

有段口縁壺 (52.,..,__,59) 

A 2 (53~55)·A 3 (52)・B (58~59)·C (56) 

がある。 57は、 L1頸部が小さく、あるいは樅台など



である可能性もある。 53はヘラミガキが横方向であ

ること、 55は口緑内外に斜格子文を施すこと、58~59

は休部内面にケズリが認められることに特徴がある。

長頸壺 (60)

球形のイ本部をもった長頸壺Bである。 LI縁部加飾

のイi無に違いはあるが S D1出 I・.の1096等と共通す

る器形である。

脚付壺 (61,...,_,62)

61は、脚付壺Aで、胴部穿孔をh吋する。

短頸壺・直口壺 (63,...,_,67)

63は短頸壺A、64は直口壺A、67は直[]壺Dであ

る。 65は、丸底甕Dと類似するが、底部を平底に作っ

た壺形状をもとるため、短頸壺として措定した。

66は、イ本部文椋が S字甕のハケ施文手法と共通性を

もつ。

小形壺 (68,...,_,78) 

72 には、胴部穿孔がある。 77~78は、太頸で内胄

n緑をもつ粗製品で、原手の平底形態をとる。やや

法贔が大きく、小形壺に拮定した。

小型直 [J壺 (79,...,_,82) と小型用 (83,...,_,86)

79~81 はいずれも頸部が締まる小型直 11 壺 B をと

る。小刑.tttはいずれも粗製化したもので、 86の底部

外lfliには机いケズリ調整の痕跡がよく残る。

内彎口縁壺 (87)

n頸部は欠担するが、体部の形状やイ本部への貝殻

腹縁刺突の特徴は、内胃LI縁壺の特徴をよくぶして

いる。

＜字形甕 (88,..,_,,93) 

88~89 は B 、 90 は B 1 、 92~93 は B 2、91はAで

ある。 II緑形態や胴部形状には差異が大きい。 92の

胴部にば焼成後穿孔を介する。

丸底甕 (94,..,_,,95) 

91はC、95はDである。

受口甕 (96,.._,,101・103,..,_,,109)

いずれも 11縁部に列灼：文をもち、 1本部文様は直線

文・波状文・列点文で 2種類程度を組み合わせるも

のが多い。 101や106は、 lI縁端部が外側へ引き出さ

れれば S字甕といえるような特徴をもつ。

s字甕 (102・110,..,_,,141)

102は、そのなかでも受口甕からの過渡的様相を

,j: す成立期の S字売の特徴をもつ。 •応、こうした
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初期のものも認められるが、どちらかというと贔的

中心は S字甕でも後半期の D・E類にあろう。

甕脚台部 (142,....,153)

142~145 は、 く字形甕か受 LI 甕、 146~153 は S 字

甕の脚部であろう。

小型甕 (154,....,161)

いずれもく字形甕の小刑化であるが、 159と160は

口径に比べ器高が低く、鉢的様相をとる U また、 1本

部内面をケズリ調整する 161は、器形の特徴は小形

壺としてもよい。

有稜高坪 (162,..,,_,189) 

163と173は、脚部に直線文の他に列点文による加

飾をもつ。 182はやや小刑の有稜高杯であるが、脚

部の安定性の割には杯部がやや小さい。

屈折脚高坪 ogo,...., 283) 

形態的にはほぼ分類表に不したもので包含できる

が、 208は杯部に有頸の鉢を載せた形態をとる。ま

た、令体に厚手で歪んだ作りの217や、極めて粗製

の265など、個々にはやや斉平tに欠くものもみら

れる。

小型高坪 (284,..,,_,287) 

286は小刑高杯A2、285は小刑高杯C1であるが、

285は杯部のミガキが横もしくは斜め方柏jを採って

いる。

坪 (288.......,300) 

288~298は杯 A であるが、 299 と 300は鉢的な悩形

である。

器台 (301)

器台 B1である。脚部と受部の境に索文の突幣を

もつ。

小型器台 (302.......,309) 

302と303は受部中央が開放されており、器台 B1 

を小刑化したもので、小朋器台の分類では Aに相当

する。 304~305 は B 2 、 306~307 は B 1で、 306や

307は横ミガキも施されている。なお、杯部を欠担

する 308~309は小刑高杯の11J能性もある。

脚付用 (310) と小型用 (311.......,323)

脚付:tttは縦ミガキ調整の精製品、小児け廿はいずれ

もミガキを施さない粗製品である。

小型直日壺 (324)

[ l縁部は欠損するものの、小刑直口壺である。胴



部穿孔を有しており、底部の尖り具合など器形的に

は須恵器聡との共通性をもつ。

小形壺 (325,....,327) 

325~327 は小形壺である。 325 は三．重 rI縁壺、

326は広口壺、 327は内彎lJ縁壺との類縁性をもった

縮小版であろう。

小型鉢 (328,....,338) 

打頸、無頸の小朋鉢を一括した。 328~330·332

~333は小刑有頸鉢 C 、 331·335~336は小型無頸鉢

B 2、334は小刑有頸鉢B、337は小型無頸鉢Cであ

る。また、 338は、 IJ縁部や外面のハケが S字甕と

共通する部分があり、 S字鉢（有頸鉢D) を小型化

したものとみることができよう。

ミニチュア士器 (339,....,355) 

ミニチュア士器である。 339~ 342は壺の精製品、

343~344 は精製ではないが文様をもつ。 348 は無頸

壺もしくは鉢が相形である。 352~355は、甕のミニ

チュアである。

手捏ね士器 (356,....,377)

ハケをもつ360のようなものもあるが、基本的に

はナデ・オサエによる成形である。

鉢 (378,....,380)

378は、粗製の丸底？鉢で、口縁部はわずかに外

反する部分がある。 379と380は器形や体部調整に S

字甕との共通性を打する S字系の鉢（有頸鉢D) と

いうことができる。

手焙形士器 (381,....,382)

このうち382は、口縁部の作りが S字甕と共通する。

蓋 (383,....,385)

383は皿を倒立させたような形態、 384は円盤状の

形態をとる。 385は本遺跡分類の A類である。

【韓式系士器】

SR 2から出tした韓式系土器には、長桐甕・甕・

把手付鍋．甑がある。

長胴甕 (386)

格fタタキ後にハケを施した長胴甕である。六大

A遺跡出土の韓式系土器は、長胴甕の組成が低いの

が特徴であるが、本例はその数少ない例になろう。

甑 (387,....,393) 

口縁部が外反するものと直LJのまま収めるものが

ある。外面調整は、格子タタキのみで終えるものと
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その後にハケを施すものがある。

頸部もしくは胴部破片 (394-414)

394は、頸部の屈曲が大きいもので、甕もしくは

把手付鍋であろう。いずれも格子タタキを施す。

395も欠損部分も大きいが、やや、「胴な長胴甕も

しくは甕になろう。

396~414は、桐部小片のため具体的な器種は決し

がたいが、直線的なもの（例えば400等）は長胴甕

もしくは甑、丸みを幣びているもの（例えば409笠）

は甕もしくは把手付鍋になろう。

甑もしくは把手付鍋の把手 (415-422)

胴部との接合は挿人法によっているもので、把手

上部からの切り込み、ないしは把手ド部からの棒状

具による刺突が認められるものについて韓式系I・.器

の把手と認定した。なお、上部切り込みやド部刺突

を持たないものでもこれらと極めて類似する胎土・

焼成の特徴をもつもの (421~422) についても、韓

式系士器とした。

【初期須恵器など】

若「新しい時期の須恵器も含むが、当地域での須

恵器生産が•般化する以前で、主にいわゆる初期須

恵器に相崎する時期のものを一括した。以下、やや

丁寧に解説する。

坪身・杯蓋 (423-425)

杯盗423は、犬井部にT寧なロクロケズリが施さ

れ、平坦化したもので、全体にシャープな作りであ

る。これに対し、杯身424~ 425は、全1本に丸みのあ

る器形やシャープさに欠ける調整で、 423よりも古

い様相をもつ。

大塑蓋 (426-427)

ツマミ部と蓋本1本がある。蓋は、手持ちヘラケズ

リによる調整が施されている。

高坪脚部 (428-430)

428は、短脚で 2段の透かしをもち、杯部との接

合部に同心円状の沈線を有するもので、本遺跡出t

須恵器のなかでも最も古いグループに属する。 429

は、脚裾に隆幣、そのいこ小円孔をもつもので、無

文の430とともに定型化以前のものに属しよう。

無蓋高坪 (431-434)

431 ~ 433は、突幣の本数や波状文との位置関係に

差異がある。最も残りの良い431は、 卜^から突幣・



波状文・ 2突幣という順になる。 434は装飾をもた

ないタイプで、口縁端部は丸く収められている。

直口壺 (435・452)

435は、口縁部外面を微かな隆幣によって上下 2

段に区圃し、口縁部は丸く収めたもので、極めて装

飾・I生に乏しい。 452は 2条の隆幣によって口縁外面

を3段に区両し、中央部に波状文を施している。と

もに薄手の作りである。

脳 (436,..,,_,,438)

l I頸部の波状文が436・438は頸部、 437は口縁部

に施されている。最も残りのよい438は、頸部が良

く締まり、 上方にせり出した肩部をもつ。

脚付壺 (439)

壺の11縁部を倒立させたような形態の脚破片であ

る。かすかな降帯によって 11縁部を 2段に区圃し、

底部側に波状文を施し、端部には面を作りだす。

壺 (440)

府部に沈線を施した肩部破片である。小破片のた

め詳細は不明で、大形聡の可能性もある。

把手 (441)

比較的大形の把手である。図示したド部のはうが

やや大振りでカープもやや緩いが、片側へのせり出

しがあまりなく、比較的丸い形状の把手といえる。

両端の接合部が緩い「ハJ字形に割れていることか

ら、壺や提瓶など大刑で丸い器形をもつものに接合

していたものと思われる。

器台 (442,..,,_,,449)

442~448 は高杯形器台である。 443 は、 r1 縁部を

丸く収めた深い器形をもち、外面上部に断面が丸い

突線間に上から斜格f文・スピード感に乏しい波状

文、 ド部に列点文を施す。これに対し442や444は、

[J緑端部に面をもつやや浅めの辟形で、突線はやや

鋭くなり文様もロクロに対応した波状文のみとなり

（ただしスピード感は乏しい）、やや新しい要索をも

つ。脚部は、 446と448が共に受部との接合部が太い

タイプの辟台で、 446が最上段に円孔、以下、「鳥

式に長}J形透かしを配するのに対し、 448は長）j形

透かしを直列式に配する。ともに波状文による装飾

で、特に448は波状文の特徴やそれを区l刺する突線

断面が丸い特徴などは443 と極めて共通 •1:生が高い。

447は、これらと違って、脚卜部が細く締まるタイ
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プの器台で、装飾はラフな波状文による。

449は、筒形器台の脚部である。小破片のため詳

細は不明であるが、 t段に透かしを施している。

壺・甕類 (450,..,_,451・453,..,_,460)

法贔の差異が大きいが、通有の壺・ 甕類を一括す

る。口縁端部は、丸く収めるものと外面に面を有す

るもの、それに450のようにやや肥厚したものなど

があり、いずれもやや下がった位骰に突幣をもつ。

451は、口緑部内面にユビオサエの痕跡が明瞭で、

口縁部作出にあたってはいわゆる「手延べJ技法も

使われていることがわかる。 450のように Il縁部が

肥厄したものは、相対的に新しい時期になろう。

【その他の古墳時代須恵器】

l・. 記に含めなかった古墳時代須恵器を一括する。

杯蓋 (461,..,_,474)

461 は天井部のロクロケズリも深く、令1本に古い

様相をとどめている。また、 472は外面にカキメ状

の細線をもつ。 473~474 は法贔が極端に小さい。

杯身 (475,..,_,487)

475は、 n縁端部を面収りせずに丸く収めるもの

で、古い様柑をもつ。外面に山形沈線のヘラ記りを

打する。

碗状坪 (488)

同時期の卜師器杯を模倣したものであろう。

短脚高坪の脚部 (489,..,_,491)

489~490はカキメを施している。いずれも透かし

は円形で、脚裾を外反させない特徴をもつ。

脳 (492,..,_,493)

ともに原手で、 493は円孔部が突出する。

器台 (494・496)

脚部496は、 1段につき 3条の波状文を上からド

ヘ施文している。

甕 (495)

U緑部は丸く肥肘させ、 1本部外面に平行タタキ後

カキメを施し、内面は同心円状あて具痕が残る。

【古墳時代後期土師器】

甕 2 点 (497~498) を図示した。ともに日縁部を

外反させるハケ調整の甕で、端部は丸く収めている。

【土製品】

±玉 (499,..,_,503)

明確な所属時期は不明であるが、弥生時代後期か



ら古墳時代に所属時期の主体があるものと考え、こ

こに拮いた。 499は、やや断面が方形状を呈してお

り、あるいは土製紡錘車の可能性もある。

【石製品】

紡錘車 (504)

断血の反りが強く、やや偏‘ドな紡錘車である。

剣形 (505)

薄刑・粗製化し、全体の作りもシャープさに欠け

るが、尖先部に穿たれた小円孔が剣形であることを

ホしている。

勾玉 (506"-"507) 

剣形詞様、薄く模造品化したものである。

双孔円板 (508"-"516) 

J争寧に作出された大刑でやや1原手の508と、作り

も粗雑な509以ドがある。 510や514、516などは欠損

部を差し引いても正円形にはならず、やや楕円形状

をとる。

管玉 (517)

細長い形状をとる滑石製の行玉である。

滑石製臼玉 (5l 8"-" 522) 

518のみやや大形であるが、 519以下は非常に小振

りで、断面中央に稜線をもつタイプであるぐ

c 古代

この時期の遺物はさほど多くない。以下、特徴的

なものを中心に概観しておこう。

【土師器】

甕 (523"-"527) 

526や527は、日縁端部に 1-.端1fiiをもつ粗製の甕で、

鍋への連続性をホす平安時代の所廂であろう。

把手付鍋 (528)

把手の断面が円形をぷすことはやや古い様相をホ

すものであろう。ハケ痕跡が残る。

【須恵器】

陶臼 (529)

厚手の底部から—ー翡端括れて外傾するイ本部をもつも

ので、底部に刺突はない。

円面硯 (530)

非常に1厚い作りの大形品で、脚部に方形透かしを

もつ。

坪 (531)

高台は底部裾のやや内側に付き、立ちじがりは直

線的である。

【陶器】

緑釉陶器碗 (532,.,__,534) 

底部片のみを図示した。いずれも令面に施釉され

ている。

灰釉陶器碗 (535) と灰釉陶器fill (536) 

ともに薄手の端正な作りである。

陶馬 (537)

外面には自然釉が付着している。

d 中近世

山茶碗・リlllllを中心とした中軋前期の遺物は多い

が、いわゆる中 111:後期に属する遺物は少ない。

青磁碗 (538--540)

龍泉窯系で、いずれも内面に飛雲文状の模様をも

つ

山゚茶碗 (541,..,_,574)

553~574 は底部外面に墨書をもつ。 563 と 567 が

「大」、 564と570は lます」、 569が「 I・」、 572が「11、j-j 

？、また566が文字ではなくて格f文、 573が［じり

「O」と記り不明(「O」?)であるが、その他は釈

読イ遺月である。ただし、 571は化押である l

山Ilil(575,..,_, 583) 

高台をもつ575~576と、平底の577以ドがある。

t師器皿 (584)

[J縁部をヨコナデして端部を丸く収め、底部をユ

ビオサエする。

陶器碗 (585)

底部外面に「 L」？と科かれた黒科をもっし

【士製品・石製品・鉄製品・銭貨】

陶製人面 (586,..,_,587) 

施釉陶器の人fttl片で、所属時期は不明である。

士錘 (588,..,_,593) 

確実にこの時期になるとはいえず、もっと古い時

期のものである刈能‘性もあるが、—·[心、ここにす翡定

した。大形で重贔の重い588から紡錘形で軽い593

まで形態差がある。

硯 (594)

使川による靡耗が激しい 0

砥石 (595,..,_,597) 

これももっと古い時期の可能'l"f.もあるが、 1心、

ここに措定した。
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金属製品 (598,...._,601)

598が小］］、 599と600が鉄釘、 601はキセルである。

小）Jは、})身にやや反りがあり、把の}]身寄りのと

ころに日処孔をもつ。キセルは、薄い鉄板を巻き込

んで作っているの

銭貨 (602,...._,,606)

602は祥符通賓、 603は嘉祐通賓、 604は煕寧通賓、

605--606は寛水通賓である。

e その他

所属時期はわからないが、馬歯が 2本出tしてし、

る (607~608) ぐ

(Jt) 

1 以卜．、本文中で廻間編年を使用する場合は、 ド記文献を

参照

・赤塚次郎［廻間式t器J(『廻間遺跡』（財）愛知県塊

蔵文化財センター 1990) 

・赤塚次郎「廻間 I・II式再論J(『西上免遺跡』（財）

愛知県埋蔵文化財センター 1997) 

第 2節 SR2の周辺遺構の調査

1 遺構の概要

SR 2以外でド段に存在する追構は、 3条の溝と

2晶のL坑があるのみで、非常に少ない。以ド、顧

に出述していく。

SD 3・4 (第12図参照）

SR 2の落ち込みのカーブに沿うように検出され

た溝で、途中が攪乱によって途切れているため 2本

のように見えるが、本来的にはひと続きのものと思

われる。 1、も、北西側を SD3、南東側を SD4と

して扱った。 SR2の断血図（第13図）が明瞭にポ

すように、 SR2の埋没過程の途中で掘り込まれた

ものである。従って、 SR2の検出面ではこの逍構

は検出できず、 SR2掘削の途中で部分的に検出さ

れはじめ、最ド層のI腐it1-. 層をも切り込んでいたこ

とによって、その令休像が明瞭となった。つまり、

SR 2という低湿地状の堆積をベースとしてある時

期形成されたが、 SD3・4埋没後再び SR2の堆

積が続く、という状況をとる。狸土には砂層が嵌人

しており、志登茂川の氾濫・堆柏作川によって•気

に罪没した溝のようである。古墳時代中後期の遺物

が出tしている。

5
.
2

ヨ

l
 

゜
2m 

第17図 SK6実測図 (1 : 60) 

4
.
8
m
 

゜
Im 

第18図 SK7実測図 (1 : 40) 

SD 5 (第12図参照）

SR2の肩部に沿って{I:在した長さ 14mの溝状の

遺構で、輻 2m、深さ 20cmを測る。本来的にはもう

少し長い溝であったのであろう。

SK6 

SR 2の屑部から掘り込まれた桁円形の!: 坑で、

長径3.2m、短径 2m、深さ 50cmを測る。古墳時代

前中期の遺物が出土している。

SK7 

S R 2の屈間部付近で検出された円形の J-.坑で、

径1.7m、深さ 30cmを測る。平lfiiプランを見る限り

井戸的あるが、底に曲物があるなどの状況はみられ

なかった。また、図示しうる程の遺物も出tしなかっ

た。
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2 出t遺物

SD3出士遺物 (609-610)

t師器屈折脚高杯B1 (609)・小刑丸底壺 (610)

がある。小刑丸底壺はやや大形、高杯はやや小形で

ある。

SD4出士遺物 (611-615)

s字売 E (611)・屈折脚高杯B1 (612~615) が

ある。屈折脚高杯は、いずれも脚裾が緊張感なく平

川化したものである。 614は、 SD3出上の609な

どと非常に類似した器形・調整をもつ。

SK6出土遺物 (616-621)

t玉 (616)・小型器台 B1 (617)・S字甕 C(618 

~619) ・小形壺 (620) ・屈折脚高杯 (621) がある。

令体に SD3・4の出土遺物より若干占めである。

表土出士遺物 (622--647) 

ド段の表上掘削中に出土した遺物である。 SR2 

の堆積t上面で出土したものも多いが、ここで•括

する。古墳時代のものも含まれるが、主体は中懺以

降である cJ

622は、銭貨である。天聖尤宝である。

623は、手捏ね土器Cである。

624は、古墳時代の須恵器杯身である。 6世紀代

の所産であろう。

625は、灰釉陶器碗である。高台は小さい。

626~ 630はIU茶碗、 631~ 635は山Jillである。

636は、七師器皿である。偏平な器形である。

637は、陶器の蓋である。 llll状の器形の中央部に

ツマミを持つ。

638~ 639は、常滑の甕である。

640 ~ 642は、土錘である。重贔の差が大きい。

643は硯、 644は砥石である。

645~647は、金属製品である。 645は鉄製針、 646

は不明鉄製品、 647はキセルの雁打である。

（穂栢）

V 大溝SDIとその付設施設の調査

第 1節大溝SDIの概要

大溝 SD1 (以下、 SD1) は、中段を南北に縦

断するように形成された谷状地形を枯盤として{-f在

した大溝である。大きく南から北へ向かって流れ、

遺構の状況や地形から判断すると、最終的にはド段

の SR2へ流人するものと判断される。以f、個々

の内容へ人る ~,j に、 S D 1の令体に係わる内容を概

説しておく。

1 谷状地形の形成

SD 1の基盤となっている谷状地形は、自然の作

用で形成された間折谷である。

S D 1の最下層には弥,11:_時代中期末から後期にか

けてのt.器が包含されている。それより下位となる

検出面（いわゆる「地山」）は、乾くと岩盤状とな

る粘質!・.もしくは木質を多昼に含んだ1{機質の砂質

!・. である。

この打機質砂質 j-_ (第20図 SD1下流部土層図中

の 9層）に含まれる木片を放射性炭素14による年代

測定！を実施したところ、 2160土70yrBP年の結果

が出た（なお、 lrrJ層のさらに砂層を挟んだ下層にな
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る同図中の 12層が2990士lOOyrB P)。従って、こ

の間折谷の形成は、現時点から 3000年以上前には遡

ることとなる。

そして、弥生時代後期頃に令り、谷状地形そのも

のが利用されるようになり、それ以降、堆枯や部分

的な掘削、再掘削を重ねながら利用され、最終的に

中枇に埋没する。

2 規模と形状

SD 1の規模は、最も広い調介区内での最ド流部

で輻30m・ 深さ 3m、最も狭い調在区内での最 L流

部で輻15m・ 深さ lmを測る。調介区内での SD1 

の総延長は約100mである。

S D 1の上ド流側、つまり SD 1の両端は SD1 

が調在区外へ延びるため確認、できなかったが、 I・. 流

部は浅くなってきており、遠からず源流部があるも

のと推定される。

全体の形状は、 t流部より大きく弧を描くように

阿り込んできて、一度屈間して東北側へ向かい、調

在lべ外へ抜ける。屈曲部の右Jドは、流路の間析作用

の影臀か瘤状に東側へ人り込んでいる（「人江状屈

間部」）。



また、 SD1-が存続する弥生時代後期から中世に

全る間には、後述のようにいろいろな施設が SD1 

内や肩部に付設された。

3 流水量の推定

SD 1最ド層の埋土を全て除去すると、中央部に

輻50cm内外の小さな溝が確認できた。これは、 lj龍

の一部でのみ確認されただけのもので、 ド流部等へ

は追うことができなかった。 SD1は、 ド流部では

輻30mもある大規模なものであるが、雨犬時などを

除く本来の水鼠としては、この程度の小規模な溝で

処理できる程度の水贔であったのであろう。

この小溝は、いわゆる地Illで検出を行った SD1 

の最下面でのみ確認できたものであるが、埋土の層

毎に確認できなかったとはいえ、本来的にはどの時

代でもこの程度の小溝とそれに対応する水贔はあっ

たものと推定される。

そして、 SD1の哩上があまりラミナ笠の砂層を

含まない滞水性の粘質tであったことを衿えると、

この水贔が最終的に SD 1を埋没させていく主体で

あったと考えられる。

（註）

① 三重県立博物館を通し、株式会社パレオ・ラボ（検介担

当山下秀樹氏）による測定

第2節 SDlの基本層序

S D 1は、総延長100m、最大幅30m、最深 3m

を測る大規模なものであるが、堆積に関しては層の

厚薄はあるものの、甚本的に同-(1)層序で連続して

堆積している。基本的には、以ドのように大きく分

層することが可能である。

I層 暗灰色砂質上（中肌を中心とした歴史時

代の遺物を他含する）

II層 黒黄色木質混土（古墳時代中後期の遺物

を主体に・部奈良時代の逍物までを含む

層）

III a層 黒色粘質土（占墳時代崩期の上器を主体

とし、一部初期須恵器も含む層）

IIIb層 黒色～黒灰色粘質土（弥生時代後期から

古墳時代前期の上器を多量に含む層）

w層 灰褐色砂質士（部分的にしかみられない

A 
8.0m 

灰色砂、
•—• 

I層

n層

Illa層

I!Ib層

淡灰砂
ー・———+ --
ーー・. -・ 一-----・ 

疇
8-0 m B

 

第19図 SD 1土層図（中央部） ※実測位置は第 6図参照 (1 : 80) 

-37-



瀕 2 0 図

C
 

7
 .
B
m
 

S D l 廿 祠 図

｀
二
ご
ペ
―
-
~

( T }津 蛍 ）
10
 

,
 

-
-

-
-一
-

-
-
-
-
-

／
＇
乙
_
_

J
L
 -

,, 
--

-
-

~
 

-
一
ー
ー
-
-
-
-
一

•
一

;-
--

1
1

~
 凡

←
 -

-
-
-
--

-~ 
I

 
15
 

I
 

--
~

 

12
 

1
月

|  3 8 ー

※ 湖 迪 ＝ 1 日 蔵 荘 湖 6 回 雛 深

7.
 
0
 m
 

-= 
'

 
，

ヽ
＿

-
-

-

II
層

D  

m
a
層＝

il
lb
層

1
暗

茶
色

土
(
I
o
)

2
灰

色
砂

3
暗

灰
色

土
(
I
a
)

4
黒

色
土

(
I
b
や

や
薄

め
）

層
の

両
端

は
青

灰
色

粘
土

粒
混

5
黒

黄
色

木
質

混
砂

質
土

6
灰

色
砂

木
質

混

7
黒

色
粘

質
土

[
l
O
Y
R
U
/
1
)

8
黒

灰
色

粘
質

土
(
8
よ
り
粘
性
強
）

9
黒
褐
色
土
（
木
質
を
多
量
に
含
む
。
土
よ
り
も
む
し
ろ
木
質
層

[
1
0
Y
R
3
/
1
〕

10
黄
灰
色
砂
〔

2.
5Y
4/
1)

11
黒

褐
色

粘
質

土
[2
.5
Y3
/1

〕

12
黒

褐
色

木
質

土
[l
OY
R'
.'
バ）

13
淡

灰
砂

14
暗
褐
粘
質
土
（
砂
多
〉

15
褐
灰
色
シ
ル
ト

E
 

8
.
4
m
 

( 1  :  8 0 )  

1
客

土

2
暗

褐
色

土

3
黒

色
土

4
暗

茶
色

土

5
黒

色
粘

質
土

6
黒
灰
色
土
（
茶
色
混
）

7
淡

黄
褐

粘
土

8
灰

色
細

砕
砂

9
淡

青
灰

色
～

黄
灰

色
粘

土



が、若 rの弥生時代後期の遺物を含む）

V層 黒褐色木質土 (SD1のド流部にのみ認、

められる層で、遺物を令＜但含しない腐

食植物質層。下段の SR2のド層で認め

られたものと悲本的に同.0)ものと思わ

れる）

勿論、それぞれの層は、［叉I19~20のように、さら

に細分することが可能であり、実際、遺物の取りト

げにおいて、細分した層毎に取り卜.げることができ

た部分も {-f在する。しかし、細分した！悦序毎に遺物

の時期が分かれるわけではない。

検出面（いわゆる地Lli) は、宕盤のように固い淡

青灰色粘_tであるが、 SD 1では法lfliの卜.にいくに

従って漸移的に砂質Lに移行し、 SD 1床面では砂

質tが底になる。

先に概説した付設施設のうち、貼,{jは II附中に、

I今^ 層礫敷は II層と IDa層の間に、 ド層礫敷は IDa層

中に、 1ゾ苦礫群は illb層 j---_部に、下層礫群は illb層

中程に、礫敷は IDb層卜.部に、外危材は IDa層中にfr

在している。

第 3節 SDIの付設施設

前述のように、 SD 1にはさまざまな施設が付設

されている。これは、 SD 1という場を利用し、さ

まざまな活動が行われたことに他ならない。付設施

設の多くは、他富な湧水の{{在と関連するところが

少なくない。以ド、付設施設のまとまり毎に解成し

ていきたい。

l 井泉

湧水の湧きだし出［］となる SD1の左岸側に認め

られる遺構で、逍物を包含する最下悩の皿 b層から

II層までの11陥と、 SD1の屑部に掘削された 2枯

とがある。井泉が全てJ臼ド側に設骰されたのは、左

岸が地中を流れている水脈の湧きだし出 LJとなって

いたことによる。

時代がドるに従って SD 1は埋没していくが、そ

の状況に対応して、晋初は左料側溝底面に敷設され

ていた井泉が時代とともに溝斜面に移り、最終的に

は溝の屑部に設けられるようになる。

h糾みをもち、何らかの行為を行ったかのような

遺物の残存をみせる祭祀的な様相の強い井泉と、さ

0 20m 
I I I T ―・,---て-―・-・-・--- -----1 

第21図 SD 1付設施設配置図 (1 : 500) 
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゜第22図 SD1井泉10実測図 (1 : 60) 

ほどの祭祀性は認、められず、遺物も廃寮したような

状況をホす素掘りの井泉とがある。

以ド、索掘り井泉と石組み井泉に分け、それぞれ

鮒説を加えていく。

a 素掘り井泉

井泉10

長径 2mX短径1.7m、深さ 30cmの方形上坑に小

さな方形の段が取り付く素掘り井泉である。埋上か

ら弥生時代後期の土器片が出Lしていることと、溝

底面に設けられたことから、井泉としては最も占い

もののひとつである。なお、井泉10付近から SD1 

最下面で認められた小溝が出ているが、遺構の位置

関係からこの小溝は井泉10を源流としていた刈能性

がある。

井泉 5

外周は長径 4mX短径3.5mの三角状を呈し、そ

の内側に長径2.lmX短径1.9m、深さ 60cmの小さな

力形の土坑を伴ういわば 2段構造の井泉である。溝

斜面の下部を掘削区圃して外周とし、そこからの湧

水を中央の方形上坑に溜めようとしたものと思われ

る。）j形上坑は対角線状に段掘りがなされ、湧水の

出口となる東側（段の高い側）に、横転状態ではあ

るが横長の板材が存在していた（第23図参照、木

1262等、以下報告曹『木製品編』の逍物番りを示す

時は、番りの前に「木」を付仔）。このことは、本

材を湧水出 U側の枠材とし、内側に水を溜めていた

可能性を想定させる。なお、方形上坑の内側（段掘

りド部）に井戸枠状施設は認められなかった。

井泉埋1こからは、弥生時代後期の高杯やミニチュ

ア土器が出士しているが、床面に近いところからは

農具（泥除未製品）も出tした（木34・ 木35)。従

って、本井泉には、祭祀的な側面とともに、 1発東も

しくは農具保管川の実川的な性格も強いものと思わ

れる。その場合、埋L出士の高杯やミニチュア土器

は、それ自休は非日常的な組成をポすが、虹接的な

井泉祭祀に係わるかどうかはなお検討を要する。

• 

1. 0 m 

第23図 SD1井泉 5出土状況（上）と完堀状況（下）

(1 : 40) 
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まり時をおかずにここに投棄されたようである。こ

の上器群から、井泉が機能していたのは弥生時代末

～古墳時代初頭以前であったと思われる。

井泉 2

前述の井泉10・5・4は掘削が溝の）米面に及んで

いるのに対し（井泉10・5は地Il Iからの掘削、井泉

4は雌十．から掘削して地,,,を抜く）、井泉 2や井泉

3は床面というより溝の斜lfiiに設附されている。

6.6 m 

鳳-~
1 明緑灰色粘質土 2 黒褐色粘質土 3 黒色粘質土

4 灰色砂質土 5 灰褐色礫混じり砂 地山明緑灰岩

第24図 SD1井泉 4実測図 (1 : 60) 

井泉 4

長 径3.2mX短径 2m、深さ 50cmの不定円形を呈

する索掘りの井呆である。この時期（古墳時代前期）

には既に SD lの堆積が始まっており、 SDl底面

（‘片然、）米面は地Illではなく堆積埋土）から掘削さ

れ、左岸傾斜面のド部へ憎I)かかるように設けられ

ている。井呆 8や 5のように、いわゆる地山から掘

り込まれたものではないため、湧水出 j_]が安定して

いない。そのため、斜面側から湧き出てきた湧水を

淵めるために、出口側 (SDlの流心側）に板材を

立てて杭で止めた簡単．なダム状の施設が設けられて

いる。こうした施設は、六 k.A遺跡の井泉でしばし

ばみられる特徴である。出 L逍物に木辟の木製品が

あり、木化記の保特に閃わる井呆の 11Jりも性がある。

井泉 6

Jj: 屎 5の北側に所在する長径1.9mX短径 lm、

深さ 25cmの比較的小さな艮）j形状の井泉である。左

J/斜 1friを行にして、 SDl klドの斜I虹法!!'Iiがちょう

ど底lfriに変わる部分に造られている。前述の井泉 4. 

5H様、井泉全1friに板材が残{+しており、これをダ

ム状として水を湘めていた可能,,、生がある。ただし他

の井呆に比べて浅く、あまり多贔の水を漏められる

ような構造にはなっていない。

罪,-.からい監片が出十したが、特に図示しうる程

のものはなし＼。ただし、後述の L器群 9は、ちょう

ど）t呆 6の いfriから出 tしており、）卜泉 6皿没後あ

差
-1..771  

~ • 

,' I
I
 

／
ヽヽ

メヶ

7.8 m 

゜← i―l l 「 -『
第25図 SD  1井泉 6出土状況（上）と完堀状況（下）

（土器は井泉上面の土器群 9) (1 : 40) 
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第26図 SD  1井泉 2実測図 (1 : 20) 

キエー
0

9

E
 t
 9
 

Y11 4
5
,
6
3
2

十6
 ，゚

 

6
 

3
 

ー

＝
 

x
 

@ 

• 
7.0m 

2m 

第27図 SD  1井泉 3出土状況（左， 1: 60) と完堀状況（右， 1: 30) 
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これは、 SD1のJ-H:柏が進行し、底lffiが I・.がった

ことと関連していよう u JI"->1l 2は、長径 1.3mX知

径1.2m、深さ 10cmを測る略円形の井呆である，）出

t逍物はないため明確な II、):期はイ＜明であるが、 ti叫削

された位ii'i':から古墳時代中後！！］］の所術であろう,,

井泉 3

JI"->1z 2 [ii] {ヽKに、 SD1 le! ド斜面に設けられた人Ht!

りJI"-呆で、長径2.45mX知径2.25m、深さ 90cmを測

るCc JI: 呆内部からの明確な出!・.逍物はなしヽか、 JI"-呆

のすぐ外側（流心側）の jii]・廿Uで木製品の淵まりか

ある（第27図参照） () Jj: 泉 3とこの木製品群がもし

閏連したものであるなら、 JI"-呆で保行された木製品

というよりは、大形材や梯[- (木1400) 等の存在か

ら崩れてはいるものの、井呆 4Aかと 1口］桃に湧水出 LJ

に板材を渡して内部に水を溜めるための材であった

llj能性がある n そして、たんに枠材を構成する材と

するには贔が多いことや悌 r(木1400) も含まれて

いることなどは、 JI"-泉に伴って何らかの木製の施設

（例えば覆屈状の施設など）が存在した UR能性を窺

わせている。

b 石組井泉

井泉 1

確認されたJj: 呆中、最 1サ龍（北側）に位置し、長

ff2.35m X短1f2.25m、深さ40cmを測る。

ちょうど左芹斜1Mの地[]Jから SD 1堆積 f-. (II層

ド部から IIIa屈）にまたがるかたちで設けられてお

り、堆栢 tを掘り込んだ部分には石組みを施し、さ

らにその外側を 2枚の板材で L字状に囲ってダム状

としている（）板材のうちの 1枚は、扉板からの車虹廿

である（木1228)。

い象llみに使用されたいは、他所から持ち連ばれて

きたいの他、地Il Jの宕盤を打ち砕いた「磐Jも利用

されている。また、砥いからの転m品もある。

井泉に淵まる水は、 ドから湧き出した水というよ

り、地 111である斜面の岩盤から滲み出てきた水であ

る。まさに 11り）J: Jというべき状況を呈している。

井呆から北側（ド流側）には簡索な石列が延びて

いて、その部分が狭いテラス状となっている。おそ

らく、この）卜泉が利用された際にはこが導入路となっ

ていたllr能性が高く、それを lI立たせ、結界する怠

図で石列が設けられたのだろう。

•一 ~(1) 

＾
 

//  

6 6 m 

゜1 黒色粘質土（木質多， ma層） 2 黒褐色土（やや砂質）

3 灰褐色細砂 4 黒色粘質シルト（木質多やや砂混 illb層，

5 黒褐色粘質シルト(4より粘性強） 6 暗青灰色粘土（地山に近い）

地山明緑灰粘土岩盤

~ 二― ---=---:l---—~''
31 "■ •ー木887 ロ

`
J
V
 

汀
にニコ 4562 

第28図 SDl井泉 1実測図 (1 : 40) と出土遺物
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井泉のはぽ床面に接するかたちで、滑石製の勾£

と木製刀形が出土した。掘り込まれた層と出土遺物

から、占墳時代中後期の所産と思われる。

井泉 7

S D 1斜面の地山岩盤から滲み出た水を溜めるた

めの施設で、石糾みを施し、さらにその外側を板材

をL字状に組んで枠板としている。井泉といっても

さほど深く掘り込まれた井泉ではなく、床r!'!iはわず

かに窪まる程度で、枠材で湧水を溜めていた状況が

窺える。

f i組みは、井泉 1Iii]様、底面が溝の埋十．である部

分より施されており、枠板の外側までれ敷状となっ

て広がっている。井泉の規模は、枠板内側で径1.5

m、石敷の範問で長径3.4mX短径2.2mを測る。

I~ 戸

i゚l 

1：己

A
 

／ 

十
H-L.12 

＇ 

a.om 

7. 5m 

゜
Jm 

第29図 SD 1井泉 7実測図 (1 : 30) 
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枠板の内側には、・須恵器杯が正立状態で置かれて

いた (670等）他、埋土フルイ掛けによって滑石製

紡織具 1個・日£29個・ガラス T.1個が出土した。

また、厳密には井泉 6に伴うかどうかは不明だが、

枠材の外側にも阿時期の須恵器や滑石製品（臼玉7

7個・棗玉 l・ガラス Tl個）の出_:l.があり、さら

に土器群56もJj:泉 7の南に接して出Lしている。

井泉 8

井泉 7の東南側に設けられた石糾み井泉である。

かなり崩れていて遺#状況は悪く、また非常に浅い

illl状のものであるが、中央部がやや窪むことと、

部ながられの面が揃うことから人為的なものと判断

し、井泉として認定した。後述の井泉 9に覆いかぶ

さるように存在し、なおかつ底lfliのレベルがほぽ同

じであることから、井泉 9を造り替えたものかもし

れなし'o

令体がイi敷状となっていて、どこまでを井泉とみ

るかは難しいが、石の及ぶ範囲全体とした場合は長

径 3m、中央部は長径 2mX短径1.6m、深さ 20cm

の規模をもつ。また、石に挟まれるかたちで長方形

の板材が見えるが、これは井泉 7の枠材で、このこ

とから井泉 8が井泉 7埋没後の所産とわかる。ただ

し石の並びでは明確にJい泉 7のものと井泉 8のもの

を峻別するのは難しかった。この関係は、井泉 8と

次の井泉 9との間でも同様である。

井泉 9

井泉 8のド面に存在したもので、底面が僅かに罰

んでいることから井泉としたが、石糾の可能性もあ

る。一）心、 J-1:泉とした場合、伍が長径 2mX短径1.8

mの範囲で面的に広がり、中央が15cm程窪んでいる。

これ凩独で何らかの意味があるというよりは、どの

遺構かの確定はできないものの、周辺他遺構（例え

ば後述の木組遺構等）とセットとなって{f在してい

た可能性が高い。

we・L 

4
 

7
 

r-

i-H、
勺2

lm ざI

第30図 SD 1井泉 8実測図 (1 : 30) 
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第31図 SDl井泉 9実測図 (1 : 20) 

石に挟まれる状態で須恵器の塙? (681) が倒立

状態で出tしている（碗とすると正立）。また、下

面より 5懺紀後半～末頃の須恵器が出土している。

井泉11

井泉 1や 7/ffj様、 SDlの斜面から掘り込まれた

fi糾み井泉である。井泉底面は地山ではなく、 SD

1の罪上に相背し、その部分に石敷状の石糾みが施

されている。溝斜面の岩盤から湧き出た水を溜める

ため、また南側からの溝の流水を井泉内へ流人する

のを遮断するため、南側（溝の源流側）は横板を立

てかけて枠材としている。

横板より内側のJf・・泉部分は、長径1ぷmX短径1.3

m、深さ35cmを測るが、横板より外側の{i敷部分を

含めるとその範囲は長径2.85mX短径2.5mとなる。

このように、枠材となる横板の外側にまで,{i敷が広

がっている状況は、前述の井呆 6と]P'j様であるが、

井泉 7の枠板がL字状を情するのに対して、枠材が

溝本体部からの流水の流人を防ぐための溝源流側の

一面のみにしかみられないのが特徴である 0 また、

訓面（流心側）の石敷が広く取られていることは、

ここが何らかの儀礼の場であったことをがすものか

もしれない。

井呆内からのt器類の出 1-.はないが、外側で少贔

の須恵器と t師器が出土している。また、罪 tフル
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第32図 SD 1井泉11実測図 (1 : 30) 

イ掛けから滑イi製臼 F.391固が出土した。

井泉12

S D 1 /ifドの斜rttiをテラス状に成形し、そこを掘

り込んで造られた井泉で、 SD1の埋没に対応して

井泉も斜面のより高い部分へ移っていく状況が窺え

る。斜血側を }j形に掘り込み、その逆側（流心側）

にL字状に石列を組んでいる。この掘り込まれた部

分は、井泉11とした石列で囲まれた部分よりも東南

側へ広がっており、渭初はこの掘り込み面いっぱい

に井泉を構築しようとしたか、あるいは現状では不

明ながらこの部分にもう 1基の井泉が存在したのか

もしれない。

・)心、石列を怠味の範囲とすると、全体の規模は

長径l.lmX短径0.8mである。井泉床rttiは僅かに窪

んでいるが、さほど深いわけでもなく、全体の深さ

はイi列の卜訓までで15cmを測る。石列に用いられた

{iは、拳大から人頭大の石を組み合わせたものであ

る。イi列の内側から須恵悩杯蓋が出 t-.している他、

l、[、'.(のみであるがやや大形の臼屯も出士している。

井泉13,.._,14

他の井泉が SD1の床面もしくは斜面に造られた

のに対し、井泉13と、これに重複する井泉14は屑部

に設けられている。

検出時に切り合いが明瞭でなく、長径2.5mX短

径 1.5m のイく定形を呈する井泉として、遺物も—寸占

して取り卜げた。しかし、歪な平t!'!i形や、掘り進め

るに従って底面に 2か所の掘り込みが認められたこ

と、出 L遺物が大きく二時期に分かれることから、

これらが重複によることが明らかとなった。以ド、

SD 1より遠くて小規模なほうを井泉13、 SD 1に

近い大きいほうの井泉を井泉14として改めて把捏し

たい。なお、遺物は大きく古墳時代後期から飛鳥時

代に属する一群と、巾懺に属する惜群があるが、後

者の一部が明らかに井泉14に伴っていた。従って、

井泉14の所属時期は中世であろう。井泉13について

は、明確な所属時期は不明であるが、状況的には飛

鳥時代の可能性がある。

井泉13は、長径1.6mX短径1.3m、深さ 60cmのや
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第33図 SD 1井泉12実測図 (1 : 20) 

や小規模な井泉である。状況的には、井泉14に先行

する井泉と思われるが、調介段階で切り合い閃係を

押さえているわけではない。

) j: 泉14は、長径2.4mX短径1.9m、深さ 70cmを測

る桁円形の井泉で、イ遭しな水を排出するための小溝

が伴い、 SD l側（北東部）に延びる。水の出 fl

（小溝側）は、板材を立てて杭で止めたダム状の施

設を設けている。）t泉の破lfliには石糾みが施された

ようであるが、残りは悪く、多くが転落した状態で

出tした。

罪没後、その Ltfliに礫がltli的に{{在していたが、

これは湿地状となった雌 Lの沈み込み防止のためと

息われる。ここからも 111茶碗類の出 tがある。

2 石組遺構

石組追構として把据したのは 2か所である。ただ

し、 4丙して「い斎札追構Jと称してはいるが、その

‘性格はそれぞれ異なっている。以い解晶を加えて

し‘
-ヽ一つ。
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第35図 SDl石組 1実測図 (1 : 30) 
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第36図 SD 1石組 2実測図 (1 : 10) 

石組 1

調介区ぎりぎりの SD 1最 I・.流部の II層中の流路

はほ｀中央部（流心部）に {-f在する石組で、石組 ~,j 面

（ド流側）に杭で止められた I/~ 板を伴うことから木

糾ともいえる。全体の形状が不明なため未確定なと

ころは残るが、流心部分に設けられていること、な

おかつ水の流れには障古となる立板も設けられてい

ることは、ここで一旦水を止めることを怠図した施

設といえよう。そういう怠味では、これより卜.流部

で何らかの行為を行うために設閻された施設である

可能‘「生がある。石組及びその周辺から初期須恵辟な

どの出卜があり、 5世紀代の所産と思、われる。

石組 2

SD  1布岸斜面の旧 a層で確認したもので、 SD

1の埋上の傾斜に沿って径40cmの1リ形に石が配され、

内側よりミニチュア十．器 (719) が倒立状態で出t

した。石を組んで土器を設償したらしい状態は、何

らかの祭祀に伴う祭壇的な様相をとっているように

見受けられる。 SD 1を利用した祭祀関連施設のひ

とつと理解したい。

3 木組遺構

SD 1 t流部のほぼ中央の流心部分に所在し、位

置的には石組 lのやや下流側に相当する。

板材を立てて、杭を打ち込んで固定した木組施設

で、 卜流側は板材を横に立てかけて流れを止め、下

流側は SD1の形状に沿って細長い板材を側板状に

廻し込むようにして設置している。

つまり、上流部で一且止めた水をオーバーフロー

させ、一種の導水施設のように下流部へ流し込んだ

施設、ということがいえようか。この部分の SD 1 

は大きく屈肌する形状をとっているが、木組遺構も

SD  1の形状に合わせ、板材も弧を描くように設閥

されている。

ただし、最近各地で確認されているような木樋と

大形槽を伴う導水施設とは異なり、あくまで狭い範

囲とはいえ水は面的に流れ、施設的にも転用材を中

心に、より簡便な仕巾で組み I・.げられている。木樋

や大形槽はなく、また埋 Lに寄生虫の鉱含もない 10

ト．流部の板材に1上まるかたちで木製鉤が出tした

他、この遺構の検出面の哩 Lから滑伍製臼玉や淡緑

肖色の小勾±(4549) なども出上している。また、

構築材の枠内から瓢箪 1個が出上している。

（註）

① 木組逍構を含む SD 1の要所の埋 tを金）J;(tl町氏に分析

して頂いたが、寄牛虫の包含は確認されなかった。

4 礫群

人江状屈曲部で認められた、古墳時代初頒から前

期にかけて (m層中）、上中卜.0) 3 1Mにわたる礫の

面的な集中で、石敷や石糾みと称するには雑然とし

すぎていることから、礫群として把据した。流水の

攻撃面に相当しており、日然（流水）の作HJで）店本

的には形成されたものと見受けられるが、全く人）J

で礫を放り込んだ状況がないとはいいきれない。結

呆として、面となった部分があり、ここを利mして

遣物が投東している状況が認められる。

礫群 l

最も卜.層の礫群である。後述の木柱列もこれに伴

うnj能性がある。長径 6mX短径 2mの範間で拳大

から人頭大までの石がrM的に多数集梢しているが、

後述の礫群 2よりは礫の間隔は杓r諌らである。こ

の 礫 群r.側には、占墳時代前期を中心とする土悩が

出土している。
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第37図 SD 1木組遺構実測図 (1 : 30) 

礫群 2

礫群 1よりも 50cm程ド位に長径 7mX短径 4mの

範囲で広がった礫の集中である。 じ層の礫群 lに比

べ、礫が密で、なおかつ大形の石が多い。杭もしく

は立柱状の木も残るが、間隔が疎らで、明確な性格

はイ＜明である。あるいは、礫群とセットとなって、

なんらかの場を構成していたものかもしれない。礫

群の上面からは、廻間 II式を中心とする 1-_器が出 I:.

している。

礫群 3

人江状屈曲部の IIIb層最ド部で長径 5mX短径 4

mの範圃で広がる面的な礫の広がりで、中央部が僅

かに窪んでいる。 SD 1の右岸ではあるものの、入

江状に人り込んだ部分に{-{在していることから、あ

るいは井泉的な役割があったのかもしれない。礫群

2よりも下位に#在し、古墳時代初頭から崩期の所

産と思われる。また、礫群に直接伴うかどうかは不

明であるが、礫群 3を挟んだ上下から芥Tのt器が

出tしている。

5 木柱列

礫群 lの検出面で確認した立柱の一・群である。途

中抜けているものもあるが、阿ーの柱を共Hして、

2間分 (2.8m) 残るものと 3間分 (6.2m) 分残る

ものがある。掘立柱建物の残{+とするには両者あま
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第38図 SD 1礫群 1・柱列実測図（上 1: 100, 下 1: 40) 
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第39図 SD 1礫群 2実測図 (1 : 1 00) 

りに鋭角的であり、建物とするには無理がある。し

かし、圃ーの立柱を柱列端を構成する柱として共有

していることから無関係とも考えられず、両者を—●

括して木柱列として扱った。ここで確認された部分

のみで完結するのか、 SD1の外側に所在するピッ

ト群のどれかの柱穴と組み合うのかはいまひとつ不

明であるが、あまり柱筋は良くない。礫群 1とセッ

トとなり、何らかの場を構成する役割を担っていた

ものと捉えるのが妥‘りであろう。

6 礫敷

S D 1の布岸には、五十 3回にわたる礫敷が存在す

る。このうち、最もド培に存在する礫敷は、 SD1 

最 t・.流部の底面を覆うように存在する。これに対し、

残りふたつの礫敷は、溝流水の攻撃面・防御面に係

わらず右料のみ（上流部のみは全1tri) に存在し、意

図的に配置された状況というには程遠いものの、低

湿状となったところに石を、意図的に放り込んだ状況

が窺える。

なお、礫敷およびその周辺から出土した遺物は数

多いが、ここでは礫の直卜.ないしは礫に挟まれる状

態で出 I~ した上器を抽出した。実際には、後述のt

-53-
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器群としたものや、全体の記述で一括しているもの

のなかにも礫敷に伴うものが含まれている可能性が

大きい。しかし、その峻別はどうしても恣意的なも

のになってしまうのは否めない。従って、以下では、

礫敷の出J・.遺物については、より礫敷部分に近い部

位から出士した遺物に限定した。

1: 層礫敷

II層と皿 a層の間に存在する礫集積で、調在lべ内

の SD 1右岸全域に{+在し、総延長は 100mを越え

る。幅は、下流部で 2~sm あるが、溝輻自体が狭

くなる上流部ではそれに対応して漸次幅を減じ、 2

~3m と狭くなっている。ただし、人江状突出部の

ところは Smもの輻がある他、最上流部は溝床面中

央部まで礫が及んでいて輻が広い。また H-H 10・ 

11区にかけて礫の密度が濃い部分なども認められる

が、これが何らかの特別な区域に相消するのか、あ

るいは残存状況上たまたまそうなったのかは明瞭で

はない。

礫の密度は、疎らな部分もあり、石の配列に対し

ての規則性はないものの、拳大から人頭大の礫が面

として存在しており、人為的に投げ込まれたような
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状況を唱している。おそらく、低湿状の落ち込みと

なっていた SD 1へ礫が乱雑に放り込まれたような

状況を呈しており、足場の安定を紅図したか、ある

いは石によって周囲と隔絶した状況ををつくる聖域

区圃の必要性が、意図されたと思われる。

礫面では、滑石製校造品や t器（高杯が比較的多

い）が出士したが、特筆すべき遺物として滑石製臼

玉48個が人った t師器小壺 (806) が出土した。ま

た、初期須恵器や韓式系土器の出土も多く、上層礫

敷の形成期の一端をぷしていよう。

ド層礫敷

S D 1布州上流部（ほぼ平成 7年度調在部分に相

当）に施された輻 2~4m 、総延長36m のベルト状

の礫敷で、 IIIb層中に存在する。溝の府部から斜血

にかけてはいわゆる地山卜に礫が乗るかたちをとる

が、中心へいくに従い、大溝の堆積層 (IIIb層）に

乗るかたちをとる。従って、大溝中央部では礫面か
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ら地山まで40~ 80cm程度の厚さがある。部分的に、

礫面の頭（斜面に設けられた礫敷の L側）が揃って

いるようにも見えるが、これは意図的といっ上りは

この部分で後ill:の削平があったために付定化したも

のであろう。礫は、上流部では法面ではなく床面前

面に施されていて密集度が高い他、 H-G 10悩でも

礫の密集が認められるが、全体としては礫の密度は

薄い。なお、礫に挟まるかたちで有孔銅鏃や漆喰り

の飾弓等も出 Lしている。

最ド層礫敷

SD 1中 I・.流部のほぼ流心部（床面）にのみ存在

する礫敷で、長さ 14m、最大輻5.6mに及ぶ。 3面

ある礫敷のなかでは最下層に属するが（部分的に確

認できた W層のい耐で出土）、 SD 1の床面に貼り

付くかたちで存在しているわけではなく、床面から

20~30cm の堆積土を挟んで {f-在している。従って、

S D 1最下面に掘り込むかたちで存在する井泉 5や

小溝が埋没した後に、この礫敷が形成される。他の

礫敷に比べ、石の密度はやや疎らである。

7 家屋壁材

既刊の『木製品編』で詳説したので多くは述べな

いが、 SD1下流部右岸で倒壊状態の家屋壁材が出

Lした。付設施設というには躊躇するが、残存の状

況からは近傍にこれが構成していた家屋が存在する

ものと思われる。

特に明瞭な出t遺物はないが、この周辺より出土

したものに土師器高杯 (2826~2828) やナスビ形曲

柄又鍬（木116) がある。出土遺物から、 SD 1 II 

層下部併行の 5懺紀頃の所産と推定される。

8 貼石

入江状屈間部の南側（上流側）で、長さ 17mX輻

4mの範囲で拳大の礫を貼り詰めた部分があり、貼

石として把握した。上層礫敷も完全に埋没し、 SD

1全体の埋没がかなり進行した占墳時代後期後半～

飛烏時代の所産と推定される。前述の礫群や礫敷が

比較的疎らな礫集積に近いものであるのに対して、

この貼石は非常に丁寧な仕事で、礫伍のドには部分

的に石を固定するための粘tも見られた。貼石面は

はぱ水,,,:であり、貼石部をひとつの場として使用し

ていたらしいことを窺わせている。なお、貼石を取

り払った下層には掘立柱建物が存在する。

-62-

第4節 SDIの遺物出土状況

S D 1からは、弥牛時代後期～中槻の時期を中心

とする大械の遺物が出土している。このうち、付設

施設に伴う遺物の出 I・.状況は既に前節で説明した。

それ以外の遺物の取り上げに関しては、晶本的に

前述した r~wの大別層序鉦の取り上げを行ってい

る。このうち、逍物の出土が多い部分については、

1/10作図の出 L状況図を作成して各々の遺物を図_r.
に落としたうえで取り!・.げ、さらに狭い範圃で遺物

（特に 1-.器）が集中して見られた部分については個々

を I~器群（調在時点では「L器溜」「単位」「セット」

竹とラベル表ホ）として把握して個別図を作成のう

え取り t-.げ作業を行った。

以卜.では、木製遺物も含む SD 1全体の出 t-.状況

について、その概要を述べる。

なお、前述したが、付設施設のうち礫群と礫敷の

出 I・.遺物に閃しては、当該施設に存在したL器であっ

ても、まとまりが良<L器群として認識できたもの

については 1-.器群として収り上げを行い、本翡でも

I・. 器群のほうでそれら逍物を提示した。従って、こ

れら施設出 I・.として掲げた実測図は、背該施設出 1-.

として認識したものから土樅群としたものを除いた

遺物である。

1 SD 1全体の遺物出t状況

S D 1から出 Lした遺物は、種別鉦にみた場合、

t器、土製品、石器、石製品、木製品、自然木、種

-f類、それに極めて少数ながら金属製品がある。

このうち、時期が飛び離れて占い縄文晩期から弥

生前期に相当する縄文L器・石器類は、 SD1の雌

没過程で流人したnJ能‘性が高い。

これらを除く逍物は、種f類や自然木などを中心

に自然作用による流入のものも含まれようが、 ・11. 

人間の手を経て、その後 SD1に人為的に人れられ

たものも多いものと思、われる。この「人れられた」

状況は、基本的にはこの場に投棄されたものが中心

ではあろうが、なかには付設施設を含む SD 1内に

怠図的に「償かれた状態」のまま残ったと推定され

るものも存在する。さらに、一言で「投棄Jといっ

ても、そこに全るまでの過程には様々な要囚があっ

たものと思、われる。
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れは下層の遺構である。

個々の付設施設の出t状況は ~1i 述したので、 t に

それ以外の部分についてみてみる。 6枇紀初頭前後

の須恵器杯類を中心として若r数の須恵器短脚高杯・

壺甕類と、土師器杯・甕方で構成される土器群56が

井泉 7の南側を中心に存在する（詳細は後述）。

また、木組遺構と井泉 9の間には、建築部材（木

1421) や竪杵（木189・ 木200)、船材（木1083)、寝

た状態で出土した杭（木1502・ 木1516) 等の縦長系

の木製品と槽（木473) や木錘（木320)等が SD1 

の主軸（流水方向）に併行して＃在する。木組遺構

の近傍に槽が存在することは、いわゆる導水施設を

構成する木材と共通する側面もあるが、木樋はなく、

また槽も通常のタイプであることから、積極的に導

水施設とする根拠は乏しい。ただ、これら木製品の

遺存の）J ,r,1に共通性があることは、何らかの意図で

ここに置かれた可能性を強く窺わせている。

その他の遺物については、基本的に単独出土ない

しはそれに近いものであり、各々は出土状況図にぷ

した遺物番りと対照されたい。

中1:流部illb層（図画 2 • 第50図）

最上流部よりやや下り、井泉10から井泉 4までの

部分に相判し、最下層の小溝も図ホしている。ただ

し、本図は、追物の出卜位置を簡便に把捏するため

全体の追構配置図と個別に作成していた出L状況図

とを屯ね合わせたものであり、図示した付設施設群

のうち、井泉10や SD1底面中央の小溝などは明ら

かに図示遺物に先行する遺構群である。例えば、木

製土叩具（木1043) や建築部材（木1452)等は、）t

呆10検出 1Mの卜且面で出士している。井泉 5の上面に

存在する十．器群13は井泉 5の検出面より上である。

小溝周辺で点々と出J-.している木製品・土器類も、

小溝内から出上したものはない。とはいえ、ここに

図ホした遺物はいずれも SD1上流部のなかではか

なり底面に近い、換言すれば時期的に古い遺物であ

ることは間題ない。

付設施設との関連が出土状況的に認められる遺物

としては、まず井泉 4~6 に伴う木製品群がある。

これらは、いずれも井泉の湧出し flとなる部分に横

長の板材が出土したもので、井泉の構造を知る資料

としても注llしてよい。井泉 4は前述のように据え

-67・ 一

られた状態で出土しているし、そこに載るかたちで

扉材断片（木1234) が出tしていることも井泉 1枠

材の転用扉材との関連で注 LJできる。井泉 6でも、

板材が倒れてはいるが、井泉に伴うものとみてよか

ろう。井泉 5はその部分の木材が多く （木1045・ 木

1100・ 木1262・ 木1540等）、やや雑然としているが、

やはり）j: 泉 4・6と阿方向に横長系の木製品が存在

することは両者の何らかの関連を想起させる。

また、井泉 6の直 r.に存在する土器群 9について

は、確かに我々が確認した井泉 6の検出面よりは上

での出土であったが、さほど深さに差はなく、土器

群 7が井泉 6の埋没からさほど時間をおかない時期

の所廂と考えられよう。

この上器群 9や t器群 8・L器群13は、 SD 1の

底面でも流心より左岸寄りにある。このことは、こ

の時期（弥生時代後期から古墳時代初頭）はまだ左

岸側からの投棄もある程度行われていたことを小す

とともに（時代を追う毎に布倅側からの投棄が活発

化する）、この時期の SD 1が、最下層の小溝こそ

埋没しているものの、まだ谷地形の埋没がさはど進

行していなかったことをポしている。そして、土器

群 8などでの完形L器が相対的に多いことを名慮す

ると、その投棄は谷法面tからではなく、谷にドり

て行われた可能性を強く示唆している。

また、井泉埋没後とはいえ、土各訂群 9や土器群

13が井泉の直上に位骰していることは、罪没（坪戻）

時の何らかの儀礼の{{在をぷすものかもしれない。

さて、この他の出七遺物について述べると、 H-

H・G 10区で泥除未製晶（木48・ 木50・ 木52) と鋤

（木152) が近距離で出士しているのが日につく。近

傍では、椅I・（木804) や脚付き間物（木540) など

の出tもある。そして、この屠序から確実にナスビ

形曲柄又鍬（木103) が出t・.している。

中流部Illb層（図画 3"-'4・ 第51図～第52図）

先に見た上流部 illb層相％部のややド流に位．置す

る。全1本として、遺物の出方は比較的完形に近いも

のが単独に出 I・.している例が多い。また、第52図に

示したように、溝のじ軸に直交したかたちで長い材

（木1118・ 木1265) が出土している部分がある。

H立つものとしては、柄付き狐 3個が近接して出

土していることは注Hできる。 SD1では、瓢箪・
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図画 4

狐の出 f・.はしばしば認められるが、本例が最もまと

まった例であり、自然堆桔というよりは使用された

ものが廃棄されたものであろう。

また、平鍬（木 3・木 7. 木10) とその未製品

（木17)、膝柄（木128)、横鍬や泥除未製品（木33・

木42・木49)、東海系間柄鍬（木81) といった耕起

具類や、盾（木845)、弓（木827)、それに底板を嵌

め込むタイプの琴（木983) などが単独出tしてい

る。これらは、令くの同時存在ではないものの、近

接した時期に属する遺物群といえよう。

中上流部IIIa層（図画 5,--....,3・ 第53,--....,56図）

これまでの出 1-.状況図同様、最終的な掘り上がり

図に出 i-.状況図を重ねたもので、多くの Jt-泉はこれ

ら遺物が投東された時にはすでに埋没している。遺

物と対応する付設施設は井泉 3のみである。

Jj: 呆3は、これまで見てきた井泉同様、湧出し口

に直交するかたちで板材が出士している。建築部材

を転川したと思われるものが多く、この井泉に水を

溜めるための枠材であった 11J能性がある。ただ、井

泉 3の前面から出tしている木材の姑が枠材相門分

よりも多く、あるいは）卜泉 3には覆屋状の施設が伴っ

ていた 11J能性がある。また、ここからは梯了・（木

1400) も出1-.しているが、これを井泉と関連して衿

えた場合、枠材として転用されたとみる他に、 SD

1~ 部から Jj:泉へ下りるための梯＋であったことも

苔えられる。出十．状況のみからはいずれとも決しが

たいが、ここでの木製晶の集中的出七と共に、やは

り何らかの意味を見いだすべきであろう。

木製品の出 j-_状況で注目すべきこととして、 SD

1の流れの方向に直交して、板材や棒材がしがらみ

状に横に連なって出 j-_したことである（第56図参照）。

ただし、しがらみとするには、これら材を固定する

ための杭等が必要となるが、それは存在しない。従っ

て、これらがどのような意味をもつものかは明確に

はしえないが、阿・1fliにおける木器湘として、案

（木784) をはじめとする木1146・,4,:1291・ 木1375・

木1377・ 木1439・ 木1500・ 木1535・ 木1608・ 木1729・

木1862等が伴うことを確認しておく。

その他の木製品は、多少幾つかが重なって出土し

たものもあるものの、基本的には単独出土である。

そのなかで、底部中央で東海系1!!1柄平鍬（木66) が

この層でも出土していることを確認することができ

るが、皿 a層としてはかなりド部である。

土器群は、 SD 1底面の中央付近にはなく、左岸

では大溝法血下の底面との移行部付近、右岸では法

面下裾から法面にかけての部分に{-f在する。このう

ち土器群24・25と土器群26は、レベル的にはさはど

変わらないが、土辟群24・25がより密集性が高いこ

とから L器群26より抽出した。この I・.器群24・25も

含め、土器群27・28・33・37などは、完形じ器を含

む少数の土器が極めて近接した状態で出Lしており、

ある程度の一括性を認めうる。 j-_器群 5もこれらと

よく似た上器群であるが、時期的には illb層に相％

する。これは、法r!'!iでもかなり上位だったため層の

輻が薄く、 SD 1掘削過程で本来の層位よりも 1-.位

で取り上げてしまったことによる。本来別図とすべ

きであったが、便宜上ここに措いた。

中流部右岸IIIa層（図画 9 • 第57図）

前図がポした部分と 1立岡的には屯なるが、そこよ

りもやや下位の SD1右岸法面部である。図1-.布側

の礫石は、 r. 柑礫敷・下層礫敷の間に相％し、やや

疎らに{-f在することから礫敷として把握していない

が、部分的に集中するところがある。このうちのひ

とつが石組 2で、礫石を環状に糾み、内側よりミニ

チュアの脚付L器 (719) が出t・.している。

全体に、この部分の木製品は、まとまりとなるも

のはない。

土器群には、土器群 4・20・31がこの位附に{{-在
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A〉

第58図 SDl E-T13illa層木製品溜出土状況図

(1 : 40) 図画10

する。このうち上器群 4は前述の土器群21の真下に

相堺し、両者が•連のものである可能性がある。

E-T13区Illa層木製品溜（図画10・ 第58図）

人江状屈冊部のやや流心奇りの部分で確認した木

製品溜まりで、ちょうどilla層と illb層の境界付近

となり、調介段階ではいずれの層に属するか決しが

たかった。 応^、 illa層として捉えておく。

出 L状況に規則性はないが、木製品の組成には建

築部材を Et本として芳干の別器種を伴う。同一地点

の1五1一層で確認した木器群ということができる。こ

こから集中出土した木製品には、臼（木181)・ 田下

駄（木235・ 木251・木255) ・船材（木1083)・建築

部材（木1196・ 木1204・ 木1255・ 木1309・ 木1327・

木1347・ 木1398・ 木1412・ 木1428) がある。

下流部 11層F部,_,_,,Illa層（図画11・ 第60図）

礫石は図ポしていないが、 SD 1右岸上層礫敷か

らそのまま溝中央に向けて発掘していって確認した

Jm 

-75-— 

遺物群で、ちょうど II層下部と illa層の層の変わり

目を中心とした部分である。繰り返し説明している

ように、本図も何面かの時期を重層的に作図したも

ので、全てが同一時期ではない。

木製品の出土状況的には見るべきものが多い。ま

とまったものとして土器群53と共に出土した刀形を

中心とした武器形集中部、その下rMにあった建築部

材群、組み合った状態で出土した家尾壁材があり、

それ以外でも部分的に木製品の集中が見られる。ま

た、細かい植物繊維がスサ状に出tしている部分が

あり、壁下地的なものになるかもしれない。

このうち武器形集中区は、 2.5mX 2.0mの範囲に

主に刀形と鑓形で構成される武器形が集中して出土

したもので、上器群53も伴う。

この直下には、建築材の水平構造材とした木1180

と木1181がある。これは、高床用柱材（木1106) と

直交するかたちで出土している。周辺には、垂木

（木1338・ 木1393) や、本来は垂木であった可能性

のある細長い杭材（木1538) 等も出上しており、こ

れらがひとつの高床建物を構成していた部材であっ

た可能性がある。その場合、木1106の西側に折り重

なるように存在する長大な材（木1132・木1095・ 木

1858等）やスサ状繊維も何らかのかたちでこれに組~

み合っていた可能性がある。

家屋壁材については前述した。

この他の木製品の出土状況について見てみると、

皿b層に相当する可能性のあるやや卜層部からの出

土であるが、壁板（木1249・ 木1250) と水平構造材

（木1175) が集中して出土した部分がある。また、

全休として、複数の棒状の材が横方向と縦方向に交

差するかたちで出土している部分がしばしばある。

以上のことを勘案すると、本地区には、家屋壁材

とした建物以外に、材の数鼠的には足りないものの

もう 1棟分の建物（高床建物）構成部材があり、 2

棟分の家屋が倒壊ないしはある程度組み合った状態

で部分投棄された可能性がある。

土器群では、前述の土器群53の他、最ド流部で韓

式系土器等も伴う土器群52が出土している。

また、右岸法面ではちょうど上層礫敷が溝中央に

向かって途切れるあたりを中心として、初期須恵器

を含む古墳時代中期を中心の上器が出tしている。
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・時期的にはやや—•括性が乏しいものの、完形L器

の出土が多い等の理由で、その場所自体が何らか

の意味をある程度通時的に持っていると判断され

るもの

など、各々が持つ、意味は様々である。これらは、 !・. 

器群の組成や時期輻などから、個別に判断していく

べきものである。

また、 t-. 器群と呼称してはいるが、当該遣物の構

成逍物にはt器以外にも木製品や滑石製模造品が伴

う場合があり、なかには木製品を中心とするところ

に!・.器が伴う事例（武器形艇中部と土器群53) も存

在する。以下、個別にみていくことにする。なお、

括弧内は、調介時点での名称で、括弧書きの注記が

ないものは調査後に遺物出t状況図から図上抽出し

たものである。

士器群 1 (土器溜 P)

E-L9区を中心に長さ 4.5m、輻2.2mの範囲か

ら出tした illb層の土器群で、廃棄単位としての一

括性には欠けるものの、ほぽ SD1の堆積具合に応

じて出tした一群である。正立もしくは倒立状態の

ものは少なく、横倒しになったものが中心であるが、

ローリングはあまり受けておらず、器面の遺存状態

も良好であり、なおかつ士器群中に完形土謡や遺存

度の高いものが多い。従って、本土器群は、基本的

には SD 1の屑部から投棄された状態を示している

ものと思われる。その場合、壺への線刻両の存在や

壺・甕の胴部へ焼成後穿孔されたものがH立つこと

は、本1点恰群が何らかの祭祀行為終了後に投棄され

たことを示唆している。

土器群 2

現地調在時点では、この部分を特に L器溜として

認識していなかったが、その後、遺物出土状況図の

検討で、遺物が完形J-.器を中心に面的に出tしてい

ることを確認、し、土器群として把捏した。従って、

厳密な範囲はイ渭月であるが、 E-NlO・010・Pl

1地区を中心とした細長いベルト状の範囲 (5.6mX 2.4 

m)で上悩を抽出している。ローリングの少ない完形

L器を中心とした一群が倒れた状態で出tム．しており、

多少の時期輻をもちながらも、この場所から十．器が

投棄されたことを示していると思われる。なお、前

述の土器群 lと隣接した位置にあり、あるいはこれ
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第65図 SD 1土器群 2出土状況図 (1 : 60) 

らを•括して把据したほうがいいのかもしれない。

土器群 3 (士器溜m)

前述の七器群 1や 2にほど近い位置からの出土で

あるが、 2.7mx 2.2mの比較的狭い位置（特に中心

部は lmXlm) から完形t器を含むー群が倒れた

状態で集中して出上している。胴部に穿孔を有する

個体も存在する。特に中心部の一群は、 L器が一括

投棄された状態をホすものと思われる。割れずに完

形土器が多いのは、一括投棄された背時、 SD1が

かなりの低湿状になっていたためと思われる。
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第66図 SD 1土器群 3出土状況図 (1 : 20) 

士器群 4

これも現地調介段階では把握できなかったが、そ

の後の整理過程で、土器群として把握した。 H-A

11・12区を中心に礫石に混じって出土しているが、

その密度は他の土器群に比べやや疎らである。出土

状況的には全体としての一括性にやや欠けると言わ

ざるをえない。壺と甕が組成の中心であるが、高杯

がないわけではない。また、注口部状の窓が付く甕

形土器も存在する。なお、本土器群に重複するかた

ちでれ組 2が存在する。

土器群 5 (単位 a)

拳大の礫とともに、 90cmX 70cmの狭い範囲で集中

して出土した土器群である。倒立状態で出土したt

器が比較的多いが、横倒しのものもあり、基本的に

はす舌投棄された土器群ということができよう。

t器群 6 (セット i)

同一地点で折り重なるように集中して出土した壺．

甕・高杯である。確認地点には複数の礫も存在して

おり、あるいは土器を伴う配石であった nJ能性もあ

る。しかし、配石とするには礫の梨中に欠けるため、

可能性の提示に止めておきたい。士器の出t械的に

は少ないt器群である。

土器群 7 (単位0)

ト層礫敷のド部から出土しており、前述の卜層礫

敷下部出+.t.器と詞じ扱いにすべき•群であるが、

2.9mX1.5mの範囲で土器がやや集中して出土して

いることからt器群 7として把握した。 SD1右岸

の層堆積及び下層礫敷に沿って出七しており、ほぼ

同一面での出土と考えてよかろう。ただし、集中し

た出土とはいっても、一括廃棄を想定しうる程の集

中性はなく、細かい廃棄の単位として復尤できるわ
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第69図 SD 1土器群 6出土状況図 (1 : 20) 

けではない。

t器群 8 (単位L)

完形!・.器を含む残存状態のよい上器が、 1.2mX 

0.7mの範囲から出土した。全体に横転状態で出L

した上器が多く、この場に廃棄されたものと思われ

る。ただし、 1081などは伺じ検出面ながら若干離れ

ており、あるいは別の•群かもしれない。

土器群 9 (単位Q)

前述のように、井泉 6の検出面の卜血から出tし

ており、井泉 6の埋没と何らかの関連を有していた

可能‘性がある。 1 m X0.5m という狭い範囲の Irr]~

面で確認された一群で、 •括性は高いものと思われ

る。ただし、 1096のみは、周辺部出 t.で、この一括

に含まれていたかどうかは確定できない。完形f-.器

を中心とし、全体に横転状態で出土している土器が

多い。壺類、次いで高杯の出t.が多く、甕は受lI甕

1点を図ホしえたのみである。

土器群10(土器溜Q)

2.6m X 1.8mの範囲から出上した L器群であるが、

とくに集中しているのは第73図布上の 1.9m X 1 m 

の範囲で、さらにその周辺部からも土器の出 f・.があ

る。倒立したり横転したりしているなど士器の出上

に規則性はなく、投棄された状態を用している。甕

もあるが、より壺や高杯の出土が目立つことや、ミ

ニチュア土器や胴部穿孔の壺が含まれることは、本

土器群が祭祀に際して供されていた土器群である可

能性を示していよう。おそらく、本土器群は、その

祭祀終了後に投棄されたものであろう。ただし、出
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第71図 SD  1土器群 8出土状況図 (1 : 20) 

第70図 SD  1土器群 7出土状況図 (1 : 20) 

Lf-. 器には、高杯の形態などを指標とすると、若干

の時期差が存在する可能性があり、完全な•括品と

いうわけではない。

土器群11 (土器溜 L)

5mX4mの幅広い範囲からやや散漫なかたちで

出tした土器群である。これらは一同の投棄による

ものではなく、複数[PIの廃棄の集積によるものと思

われる。出i・._-f-_器を見ても、例えば高杯などは山中

式系のものと欠山式のものの両者が出tしている。

従って、本来もう少し細かい廃棄単位が存在するも

のと思われるが、出土状況では分けられなかった。

土器組成的には壺が多く、そこに線刻や穿孔が施さ

れたものも存在する。こうしたことから、この土器

群のいくつかは、祭祀に際して供されていたものと

推定される。

土器群12(単位 j)

1.8m X 1.5mの比較的狭い範囲に集中して存在し

たt器群である。下層礫敷の礫に混じって疎らに上

器が出上する。土器群の底が溝の傾斜にそってはぱ

う定しており、右岸から投東された逍物群であろう

と思われる。
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第72図 SDl土器群 9出土状況図 (1 : 20) 

土器群13 (単位N)

井泉 5の上（虹に存在した L器群で、 2.2mX2.lm

の狭い範圃に上器が梨中して出 1-.している。 SD1 

で確認、できたt器群のなかでは珍しく左；伶寄りに存

在している。土器群の底は、 SD 1の傾斜に沿って

おり完形品も多い。やや時期の楳なる遺物 (1194)

も含むものの、全休としては＾括性が強いものと思

われる。なお、 1177は、やや離れた位置から出士し

たが、本L器群の延長部分に存在することから同—・

の土器群と判断した。組成に古める広口壺の割合が

多い。

士器群14

S D 1の下流部布岸の床圃で存在したものである

が、現地調在時点では土器群としての取り上げは行っ

ていない。しかし、整理の過程で、 lfii的に残存状況

の良好な t器が広がっている4.7mX 2.8mの部分を、

整理段階で t器群として把握した。 1か所で集中的

に出,.. しているのではないため、一括性には乏しい

と思われるが、明らかな混人品もあるものの、全休

としてはほぱ一時期の所産であろう。完形品が多く、

A
さ

：
／
 

5
 

c112 

笞

6
3
5
 

+Y11 45, 

5
 

5
 

8
 

6
 

3
 

ー
l
l
 x

 

峠
□

亨 ゜
50 cm 

第73図 SDl土器群10出土状況図 (1 : 20) 

数次にわたって本地点に投棄されたものの集積であ

ろうと思われる。

土器群15

前述のt器群14の下流側に隣接して存在した土器

群で、これも面的な出t状況をポしていた3.8mX 1. 

5mの部分を整理段階でt器群として把握した。十．

器は、士器群14同様、 SD1の右岸側の底近い部分

から出七した。土器群14とは別の土器群として扱っ

たが、両者は同•面（同じ高さ）で確認でき、なお

かつ両卜器群にほとんど時期差もないことから、一

連の土器群の可能性もある。なお、この土器群を他

含するかたちで梯子（木1410) などの木製品も多数

出土している。

土器群16(土器溜 g)

SD  1右岸の溝の堆積の傾斜に沿って出 Lした七

器群である。倒立状態や横転状態の完形品を含む土

器が1.4mX 1.2mの比較的狭い範囲から狼中して出

土しており、 1回ないしは 2回程度の廃棄によるも
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第75図 SD 1土器群12出土状況図 (1 : 20) 
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のと思われる。

土器群17(土器溜H・I下層）

後述の土悩群45の下部で確認したもので、完形上

器が横転状態で1.7mXO.Smの範囲で出土する。狭

い範囲ながら、 t器どうしはさほどの集中性がなく、

比較的疎らに存在するといってよい。他の土器群の

多くが斜めに堆積するのとは異なり、水平堆積をし

ていることが特徴である。

士器群18(土器溜 h)

l.4mX0.9mの範囲から礫とともに出上したもの

である。無頸壺である完形の1257は、礫に挟まれる

ように正立状態で出土していることや、ここで確認

されているい器が手捏ねないしは小刑無頸鉢といっ

た小聞品が多いことから、石組状の施設が存在した

可能‘性もある。

士器群19(単位 dド部）

後述の上謡群38の下部に存在した 8m X3.6mの

面的な広がりをもつ上器群で、 SDl布作の卜層礫

敷に載るかたちで確認できた。面積的にも広いこと

から、本来は複数の廃棄単位があったものと思われ

るが、現場段階で—寸丙性を認めて取り上げできたの

は後述の t器群20のみで、それ以外は I・.器群19に・

括した。完形土器も含むが、破砕土器が多いことは、

投来された場所が低湿状のところではなく、礫の多

い部分であったことと関連すると息われる。手捏ね

t辟も存在しており、 t器群の一部は祭祀に供され

たものを含むものと思われる。

士器群20(単位 i)

崩述のように、 「．器群19の一角から出土している

ものの、躯車性が高いと判断したことから調介段階

でf-.器群19から抽出して取り上げを行ったい器群で

ある。 1.6mX 1.5mの範間を t器群20としたが、特

に集中している lmXlmの部分は、土器が折り屯

なるように出卜.している。このことは、 1発菜におけ

る・括性を強くポ唆するものである。

土器群21 (単位 C)

上流部から弧状に流れてきた SD lが最も膨らむ

部分の防御面側（右岸）に存在する t器群である。

S D lの堆積途中の緩やかな傾斜に沿って2.4mX 

2.3mの範囲から出 tしているが、やや出 I・.レベル

に 1-.ド差があり、本来的には 2In! あった廃東単位を

叩
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第83図 SD 1土器群20出土状況図 (1 : 20) 

1回のものとして扱っている可能‘性もある。 I・. 器の

集中度としては、密な部類に人るであろう。

土器群22 (単位 a,)

前述のt器群211ロ］様、 SD 1の膨らみ部布岸の法

面に存在した土器群で、南側にはl点恰群23が{{在し

た。 lmX0.6mの狭い範間からまとまって出 I・.し

ており、一括‘性は高いものと思われる。 ,E1't状態の

ものはなく、柚転状態のものがほとんどであること

から、この場所に投棄されたものであろう。

士器群23(単位 e)

前述の!・.器群22に隣接して存在したい器群で、こ

れも 90cmX 80cm の狭い範囲からまとまって出 1~ して

いる。北側に 2本の杭が打ち込まれているが、これ

が本上器群もしくは I・.器群22に伴うのか、あるいは

令く関係ないのかはイ渭ljである。 1点記の密）文は闘い

が、完形に復元できるものはなかった。

t器群24(セット C)

後述の L謡群26の範囲に含まれるが、土悩群24と

したものは、後述の1灌恰群25とともに、より密集性

が強いため、ひとつのi灌怜群として抽出した。これ

ら十．器群は、ともに SD 1出i・.+. 器群としては珍し
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第86図 SD 1土器群23出土状況図 (1 : 20) 

く左犀に形成されたもので、このうちt器群24は、

1 m X0.3mの狭い範囲に遺存状況のよい,-.器が折

り重なるようにして出土している。ただし、レベル

的には、土器群25や 1滑．器群26と烙はなく、これら 3

つの十．器群は時期的にはさほど変わらないものであ

ろう。

士器群25(セット ct)

前述の土器群24同様に、 L器群26とレベル的な恙

はないが、より一括性が高いと判断ーし、ひとつの j-_

器群として抽出したものである。 L器群26の南端部

に位置し、 50cmX 30cmの極めて狭い範囲に、 3点の

j-_器が折り重なるようにして出t-.している。
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士器群26 (単位G)

前述の十器群24・25を含むかたちで存在した土悩

群である。 6.4mX 2.5mの範囲をもつが、先に上器

群24・25を抽出したように、 t器群26は本来いくつ

かの廃棄単位を含んでいる可能‘「生が高い。時期的に

も、若Fの時間輻はあるようである。ただ、完形L

器を含む遺存状態の良好な土器が中心を占めること

から、この場所に、何[njかに分けて投棄された七器

の巣積と考えることには問題なかろう。

士器群27(セット e)

S D 1左作の底面で 3点の t器が30cmX 30cmの極

めて密犯した範圃から折り重なるように出 I・.したも

のである。横転状態の出tながら、土器の残りもよ

く、ローリングを受けた痕跡もないので、この位骰

に一括して遺棄された上器であろう。

土器群28(セット h)

SD 1のある時期の底圃中央部、井泉 4の脇に{+

在した土器群で、 60cmX 50cmの範囲から出 I・.した。

いずれも調整痕跡等は明瞭であるが完形のものはな
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第92図 SD 1土器群29出土状況図 (1 : 20) 

い。同一面からの出 1-_ではあるが、廃棄の一括性と

いうてんには問題が残る。
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第93図 SD1土器群30出土状況図 (1 : 20) 

土器群29 (単位 P)

S D 1右倅法面の下層礫敷部の3.6mX1 mの範

囲から出土した I~ 器群である。土器群としてはやや

疎らな出土であり、 ＾括性には欠ける。ただし、

部は礫群に挟まれるかたちで出士したものも什在す

ることから、礫群形成の期間を考えるには好責料で

ある。

土器群30 (土器溜 n)

S D 1下流部右作に存在した 1.7mX 1.5mの範囲

から出土した士器群である。完形のものが多く、密

集性は高いが、レベル的には芥iこの上下のものも含

んでおり、完全な詞時期'Itというてんでは欠けるか

もしれない。横転状態のものが多く、この場所に廃

棄されたような状態をホす。

士器群31 (セット A)

前述のt器群21のF部から出 tしたものである。

1.1 m X 0.6mの範囲からやや疎らに出士したもので、

一括性は少ないと思われるが、同仕iの近接地から

の出士であり、 t器群として扱った。
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第94図 SDl土器群31出土状況図 (1 : 20) 
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士器群32 (土器溜 a)

I・. 流部より彎間してきた SD 1が大きく人り込む

入ff状突出部の南側、つまり流路の布岸防御面の法

面に置：かれたような状態で出上した—群である。中

間部のい器のない部分を挟んで北側に売、より肩部

に近い南側に高杯と器台がある。 •応、レベル的に

S D 1の傾斜に沿った圃じ lfliに{-f在していたことか

ら同一のL器群として扱ったが、両者は厳密には別

の単．位の t器群であった可能'l'lもある。その場合、

南側の高杯・器台が存在する•群は、 ,1-: 立状態のも

のが礫とともに{{在しており、配ィiなど謡図的に附

かれた•群かもしれなしヽ。

t器群33 (セット F)

S D 1左岸の法面と底面とが変換する部分、井泉

4の脇に存在した t・.器群である。 35cmX 20cmの狭い

ところにい器が並ぶようにして{i在している。

±器群34(単位 h)

S D 1左岸の法面から底にかけて{-f在する I灌怜群

である。土悩の遺{f状態は良奸であるが、柚転や倒

立状態で出上したものが多く、左片漏i部より投東さ
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第97図 SD1土器群34出土状況図 (1 : 30) 

れたものと思われる。 4.5mX 2.4mの範囲から出十＾

しているが、土器の出土には疎密がある。本来的に

は複数の廃棄単位があり、本t器群はそれらが集積

した状態のものである可能性がある。

t器群35

現地調介段階では、上器群としての取り上げは行

わなかったが、整理段階で出土状況図の検討を行っ

た結果、 4.8mX1 mの範囲で完形品を中心とする

゜
lm ｀ ー 7ヽ 3 丑J 2 

第98図 SD 1土器群35出土状況図 (1 : 40) 

土器がまとまって出土していることを確認し、土器

群として把握した。ただし、 1473などはやや離れて

おり、それを除くとより集中する部分は2.8mX 1 

mの範囲ということになる。

士器群36 (単位K)

前述の土器群35に隣接する土器群で、 3.6mXl.6

mの範囲をひとまとまりとして認識した。土器の出

土には疎密があり、本来的にはもう少し細かい廃棄

単位に分かれるものと思われるが、レベル的には同

一面からの出土といってよかろう。完形土器だけで

なく、破片も含むが、穿孔を受けた土器も含んでお

り、何らかの祭祀に供された土器群が廃棄されたも

のの可能性が高い。

士器群37 (セット G)

S D 1左岸に形成された井泉 5の上面で出上した

土器群である。 3点の土器が90cmX 90cmの範囲から

ほぽ同レベルで出士しており、土器群として認定し

た。井泉 5とはレベル差があり、関連性は薄いとみ

られる。
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第99図 SD 1土器群36出土状況図 (1 : 20) 

士器群38 (単位 d)

S D 1右岸に存在する士器群 4や土器群19の上面

に存在した土器群である。 2.4mX 2.3mの範囲から

部分的な疎密を持ちながら出土した。おそらく、も

う少し細かい廃棄単位に分かれるものであろう。

完形土器も多いが、図ホしうるほどでもない破片

も多かった。

土器群39 (単位 f)

S D 1右岸に存在した土器群である。 1.7mX 1.4 

mの狭い範囲から密集状態で出士している。小形L

器は完形品もあるが、基本的に破砕して出I・.したも

のが多く、右岸肩部よりここへ投棄された状態を示

しているものと判断される。

士器群40(土器溜 e)

前述のt器群11の上面に存在したもので、 lmX 

0.8mの範囲から礫混じりで出土した。 上器の点数

としては少なく、小規模な土器群ということがいえ

よう。

土器群41 (土器溜 d)

入江状突出部の礫群 lに北接して存在した土器群

である。礫群 1出土遺物として扱ったはうがよいの

かもしれないが、一応、独立した士器群としてみた

場合、 1.4mX 1 mの範囲で礫のまとまりがあり、

それに混じるかたちで出七した。近接して立柱があ

り、あるいはこれに関連して供された土器群かもし

れないが、確証はない。

土器群42(± 器溜 f)

S D 1右岸の入江状突出部に近い部分から出七し

たもので、溝の堆積の傾斜に沿って、 90cmX 70cmの

比較的狭い範囲から密集状態で出土しており、一括

性は高いものと思われる。横転状態で出土している

ことから、本土器群もここヘ一括投棄された状態で

残ったものであろう。

士器群43(土器溜 j)

S D 1右岸の人江状突出部の礫群 2の北側 1.6m

Xlmの範囲に密集状態で出土した上器群である。
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6. 2m 

ィ

し
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炉ご三
第106図 SDl土器群43出土状況図 (1 : 20) 

第107図
゜

50 cm 

SD 1土器群44出土状況図 (1 : 20) 

溝の傾斜に沿って斜め堆積状態で出土しているが、

土器群のまとまりはよく、 ＾括状態といってよかろ

う。完形土器が多く、 また小形の器種やイ本部穿孔土

器も含むことから、何らかの祭祀行為の後に一括投

棄された一群の可能性が高い。

土器群44(土器溜 C)

S D 1右岸に存在した土器群で、 1.3mX 0.5mの

範囲から密集状態で出上している。少数の高杯や手

捏ね土器も存在するものの、土器群に占める甕の割

合が高いのが特徴である。

士器群45(E -T 14・15 m b層一括）

50cm 

入江状突出部下部の12mX 6 mの広い範囲から完

形土器を中心とした土器が疎らに存在しており、そ

れをひとつの土器群として認定した。ただし、土器

-100-
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群全体としての一括性は乏しく、それぞれが個別に

この地点に投棄されたような状態を星している。や

や時期的に古い土器も混じるが、基本的には占墳時

代前期のものが中心である。なお、その土器群の範

囲内には、ナスビ形曲柄‘ド鰍（木86・ 木88) や東海

系削柄鍬（木67・ 木69・ 木84)、椅＋（木805) など

の木製品も出 Lしている。出土状況から土器群と同

一時期になるものと思われ、木製品の時期を比定す

る際の好資料となった。

上器群46(単位 b)

S D 1卜杭流左岸に存在する t器群で、 2.5mX1.5

mの範囲から出土した。 SD1埋上の堆積に沿って

斜め阻iでの出十．であるが、まとまりはある。完形

土器とともに、破砕t器も含んでおり、左岸肩部よ

り投棄されたとみられる。赤彩された加飾の広口壺

c ^  oo 
(J~ 盗℃W~_ I 

V "'¥) = w逹()
; CJc  ~#'(3) 
十 X=-136.937 {J 0 ~ 

。る 0~~A~Bふ

や小刑高杯などがあり、組成l・.やや注意を要する十．

器群である。

士器群47

現地調在段階では土器群としての取り上げを行っ

ていなかったが、出土状況図の整理段階で複数のt

器が同一面で近接して出土しているのを確認し、上

虚~''
第110図 SDl土器群47出土状況図 (1 : 20) 
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第109図 SD 1土器群46出土状況図 (1 : 20) 第111図 SD 1土器群48出土状況図 (1 : 20) 
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器群47として位置づけた。今回報告する土器群のな

かでは最も卜流となる。 l.2mXImの比較的狭い

範囲からの出土の割には出土に集中性はなく、厳密

な怠味での•括投棄という状況にはないが、投棄時

期にさほどの差はないであろう。

土器群48(± 器溜 i)

人江状屈曲部の北端に相当する場所で確認したt

器群で、 1.5mXI.Imの範囲から出土している。礫

とともに出土しており、配石的な様相を取っていた

可能性がある。出土遺物も、高杯が多く、何らかの

祭祀行為に関連しての遺物群の可能性が高い。

土器群49(士器溜 k)

人江状屈曲部でも流心寄りのところに存在した土

器溜で、 50cmX 50cmの狭い範囲から土器が折り煎な

るように出土しており、一括性は高い。一括投棄さ

れた単位を反映しているのであろう。

士器群50(土器溜 b)

SD Iの右岸から、 80cmX 50cmの極めて限定され

た範囲から折り翫なるように出 t-.した十．器群で、一

括性は高い。小刑の壺と高杯のみで構成された土器

群で、高杯は横転していたが、小別の壺は正立状態

で出tしており、本来的にはこの場所に設置された

ものかもしれない。なお、この部分の埋tから、滑

石製臼玉77個も出七した。

土器群51 (土器溜R)

SD I下流部の右岸でも流心寄りに存在した土器

群で、 80cmX 50cmの狭い範囲から完形の小型t器を

y
 

/ 

゜-.. 
y""' 45 

・657 

L 

5. Sm “x 

/
 

9~1 

/
 

6

へ8
-

,
l
 ,' 

芯

R 
0゚ "' 

9€' ， ‘ 
十ヽ

E a 
←」 ~1 

゜
50 cm 

第113図 SDl土器群50出土状況図 (1 : 20) 

クりロ 7
 

゜
4
 

6
 

◎̀ 
3
 

6
 

ー

|↑ 

マs
 

＆
 

e

8

6

U

L

.

9

 ヽ

Q

)

1

 

S

ャ
、
/

f

+

 

メ

E
 0 
o
s
 

o
 

⑮
誂
誓
欧

第114図 SDl土器群51出土状況図 (1 : 20) 

二二↑

0 50cm 

第112図 SD 1土器群49出土状況図 (1 : 20) 

中心とした、まとまった土器群が出tしている。横

転ないしは正立状態で出tしたものが多く、一括性

は高いと思われる。ここに置かれたか、遺棄された

土器群の可能性が高い。 S字甕もあるが、小型の壺

や高杯、小型甕を含み、総じて祭祀的な色彩が強い

土器群である。何らかの祭祀行為終f後にここに投

棄ないしは僅かれたものと思われる。

士器群52 (土器溜〇）

S D 1下流部右岸の埋士の堆積に沿って、 2.2m

X 1.5mの範囲で斜め面で出土した一群である。正

立状態のものはなく、同一地点で潰れた状態で出L

しているものがある。おそらく、投棄された衝撃で

ここで割れたものと思われる。なお、埋土から滑石

製臼玉10個もフルイ掛けにより出土した。

土器群53武器形集中部（刀形周辺）

3mX2.4mの範囲に集中して木製武器形の出土

があり、あわせて同じ面で正立状態の高杯を中心と

する土器群と、滑石製模造品類の出土があった。武

器形は、刀形 (23本を確認）と鑓形 (16本を確認）

の他、剣形と思われるものも 5本存在するが、これ
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第117図 SD1土器群54出土状況図 (1 : 20) 

1
0
 

は鑓形の変形のWF能‘「生もある（以!・.は『木製品編』

参！！月）。士悩は、似j恥と杯、甕がほぼ心形で存在し

ており、その糾成からも祭祀色を強く想定させるも

のであるい滑伍製模造品には、勾 1、~(4554) と及孔

円板 (4574) の他、 r1T53個・ガラス小l、::2個が出

tした。おそらく、翡杯を中心とする t-.辟と木製武

謡形、それに滑石製校造品を使mした祭祀があり、

その行為終［後、この地に遺東されたものと息われ、

・括'i'lは詞い。なお、初期須恵器及び韓式系 I・.器破

片は、本 L悩群として収り上げた破片であるが、時

間的な近接性は小すものの、本来的に伴っていたか

どうかはイ淵）］であるの

t器群54 (土器溜 S)

1.7 m X 1.lmの狭い範j}/:] (より集中した部分は 1

mX0.9m) で高杯と杯を中心とする日l]Ji悩が折り

屯なるように艇中して出 tし、あわせて木製横櫛

（木986)と小形柚槌（木223)の出Lもあった。甑片も

含むものの、 ［器糾成には器種的な偏在性があり、

祭祀怜の牡定用途で使川された土器群が↓括投寮さ

れた状態を小しているものと判断される u オ黄櫛や小

形横槌も、 [ri]時に廃梨されたものと思、われる c

_J 

t器群55 (± 器溜）

人江状屈曲部のところから 4.7mX 2.3mの範間で

出土したものである。同じ面で押さえてはいるもの

の、広い範囲から疎らな状態で出tしており、 寸因

性には乏しい。いくつかの単位で投東されたものが

集積された状態で遣{+したものと思われ、時間的な

近接性は追えるものと判断される。なお、皿tより
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滑石製臼玉121個が出土している。

士器群56(単位m)

SD 1上流左；ドの石組み井泉である井泉 7や 9の

脇から出i・.したものである。ただし、明らかな井泉

内から出tしたものではないため、独立した扱いと

した。 4.5mX 1.3mの範囲から、 げ刷器杯と須恵器

杯及び杯益を中心とし、土師器及び須恵器の甕を伴

ぅ哺群が出Lした u 完形品が多い。また、土器群と

して認識する以前に、この部分からかなりの完形の

t師器・須恵器の杯類を取り Lげており、実際には

さらに多い数の土器が{{-在したようである。これら

の多くは、「H-LllII層下部」として取り卜．げて

いるので、観察表で参照されたい。

士器群57(H-ElOI層士器集中）

SD 1 r. 流寄りのところの流心部分に存在したも

ので、 4mX3mの範間で出土した。やや疎らに出

I・. している部分もあるが、須恵器• 長頸壺を中心と

したい器群がIJTJ一面から出 t.しており、 ＾括性は高

いものと思われる。その場合、本 l灌恰群が SD 1の

流心部より出 Lしていることは、この時期の流路が

堆梢が進み、常時流れている溝としての機能をかな

り喪失していたことを不すものと捉えられよう。

の

◇。十
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第120図 SD1土器群57出土状況図 (1 : 20) 

第 5節出土遺物

1 付設施設に伴う遺物

井泉をはじめとする SD 1の付設施設に伴う遺物

を一括する。ただし、土器群遺物（後述）のなかに

は「礫敷」や「礫群Jに存在したものも含まれてい

るが、それらは土器群のなかで扱っている。

井泉10出土遺物 (618)

短く外反するh・稜高杯A3である。口緑内面を横

方向、外面を縦}j向にヘラミガキを施している。

井泉 5出上遺物 (649,...,_,654) 

小刑の広LJ壺 (649) と有稜麻杯A3 (650~651)· 

碗状高杯A (652) 、それにミニチュア上器 (653)

と手捏ね土器 (654) がある。有稜高杯は、 650の杯

下部が外反気味で浅い杯部をもつのに対し、 651は

杯下部が内胄気味でより深い。 653は口緑部を欠損

するが、頸部に有孔をもつ。一括‘「生に間題はあるが、

ほぽ弥生時代後期後半の所産であろう。

井泉 4出士遺物 (655,...,_,658) 

碗状高杯A (655)・短頸壺 (657)・受lI甕 B (6 

56・658) がある。このうち高杯は、口縁部が短く

内碍する弥生中期的な様相を残したもので、 n縁外

面に 2条の凹線を残す。受II甕も IJ緑端部が内斜す

るしっかりとした占相を残す。弥生時代後期前‘ドの

所産であろう。

また、井泉 4からは、直柄‘ド鍬未製品（木18、以

ド、番号の前に「木」を冠した遺物番号は、既刊の

木製品編の報告書の遺物番号に対応している）や泥

除（木38・ 木41)、曲柄平鍬？ （木82) といった木

製農具も出七している。未製品を含み、製作途上の

失敗品や破損品の廃棄土坑の様相も閑している。

井泉 6出t遺物 (659,..,_,666) 

広 [l 壺 (660~661) ・直 r1 壺 A (659)・<字形甕

B (664)・受LI甕B3 (662~663) ・打頸鉢 C (66 

5)・底部 (666) がある。

壺類はいずれも法贔の比較的小さな中型品で、令

休に装飾が乏しい。 666は、 ミニチュア品に近いも

のであろう。

井泉 1出t遺物

(4492・4562・4626・ 木887・ 木1228)

出土品として勾±(4562) と木製）J形（木887)、
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滑石製臼玉 (4626)、井泉の構成材としての扉板

（木1228) と大刑の砥石 (4492) がある。

勾下は、薄型の模造品タイプで、作りは粗い。こ

れに対し、木製JJ形は、））身と茎部分のみ表現した

精製品である。）J形で把部の表現をしないものは珍

しいが、メJ部の作出は非常に丁寧である。滑石製臼

£は、 1点しか出土していないため、混人品の可能

性もあるが、小振りで断面中央が膨らむタイプであ

る。井泉枠材となっていた扉板は、クスノキ製の門

受けJljの把手をイiするものである。また、井泉を組

んだ伍に利用されていた砥石は、屯景が 4kgもある

大きなもので、表裏 2面の磨血をもつ。

なお、扉板と糾み合って井泉枠材を構成していた

ヒノキ装の板材は、年輪年代測定の結果、 vLi暦364

年を遡らない木（辺材なし）を使用していたことが

判明した［。樹皮部分は残っていないため伐採年は

イヽ・明である。扉板が転用材であることから、本例も

転用材のnr能性が高い。その場合、本材から遺構の

年代を判定するには無理があるが、 卜限の年代を押

さえることができたことは、、意義があるであろう。

井泉 7出士遺物 (667......... 680・4627 ......... 4 7 41) 

須恵器杯・盗類 (667~670) ・直 LJ 壺 (678) ・小

刑甕 (679) 、t灌iii器杯A (671~675) ・杯 B (676)・ 

手捏ね L器 (677)・把手付鍋 (680) 、滑石製臼-f

とガラス小十~類 (4627~4734) がある。

L器は、 667~673が井泉内、 674~680が井泉外か

ら出土している。須忠謡杯・杯盈は、犬井部のロク

ロケズリがほぼ全面にわたるものと、 1/2程度のも

のがある。 680はハケ調整の把手付鍋で、口縁部は

外／又せずにそのまま収められている。

玉類には、棗じ 1個・ 滑石製臼玉29個・ガラス玉

1個があり、これとは別に井泉外の埋土から滑石製

臼£67個とガラス玉 1個が出土している。臼玉は、

断面中央に稜をもつタイプを主1本とし、稜はないも

のの中央部が膨らむタイプが量的に続く。

なお、 4735~4741 は、井泉 7 のドで出t した滑石

製臼玉であるが、こちらは全体的に小振りで、断面

中央が膨らんで稜をもつタイプのみで構成される。

井泉 9出士遺物 (681......... 684) 

すべて須恵器である。 681は、犬井部を j・寧にロ

クロケズリした深い器形で、壺類の船と衿えたが、
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碗の可能性もある。他は、井泉石組みのド部から出

L したもので、 682 は聡もしくは壺、 683~684 は杯

身である。杯身はともに受部の立ち上がりが闘く、

底部はT寧にロクロ削りされた、高蔵208り窯式とに

併行する 5軋紀後半の所産であろう。

井泉 7......,9周辺出土遺物 (685.......,690・4742.......,4782)

井泉に伴うとは限らないが、井呆 7~9 を調在す

る過程で周辺及び卜.面から出 I:したい器である。こ

のうち、 685と686はやや占く、井泉構築以前の所晰

であろう。 685は体部内面をヘラケズリした外面へ

ラミガキ仕J・.げの中刑の直 LJ壺、 686は外面にタタ

キを施すく字形売 Dで、 1本上部にハケを施している。

689は杯部内側に赤色顔料が付杓した杯もしくは閥

杯、 687と688は屈折脚高坪、 690は手捏ね I:悩Cで

あるが、外側にはオサエ痕に混じって布状のIじ痕が

認められる。

4 742~4 782は滑石製臼玉で、 Jj: 泉 7~8 周辺で出

上したが、どれに伴うものか特定が帷しいものを・

括した。 4745などやや大賑りで、断1Aj中央が膨らま

ないタイプを含む。

井泉11周辺出t遺物 (691.......,694・4783.......,4822)

土師悩屈折脚高杯H (691) と小凡けI!・A2 (692)、

須恵悩杯塙 (693)、突幣付の土管 (694) がある（）

令1本として、占墳時代後期の所廂であろう(

4 783~4822は滑石製臼 Jどで、全体に小さく、 1店Jr !Ai 

中央が膨らんで稜をもつタイプが中心である。

井泉12出t遺物 (695・4823.......,4824)

須恵器杯塙 (695) と滑イi製臼T.(4823) がある。

695は）くJI:部ヘラ切り木調整で、 71仕紀代の所 I哨で

あろう。 4823は直径 4mmの臼Tとしては大形の長）j

形タイプの臼Fである。

井泉13出士遺物 (696.......,698) 

古墳時代の煩忠悩である。 696は杯益で、）くJI:部

の1/2をロクロケズリしている。

井泉14出士遺物 (699.......,709) 

平凡 (699~700)·111 茶碗 (702~706)·111 皿

(701)・陶磁悩類 (708)・須忠描壺 (709) がある、）

やや時期的に幅を含むが、井呆の時期としては中肌

の所廂であろう。平凡は井呆脇からの出 tである c

701はn緑部が下．縁状を旱する。



石組 l出士遺物 (710,....__,718)

須恵揺無盗高杯 3 点 (715~717) と土師質の\·.製

品 (718) が石組出士、その他は周辺部出土である。

須忠悩は、全休として高蔵208号窯式に相当するも

のと息われる。 t・.師器は、碗状の杯部をもつ屈折脚

閥杯H (710) と、おそらく小刑虹u壺になると思、

われる 711がある。

718は L師質の t製品で、浅い碗状の下部に小さ

な覆いが付くもので、おそら <Rを造形化したもの

と思、われる。

石組 2出士遺物 (719,....__,720)

719は、 t師悩脚付艮頸壺のミニチュアで、 ド膨

れの刷部と脚部に直線文と列点文が交 /7~ に配されて

いる。占墳時代初姐のL料を模した枯製品である。

720は、石組 2の脇から出 I・.したもので、塙 ILめ

用の穿孔を頸部に配した無頸壺Bである。

木組遺構出t遺物 (721...__,731)

須恵、化怜イi 益 r'~j 杯益 (721)・ 恥身 (722~723)· L 

帥器小刑l廿B1 (724)・ 小聞直LJ壺A (725)・手捏

ね t器 (726~727) ・台付売形ミニチュア 1点芹 (728)

• それに 1-.7ミ (729~730) と」:錘 (731) がある。

須恵器類は火井部を 3/4以上ロクロケズリして受

部の立ち卜がりが長いもので、概ね 5胤紀後半から

61仕紀初頒の所廂であろう。この須恵器も含み、小

J~(! 丸底壺タイプの小 -J~(!t廿や手捏ねt器など供膳形態

の l堺怜が多く、祭祀色が強い遺物群ということがで

きる。 726は、 n緑ドに塙止め）11と思、われる 2個 l

対の穿孔を h。している。

礫群 l出t遺物 (732,....__,738) 

広LI壺 C1 (732) ・小形壺 B (733)・粕製の打

頸丸底鉢 (734)・S字甕 C (735)・有稜高杯 C (7 

36)・手捏ね I・．器 B (737)・小咽1煎頸鉢B2 (738) 

がある。令1本として、廻間 II式併行であるが、 S字

甕735の休上部のヨコハケが泊失していることは新

ししヽ要素であろう。図示した逍物は叶 7点と少ない

が、特に出!・.追物に組成的な偏りはみられらない。

礫群 2出t遺物 (739...__,766) 

広lI壺C1 (742)・イi段17縁壺A2 (739)・内彎

r -1緑壺 (740)・it¥ I I壺D (741)·11稜高杯B4~C

(744~749) ・小刑翡恥 C 2 (750) 及びA2 (751)・ 

小聞、fg「；頸鉢A 1 (754)・小型謡台 B2 (752) と小
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型器台C2 (753)·S 字甕A~B (755~761·764)· 

受口甕 C (762)・<字形甕 B (765)・丸底甕？

(766)・台付受口甕の小刑品 (763) がある。

付稜高杯は、礫群 1のものに比べ脚部が店十内彎

気味で、 lJ縁端部も内斜lfliに僅かなfj'jjを残すものが

含まれる。 742も、口緑端面や休 1-.部に文様幣をも

つもので、同じ広 f1壺 C 1の礫群 l出 J・.の732に比

ベ装飾が股かである。 S字甕は、 1本f・.部にヨコハケ

を残すものであるが、 II緑形態や休 l予品のヨコハケ

の施文1立置の差に時間的な輻を椎測させるノ全休と

して I・.層の礫群 lに比べ、 •段階占い 1月期の所叶’：●：と

捉えられよう。なお、 766ば焼成後穿孔てある，

礫群 2ド～礫群 3出t遺物 (757.....__,775)

短頸叫rB (767) とD (768)・受ll jl~B 2 < 7 7 0 ! ・ 

受ll鉢 (771)・ く字形亮 B (772; ・イi核，,,':jlィ、 B1la 

(774~775) がある。 また、 769はJ レヽスヽ，:':;: (ヤ及合Il 

緑壺A)、773は碗状閻杯になるものと息われる /・ 

血の礫群 2/!¥ I・. 逍物にくらべて、令イ本的［こ占 1, I杜相

を小している。

礫群 3下出土遺物 (776.....__,735) 

小形壺 A (777)・短頸ヽ,:':;:A ! 778 --779 1・ ・ ふ：形の

ミニチュア I・.憐 (78 0~7 8 1)・<'j-: 形亮 B (7ぷ3

784)・イi稜高杯A3 (782)・ l・.I、:: (7幻 I 力入ある

776は、やや ll緑の I}rlぎか狭し＼か、広 Il叫，：なし I I~ 

は短頸壺になるのであろう <'j-: Jf~:}[ 7 ?'i l : よ、什、［嗚

外面をヘラケズリした中期的な杜相をりしす/・.料であ

る。全休として弥 lj:_ 時代後期に f立り!(: ✓); ナら 1しよう

売もあるものの、絹成的にミニチュア］心を含む叶：H且

の出 I:がIl立っているっ

t層礫敷出t遺物 (786.....__,855) 

土師悩では屈折脚高杯B (786~793! ・料台 79 L 

・丸底甕 (796~797) ・小刑く字形ぅ見 I 798 !'小刑

描台 B 1 (795)・ 小月（!無頸鉢 D (799 ! ・tィ、 1800-

802)・打段ll縁ヽ壺A2の小邸品 1 803 --8(),1 I ・小）r;i1 

.ttt (805~807)·T-捏ね I·. 化恰 (808~811 J かある

796は、[]緑部が微かに内吋して昇協晶を肥厚気味

につまみ I・.げ、イ本部内面をヘラケズリする 803 -

804は小刑の．．重LJ縁ヽ 祇で、 803は）j何/miこ焼成後の穿

孔をイiする。須恵辟のうち 812~828 は初期姐恵、化仕て

ある。打盗閥杯蓋 (812~814)·1本郊外 1i1i を『4、}ち

ヘラケズリした杯身 (815)・ 高1が (816-8191・ 直



n壺ないしは聡 (820~821)・碗 (822)・器台 (823

~824) ・壺甕類 (826~827)· 器台 (828) がある。

このうち、有盗高杯蓋812~ 814は天井部を羽状

列点文や直線文で装飾し、高杯816~818は脚部に透

孔は持たないが稜突帝をもつ。ともに陶質土器の装

飾を色濃く残すものである。また、器台823は、長

方形透孔を直列に、圃じく器台824は三角形透孔を

千鳥式に配する。 820や822の波状文は、非常に繊細

である。なお、 815や827はやや新しい時期に属する

ものであろう。

829 ~ 839は韓式系t器である。 829は鍋、 830~

833は甑、 834~ 839は把手付鍋もしくは甑の把手で

ある。タタキ原休については、 829~830が格子タタ

キ、 831~ 832が縄而文タタキである。把手のうち、

834 ~ 835・837は下面に円形刺突を介するもので、

836は先端を切り落としている。

840は、鍋把手である。断面円形で全体に細長く

屈曲する形状で、 卜述の韓式系t器の把手とは接合

方法も楳なる。

841~848は、古墳時代後期に属する須恵器で、時

期輻がある。このうち、有盗高杯盗842の内面には

詞心1-Y当て具痕がみられる。

849~855 は、 ~t.T· 土錘類である。法贔に杓干の

差異がみられる。

F層礫敷出t遺物 (856--943)

856~868は上血出土遺物、 869~877は礫敷面出土

遺物、 878~943は下面出 L逍物である。ただし、前

述のように、これらの抽出はあくまで現場での任意

抽出のため、これでド層礫敷出土遺物の全てを示し

ているわけではなく、実際には後述の土淵群のなか

にも下層礫敷付近から出土したものもある。しかし

ながら、大まかな傾向はぷせるものと若え、図ホした。

上面出 1-.遺物には、広 U壺 C1 (856)・直口壺A

(857)・<字形甍B (858~859) ・台付の受口甕 B 2 

(860)・小刑の台付く字形甕 (862)・有稜高杯 B4

(863)・小刑高杯A (864)・脚付柑 (865)・手捏ね

土器 (866) 、 L 玉 (867~868) を図示した。この

うち、 く字形甕 Bとした858は、外面にナナメ方f11J

を某調とした繊細なハケ調整と直線的に外側へ開い

てじ端面をなす特徴的な日縁部をもつ。

礫敷面出上遺物として現場で認定したものはあま
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り多くない。短頸壺A(869)・広 I1壺 C1 (870)・< 

字形甕 B(871)・ミニチュア t沿恰 J(872)・ 手捏ねt

器B(873)・ 土管?(874)・I:玉 (875~877) がある。

このうち869は、頸部に列点文、休上部にヘラ描

き沈線を施す。遺#状況が忠いため全体は不明なが

ら、このヘラ沈線は具象的な線刻絵圃ないしは晶号

文の可能性が高い。 871は、体卜^部のタテハケのイi

無に差はあるが、基本的に I・屈i出土遺物の858と伺

タイプの甕である。

下rtti出t遣物には、広口壺 B2 (878) ・内和~l l縁

壺 Dの大形品 (879)・有段1・1緑壺A2 (880)・[H:U

壺? (881)・広口壺E(882~883)・ 長頸壺A(884)・ 

短頸壺 (885~886) ・大形壺の底部 (887) ・小形壺

(888~ 890) ・脚付壺 (891~892) ・無頸壺? (893)・ 

＜字形甕A(895~896)・受I1 甕 (894·897~899)·

脚付甕?(900・904)・打頸鉢C(901~902) ・粗製小

刑＜字形甕 (903)・有孔鉢もしくは甕 (905)・小刑

無頸鉢B2 (907・912)・小児!,ff頸鉢A(906)・碗状

高杯A(908) とC(915)・有稜高杯A(909~911)· 

ワイングラス形高杯B(914)とC (913) ・苔怜台 B1 

(916)・小刑器台 D(917)・小形壺 (918)・ミニチュ

ア土器各種 (919~929) ・手捏ねt器 (930~938)

及び t玉 (939~943) がある。打段n縁壺など時期

の新しいものも含むが、高杯や器台をみる限り弥生

時代後期に属するt器が多い。

このうち無頸壺?893は、胴部の片面に傘状、そ

の逆側に「◎」の炭化物状の黒色韻料？による線［叫

が見られる。遺存時の状態が悪く、非常に薄いため、

これがいわゆる黒書的なものかどうかの判断は留保

したいが、今後、類例を注視していく必要がある。

881は、直口壺のnr能性を考えたが、辟壁が原＜

広口壺のnJ能性もある。 I1縁卜端面を形成し、そこ

に簾状文を施す。また、 887は、内面に赤色韻料の

付着がみられる。

甕には、く字形甕と受口甕がある。＜字形甕は、

口縁部と肘部に刻み列をもつハケ調整の甕で、いわ

ゆる IIJ中式の甕と共通する部分が大きい。

ミニチュア上岱は、この時期の通常の広n壺や内

彎壺などを忠実に模した精製品や、手捏ねt器があ

る。このうち、受u甕のミニチュアである 928には

蓋 (927) が伴って出t-.した。



2 ± 器群出土遺物

士器群 l出t遺物 (944-----975)

短頸壺 A (950)・B (944・951)・D (945)・広

n壺 A2 (948)・B 2 (946~947) ・広 l I壺胴部及

び底部 (952~953) ・偵 U 壺 A (949)・脚付壺 A

(954~955) ・内彎口縁壺 A (956)・有稜高杯A3

(957~959) ・小刑＜字形売 (960- 964・966・974)・ 

＜字形甕 B2 (965)・受rI売B (968~969·971)· 

E (970)・イi頸鉢 C (972)・タタキ甕 (967)・脚付

小吼叶t(975)・ 益 (973) がある。 944や945、965など

桐部を焼成後穿孔するものや線刻絵l由iを施した954

を含む。以ド、特徴的なものを簡単に触れておく。

短頸壺944は、桐[第ヘラミガキを施すにあたって

横）j向を悲調としつつもイ本 r.部については縦}j向の

ものも重ねてミガキによる文様効果を意図したt器

である。

広 lI壺946は、胴部が卵形で、イ本卜.部に櫛描文を

施すものの、 rI緑部に装飾はない。

951は、 Il緑部のみをみると装飾性の乏しい広口

壺のようでもあるが、胴部も含めた全1本に占める口

緑部の大きさが小さく、短頸壺とした。

954は、脚部が外反して広がる脚付の長頚壺の胴

部に線刻を施したものである。図面右側は本来の形

状からはかなり崩れているが危を線刻したもの、左

側は細長方形悩両内に鋸歯文を允填し、向側縁から

凧足状の畢れドげ文様を描いたものである。前者を

刷とするのは問題なかろうが、後者はあまり類例が

ない。鋸歯文を鱗の象徴と考え、古代中国の殷周時

代の打乳ri]器文様との構造上の共通性から、蛇を表し

たものの可能性がある（詐細は第 VII章第4節参照）。

959は、打稜高杯A3に拮定したが、欠担してい

る脚ド部がやや内彎傾向を帯びる可能性があり、そ

の場合は Bla類ということになろう。

士器群 2出t遺物 (976-----1004)

直u壺A (976) 及びC (981)・直口壺? (980)・ 

知頸壺B (977~978) ・脚付壺 (983) ・小形壺 (982)

・内円II緑壺 B (979)・受口甕 D (984) 及び台付

のB2 (987)・＜字形甕 B (985~986)· 各種小刑

壺類 (988~993) ・小刑＜字形甕 (994~995) ・小朋

打頸鉢A (996)・イi稜高杯A2 (997)・A (998~ 
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1001)・小型無頸鉢 B2 (1002)・手捏ねt.器 F

(1003)・t±(1004) がある。

この一群は、精製の小形壺や甕が多いことや、胴

部に焼成後穿孔が施された個体 (980~981) を含む

ことが特徴であるが、やや時間輻がある。以ド、特

徴的な個体についてみてみよう。

976は、頸部の括れが極めて強く、 rl緑部が外）j

へ直線的に開く特徴的な淵形を採る。これは、胴部

に紐状のものを十文字に緊縛して括れの強い頸部と

突出度の強い底部に引っ掛けて留めるに適した悩形

で、おそらく 976は井Ji状の施設から水を汲み上げ

るために使川されたものであろう。胴部に脊かれた

紐状のものの痕跡が明瞭に残っている。

短頸壺 Bとした978は、!l縁瑞部を内側へ折り返

し、いわゆる受口状をとる。

979は極めて精製度の高い1個体で、 II頸部外面及

び胴上部外血に貝殻腹縁による刺突を施す。

993は、円盤状の胴部の最膨部に隆瞥を貼付し、

その上に横線文、 I・. ド端に刻みを施した小吼の脚付

壺で、胴L部にも直線文を施す。本例は、門地域の

t. 器製作の伝統になく、おそらく討備地域の影評を

受けたものないしはそこからの搬人品であろうう。

士器群 3出t遺物 (1005,,..,_,1031) 

広口壺 B2 (1005)・短頸壺 B (1006) 及び D

(1010)・直口壺C (1008)・小形壺B (1007・1009)・ 

盗A (1011)・無頸壺A (1012) 及びC (1014)・ 脚

付壺 (1013)・無頸壺 (1015)・<字形甕 B (1016~ 

1018)・粗製の小型台付鉢 (1019)・受II甕C 0020) 

及びB (1021~2024) ・打稜高杯A 3 (1025・1027)・ 

碗状高杯 B (1028) 及びC (1026)・小刑高杯脚部

(1029)・器台 B1 (1030)・手焙形十．器? (1031) 

を図示した。

短頸壺1010や受口甕1021では、焼成後穿孔が施さ

れている。全体として、 111中式併行期噂）弥生時代

後期の所産として捉えられる。以下、特徴的なもの

を概説する。

1006は、胴部に弓状の半弧沈線を連続して線刻し

たもので、叫号文として捉えられよう。

1010は、 ・見甕的ではあるが、 ij[rij部をミガキ調整

しており、短頸壺に含めた。胴部F部に焼成後穿孔

をもつ。



無頸壺とした 1012は、本逍跡出 1-.の典邸的な無頸

壺とは異なり、胴部がやや腰翡で、底部からの 1i・.ち

上がりがより上方を指向する。調整も胴部外面をヘ

ラケズリするなど、粗製である。

1028は、イi稜翡杯B2とも類似するが、より彎ill!

'l'lが翡く、碗状高杯として扱った。ただし、形態的

には Il緑付近の内胄度が弱く、間き気味となるのが

特：徴である。

1029は、脚部中央に小円孔列をもつもので、 、一

チュアに近い品である。

土器群 4出t遺物 (1032,.....,1046) 

広［」壺 B2 (1032) 及び E (1034)・直 Il壺 A

(1033)・内門Ll緑壺 B (1035)・小形壺 (1036)・"'

小形の壺 (10 3 7)・ii: I l付短頸壺 (1038)・イi稜高杯

(1039)・<字形売A (1040) 及びB (1041~1042)· 

小刑＜字形甕 (1043) ・受「］甕 (1044~1046) がある。

壺類は、令休に装飾'I'生が乏しい。また、 1036・

1040・1041には焼成の後胴部穿孔がある。以ド、牛炉

徴的なものをみていこう。

1032は、 11緑部があまり大きく開いていないもの

の、広 II壺の系讀に属するものであろう。休部にミ

ガキを施すものの、ハケも良く残り、かなり粗い仕

I・. げである。

1034は、文様のない装飾‘「生に乏しい広 lI壺である

が、 Il緑部を仰かに受fI状にしてしヽる。

1037は、 ド膨れの太頸形態をとるハケ調整の壺で

ある。頸部の枯れが小さい短頸壺的な器形になるの

であろう、

1039はイi稜闘杯であるが、脚部形態や脚m)のナナ

メミガキ、あるいは恥部内面のヨコミガキなど、‘片

地域に•般的な介稜高杯の糸ll列からは外れるもので

ある

受II党はしヽずれも個'l"t的である。 1044は謡形的に

はII縁罪がかすかに受n状をなす程度であるが、受

I l I-. 段祁外 [(tiに刻み列をイiし、受ll状 Il縁であるこ

との系ri'lf/をがしている 0 1015は装飾性の少ないハケ

仕 I・.げの受II甕 Bで、脚台が付くようである。 1046

ぱ II矛ぶfr[;内面に強いヨコナデを施すことによって受

I I化した受II甕 Eであるが、受r1部1-.段に刻みを人

れてより受 II部を 1りl隙化するとともに、底部に脚台

を行する
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士器群 5出t遺物 (1047"-"1059)

小型の壺 (1047)・<字形甕 B (1048) 及び小吼

のく字形甕 (1049・1052)・受 II甕 B3 (1050~ 

1 0 5 1 ・ 1 0 5 3) ・ S 'j: 翌~ B (1054) ・ 1-d変，~j tィく B1 b 

(1055~1057) ・ ,•;;j 杯脚部 (1058~1059) がある。

1054の S字甍 B類などやや時期的に後出するもの

も混人するが、高杯などは IHJ形態で安定しており、

令休として弥牛時代末から古墳時代初煩の所術であ

ろう。組成的には壺がやや少ない。＜字形甕とした

1048~1049 、 1052 はいずれも辟高が短小で、鉢的な

形態をとる。

士器群 6出t遺物 (1060"-"1062) 

直n壺A (1060)・イi稜高杯 Bla (1061)・<字形

甕 B (1062) の 3点を図ぶしえたのみである。

1060はn緑部が内彎化しているが、 1-. 器形式とし

ては直n壺に拮定した。 1062は、小刑のハケイI:r. げ

の甕で、 卜端面をもつことに特徴がある。

七器群 7出土遺物 (1063"-"1072) 

小刑の広 Il壺 C1 (1063)・直 II壺 B (1064)・壺

の桐部 (1065)・介稜高杯Blb (1066~1068)· 小月（!

のく字形甕 B1 (1069)・受Il甕 B3 (1070)・S字

甕A (1071)・手捏ねt器 F (1072) がある。

このうち、受II甕1070は、 IJliiJ卜.部のIH11111が急角度

で、鉢になるかもしれなしヽ。直n叫，●：1064は、 II緑外

血をヨコナデしてその部分に刻みを施す。

士器群 8出t遺物 (1073"-"1091) 

広u壺 B2 0073~1074) ・広 I I壺胴部 (1077)・

短頸壺 B (1076)・小吼の壺胴部 (1075)・内門II緑

壺 B (1078~1080)· 脚付壺A 0081~1081) ・受 I l 

甕A (1086~1087)·C (1085) ・有稜闊杯 (1088~

1090)・ミニチュア 1-.器 E (1091) がある（

全体として、壺が多く、特に脚付壺や内~!!緑叫：t

といったものが多い。以ド、牛、『徴的なものをみてみ

よう。

広rI壺1073は、頸部の）出間がややイ渭l瞭で、 u緑

部もやや直線的で直n気味なのに対し、 /Jl,ij部の張り

は大きい。

脚付壺のうち、 1084は他の脚付壺に比べて小嵌り

で、内彎n縁が付く可能性がある。また、 1081は刷

ト・部が脚部と接合するために突出しており、桜合の

具体相を知る好責料である。



甕1085は、有段LJ緑をもっため受口甕としたが、

口緑部は撥ね上げ口縁気味である。 1086と1087は、

共に脚台をもつ受□甕である。

イi稜高杯1088は、杯部がB2b刑の特徴をボすが、

脚部はやや太めで外開きするタイプである。

士器群 9出士遺物 (1092,...._,1102) 

短頸壺 B (1092)・小形壺 C (1093)・直口壺

(1094~1096)· 脚付壺A (1097~1098) ・無頸壺 A

(1099)・受LJ甕E (1100)・碗状高杯B 0101)・介

稜高杯A3 (1102) がある。

全体として、壺類が組成に占める割合が大きい。

以下、特徴的なものをみていく。

1092は、口縁部の開き具合が小さく、加飾‘性も少

ないことから短頸壺とした。

1096は、球形の1本部に外傾しつつ直線的に延びる

「l頸部を打するもので、口頸部及び胴部上面には直

線文と列点文を父圧に重ねた加飾性盟かな精製の直

11壺である。こうした直口壺は、本遺跡では他に例

をみない。

1101と1102は、碗状高杯と打稜高杯であるが、脚

部形態は共通しており、非常に類縁性が高い。

土器群10出土遺物 (1103,.......,1127)

脚台付きの直口壺D(ll03) 及び肛口壺B(1105)・ 

広口壺A(1106)・短頸壺 B(1104·1107~1108) ・内

乎りLJ縁壺A(1109)・脚付壺脚部 (1110)・受LJ甕B2 

(1112)・脚台付きの受fl甕 E(1111)・<字形甕 B

(1113)・有頸鉢C (1114)・ミニチュア土悩E(lll5)

・有稜高杯A2 0116~111 7)・[rrj A 3 (1118)・[iJJ B 

1 b (111 9・1121)・lnJ脚部 (1120)・グラス形高杯A

(1122)・グラス形の小刑鉢(1123)・小型鉢 (1124)・

ミニチュア t器(1125)・手捏ね上器 E (1126~1127) 

がある。

有稜蒻杯は、弥生時代後期に属するものと古墳時

代初頭に属するものの複数の時期のものがあり、十．

器群令体の時間 的 な 一 括 性 に は 乏 し い 。 広□壺

(1106) や短頸壺 (1107)、受LJ甕 (1112)、打稜高杯

(1116~1117) 、グラス形高坪 (1122) などは占い時期

に属しようか。また、 1108の胴部にば焼成後の穿孔

が施されている。以下、特徴的なものをみていこう。

1103は、脚付直LJ壺である。脚付の長頸壺や内彎

壺はしばしばみられるが、本例のような短頸の直Ll
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壺で脚台が付くものは珍しい。

直口壺 (1105) は、肘部が張る形態をとる。

有稜高杯は、時間輻がある。 1118は、 r1縁外面に

波状文と而線文を施して加飾したもので、太めの脚

部をもって安定感がある。 1120は、外反していた脚

裾がちょうど内彎化していく時期に相'¾ しよう。

グラス形小刑鉢1123は、内彎口縁壺 CのL1縁部を

コップ状にしたものである。 1125は、胴;}翡穿孔をも

ち、 1123のミニチュア的な器形である。

上器群11出土遺物 (1128,......,1165)

広口壺 B2 (1128~1129・1131) 及びD(ll30)・

直□壺A(1132)・ 長頸壺B0133)・短頸壺A0134)・ 

小形壺 (1135~1137·1139~1141) ・内彎口縁壺 A

(1142) 及びB(ll43)・壺胴部 (1138)・盗A(1144)・ 

受 [J 甕 (1145~1147)·< 字形甕 A2(1148) 及びA

(1149)・S字甕A (1150)・行稜高杯A3 (1151)・ 

A 脚部 (1152)·Blb(ll53)·B3a(ll54~1155)· 高

杯脚部 (1156)・器台 B1 0157)・小刑の脚台付受r1

甕 (1158) ・ミニチュア土器 A(ll59~1160) ・小形壺

甕類の脚台 (1161)・手捏ね土悩 C(1162~1163) 及

びG(1164)・小型高杯 (1165) がある。

本!・.器群は、中刑の各種壺類が組成の中心を占め

ることに特徴がある。ただし、高杯を指標にすると

若 1この時期輻があり、一括性には欠ける。ただし、

そうした時期の異なるものを含みつつも、全休とし

ては占墳時代初頭頃のものが多い。以 f、特徴的な

ものをみていこう。

広LJ壺は、比較的簡索な加飾しかもたない中吼品

が中心である。

長頸壺とした1133は、近畿地方に多い長頸壺ほど

頸部が長くないが、短頸壺とするには頸部が延びて

おり、長頸壺として扱った。口縁部は内彎気味に外

方へ広がる。

底部が非常に厚い短頸壺1134は、胴t.部にヘラに

よる緩い弓状の線刻列を施している。

小形壺では、 1135・1139・1140に胴部穿孔がみら

れ、特に 1140ば焼成前穿孔である。

1138は、壺の桐部破片であるが、特筆すべきこと

として、形状は崩れているものの、竜を描いたと推

定される線刻をもつ。

内彎口縁壺1143は、口縁部内面のミガキが横方向



となるのが特徴である。ただし、六k.A遺跡出土の

内彎口縁壺は縦方向がじ流であるが、横方向もない

わけではない。

＜字形甕1148は、脚台が付き、桐部内面をヘラケ

ズリする。脚台は、比較的大刑のようである。

土器群12出土遺物 (1166.......,1174)

複合fl縁壺A (1166)・短頸壺 D 0167)・ij[ii]部穿

孔小形壺 (1168)・ く字形甕 B (1169)・受口甕

(11 70)・イi稜高杯 B2a 0171) 及びB3a (1172)・ 

碗状高杯B (1173~1174) がある。

このうち、 1166は複合l」緑壺Aであるが、 n縁外

血の装飾が羽状列点文で、細い凹線列を基本とする

いわゆるパレス壺の規範からは外れたものとなって

いる。

土器群13出士遺物 (1175,...._.,1195)

広口壺B2 (1177·1179~1180) 及びD (1178)・ 

短頸壺 B (1176) 及びD (1175・1182)・仇口壺A

(1181) 及びD (1184)・小形壺 B (1183)・<字形

甕 B (1185~1186) ・受口甕 B 2 (1187・1190) 及

びC (1188)・甕底部 (1189)・S字甕A (1191)・ 

有頸鉢A (1192)・有稜高杯 Bla (1194) 及びB3a 

(1193・1195) がある。

壺類は、全1本に装飾が乏しく、比較的似通った様

相を示すが、 S字甕や高恥などをみる限り若Fの時

間輻を見込んでもよさそうな一群である。個別に説

明するように、広 LJ壺と短頸壺などで形式認定の要

件が煎複していることが多く、その境界が非常にあ

いまいなものがある。

広II壺 B2としたものは、いずれも装飾性に乏し

い。 1177を除き、口緑部の開き具合も小さく、器形

的には短頸壺 Bとの区別もあいまいである。大形の

壺であることと、 U緑部の全体的な外反度を屯視し

て、ここでは広 U壺に措定した。

短頸壺は、いずれも広u短頸壺とも言い得る器形

で、太めの頸部から短く外反する口縁部が付く。こ

のうち、 1182は塙の紐留め用の穿孔を打し、本遺跡

分類の無頸壺的な要素も強いが、やや rJ縁部が長い

ため短頸壺とした。

＜字形甕1186は、日縁部に上端面こそもたないも

のの、頸部の屈間具合やハケの特徴など871や985と

の共通性が強い。
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受口甕のうち 1187は、口縁立ち上がり部の上下に

列点文をもつもので、ややイレギュラーな施文であ

る。 1188を除き、胴部の装飾に乏しく、壺の特徴と

軌を一にしている。

士器群14出土遺物 (1196"-'1218)

広r1壺 B2 (1196) ・短頸壺 B(ll97~1198) ・直 l]

壺 D(1199)・精製のく字形甕 (1200)・円窓付脚付壺

(1201)・<字形甕 B2 (1202)・受lI甕 D (1203)・ 

s字売A (1204)・有稜高杯 B脚部 (1205) 及びB

3a (1206~1208) 及び B4b(l209) ・有稜高杯 C もし

くは碗状高杯の脚部 (1210)・打孔の無頸鉢 B

(1211)・小型有頸鉢B(1212)・器A0213~1214)· 

小型川B 1 (1215)・ミニチュア土器 C(1216)・粗製

のミニチュア土器 (1217)・ 土£(1218) がある。

壺はいずれも文様の施文がなく装飾‘性に乏しいこ

とや、甕は小型品が中心であること、精製の甕や円

窓付壺、桐部穿孔をもつ土器 (1204) 、それにミニ

チュア土器等を組成に含んでいることを特徴とする。

有稜高杯をみると、若Fの時期的な輻が認められる

が、全体としてはまとまりの良い資料である。

短頸壺とした 1197~1198は、法祉的には大形の壺

であり、口縁部の外反具合が直線的で、大形の直fI 

壺的な要素もあるが、頸部の締まり具合窮から短頸

壺とした。このうち 1198は、 1本名心内面をヘラケズリ

し、外反する口縁端部をつまみ卜.げ気味とする特徴

をもつ。

1200は、内外面のn緑部・胴部ともに横ヘラミガ

キをもつ精製の甕で、非常にj闘寧な作りである。

円窓付上器である 1201は、外面をケズリにより成

形した土器で、外反する大きな脚をもち、太い頸部

から直IIする「l縁部が付く脚付壺である。

1204は焼成後の胴部穿孔をもっ s字甕である。 IJ

緑外面の刺突列を欠くが、 1本部外面のハケは S字甕

特打のく字形施文を持たないことに特徴がある。な

お、 1本部[}、]面に炭化物の付着が認められる。

土器群15出士遺物 (1219"-'1236)

広口壺B2 (1219)・内ftlI緑壺B (1220~1221)· 

短頸壺 D (1222)・把手付鉢 (1223)・受 Ll甕 E

(1226)・<字形甕B2 (1224~1225·1227~1228)· 

小刑のく字形甕 (1230)・ ミニチュア I:器F (1229)・ 

小邸無頸鉢C (1231)・小刑高恥A2 (1232)・ 碗状



高杯 C (1233)・グラス形高杯 A (1234) 及びB

(1235)・イ｛稜高杯B4a(1236) がある。

令休の 1-.器のなかで、グラス形高杯は時期的に古

<、 t器群全体の一括性には乏しい。

ただし、甕は、法贔の似通った小吼の台付甕、特

に口縁部がやや内胄気味のものが多く、 •定の斉一

性をもつ。 1226は、口緑部形態の内彎性が強く受Ll 

甕としたが、 1224・1225なども若ドではあるが口縁

部が内彎しており、 1226はこれがより強いものとし

て捉えると、く字形甕の範疇に人れることも可能で

ある。 Il緑上端面を形成することや、脚台などでも

共通要素が大きい。 1228と、ミニチュアt器とした

1229も、器形上の共通性が大きい。

これに対し 1227は、他の台付売に比べて脚台が大

振りで、なおかつ外反性が強く、いわゆる脚付 1-.器

との共通性をもつ。 r1縁部には片 IIがあって、注口

機能を行することも特徴である。

小刑翡杯1232は、有稜の杯をもち、口径が底径に

勝る特徴をもつ。

土器群16出土遺物 (1237"-'1246) 

直LJ壺 B (1237)・広口壺 B (1238)・内丹LJ縁壺

A (1239·1241~1242) ・小形壺 A (1240)・<字形

甕 B2 (1243)・受口甕 C (1244)・打稜高杯B2a 

(1245~1246) がある。

壺・ 甕ともに文様というてんでの装飾性が乏しい

が、壺の多くはヘラミガキを施した精製系である。

直rl壺1237は、 11縁部がやや外反するが、広口壺

という程u緑の間きは大きくなく、端部もそのまま

丸く収めるのみで、装飾性に乏しい。ただし、装飾

性の乏しさのというてんでは、広 11壺1238もIP]様で

ある。

受17売1244は、 I1縁外面に 1条の沈線を施すもの

で、イ本部最大径がイ本F半部にあり、ややド膨れの器

形を呈する。

士器群17出士遺物 (1247"-'1256) 

広 11壺 B2 (1247)・小形壺 A (1248)・直 11壺

(1249)・ く字形甕B 0251)・小刑高坪D2 (1250)・ 

脚付く字形甕 0252)・台付の受II甕E (1253)・打

頸鉢C (1254)・S字甕脚台部 (1255)・小朋無頸鉢

B (1256) がある。

直n壺1249は、胴部の器形が内腎I1縁壺の形態と
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圃じであるが、口緑部が外反気味に広がる。

小刑高杯1250は、本遺跡出十．の小刑高杯では珍し

く、底径が口径を凌駕する器形をもつ。

＜字形売1251は、肩部が張る器形で、内外面をハ

ケ調柩する。

脚付のく字形甕1252は、脚台が大きく、安定感の

ある大きな脚台をもち、口縁をユビオサエにより摘

み出し状に成形したもので、先に示した＜字形甕の

分類にはあてはまらない。

有頸鉢1254は、口縁L外面をヨコナデによってわ

ずかに内側に折れ曲げる程度の受flで、底部が突出

気味となっている。

1255はS字甕の脚台であるが、 I・. 部に焼成後の穿

孔がみられる。

土器群18出士遺物 (1257.......,1261)

無頸壺A (1257)・有稜高坊 B2a(1258)・小刑無

頸鉢B2 (1259)・手捏ね L器B (1260~1261) が

ある。図示しうるものは少ないが、小形の鉢や手捏

ね L器など小刑品が中心で、無頸壺も通介のものよ

りは店「小振りである。 1259はややじげ底で、手捏

ねt器1260は口縁部を外側につまみ出している。

土器群19出上遺物 (1262"-'1304)

広LJ壺B2 (1262・1264)・複合fl緑壺A (1265)・ 

直口壺A (1267) 及びB (1263) 及びD (1266)・ 

内彎口緑壺 B (1268)・<字形甕 B2 (1270)・受fl

甕B2 (1271~1272)·S 字甕 A 0273~1274) 及

びB 0275)及びC 0276~1278、うち 1278は小刑）．

小朋く字形甕 (1279~1280) ・有稜閥杯 B 3 (1281 

~1287) 及び C 1 (1289)・碗状閥杯脚部 (1288)・

器台 C (1290~1293) ・手焙形土器 (1269·1294)·

丸底甕 (1295)・小刑用 (1296)・盗A (1297)・小型

器台B1 (1298)・.r不(1299)・ 小刑無頸鉢A1 (1300)・ 

手捏ね j-_器 B(1301~1303) 及び C (1304) がある。

全休に遺物贔は多く、手捏ね土器や小別の S字甕

等の小形t器も含む。また、器台 Cが集中 (4点）

している。以下、特徴的なものをみていこう。

広口壺1262は、装飾性に乏しい薄手の作りで、製

作技術的には直IJ壺との類縁性を認められよう。 1五］

じく広口壺1264は、口縁部に列点による 111形文を施

し、いわゆるパレス壺文様との共通性をもつ。

1265は、胴部文様の特徴などから複合!J縁壺 A



（パレス壺）の胴部の可能性を考えた。

直[J壺 1267は、焼成後胴部穿孔を有する t器で、

ド膨れでやや胴長の胴部をもつ。

受口甕のうち 1271は、欠損しているものの脚部を

有するらしい。

h・稜高杯のうち 1287は、脚部の法鼠は通有のもの

と同じだが、杯部がバランス的に脚部と比べて著し

く小さい。脚部はふつうであり、小型高杯というわ

けでもない。

杯1299は、やや上げ底の浅い器形である。この時

代、杯という器種自体、あまり一般的なものではな

い。本来別の器種（例えば内丹U縁壺等）の製作を

H的としていたが、底部成形のみで製作を中止した

ものをベースに転川したものかもしれない。

土器群20出土遺物 (1305,,..,_,1311) 

広口壺 B2 (1305) 及びC 1 (1306)・小型柑 F

(1307)・有稜高杯 B4a(1308)・S字甕A (1309)・ 

台付の受口甕 A (1310)・台付鉢 (1311) がある。

広口壺1305は、文様施文のない装飾性に乏しいも

ので、 1306もlJ緑i部内外に列点文を施すものの、さ

ほど豊富な装飾があるわけではない。

小邸堆1307は、内胄口縁壺を小型化したような形

態をとる。

受u甕1310は、しつかりとした設附面をもつ大き

めの脚台が付く安定感のある形態である。口緑部に

は片lIがあって、注l1機能をもつ。

台付鉢1311は、外見 Lは胴部が括れなく立ち卜がっ

てきて口縁部意識が乏しいように見えるが、内面の

ハケがl1縁相渭部のみ横方向に施されており、 •応、

口縁部の怠識を見て取ることができる。

士器群21出士遺物 (1312,,..,_,1345)

広u壺 B2 (1312) 及びC 1 (1313)・直 LJ壺 A

(1314) ・短頸壺 (1315~1316) ・壺底部 (1317) ・内

彎口縁壺 B (1318~1322)·< 字形甕 B (1323~ 

1325)・有頸鉢C (1326)・S字甕A (1327~1328)· 

有稜高杯 B (1329~1334) ・碗状高杯 (1335) ・小邸

器台 B (1336~1337) ・内彎口縁壺 E (1338)・無頸

壺 (1339)・小型有頸鉢 B (1340)・ ミニチュア I・.器

A (1341) 及び EかF (1342)・手捏ね f・.器 B

(1244) 及びG (1243)・I・_玉 (1345) がある。

高杯を指標とすると、若Tの時期輻が想定できそ
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うであるが、内彎rI緑壺をはじめ短頸壺や小型均も

含めて壺系の土器は口縁部が内胃状を閑するものが

多く、土器群としてのまとまりはある。以下、特徴

的なものをみていこう。

広rI 壺 1313は、最終のヘラミガキ施文によって—

部消失しているものの、肩部に「 SJ字状の線刻を

有している。

短頸壺とした 1315~1316 は、 fl 縁部がかすかな内

彎状を呈し、 ll縁端部はやや肥厚気味となる。 131

6は、胴部に顕著な横ヘラミガキを施した精製のt

器で、底部を欠損する。

内彎LJ縁壺には、外面調整として、縦ヘラミガキ

だけのもの (1319)・頸部に横方向の沈線状のミカ‘

キを加えたもの (1320)・縦ヘラミガキ後に貝殻腹

緑の刺突を加えたもの (1318) 、縦ヘラミガキ後に

横力向の細ヘラミガキを加えさらに貝殻腹縁刺突を

施したもの (1321~1322) がある。 E の 1338は、ロ

縁部が短めで、法量的には小型川に近い。

＜字形甕のうち 1323~1324 は、頸部の括れが緩や

かである。特に 1323は、口縁部が直口気味に上方へ

立ちトムがり、イ本部外面調揺もハケ後ケズリとやや異

質な印象を受ける土器である。 1325は、口縁端部を

やや上方につまみ上げる形態を取り、その部分の外

面調整のみヨコハケとなる。

有頸鉢1326は、手焙形土器の可能性もある。

上器群22出土遺物 (1346"-'1353)

脚付壺A (1346)・内彎Ll緑壺 (1347)・台付の受

n甕 C (1348)・<字形甕 B2 (1349)・イi稜高杯 B

2b~B3 (1350~1353) がある。

出土量はさほど多くないが、土器群としての•括

性は高く、完形品の多い惜群である。

脚付壺1346は、外反する脚部に内彎,-1緑壺を載せ

る形態である。 1347も、 lJ縁部と底部を欠損してい

るが、 1346同様の脚付壺になるnr能性がある。

＜字形甕1349は、ハケ調整する口緑外面の上端部

をヨコナデによってハケを消して外斜面を形成する

もので、 r・1縁端部内面もヨコナデによって面を形成

している。

土器群23出土遺物 (1354"-'1360)

内彎口緑壺 (1354・1356)・広n壺もしくは複合

口緑壺 (1355)・受口甕 C (1358) 及びD (1357) 



及びE (1359)・打稜高杯 B (1360) がある。完形

品はなく、械的にも少贔である。

1354は内彎口縁壺Aで、[]縁端部は外面をヨコナ

デすることによって内側へ折り返している。

1356はII縁端部が外反する全体に開き気味の内彎

LJ縁をもつものである。土器群23のなかでは新しい

様相を旱しており、混人品の可能性がある。

壺の胴部破片1355は、球形を呈したかなりの大形

品になりそうである。

受r1売は、いずれも口緑部形態に差異があるが、

令体に装飾文様がないかU頸部に限定されるという

乏しい状況は共通する。

士器群24出士遺物 (1361-1365)

内秒｝口縁壺 (1361~ 1362)・無頸壺A (1363)・ 有

稜高j.t不A3 (1364)・小型高杯A 1 (1365) がある。

有稜高杯1364だけは古い様相をもつが、他は時間

的に圃・時期として問題なかろう。

1361は、内彎,-1緑壺Aで、 t器群23の1354同様、

u緑端部外!!'iiをヨコナデするが、内側へ折り返すと

いう程ではなく、器形的にも口縁部全体としての内

碕性が強い。

1362は、口縁部を欠損するが、刷部の卜膳月t形状

やミガキの特徴は、内彎Ll緑壺と共通するものであ

ろう。

士器群25出士遺物 (1366-1368)

図示しうるものとしては、内彎U縁壺B (1366)・ 

＜字形甕 B (1367)・有稜高杯B3 (1368) がある。

個休数は少ないが、時期的にはさほどの隔たりはな

かろう。このうち、 1367は、下層礫敷の871や上器

群 6の1062詞様、頸部の屈間が鋭く、口緑部に上端

面を形成し、外面を斜め方向のハケを施す特徴的な

L淵である。

土器群26出t遺物 (1369-1390)

広L1壺D (1369・1373)・有孔の無頸鉢B (1370)・ 

直u壺 A (1371~1372) ・内彎 U 緑壺 B (1374~ 

1376)・短頸壺 (1377)・<字形甕B (1378~1380)· 

s字甕 A (1381~1383) および、 B (1384)・有稜

高杯B4a (1385) 及びB4b (1386)・小型高オ不 (1387)

・小 Jf~l:t廿 B 1 (1388)・小刑無頸鉢B2 (1389)・-t. 

玉 (1390) がある。

壺類を組成の中心として、なおかつ胴部に焼成後
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の穿孔を有するものがH立つ。若干の混入遺物も含

むものの、全体的な所属時期は、雲出島貫遺跡 II期

新相＼廻間遺跡編年の廻間 I式新段階bに併行する

時期にはぼ相当しよう。以下、特徴的なものについ

てみていこう。

小形壺と内彎口縁壺を除き、大型の壺類はいずれ

も外面調整が基本的にハケ調整のままで、 ミガキを

用いないことが特徴として上げられよう。このうち

1371は、直口壺に含めたがU緑上部は内舟して端部

に内斜面をもつもので、形態的には広r1壺とも言い

えるものである。同様に 1372や1373も、広u壺ある

いは短頸壺との類縁性も有している。

胴部穿孔は、 1372~1373 、 1375 に認められる。い

ずれも、胴部最大径付近に穿孔されている。

1377は、口緑部形態や全体的な器形が丸底甕 Cと

の共通性をもつが、底部に外面ケズリを施してしつ

かりとした平底を形成しており、壺とした。

無頸鉢1370は、大形壺の休ド半部を思わせる器形

で、底部に焼成前の穿孔をh・する。外血調整のハケ

や内面調整のケズリがn縁いっぱいにまで及んでい

ることは、この上器が本来さらに上に粘土を積み上

げていく壺形士器の予定であったものが、製作途中

で器形を鉢に変更したことをホしていよう。

小刑高杯1387は、浅い碗状の杯部に外反する脚部

をもつものである。杯部と脚部の整合部が太く、脚

部内面をヘラケズリし、杯部の最終調整にもナナメ

ミガキをもつなど、かなり個性の強い精製の小吼高

杯である。

士器群27出土遺物 (1391--1394)

図示しうるものとしては、直I1壺 D(1392)・小形

壺 (1391)・小形壺 B(1393)・内円口縁壺?(1394) 

がある。個1本数も少なく、器種的にも偏りがある。

いずれの土器も外lfriにミガキ調整を施した中小の

壺形L器である。このうち、完形の1393は、やや下

膨れの1本部から内胄U緑が付くもので、頸部の括れ

が小さく、太頸形状をとる。内彎II緑壺 Dと形態t

類似する部分もあるが、底部を突出させた平底の作

りは内彎口縁壺よりもこのL器が広[l壺等に系譜を

もつ小形土器であることを示している。ただし、 II 

縁形態は内彎口縁壺や有稜高杯Bと共通しているこ

とはいうまでもない。



士器群28出士遺物 (1395,...,_,1398) 

この土器群も数屈的には少なく、短頸壺D (1395) 

. Iム:n壺 D (1396)・小型内彎口縁壺 (1397)・有稜

高杯 B3 (1398) があるのみである。

このうち、広 II壺1396は、 Il緑外斜面と頸部の降

幣に刻みを施すもので、イ本部を波状文で加飾する。

小刑の内彎口縁壺である 1397は、頸部径よりも U

径のほうが小さい卜窄まりの器形をなすが、口縁部

や胴部には且殻腹縁による刺突を施す精製の小刑土

器である。

土器群29出土遺物 (1399,...,_,1407) 

＜字形甕 A (1400) 及び B (1399)・受口甕 B

(1402~1403) 及び C ? (1401)・脚付壺 B (1404)・ 

付稜高杯 Blb (1405) 及びB3a (1406)・ミニチュ

ァt器 (1407) がある。

図示しえたものがさほど多いわけではないが、全

休として壺が少なく、甕が糾成の中心を占める。有

稜高杯にはやや時期差があり、 L器群内の同時期性

にはやや欠けるものとなっている。以ド、特徴的な

ものをみてみよう。

1401は、受口甕としたが、口緑部が杓干長めで、

受口形状をとる短頸壺の可能‘性もある。

1404は、端部に刻みを施したかすかに内彎気味の

長めの「l緑部をもつ、脚台付の壺であるが、形態的

には鉢にも近い。 1本上部にも刻みをもつ。いわゆる

脚付L器の範疇に含まれるものといえよう。

士器群30出士遺物 (1408,...,_,1431) 

広II壺 D(1408~1409) ・ 1~:u 壺 C (1410)・小形壺

A (1411~1412) ・内彎口縁壺 (1413~1414) ・脚付壺

A (1415)・無頸壺A(1420)・壺底部 (1416)・<字形

甕 B1 (1417) 及び小刑の B2 (1419)・受口甕 A

(1421) 及び台付の E(1418)・有稜高杯B3 (1422・ 

1424~1428) 及び B4b(l430) 及びC1 (1429)・碗

状高杯B (1423)・小型蒻杯C1 (1431) がある。

甕も存在するものの、図ぷしうるものとしては大

小の壺類や高杯類が多い。壺のなかには、胴部穿孔

の認められるもの (1410) も認められる。以ド、特

徴的なものを個別にみていこう。

広口壺1408は、やや卜贈月れの器形で、外面の最終

調整のミガキが横方向を晶調としている。これに対

し、 1409は、頸部に刻目降帯を貼付し、外面ミガキ
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は縦方向を基調としている。

直口壺1410は、外面をハケ調整の後、口縁部にヨ

コナデ、体部に間隔の粗いタテミガキを施す。底部

は厚めの平底を惜する。

無頸壺1420は、蓋止め川の穿孔を持たない平底の

ものである。

＜字形甕1417は、頸部屈肌が鋭く、 11緑端部に上

端面を形成する外面ハケ調格の甕である。この特徴

をもつ売は、本遺跡出土品にしばしば見られるが、

外面最終調整のハケが斜め下がりとなるものは珍し

い。底部はやや I・.げ底気味となる。

打稜高杯は、全体としてまとまりのある責料であ

る。このうち、 1430については、全体にIt/.手の作り

で、杯の有稜部の境界が不明瞭なため、有稜高杯と

するよりも 1423より浅めの碗状閥杯を衿えるべきか

もしれない。

t器群31出t遺物 (1432-----1434)

図ホしうるものは、無頸壺A1 (1432)・受11甕

(1433)・碗状高杯D (1434) の 3点のみである。

無頸壺1432は、本遺跡で一般的に出J-.するものと

やや異なり、底部は I・.げ底形態をとり、船止め用の

穿孔も有さない。

受口壺1433は、く字形に屈曲させた U緑部の t・.半

部外面にヨコナデを施して受LJ化したものである。

本逍跡出土通有の受LJ甕に比べて受 [Jの屈伯度合い

は弱い。

土器群32出士遺物 (1435-----1441)

＜字形甕 B (1436) 及びC2 (1435)・S字甕 B

(1437)・器台? (1438)・小型高杯 (1439)・ 小刑器

台B (1440~1441) がある。

器台や小刑高杯など小形の精製七器の占める割合

が高い。 I・. 器群日体の•括性も高いと思われ、 S 字

甕と小刑謡台．＜字形甕の共伴の好例である。

＜字形甕1435は、 I1縁端部外面がヨコナデによっ

て面を形成し、 見受「］状を惜しているようにも見

えるが、 く字形口緑とするほうが妥胄であろう。

1436は、横方向に短いストロークのハケを重ね、 u

縁が鋭く屈曲している。

小月（!高杯1439は、杯部外而が横方向ミガキ、内血

が斜めミガキ、脚部がタテミガキを施すもので、底

径が口径を凌ぐ。



1438は、 •見すると高杯であるが、杯部中央が開

放されている。この部分が脱浴したのかどうか断じ

難いが、生きているとすれば器台ということになろ

う。高杯とした場合は、杯部の形態がいわゆる屈折

脚高杯に典邸的なものであるが、脚部が屈曲せずに

外側へ丸く開いており、やはり器台としたほうが妥

咋性があろう。

t器群33出士遺物 (1442"-"1444) 

脚付J廿 (1442)・有稜高杯脚部 (1443)・ 碗状高杯

D (1444) の 3点のみの十．器群で、いずれも脚を有

する器種が密接して出土している。

付稜高杯1443は、 B3の特徴を備えている。碗状

麻杯は、やや浅めの杯部で、内外面にタテミガキを

加えている。

士器群34出土遺物 (1445"-"1470) 

広LJ壺 B2 (1445) 及びC1 (1446・1448)・短

頸壺 D (144 7)・脚付壺 (1449)・直口壺 D (1450~ 

1451)・有段rI緑壺 (1452)・<字形甕 B (1453~ 

1454)・小型＜字形甕B2 (1455)・S字甕A (1456) 

・受n甕 B3 (1457)・有稜高杯B3 (1458~1461) 

及びB4a (1462)・有稜高杯杯部 (1463)・器台 C

(1464)・碗状高杯 D (1465)・小刑器台 A (1466~ 

1467)・手捏ね土枇 B (1468)·L 玉 (1469~1479)

がある。 壺・売・閥杯・器台など•通りの器種が

揃っており、 L器群としてのまとまりは良い。以下、

特徴的なものを個別にみていこう。

広n壺1445は、頸部から外反しながら外側へ開く

B 2タイプであるが、広がり具合はさほど大きくな

い。むしろ、かすかではあるが途中の屈間具合は C

1の1446や1448とも共通している。

脚付壺1449は、下膨れの胴部に外開きの直LJLJ縁

気味の壺が載るもので、脚部はしつかりと外反して

いる。

打段[I緑壺1452は、いわゆる二重「l縁壺で、形態

的には A2に類似して、 n縁端部及び 1段目繋ぎ部

分に;J;J状及びノの字キザミを施すものである。内外

ともにハケを残す、あまり精製度の高くない大型品

である。

＜字形甕1454は、口縁部に上端面を形成し、イ本部

の最終のハケは短いヨコハケを基調とするもので、

頸部内面の屈仙が鋭い。
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s字甕1456は、 S字甕特有の外面＜字状のハケが

未確立で、全体に間隔の短い右ドがりのハケを晶調

としている。

小型器台 1466~1467は、杯部がやや碗状になりつ

つあるが、明瞭ではなく、口縁部に外斜面を形成し

することからも、 A類とした。

t器群35出土遺物 (1471--1476)

広口壺 D (1471)・短頸壺 D 0473)・受[_]甕 B2 

(1472)・有稜高杯 Blb (1474) 及びB2a (1475)・ 

器台 B2 0476) がある。

出 t状況的にば必ずしも確実に一括とばい得るも

のではないが、高杯・器台とも、長脚の内彎タイプ

のものである。以下、個別にみておこう。

広［］壺1471は、口縁部が匝線的に外側へ開いてお

り、形態的には直口壺的であるが、 II縁部の原みや

lJ緑端部に外斜面をもつなどの製作技術上の系譜か

ら広 LJ壺に拮定した。

短頸壺1473は、球形の1本部とストロークの短い右

ドがりの外面ハケが特徴的な土器である。形状的に

は平底の甕のようでもあるが、 1本部からの積み上げ

が壺の作りと共通することから壺とした。イ本下部に

焼成後の穿孔を付する。

什ー稜高杯1475は、脚部の形態からすると杯部も内

彎するのが通例であるが、本例は杯部が外反し、端

部に外斜面をもつ。イレギュラー的な土瑞であるが

時期は脚部の特徴が示していよう。

悩台1476は、脚部の特徴は高杯B 1と共通するも

ので、微かに内彎気味の直線的な受部が付く。

土器群36出土遺物 (1477--1495)

広口壺 B2 (1478) 及びC 1 (1477) 及びD(14 79 

~1480·1482) ・直 n壺 A (1481)・壺1本部 (1483)・ 

内月LJ緑壺A(1485) 及びB0484) 及び体部 (1486)・

小児け廿 (1487)・有稜高杯 B3 (1488~1489) ・碗状

高杯 C(1490)・小刑器台 B 1 (1491)・S字甕 A

(1492)・小月（!脚付の受口甕 (1493)・ 底部イi孔の有

頸鉢B(1494)・ 小刑有頸鉢A(l495) がある。

壺のバリエーションが豊富なことと、その壺に胴

部穿孔が施されたものが複数 (1477・1483・1484) 

含まれることが特徴である。以ド、代表的なものを

個別に見ていくこととしよう。

広口壺1477は、［」縁端部及び内側に：J;J状刺突文、



休上部には直線文と波状文を交互に施文する装飾豊

かな土器で、外面調整はヨコミガキを甚調とする。

U縁部は哨儲立直気味に立ち卜.がった後に端部に向

かって原みを増しながら外側へ開き、やや下膨れの

体部や上底と相まって見た日に重厚感がある。胴部

に焼成後の穿孔を有する。1478も、口緑内面に羽状刺

突をもち、体上部は直線文と列点文を交圧に配する。

1479は、広口の短頸壺的な L器で、口縁部を上ド

に拡張して外面に羽状刺突文を施す。この形態は、

本遺跡出上のもののなかでは珍しい。 1480は上器群

35の1471と同様の直口壺的な広 U壺であるが、 1480

よりは多少装飾性があり、 u緑外斜面を形成してキ

ザミ列を人れる。

1486は、 u緑部を欠損するが、体上部に二枚貝の

扇状刺突が施されていることから、内円lI縁壺もし

くはその影欝のある土器ということができよう。

1487は、 1-. げ底気味の底部をもつ小型柑である。

内彎11緑であることや、休I・.部に直線文と刺突文を

組み合わせて1JU飾することなどは、小型川というよ

り内彎u緑壺や広口壺等を小型化したものとの類縁

性が窺える。

s字甕1492は、体部外面のく字形状のハケが未確

＼ゲ．なもので、内面もハケ調整する。

h・頸鉢1494は、外面調整はさほど口縁部と体部の

区別がされているようには見えないが、内面は口縁

のみ斜めハケが施され、口縁部と細部の境界を明瞭

に区別している。

士器群37出土遺物 (1496,,..,_,1498) 

短頸壺B (1496)・台付甕 (1497)・脚付鉢 0498)

の 3点のみを図示した。以ド、個別に見ていこう。

1496は、休ド部に焼成後の穿孔をもつもので、 1本

部中央をヨコミガキしている。

1497は、台付の甕であるが、イ本部の横方向のスト

ロークの短いヨコハケとの組み合わせは、 t器群

34の1454岬と共通することから、く字形U緑になる

nJ能性が高し)0 

1498は、下部を欠損するが、接合痕から脚台が付

きそうな土器である。内外ともタテミガキ調整の有

日の鉢がいこ載る。

士器群38出土遺物 (1499,,..,_,1512・4825,,..,_,4826) 

広u壺B2 (1499)・無頸壺A2 (1500)・有孔鉢？
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(1501)・直口壺 D (1502)・<字形甕 B (1503)・受

口甕 (1504~1507)·S 字甕 A (1508~1509) ・碗状

高杯 (1510)・ 小刑高杯C 0511)・小刑無頸鉢B2 

(1512)・ 滑石製臼玉 (4825~4826) がある。

全体として、やや壺甕類が日立つ土器群である。

広口壺1499は、口縁外面を拡張して擬凹線を施し

てその L面に 3本 l単位の棒状浮文を貼付する。こ

れは、複合口縁壺ではないものの、いわゆるパレス

壺に類緑性のあるものとして捉えられよう。

1501は、底部に小孔を 4個穿ったもので、紡錘形

を呈するものの、一応、鉢の可能‘「生を考えた。ただ

し、甑として利用されたものであろう。

1500は、無頸壺であるが、やや LJ縁部が長めで、

盗止め用の穿孔をhーしない。辟形的にはド膨れで、

安定感がある器形をなす。

受口甕のうち、 1506~1507 は E 類の特徴をもつ。

これに対し、 1504~1505は、口緑形態に :t'rT の差は

あるものの、両者ともにく字形口緑の端部を内外か

らのヨコナデによって上部につまみ!・.げたような形

態をとり、 C類と分類したものに類似する。ただし

1504は、外側へつまみ上げており、端部に外斜lfIIを

形成する形状を惜し、底部には脚台をもつ。なお、

この脚台は、 S字甕の脚台に類似する。

1508は、 S字甕であるが、口緑部は分厚く、 11縁

部形成の技術がやや稚拙な印象を受ける。

1510は、有稜高杯C1の脚部と形態 l・＿類似してい

るが、杯部は碗状を呈している。

滑伍製臼玉4825~4826は、ともに断面中央が菱形

に膨らんで稜をもつタイプの小さな臼玉であるが、

2点のみであり、混人の可能性も捨てきれない。

士器群39出土遺物 (1513"-'1527)

広口壺 B2 (1513)・短頸壺 (1515)・内彎n縁壺

(1514)・壺底部 (1516)・受r-1甕C (1517~1518)· 

s字甕 A (1519) 及び B (1520)・<字形甕 B

(1521)・甕脚部 (1522)・手焙形士器 C (1523)・ 小

刑高杯 D (1524)・小型器台 B2 0525)・小刑無頸

鉢B2 (1526)・有孔j-_器 (1527) がある。

広□壺1513は、原手の作りで、口緑部は比較的短

い短頸壺的な小形の広口壺である。

内彎rI緑壺1514は、頸部に刻目降幣を貼付した大

形品で、外面をハケ調整する。内彎というてんを除



けば、多分に虹口壺的な・要素も持つものであろう。

受 LJ甕は、いずれも装飾性に乏しく、受n自休も

口縁端部付近を微かに折り返す程度であるが、 1517

についてはその部分に刻み列があって、本例が受n
甕の系列に含まれることを翡的に示している。

手焙形士器1523は、覆部を欠損するが、口縁部の

作りが S字甕の特徴に類似する、いわゆる S字系手

焙形 L化怜である。

小刑無頸鉢1526は、器形的には無頸であるが、調

整をみると lI緑怠識があり、調整種類が異なる。

1527は、器種の帰属は難しいが、イ本上部に 2か所

の焼成f4Jj穿孔をもつ。後述の3977のような多孔のも

のになるのであろうか。

土器群40出土遺物 (1528-----1530)

広fI壺 B2 (1529) 及びD (1528)・ii・稜高杯 B

4 (1530) がある。以ド、個別に見ておこう。

広Ll壺1528は、 3個ー凩位の円形浮文をn縁部及

び胴部に施すもので、上下に僅かに拡張させた lI縁

部には列点文、体 1→．部に直線文と列点文を交圧に配

し、頸部には刻 H隆幣を貼付する。 1529は、口緑端

部に刻みを施すだけの加飾の少ない 1灌．器であるが、

r l縁部・イ本部とも薄手に仕卜げられ、イ本部のヨコミ

ガキも J・寧である c

イi稜似j杯1530は、口緑端部に外斜面を形成するな

どイi稜高杯としては祈しい要索をもつが、脚部はや

や古い様相を残す。

t器群41出士遺物 (1531-----1534) 

内門r1縁壺A (15 31)・S't甕 B (1532)・小月（!高

杯脚部 (1533)・手捏ね t辟 B (1534) がある'.)贔

的には少ないが、小形品や穿孔 t苔恰もある。

このうち、 1531は、 II径がやや減じてはいるもの

の、内門n縁壺Aの系讀に連なる土悩であろう 3 底

部は厚い平底である。内彎fI緑壺特有の優美さに欠

け、製作技術がやや稚拙か、形式としての盛期を過

ぎた状況を小すものとも捉えられよう。なお、休ド

部に焼成後の穿孔を Hする。

土器群42出t遺物 (1535-----1538)

観頸壺 (1535)・S字甕B (1536~1537) ・小打虹廿

El (1538) がある。このうち 1538は、やや上面か

らの出Lである。

1535は、粗製の作りで、僻形的にも甕としてもよ
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いものであるが、土器群26の1377等と同様、壺とし

て扱った。ただし、ナデや板ナデを陥調とした全体

的な調整は丸底甕 Dと共通する。

s字甕のうち 1537は、小型品である。

小歴甜1538は、外面調整として口縁部縦方向、休

部横方向のミガキを施し、内面はいずれもヨコミガ

キを晶調とする。

土器群43出土遺物 (1539"-'1554)

広u壺 B2 (1545) 及び D (1544)・直 U壺 A

(1546)・内彎口縁壺? (1547)・S字甕 C (1539~ 

1541)・小刑く字形甕B2 (1542)・小刑のく字形甕

(1548)・有稜高恥 B4a(1549) 及びC1 (1550)・ 

屈折脚閥杯A (1543)・小刑無頸鉢 D 0551)・小咽

器台 B1 0552) 及びB2 (1553)・ミニチュア土

器 I (1554) がある。

出f-.贔はさほど多くはないが、 4必陥本的な器種

は揃っている。以ド、代表的なものをみていこう―)

広「l壺 B2とした 1545は、 ll緑部の長さがかなり

短く、加飾もなしヽ。短頸壺的な t器としヽえようか。

圃様に、 1544も、加飾性が乏しく、直n壺との共通

性をもつ。

直Il壺1546は、 II緑端部を肥厚させて f・。端面をもっ

ており、いわゆる布留式系甕の「l緑；i翡形成手法と JiiJ

じである。 1本下部に焼成後の穿孔をイiする：

台付く字形甕1542は、 1本部の粘 1-.梢み!-.げ痕を残

した粗製の作りで、 1本部外面をハケ調整する。 [I緑

部の開き具合は鈍く直uu縁的で、休 I'・半部はド膨

れの形状をとる。

屈折脚高杯1543は、薄．手の）u¥折脚で、エンタシス

状の脚柱中央やや下に透孔をもつことに特徴がある。

タテミガキ後、疎らではあるが細いヨコミガキを脚

柱部に施している c

小型無頸鉢1551は、台付甕の成形を1本ド部で止め

て整形したような土樅で、外rfli をハケ ~)ti) 咆冬する。

ミニチュア十点怜1554は、口緑部形態や休上部のハ

ケ施文など s字甕 Bのミニチュアと捉えられ、 S字

甕 C である 1539~1541 に比べて占相をボす。

上器群44(1555"-'1570・4827"-'4828) 

日窓付土器 (1555)・<字形甕 B 0556)・ 小刑の

＜字形甕 B2 (1557)・小刑受 rI甕 (1558)・脚付の

小型打頸鉢 (1559~1560)·S 字系複合 r I縁甕 (1561



~1562)・S字甕 C (1563~1566)・小刑高杯 (1567

~ 1568、うち 1567はC2)・ 手捏ね土器B (1570) 

及びC (1569)・滑石製臼玉 (4827~ 4828) がある。

小型高杯なども少数含むものの、全体に占める甕

の比来が高く、小型甕や小型鉢、手捏ね土器等の小

形品も Li立つ。特に甕や鉢は、台付のものが主体を

古める。以下、代表的なものをみていこう。

円窓付t器1555は、胴部の中央より若干上部に焼

成前の横長楕円形の穿孔を打するもので、器形的に

は寸胴なく字形の甕もしくは鉢形態をとる。外面調

整はケズリによっており、口縁部が微かに内彎状を

呈している。

＜字形甕1556は、屑部が非常に張った特徴的な器

形をもち、イ本部はストロークの短いヨコハケを甚調

としている。

図示した小形の甕．鉢は 4点中 3点が脚台を有す

るが、 1558はイ本ド部欠損のため脚台の有無は不明で

ある。この1558は、口緑形態が受LJ甕Eの特徴をもっ

ており、頸部に刺突を施している。

脚台付のく字形甕の小型品である 1557は、口縁部

外面にヨコナデによってlfliを形成している。欠損状

況より判断する限り、脚台はかなり大朋のものが付

きそうである。

埋十．中より出上した滑石製臼玉4827~4828は、 2

点だけのことであり、混入の可能性もある。

土器群45出士遺物 (1571""'1600)

土器には、広[1壺A2 (1571) 及びB2 (1572)・ 

有段LJ縁壺A2 (1573)・短頸壺B (1574)・小型の

短頸受 LI壺 (1575)・小形壺 A (1579) 及び B

(1576) 及びC (1578・1580) 及びD (1577)・内胄

口縁壺C (1581)・小型＜字形甕 (1582)・受口甕B

1 (1583) 及びB2 (1584)・S字甕 C (1585)・ 有

稜高杯A1 (1594)・有稜高杯 B (1586) 及びC

(1587 ~ 1588)・グラス形高杯 C (1592)・ 小朋高杯

C (1593)・器台 C (1589~1591)・小型器台 A

(1596) 及び B1 (1595)・底部有孔の無頸鉢 B

(1597)・ 小刑無頸鉢A1 (1598)・線刻人りミニチュ

ァt器 (1599)・ 土~. (1600) がある。

また、このt器群と混在するかたちで木製品も出

土しており、曲柄鍬（木67・ 木69・木84)・ナスビ

形曲柄平鍬（木86・ 木88)・捏台（木228)・木錘
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（木328)・椅子（木803・ 木805)・弓 （木834)・棒軸

形木製品（木973)・竪穴住居用柱（木1090)・峨木

舞（木1320) 垂木（木1355)・梯子（木1404)・丸杭

（木1509)・有頭棒（木1590)・棒状具（木1624)・板

状具（木1709・ 木1722) がある。

土器を見る限り、大きく弥生時代後期に属するも

のと、古墳時代前期に属するものの 2時期があり、

括性には乏しい。前者（弥生後期）に属するもの

として、 1571·1574~1580·1583~1584·1592·

1594・1599がある。 1597・1598・1600はどちらとも

言いがたいが、残りのものは後者（占瑣前期）に属

するであろう。

弥生時代後期は大小の壺類が多く、占墳時代前期

は完形の高杯や器台・小型器台といった供膳形態の

t器が多い。そういうてんでは、それぞれの時期鉦

の土器には、ある程度のまとまりを認めてもいいの

かもしれない。つまり、上器群45は、時期の悦なっ

たふたつの上器群の混在状況を中心としているとい

えようか。ただし、その分布範圃は広く、遺物相圧

の間隔は粗く、一括‘性には乏しいものと思、われる。

以下、特徴的なものを個別に見ておこう。

受口甕1584は、最大径が胴部中央付近にある壺的

な器形をもつもので、胴部文様幣より下部をヘラケ

ズリする。

有稜高杯1586は、杯部と脚部をrr1J 恨,]休として掲

載しているが、杯部と脚部は別個休になく UR能性が

高い。脚部のほうが古い様相をもつ。

圃じく有稜高杯1587と1588は、脚部形態などから

1588のほうが新しい様相をもつ。このうち 1588は、

外面全域に縦ヘラミガキを施した後、杯部はさらに

横ミガキ後に部分的に集約性のある縦ミガキを、脚

部には脚裾部に横ミガキを施し、杯部内rfliには粗い

横ミガキの後に間隔の粗い細い縦ミガキを施すなど

横ミガキと縦ミガキを駆使し、 ミガキによる高い文

様効呆の表出に努めている。

1589~1591 は、いずれも受部が二段に屈曲する

器台 Cで、 [ri]ー上器群での 3点集中しての出上は注

目できる。

有孔をもつミニチュア t器1599は、外面に線刻絵

圃をもつことは注目できる。三 H月形の沈線内に斜

沈線を充坦して上部に羽状のものを線刻したもの



5cm 

第121図絵画土器 (1599)のモチーフ (1 : 2) 

(k) と、同じく一：日月状の沈線枠内に鋸歯文を充

瑣したもの（右）が連結した線刻である。ふたつの

ものを連続して描いたとみるか、そのふたつでひと

つのものを表現しているとみるか二通りの見方がで

きるが、いずれをとるにせよ、基本的には龍をモチー

フにした線刻とみてよかろう。なお、頸部くびれの

ドに有孔部が 2個あることから、形状的には土笛の

nr能性がある。

士器群46出土遺物 (1601.......,1608)

広Il壺 B2 (1601~1602) ・壺胴部 (1603) ・壺の

底部 (1604)・S字甕 B (1605)・丸底甕D (1606)・ 

屈折脚高杯 (1607)・ 小刑翡杯B (1608) がある。

大型の加飾壺を複数含む土辟群である。

広n壺1601と1603は、いずれも赤彩を伴う加飾壺

で、 ll縁部を逆ハ形に拡張して綾杉文を施す。この

うち 1601は体上部には直線文と波状文、それに刺突

文を組み合わせた文様幣を形成する。広口壺形態を

とりながらも、いわゆるパレス壺との類縁性を有す

る土辟ということができよう。

1603も、[I縁部を欠損するものの、体上部文様は

1601と共通しており、口縁の細部形態は不明ながら

加飾広 [J壺になるものと息われる。

阿様に1604も、休下部から底部にかけての形状や

法贔、ミガキによる外面調整や内面をヘラケズリす

ることなど1601と阿様の特徴をもっており、 [i:f]じく

加飾の広口壺であるnT能性が高い。

丸底甕1606は、体部内外面をハケ調整した粗製の

下膨れの有頸鉢的な甕で、薄い丸底に粘士板を貼付

して厚化し、底部としている。

小朋高杯1608は、深い碗状の杯部をもつ。
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土器群47出土遺物 (1609-1611)

直口壺 (1609)・<字形甕 (1610)・S字甕 c

(1611)がある。点数も少ないため、個別に見ておく。

1609は、甕的な器形であるが、口縁部がやや長く

直線的に外方へ伸びI・.がる形態のため、而口壺とし

て扱った。

1610は、底部が平底のためく字形甕としたが、ロ

縁部の内彎形状や1本部外面のハケ・内面のヘラケズ

リといった特徴はいわゆる近畿系の布留式甕（丸底

甕）と共通する。なおかつ、底部の作出形状や底部

付近の外面のヘラケズリ等の特徴は短頸壺としたt

器群26の1377や土器群42の1535とも共通する。こう

したことから、 1610の位置づけには難しいてんがあ

るが、一応、形態的には甕として問題なかろう。逆

にいうと、短頸壺とした ~Jj 述の 1377や 1535 も甕的な

要素も強くもつということであろう。

s字売1611は、内面をハケ調整する。

士器群48出土遺物 (1612-1618)

屈折脚高杯 B 1 (1612)・詞 B2 (1613)・詞 C

(1614~1615)·I百JG (1616)・丸底甕A (1617)・t 

玉 (1618) がある。

土器屈はさほど多くはないが、高杯が多いことに

特徴がある。その高杯は、形態的に上述したように

いくつかの形態に分かれるが、それぞれの個性も見

られる。

1612は、脚柱部が太く、かつ脚柱の卜．ドをヨコナ

デするため、 一見、脚柱がエンタシス状に膨らむ形

状をとる。

1615は、脚裾端部がヨコナデによって外斜面を形

成しており、初期須恵器高杯の端部処理に似る。

1616は、日緑端部の面がF内向きであることに特

徴がある。脚柱部内面はヘラケズリしている。

士器群49出土遺物 (1619-1628)

小刑の二直（有段） Ll縁壺 (1619)・ 小附は廿A2

(1620)・屈折脚高杯の杯部 (1622) 及び圃 B 2 

(1621)・li:iJ C (1623~1625)·S 字甕 D (1626~ 

1627)・ 土玉 (1628) がある。

やや高杯が多いが、甕や壺もあり、土器群として

の一括性もある。

小型の二重口縁壺1619は、 1次口縁端部の内外と

2次口縁端部に刻みを有し、 1本部はケズリ後ラフな



縦ミガキを加えるもので、底部は上げ底気味の半底

となる。

s字甕は、 1627が受U口縁的な様相を強く残して

いるのに対し、 1626は口縁部も原く、体部のハケも

柑くなり、刑式学的には新しい様相がみられる。

土器群50出土遺物 (1629.......,1636・4829.......,4905) 

小朋直LJ壺C (1629・1631)・ 小児リttB 2 (1630)・ 

屈折脚高杯Bl (1632~1635) 及び B 2 (1636) 臼

玉 (4829~4905) がある。

翡坪と小刑丸底系土辟のみで構成される非常にま

とまりのある一群で、 寸舌‘性も高い。

小刑直ll壺1629は、桐部中央が張った形態で、そ

の部分に焼成前の穿孔を有する。

小凡打『U壺1631は、底部がかなり偏‘ドとなってお

り、平底化したものといえる。これは、小杓肛廿1630

もII ij様である。

以 1-.の 3点は、口緑部の直線傾向の差異から小刑

J:j「と小朋直II壺に分別しているものの、法屈や調整

での類似、r.'.(が多し¥0 

高杯は、 1635が杯部底rfliの平底化傾[11]など撃った

作りをしている個体で、他のものは概して粗雑化が

[ I立つものである。

t器群51出士遺物 (1637.......,1645) 

屈折脚翡坪B2 (1637~1638) ・小児!:t廿A2 (1639・ 

1641)・小刑直Il壺C (1640)・小型介頸鉢 (1642)・

＜字形売 E 0643・1645) とB (1644) がある。

1点のみ大形の甕 (1645) が什在するものの、高

杯や小刑丸底系の I・.謡、それに小形の甕といった小

形品を中心に構成されたまとまりある•群である。

小朋鉢1642は、 S字甍 Dと共通した口縁部形態を

もつもので、底部は平底である。器高が低い割には

底が大きく、安定感がある。

＜字形甕のうち、 1643と1645は脚台や体部ハケの

特徴が S字甕と共通する。さらに、大刑品である

1645は、 II緑内面にも強いヨコナデを施すなどs字

甕との共通‘「生が大きい。

t器群52出t遺物 (1646.......,1654・4906.......,4915)

t師器として丸底甕 C (1646~1647)·S 字甕 E

(164 8)・ 小吼イi頸鉢 C (1649)・屈折脚高杯 H

(1650) 及び脚部 (1651)・手捏ね I・.辟D (1652)・ 

須恵器高杯 (1653)・ 韓式系 1~器把手付鍋 (1654)・
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滑石製臼-1 (4906~4915) がある。

焼成の種類はともかく、売類と高杯を中心とした

土器群で、韓式系土器など興味深い責料を含む。

丸底甕1646は、やや長胴で、外面をハケ、内面を

ナデ調整し、口緑部は外反してヨコナデによる外斜

面を形成する。 1647は、 1646に比べて1本部が球形に

近く、[I緑部の外反がより強い。

屈折脚閥杯1650は、脚上に碗状の杯を載せるもの

で、本例の杯はやや浅めである。

須恵器翡杯1653は、脚裾と脚柱の間にヨコナデに

よって盛り I・.がらせた隆骨を行する、いわゆる初期

須恵器であるで脚部内面はユビオサエの痕跡が行し

く、本例が手延べによる成形にも拠っていることを

／ドしている。

韓式系土悩1654は、片 LJを有する把手付鍋で、外

面に格f・タタキを施し、把丁・.位附の柚の延長線上に

一条の沈線を巡らしている＂把手は、断面円形で鍋

本体の破面に挿人されており、下方から円形の刺突

が人っている。内1uiは、ナデ・オサエによる成形・

調幣で、特に底部付近はユビオサエの痕跡が顕杓に

残っている c

土器群53武器形集中部出士遺物

(1655-1662・4554・4574・4604-4605・4916-4970) 

)J形と鑓形を中心とした木製武悩形が集中して出

+. した部分から出 t.した十位仕・木辟• 石製 1'州の •群

である。

t悩には、屈折脚高杯F (1657) 及びH (1655~ 

1656・1658)・1不A (1659)・丸底甕 D (1660)・須

恵器片 (1661)・イi船高杯船 (1662) がある c

才＜苔片には、 ）J形 （木863 ~ 木885)・鑓形 （木913

～木928) があり、あと剣形（木898~ 木902) もこ

才しに伴う可能性が高し、 0

ィ i 製品には、勾 1、~(4554) ・ 竹 J.'.. (4604~4605)· 

滑石製の及孔円板 (4574)・臼 1、::53個 (4916~4968)·

ガラス小下:2 個 (4969~4970) がある。

t辟はtに正 1ゲ．状態で出tした翡杯を中心とした

士器群である。 1661と1662については、小破片であっ

たり、出 I・.位置が杓干離れていたりするなど、 1灌iii

器の—-·括1生に比べるとやや洛ちる。

L師瑞杯1659は、 l・球形の深めの杯で、口緑端[II)

内lfliにヨコナデによる面をもつ。



丸底甕1660は、口緑端部にじ向きの外斜面を形成

し、イ本部内面はヘラケズリしている。

須恵器片1661は、小片のため器種の特定は難しい

が、外面タタキは縄桁文タタキである。このタタキ

は、本遺跡では韓式系 I・.器に微贔ながら存在してお

り、本片もそれら焼成は異なるものの、関連の深い

ものであろう。

須忠悩有篇：高杯蓋は、ツマミ部分を欠損するが、

合休の形状が丸みを骨びていてやや新しい様相をも

つものの、犬井部に列点刺突列が仔在するなどいわ

ゆる初期須恵器の特徴が顕著である。

i:1玉は、いずれも小伽りであるが、断面中央が膨

らんで稜線をもつタイプと、芥十膨らむが明瞭な稜

線を持たないもの、それに断面が膨らまず直線的な

タイプが混在する。また、切り）jが雑で、 1i1r面形が

長）j形ではなく横長台形状を旱するものも多い。

士器群54出士遺物 (1663.-......1686・4971.-......4976)

t悩 に は 、 杯 A (1663~1665) ・屈折脚高杯 H

(1666~1680)· 阿D (1681)・1百JB 2 (1683~1684)· 

H杯部 (1682)・ 阿脚部 (1685)・甑 (1686)がある。

また、 !・. 化恰群に伴って、横櫛（木986)・小型の横

槌（木223) や、雌Lフルイ掛けから滑ィi製臼 k6

個 (4971~4976) が出土している。

L監は、高杯と杯で構成された柘めて一括性の閥

い•群である。

I:.1本を占める!・.器は、碗状の北を載せる高杯であ

る。器闊が12cm前後となるなど全体に非常に斉・性

の，•~j い一群であるが、 1677 は脚柱下部に貰通しない

円形孔をもっ（

これに対し、 1681~1685は形状的に異なるタイプ

の底杯であるしこのうち 1683は、 l不部全面にヨコナ

デ痕跡が顕著・である。おそらく、 卜器があまり乾か

ない水分の多い状態で最終調整のヨコナデを施した

ものと思、われる c

杯は、内斜面をもつ1663、やや外}jへ摘まみ出し

つつI'、j斜面をもつ1664、一端部を丸く収める 1665とい

うように、口緑端部の処理に芥十の淡がある c

なお、この I灌恰群から出 tした滑石製臼玉は 6個

に過ぎないが、しヽずれも断血中央に稜をもつタイプ

の小振りのr1ドである。
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士器群55出土遺物 (1687-1713・4977-5097)

t器には、土師器小刑直LI壺 A (1687~1688)· 

小刑丸底甕 (1689)・小刑有頸鉢 C (1690)・底部有

孔の無頸鉢B (1691)・杯A (1692~1693) 及び B

(1694)・屈折脚高杯H (1695~1697)· 小刑器台 B

(1698)・丸底甕A (1699)・S't甕 E (17 00~1701)· 

手捏ね土器 B (1702) 及びC (1703)・ 韓式系t器

甑 (1704) 及び把手 (1705~1706)・須忠協杯身

(1707) ・無益高杯 (1708) ・甕 (1709~1710) ・器台

0711)・碗(1712)・小形壺もしくは聡0713)がある n

また、阿じ部分から出土した木製品として、竪杵

（木188)・ 田下駄？ （木251)・不叫部材（木1758)

等がある。

さらに、この部分の罪tフルイ掛けの結呆、滑石

製臼 l、:121 個 (4977~5097) が出 lム．した()

噌1;異なる時期の可能↑化のあるものも{{在するも

のの、はぼ古墳時代中期の所廂であろう（）ただし、

出上状況や実院の遺物を見ると、完令なす囚責料と

はげいがたく、何f□Jかの投棄の集柏によるものと息

われる。 t師岱小刃彗距台 (1698) や底部イi孔無頸鉢

(1691) は、占い時期のものの混入であろう。

1687~1703 は上師悩である。直 ll 叶付のうち、 168

7は1本;'.閲内面をヘラケズリしている。

小型行頭鉢1690はイ本部にミガキを残すもので、古

い時期のものが混人している 11J能性がある。

丸底甕1699は、いわゆる布留形甍である。イ渭l瞭

ではあるがイ本部 I・.!i'li (Jr-{部）に刺突列をイ［し、内lfri

をヘラケズリする。

屈折脚高杯である 1695は、脚部に 1リ孔をイiするも

のである C 通常、このタイプは無透か円形刺突を打

するのみであるが、完令に間いたものは珍しい・,

s字甕のうち、 1701はfl緑部がく字形II縁と折衷

した変容タイプの nf能‘性がある。

1704~1706は韓式系土淵である。甑1704 は、格 r

タタキ後、頸部に沈線を行する U

1707~1713は須忠監で、初期須恵器を含むしこの

うち、杯身1707は、底部をロクロに拠らず手持ちへ

ラケズリしている。辟台1711は、受部外面に糸IL紐文

と波状文を施したもので、光沢のある焼成11:I・. がり

になっている。 II緑部を外側へ屈折さているところ

に特徴がある。碗1712は、桐部に 2段の繊細な波状



文をもち、段で体部と口縁部を両している。

滑石製臼£は、小振りなものが多く、なかには匝

径 3mm程度の極小品 (5083等）も存在する。断面の

形をみると、中央に稜線をもつタイプと持たないが

膨らむタイプ、それに直線的なタイプが入り交じっ

た状態である。

土器群56出土遺物 (1714,..._,1774)

士師器には、杯A (1714~1726) ・屈折脚高杯 H

(1727~1728) 及び高杯脚部 (1729~1731) ・壺底部

(1732) 及び胴部 (1740)・S字甕 E (1733~1736) 

及び脚部 (1737~1738) ・小朋直口壺 B (1739)・丸

底甕休部 (1741~1742) がある。須恵器には、有蓋

高杯悩 (1743~1747) 及び身 (1748~1753) ・杯蓋

(1754~1764) 及び杯身 (1765~1770) ・壺もしくは

甕 (1771~1774) がある。

全体に、煩恵器と t師器の杯や高杯といった供膳

具形態の I~ 器の出 Lが日立つ。

+. 師器杯は、いずれも底部をケズリ・胴部をユビ

オサエ.LJ縁部をヨコナデして内斜面をもつ非常に

斉一性の高いものであるが、 1722は内面にハケを、

1723も外面に粗いミガキ状の痕跡を残す。

高杯は、脚部のみのものも含めて晶本的には杯を

載せた碗状高杯であるが、脚柱部内面をヘラケズリ

する 1730は杯部が別の形態の可能性が高い。

丸底甕1741~1742は、いずれも口緑部を欠損する

が、おそらく外反LJ緑をもつものであろう。

須忠器裔杯は、いずれも短脚 l段透かしである。

杯や杯蓋の形態からも、若 I:の時間輻はもつが全休

として 5軋紀末から 6肌紀前葉頃の所産になるもの

であろう。このうち、有蓋高杯1749の脚部にはカキ

メがあり、 1753は脚部の透かしが1-Y形である。また

杯盗1754は、内面にヘラ状＿［具を渦巻き状に押圧し

た痕跡が明瞭に観察できる。

壺甕類のうち 1771~1773 は、口緑部がかなり肥｝房

した形態をとるが、 1774は外面に面をもつだけのや

や古い形態を残す。

土器群57出士遺物 (1775,..._,1781) 

出土遺物はいずれも奈良時代の須恵器で、杯

(1775 ~ 1776)・ 高杯脚部 (1777)・ 長頸壺 (1778~

1780)・甕 (1781) がある。

杯身は、 1775は置いた時の安定性にやや欠けるこ
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と、 1776は端部をつまみ r.げ処理していることな

ど、図版 1-.では身として扱ったが、益になる可能性．

も高い。

長頸壺は、大小があり、やや膨らみをもった屑部

から LJ頸部が外側へ彎間しながら延びる。脚部のみ

を残す1780が最も大刑品になる可能性がある。

甕1781は、外面に縦方向の平行タタキをもつ平底

の甕で、内面に阿心円当て具痕跡を有する。

3 SDI埋土出土遺物

ここでは、付設施設出上の遺物や f-.器群として認

識した遺物以外のものを扱う。

埋土出土遺物は、 ・応層序節の取り I・.げを行って

いる。層序と出土遺物の時期は、 卜＼りが古く 1-.層が

概ね新しいものが中心というだいたいの対応関係は

あるものの、大溝という性格_t_、+.器分析のレベル

に対応するほどは層序に信頼‘性はない。しかしなが

ら、部分的にしか把握することができなかったもの

の、 SD1の最もド部で出f・.した遺物（皿 b層最ド

培もしくは W層として取り lこげたもの）については

杓干の時間輻はもつが概ね弥牛時代後期の f-.器とし

て認識できる。そこで、この遺物のみは「 SD1最

ド層出上遺物」として弥生時代後期から古墳時代の

項 Hの最初に提示した (SD1最下層出 f-.遺物でも

縄文晩期のものは除く）。

埋f-.出 I:遺物の大半を占めるそれ以外の追物は、

出土遺物の年代によって縄文時代晩期・弥牛時代後

期から古墳時代・古代・中憔と時代を大別したうえ

で、層序を関係なく大別遺物時期鉦のレイアウトを

行った。これら遺物の出 f-.層序等の梢報は、観察表

に拠られたい。

なお、雌上出土遺物は、調査過程で上器群として

はまとめきれなかった遺物であるが、実際には何ら

かの単位で SD1に投棄などされた遺物が多いとみ

られる。出士状況図には、上器群以外にも図化して

いる遺物が相当数あり、合わせて参照されたい。

a 縄文晩期士器と石器 (1782,....,1811)

縄文晩期の突帯文士器と石器類があるが、石器類

については時期比定が難しい。出 t層位には店Tの

ばらつきがあるが、全体として SD1でも下部から

の出 L例が多い。



縄文土器 (1782-1793)

縄文晩期の突僻文深鉢である。 1782~1783が口縁

部二条突幣、 1784~1792は口縁部一段突幣、 1793 は

肩部に突帝をもつ胴部破片である。突幣は、素文突

骨のものと刻目突幣があり、刻 H突幣はさらにヘラ

状上具による刻みのものと、櫛もしくは＾。枚貝によ

る刻みのものとがある。

打製石鏃 (1794-1800)

1796~1798がチャート製、残りがサヌカイト製で

ある。大形の 1794や凸基式の 1799~1800は弥生時代

の可能性がある。また、 1795は、側縁が鋸歯状になっ

ており、より殺傷力が強い。

二次加工有剥片 (1801-1804)

全てチャート製である。明らかな人T加工を有す

るが、器種を限定できないものを一括した。スクレー

パーもしくはピエスの類であろう。ただし、 1801や

1804は石鏃等の未製品の＂［能性もある。

石槍 (1805)

サヌカイト製である。桔部は欠損している。完全

な左右対象形ではない。

扁平片ガ石斧 (1806-1807)

共に凝灰岩系の石材を使川している。 1806は、晶

部が欠損している。弥生時代の所桁であろう。

打製石斧 (1808-1809)

紡錘形の1808と、しゃもじ形の1809がある。縄文

晩期もしくは弥生前期のものであろう。

太型蛤刃石斧 (1810)

刃部を含む大半が欠損して基部だけが残る。

打ち欠き石錘 (1811)

偏平・梢円形の石の長側緑両端を打ち欠いたもの

である。

b 弥生時代後期～古墳時代の士器

① Illb層最F部出土遺物 (1812-1843)

SD 1埋 L出土土料のなかでも、 SD1の最F眉

として現場段階で認識できた遺物をー括する。ただ

し、出土位置は広範囲にわたっており、全てが1五］一

時期の所産ではないし、実際の最ド層の遺物の全て

を網羅できているわけではない。

1812~1813 は、 ミニチュア t器である。 1813はグ

ラス形高杯のミニチュア品、 1812も法屎は異なるが

同例になるか、脚付土器のミニチュア品であろう。
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1814 ~ 1826は、壺である。広口壺 (1814~1817)・

短頸壺 (1819~1821・1824~ 1826)・ 長頸壺 (1823)

などがある。 1820は、頸部のくびれが太い甕的な短

頸壺で、イ本部内面と外面―ド半部をヘラケズリする。

また、 1826はLI縁部を内側に折り返し、受口状を呈

する。ただし、いわゆる受口壺というよりは、短頸

壺というべきであろう。

甕は、受口甕とく字形甕があるが、く字形甕で図

示しえたのは小刑品ばかりである。受口甕のうち、

残りの良い1830は、受口甕Bで、イ本部文様はじから

直線文一列点文一廂線文一列点文一直線文ときて最

ド段を波状文で受ける。1831は、有頸鉢Cである。

高杯は、形態的には有稜高杯A3をとるが、受部

外面に直線文や波状文を入れて加飾を加えた高杯で

ある。

1838は、小型丸底壺タイプの小刑用に脚をもった

脚付J廿である。小刑財の体部が壺を指向しており、

脚付J廿でも新しい時期の所産であろう。

② 弥生後期士器と古墳時代土師器

ごく •部に中期的な様相を残すものもあるが、あ

くまでその主体は弥生後期から古墳時代にあり、こ

れらを・括する。出土械が膨大なため、特徴的なも

のを中心に概観する。

広口壺（ただし、一部に直□壺・短頸壺的なものを

含む、 1844.......,1925) 

弥生時代後期以降のものと判断しているが、なか

には弥生時代中期に遡るものもないとはいえない。

1844 ~ 1864は、畢下口縁をもつ広口壺Aである。

文様による加飾を施すものと無装飾のものがある。

加飾系のものは、口縁外端面に櫛状工具による羽状

列点文もしくは斜状列点文を施すもの、次いで凹線

文を施すものが多く、他に円形浮文を貼付するもの

や竹管状刺突をもつもの、波状文をもつものなどが

ある。櫛状具刺突系や凹線系のものは、 n縁端部内

面にも列点文や羽状刺突文の加飾を施し、体上部に

も文様帯をもつことを基本とした文字通りの加飾壺

といえよう。これに対して、口縁部無装飾の1845な

どは1本部も無加飾となる。

1865~ 1881は、頸部から一旦立直気味に立ち上がっ

た後に外側へ外反する広 LJ壺 Cを中心にレイアウト

した。ただし、頸部から外反して広がる広口壺Bと



の分別は流動的なところもあり、 1875や1880は広 L1

壺 Bとみてもよい。こうした一且立ち上がるタイプ

の広口壺は、 [l頸部が屈曲する器形の共通性からパ

レス壺との類縁性も衿慮されるが、文様的には 187

0内1i'liの羽状刺突列などを除き、規格化されたパレ

ス壺の文様とは異なり、直線文や波状文、頸部刻 H

突幣など当地域の広 11壺に通行の文様を組み合わせ

たパターンを打するものが中心である。

特徴的なものを個別にみておくと、 1865は、胴部

に---:11月形の線刻を有する線刻上器である。 rJ縁部

は無装飾で丸く収められており、口縁部の間き具合

から 1」:n壺に人れているものの短頸壺 Bとの共通性

も強い。なお、線刻は、龍を表現したものが崩れた

ものの uJ能性がある。

1876~1877は、悩形的にはパレス壺を含む複合[ I 

緑壺の要素も強いが、いわゆるパレス文様とは異な

り、[I縁部に連続斜格f・文を繋いでいく。

1878は、休！．．部に簾状文、その下位．に刺突文で囲

まれた波状文を施すもので、類例に乏しい。口縁部

は無加飾で、益留め川の穿孔を有する。

1882~1912 は、 I I 緑部の間き具合や長さ、）~II 飾の

イi無や種類などに差があるが、頸部から II緑部が外

反して広がる広口壺 Bを中心にレイアウトした（た

だし、 1898は広口壺 D、1899や1908は広 L1壺 F)。

口緑端部外面には；J;J状列点文や斜状列点文を施すも

のが多いことは広 II壺 A・Cなどとも共通する。 1本

部装飾は、直線文と波状文の組み合わせによるもの

が多いが、扇状文や山形文なども認められる。この

うち、 1883·1887·1889~1892·1894~1895·1911 など

は赤色韻料を施した加飾壺である。 1895は、口緑端

部内外が羽状列点文による加飾ながら、 1本部文様に

はパレス壺と共通する山形文も施している。 n頸部

を無装飾とするものでも 1本上部に文様幣を有するも

のも 111'/.--:入また、はね卜げ状の口緑部をもつ1912

は、 II頸部内面の中位に半円形の刺突をもつやや特

児なもので、 1般人品のNF能‘「生がある。

1913~1925は、頸部から外方へ直線的に延びる口

緑部をもつ広 II壺 Dである。頸部に索文突幣もしく

は刻目突僻をイiするものと、突俯を持たないものが

あるーこのうち、 1913や1919は、口縁端部に外斜面

をもって 11!1j端部に東lj突を加える。
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複合口縁壺・有段口縁壺 (1926,..,_,,1979) 

1926~1932 は、複合口縁壺 A としたいわゆるパレ

ス壺である。ただし、尾張地域で見られる典刑的な

パレス壺に比べて余分な円形刺突が加えられていた

り (1927) 、波状文のストロークが稚拙であったり

するなど、在地的な要索とみられるものもある。

1933~1935は、複合 U縁壺 B である。 1933 は、ロ

縁部内面にも波状文の施文がある。

1936~1969 は、有段 U縁壺 A としたいわゆる．．屯

n縁壺である e このうち、外面調整が縦ミガキを悲

調とする 1938~1940や 1942~1956 などは、いわゆる

「伊勢刑―'.ili: n緑壺］とされるもので、門地域に類

例の多い桔製の無文〗り」緑壺である。これに対し

て、立直する頸部が極端に狭い1936や、 I1緑内外を

横ミガキする 1937、縦ミガキと斜めミガキを糾み合

わせる 1941などは、他地域に系統を求めうる．』［ロ

縁壺の可能性がある。やや粗雑化の進んだ 1957~

1969は、やや新しい時期の所廂と息われる勺

u緑内面に羽状列、点文や斜状沈線をもつ 1957や

1970は、いわゆる柳ケ坪形壺との類縁性を有するも

のであろう。

1971~1972は、打段 I I縁壺A4とした lI縁部を立

直させるもので、 1971は竹粋状刺突列を介するこ

1973は「l縁部を内側へ折り返したイi段 II緑壺 B、

1974は垂卜.した rI緑M)t. に日形浮文を貼付した複合

I I緑壺 Cは、本遺跡では本例のみの類例であり、他

地域からの搬人品の "r能性を強く想起させるっ

1975は、袋状II縁を旱した極めて厚手の作りで、

埴輪的な質感をもっし1 類例に乏しい。

広□壺・複合口縁壺・有段 [1縁壺の頸・胴・底部片

(1980,..,_,, 2005) 

1983~1987は、頸部に 1 条もしくは 2 条の突僻を

もち、刻みや円形刺突を施す cJ 1984などは、円形刺

突に赤色韻料が喰布されてしヽる。 1988は、 ijjriJI・. 部に

紐結状に赤色韻料を塗布している。これら頸部凸幣

付近に 1リ形刺突を加える例は、伊勢では弥牛中期後

悠には認められる。

1994~1996 は、脚台で、脚台付の加飾壺になるも

のであろう。

2004は、本逍跡で最大の法屈をもつ壺で、おそら

く広口壺になるであろう。頸部に索文突幣を有し、



外面をミガキ調整・する。

2005は壺胴部の小破片であるが、いわゆる線刻絵

両「器である。破片のため線刻の全容を窺い知れな

いが、併行する 2本沈線とそれに交差する短沈線、

及び万角状の沈線が認められる。これは、前者が梯

r、後者が屋根で、翡床倉州を表現したものである

NR能'I、生が翡し、 0

受口系の広口壺及び短頸壺 (2006,......,2020) 

広Il壺 Eを含む受I111緑をもつ壺、あるいは日縁

端部を内側へ折り返して受Il状にしたものを・括し

た。このうち、 2009は、 1本上部にヘラ状上具による

波状の心り文がある、、休部と頸部の境界があいまい

な 2010や 2014~2017などは、弥牛時代中期後半の系

統を引くものであろうしなお、 2021は、この位岡に

レイアウトしているが、 l灌恰分類でいう小形壺 Bに

相 •II するもので、 I l緑部を受I1状に折り返し、胴部

に焼成後穿孔をもつ。

短頸壺・直I1壺 (2022,......,2073)

観頸壺に相‘りするものは、頸部から休 I・.部にかけ

て線刻をイiするものがIl立つ(、 2022はヘラ状上具に

よる山形沈線、 2023は烏足文状の出け文、 2026は 3

条 3連の知沈線群、 2037はヘラ沈線による緩やかな

波状施文、 2044は柚JiI月のヘラ短沈線と竹管の糾み

合わせがある また、 20113は虹Il壺であるが、 1本卜．

部に櫛状具によって重}j (圏）文と弧状文、ヘラ状

具による山形文を糾み合わせた文様を全周させる。

この他、 2049は、 IJ凡}ISに網状のものを巻き付けた痕

跡が残る 2059は、頸部の太し、大刑の虹口壺で、頚

部に突骨、休1-.部に直線文と波状文を施文したあり

力は広 Il壺と共通する 2 2060は、 miiJ部が卵形を呈し

た知頸壺で、 11緑i'mに船止めJl1の穿孔を 2個・対の

単位でイiする c

2045と2046は、縄文を施文した駿河の大廓式系の

壺である ただし、 2046は、直 [J壺よりも広 rJ壺の

＂［能性が闘し、 3

大形細頸壺 (2074,......,2077)

弥生時代中期の系統を 1JI < I・. 憐と息われる。出L

屈i立がいずれも IIIb眉であり、 J梢L出卜土料群のな

かでも相対的に古い時期の所哨であろう）

長頸壺 (2078,......,2084)

2080や2081は近畿的な文字通りの長頸を旱する L
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器であるが、他のものは概して長頸壺としてはやや

短い。 2078は、直口壺の可能性もあるが、「l頸部に

竹管刺突文、波状文や直線文、簾状文をもつもので、

いずれにせよ珍しい。

無頸壺 (2085-2091・2548-2550)

前群は平底、後群は脚付である。中邸の大きさを

甚本とし、これらは基本的に[l緑部に悩止め）11の円

孔をもつが、 2085や2548のようなやや）］邸の謡形を

呈するものは悩止め）i1の穿孔を持たない。このこと

は、中刑と大邸では l点怜の機能に焙楳があった刈能

'I'生をボしているものと思われるつなお、 2548の脚部

は、中実部をもつ原手の脚で、本遺跡出 j-_の他の脚

付の壺や甕の脚部の形態とは様相を代にしている。

脚付壺 (2092-2099・2101・2551・2559-2560)

桔本的に壺部の II頸部は艮頸を閑する。 2094は脚

部を直線文や斜状列、しり文で、 2096は直線文で加飾す

るが、これらの特徴は甘地域の有稜高杯の動きと軌

を一にする。なお、大形の2092は胴部に焼成後穿孔

をもっ◇

内彎LJ緑壺 (2102-2143)

2102は、胴卜.部に明瞭な稜線を行する杷ったド膨

れの沿形で、本遺跡では極めて珍しいう 2103は、鉢

になる nr能性も大きし':i2106~2113 は 1付け I I緑壺A

で、縦ミガキを陥調とし、 2109のように柚ミガキを

加えるものもある。 2114~2118·2120~2123は内彎

口緑壺Bで、縦ミガキ後に細かい横ミガキや貝殻腹

緑による柚位の刺突などを加えるものが多い o 2119・ 

2124~2133はいわゆる狐壺（内胄n緑壺の C·D)

で、縦ミガキを某調とし、 B詞様の加飾を介するも

のもある。 2141はやや牛が異なn縁部を望し、形態的

には内門II緑を呈するものの、いわゆる内f}II縁壺

とは別種の I・.器である 11J能‘性が翡い。 2108のように、

内阿 LJ 緑壺にも胴部穿孔をイiするものがある C• I I緑

部を欠損する 2139もその可能‘性が翡い。

小形壺 (2144-2165)

桔本的には通有の広 LJ壺や直I1, 版、短頸壺などを

小刑化であるが、原形となった 1点侶がイヽ・明瞭なもの

もある C ミガキ調整による枯製のものと、ハケやケ

ズリによる柑製のものがある"2146・2147・2150・ 

2153など、胴部中央もしくは卜魯J;に焼成後穿孔を有

するものも多い。 2164は、後述の小刑直u壺とすべ



きかもしれない。

小塑頂口壺 (2166-2197)

基本的に丸底を呈する。ミガキをもつ精製のもの

は2179など少数であるが、ナデ調整でも薄手で丁寧

な作りのものが多い。 2170は、肩部に刺突をもつ。

2177は胴部に焼成前穿孔、 2175や2182は胴下部に焼

成後穿孔を有し、特に2177は須恵器の大刑聡の影椰

を想定すべきかもしれない。

小型用 (2198-2241・2243)

2098は脚付の器形になる可能性がある。いわゆる

小型丸底鉢形態をとる 2200や2201は、ミガキ調整が

横方向を基調としており、東海地域ではなく近畿地

域での原則に則っている。小型丸底鉢の系統に属す

るものに胴部穿孔はないが、小型丸底壺の系統に属

する 2228は胴部穿孔をもつ。 2243は、底部が上底気

味の平底を星する。

蓋 (2244-2249)

ツマミをもつものとツマミではなく紐用の穿孔を

もつものに分かれるが、 2245はその両者をもつ。

＜字形甕 (2250-2287・2391-2394・2518)

平底もしくは台付のく字形甕である。このうち、

2250~ 2258が口縁部に刻みをもつもので、 2254や

2255などさらに加飾を加えるものもある。 2251は、

胴部中央に大きな円孔を有しており、いわゆる円窓

付の甕ということになろう。 2277や2278は、後半期

s字甕の脚台と同様の脚台をもつく字形甕Eである。

2284 ~ 2287は、胴部にタタキを施すもので、いわゆ

る近畿地方の V様式系の甕ということになろう。

2391 ~ 2394は、底部形状に差はあるが、 ド膨れの

器形をもつく字形甕 Cと分類した。特に2392と239

4は、底部の作出方法など共通性が大きい。

丸底甕 (2288-2336)

ややイレギュラーの形態も含む。

2288は、胴部中央に焼成後の穿孔を有する丸底甕

E、内外にミガキをT寧に加えた精製の甕である。

2289 ~ 2296・2299などは、口縁端部が内側に肥厚

し、体部内面をヘラケズリするという近畿地方の布

留式の形態を比較的よく示している。 2297~2298や

2301・2303 ~ 2336は、 2328を除いて明瞭な内面ヘラ

ケズリを持たず、ハケやナデ、板ナデ系の調整を行っ

ており、 2320以下は外面調整もナデもしくはケズリ
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系の粗製の作りをボす。このうち、 2322や2323には

胴部に焼成後の穿孔がみられるが、 2289~2299 といっ

た明らかに布留形甕の影響が強い甕にば焼成後の穿

孔はみられない。

小型＜字形甕・小型丸底甕

(2337,......, 2390・2395,......, 2397) 

2337~2353·2377·2385は平底（底部を欠損する

2346や2349も全体の形状から平底と判断した）、

2357~2370·2390は台付、 2372·2374~2376·2378· 

2395~2397は丸底、その他は不明である。 2377 と

2385を除く平底は、 V様式系のものであろう。

台付のものは、脚台に形態差があり、例えば2358

は低い上底気味であるのに対し、 2361や2362はしつ

かりと踏ん張る大形の脚台をもつ。おそらく時期や

系統に差異があるのであろう。 2366はI1縁部に片口

の注l」機能もつもので、焼成後の胴部穿孔も施す。

2390は、脚台から胴部を連続成形し、いわゆる円盤

充填によってイ本部底を埋めている。平底のものは、

体部が球形を呈し、内面ヘラケズリを伴わない1房手

で粗製の作りである。 2377は、底部形状は平底であ

るが胴部は球形で、平底タイプの小型甕の形状によ

り近い。・底部形態が不明なものをみると、 2371は体

部の内外面を縦ケズリする。 2385や2387は、端部に

向かって尖っていく簿手の外反口縁をもち、体部を

ストロークの短いハケ調整をすることで共通する。

このハケの特徴は、 2389なども同様である。

粗製の小型甕である 2395~2397は、やや後出する

時期の所産かもしれない。

受口甕 (2398,......,2459) 

口縁部形態には差異が大きく、土器分類でもポし

たように大きく屈折系・内彎系・撥ね上げ系に分か

れる。体上部に加飾を有するものは、韮本的に口縁

部にも刻みを加えており、例外としてはやや鉢状の

器形を呈する 2451がある。体t部文様は、最上位に

直線文を施文することを基本とし、以ド、斜状列点

文・波状文・直線文の 1~3 単位をド位に加えてい

くものが多い。そういう意味では、体部最k位を斜

状列点文とする 2451や、波状文を最L位とする 2435

は、本遺跡の受LJ甕ではややイレギュラーなあり方

を示す。また、脚台付の2454~2459 は 1本部・ロ縁部

ともに加飾を加えない無文の作りで、当地域の受LJ



甕に脚台が付くことが一般化する時期的な後出性を

示すものとも捉えられる。なお、 2407は、焼成後の

胴部穿孔をもつ。

s字甕 (2460-2517)

2462や2463など休上部に列点文などの文様を有し

て口縁部も受LJ的な様相を示す古いタイプのものか

ら、口縁部がく字形化した新しいものまで、各時期

のものを含む。また、法量的な差異も大きい。全体

的な鼠としては、 A・Bに相当する古い時期の S字

甕と、 Eを中心とした新しい時期の S字甕が多く、

古墳時代前期頃に相当する Cの量がやや少ない。

有頸鉢D (2519-2520) 

s字甕と類縁性があるので、ここに配置した。

2519は口縁部形態に、 2520は体部ハケの特徴に S字

甕との類縁関係を有する上器である。

s字系複合口縁甕 (2521-2525)

s字甕の口縁部にさらに粘士を付加することによっ

て成形されている。

無頸鉢 (2526-2530・2535-2536)

法贔や器形に差がある。深鉢形状をとる 2528は、

口縁部を横ケズリ後に横ミガキ、体部を縦ケズリ後

に縦ミガキし、底部に円孔を穿つ。

有頸鉢 (2531-2532・2534・2537-2547)

いずれも有頸であるが、形態的・法贔的な差が大

きいため、以ド、特徴的なことを個別に記す。

2531は胴部中央に円孔をもついわゆる円窓付の鉢

で、底部にも穿孔が加えられている。

2534は、イ本部から口縁部への移行が緩やかな外反

を吊するもので、休部内面をヘラケズリしている。

2542と2543はいずれも大形の半円形の体部に口縁

部が付く付頸鉢Bである。特に2542は、外面調整と

して口縁部から休上部に縦ミガキ、体中部以下に横

ヨガキ、内面調整として口縁部横ミガキ、体部縦ミ

ガキを施した精製の鉢で、外面の縦横ミガキの交点

には貝殻腹縁による刺突で加飾されている。

2545は、ハケ後粗い横ミガキを施した大型の有頸

鉢Aである。

2546は、把手付有頸鉢で、おそらく脚台を有する

ものであろう。

2547は、破片脊料であるが、鍔付の大きな注口部

を1本部にもつ特悦な形状を示す。土器群 4出土の
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1038と共通する。

2537 ~ 2541は、有頸鉢Cである。口縁部やイ本部文

様の特徴は受口甕と共通する。

脚付用・脚付小型用 (2100・2552-2558)

脚部が外反するものと、内彎するものがあるが、

これは有稜高杯などと朔式変遷の軌を-. にするもの

であろう。

小型用 (2561-2568)

口径が胴部径に優越する鉢タイプの精製の小型柑

である。底部が残存するものは2566のみが丸底で、

他は平底形状をとる。

小型無頸鉢 (2570-2601)

2570~ 2598が平底、 2600~2601が台付である。

このうち2570は、口縁部に片口をもった注口機能

を有するもので、休部に横ミガキを加えている。

小型有頸鉢 (2533・2569・2602"-'2606)

2602~ 2603が丸底の体部球形タイプ、 2604~2606 

は平底である。 2602は、体部穿孔を有する。

手焙形土器 (2607-2625)

口縁部がく字形を呈する 2607や2610・2611などは

体下部の突幣をもたないのに対し、受口系や S字系

では胴下部突帝（多くが刻目突幣）を有する。 2625

は、覆部に縦方向の沈線や沈線山形文による装飾を

もつ。

有稜高坪 (2626--...,2700)

このうち、 2646までが口縁部・脚裾部ともに外反

する V様式・山中式系のものである。この時期の有

稜高杯は、杯部の見込み部と口縁部における口縁部

の発達過程と理解することが可能であるが、 2626~

2631のような弥生中期の形態を残した口縁部が上方

ヘ短く屈曲するタイプからのその後の展開はーて通り

の方向に進む。即ち、 [l縁部が外反しながら長大化

する2640~2642の方向性と、口縁部の内彎化を経た

うえでその方向での長大化を進む2647や2648の方向

性である。前者はその後、当地域ではあまり発達せ

ず、主流はあくまで後者の内彎化するいわゆる欠山

式系高杯への方向性を辿る。なお、 2633や2646など

口縁部に波状文による加飾を加えるものや、 2636な

ど長い脚柱部に直線文を加える高杯は、尾張系の山

中式の影欝を受けた当地域の特徴であろう。

前述のように、 2648以下は、口縁部ないしは脚裾



部の内胃化が始まる段階の有稜高杯で、 2650~265

5といった rI縁部・脚部ともに長大化したものを経

てLJ緑部の内和:f'.長大化を維持したまま脚柱部の省

略による内彎形状を残した短小化へと進む。この後、

脚部は内付形状を維持する方向性と、直線化へ進む

方向性に分かれ、後者はさらに外反化へ向かう。 2

690~2700がこうした脚部の外反化が進んだ—ー詳で、

これらは杯部も見込み部が極端に小さくなり、 [J緑

部の長大化が進み、 2699や2700などは [1緑部も再び

外反化する。

打稜，凋坪は、以上のような大まかな変遷過程を辿

るが、 2681などは極端な脚i'mの偏‘ード化などこの流れ

からは約 r-ずれるものもある。また、見込み部が閉

じないなど悩台的な様相をホす2672もややイレギュ

ラーな形態を小す。なお、 ,]j地域の内彎系有稜高杯

は、前代以来脚部に直線文による）1U飾を加えること

が一般的であるが、もたないもののなかには2663の

ようにやや変遷過程の流れにそぐわない器形をもっ

I灌晶も{{在する。

なお、 2652は碗状翡杯のUR能性もある。

グラス形高坪 (2701-2718)

L悩分類に不したように、杯部形状はいくつかの

x-~)見がある。脚部は陥本的に外反し、 2704 や 2708·

2715など直線文や 111形沈線、ダiJ点文などによる加飾

を加えるものがある。なお、 2710は内彎II緑壺のwJ

能性がある。また、 2718は口緑部が極端に窄まる形

状をとるッ

碗状高坪 (2719-2739)

2720のような浅い杯部をもつものから、 2719のよ

うに半円形の深い杯部に内彎脚が付くもの、 2736の

ように口縁部が僅かに外反して加飾を加えた長脚の

外反脚が付くものなど杯脊[)形状や脚部にはいくつか

の形態がある。 2719~かを除き令1本に小振りの器形を

もつものが多く、 2738怜は後述の小刑高杯の範疇に

含ませるべきかもしれない。

小型高坪 (2740-2759) 

いわゆる有稜闘杯形状のものと碗状高杯形状のも

のに大きくは収敏されるが、必ずしもそれらの完全

な小朋縮小版としヽうわけではない。 2758と2759は他

に比べてより小さく、小月（!器台的なあり）jを示す I・.

樅であろう。桔本的に縦ミガキのものが中心で、横
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ミガキを桔調とする 2748や2758は少数派である。

高杯脚部 (2760.......,2781) 

一部に小刑器台の脚部を含む可能‘性もある。

2760·2764~2766 は外面に赤色韻料の付着が認め

られ、 2762は→部に漆の付着がある。小刑翡杯や小

刑の碗状高杯の脚部が多いものと思われ、櫛状具に

よる）~LI 飾や装飾的に小円孔を穿つものも存在する。

屈折脚高坪 (2782.......,2908) 

2782~2785は、屈折脚翡杯 G と分類したもので、

杯 Il緑部に太筋のミガキを粗い間闇で施す「、脚部は

2782のようにほとんど屈折せずに収めるものと、

2784~2785のようなりl らかな !nl 1111部をもつものとが

存在する。

2786~2789は、外伯i11: 上げに横ミガキを加えた近

畿系の布留形粕製，tjlィ；（屈折脚高i不Al である。

2791なども形状的には粕似するが、脚柱部に『l孔

を加えたり、縦ミガキになるなど異なるてんも H立

っの 2790は、外血に赤色韻料を喰布しているため、

ミガキの方向は不明である u 2792~2793 は縦ミガキ、

杯部が直線的でややイレギュラーな形態をもつ279

5は脚柱部に縦ミガキが施されている

2796~2815 は脚柱部内 lfri をヘラケズリする B 1、

2820~2835は脚柱部内而をナデ調整してシボリ痕を

残す B2、2816は杯htlf廿1部が突ヽ悶状をばする D、

2836~2851 は脚部の屈 1111 部が緩やかな大形闘杯であ

る F 、 2852~2854は杯見込み部が浅い碗状を小す E 、

2855~2863が脚柱部がエンタシス状に膨らむ C 、そ

れに 2864~2898が碗状杯を載せた H の形状 (2898 は

小刑）をとる-

2817~2819 は、 11: トがり的｛こは杯屈 IIll ; 駕に突ヽ間を

イiする Dの形態に類似するが、製作技術的には見込

み部に外斜面をイ［する擬Il緑を作り出した後、その

端部やや内側から Il縁部を付加して結果的として突

幣状となったもので、 Dとは別系讀である ただD・

E·F·G はしヽずれも大刑高杯で、 2817~2819 もこ

れらと類縁関係をもつものであろう なお、 2818は

赤色韻料による）~LI 飾をもつ。

2899~2907は、ややイレギュラーの形態もしくは

破片責料のため、形状細別が小分町なものを 4古し

た。このうち、 2907は、 ミニチュアといってもよい

小形の作りである。なお、 2908は、脚付杯とすべ苔



ものであろう。

器台 (2909-2919・2946-2948)

本遺跡出上の器台は少ない。そのなかで、 2917や

2918は受部に透孔を介するもので、北陸地域との関

連が想定される。また2909や2911は長楕円形の透か

しをもち、 2911はさらに竹腎やヘラ状具による加飾

を加えたうえに赤彩している。 B1形状をとる 2914

や2915は、貝殻腹縁による刺突も有する。

2916~2948は、小型ではあるが、粗製の器台 E で

ある↑ 各個による形状や調撃の差が大きい()

小型器台 (2920-2945)

形態）店を越えて、東海的な縦ミガキを晶調とした

ものがじ流であるが、 2925や 2931~2932·2941 など

は杯部に柚ミガキもイiする。

坪 (2949-3004)

l I緑端部のヨコナデの強弱による口緑端の外）jへ

の突出度の地いや、平底を呈する 2960や器高の高い

腰:r謁形状の2964~2965 など芯Tの形態差がある。ま

た、外rAi調整は晶本的にナデ・ケズリ調整を晶調と

するが、ハケをもつ 2959~2960 、 ミガキを加える

2989~2991 なども少数ながら u在する。

ミニチュアt器 (3005-3143)

法祉的にはややばらつきがある。

30()5~301,1 は小形壺に分類したものより明らかに

. [u[り小さく、その縮小版としヽった様相が強しヽが、

ミニチュア l忍恰とするよりは小形壺に分粕したほう

がしヽいのかもしれない（こうした法贔的な差況はあ

るが、 3005~3057 は壺及び小府肛1t のミニチュアい器

で、牛、):に 3038~3057は最も小さい 1作である C 加飾

広lI壺やIJ、j月I1緑壺など当地域に特徴的な壺のミニ

チュアも{{在する他、縦方向の穿孔を介する把手を

付）'.)llした、1肌頸壺である 3057などのやや特異な形態の

ものも{{在する，

3058~3116 は、党のミニチュア品である (3087 は

壺とすべきかもしれない））壺[11J梯に、法贔的にや

や）＜咽の 3058~3100·3113~3116 と小）利の 3101~

3112 (3114以ドの法屈はやや流動的）に分かれる()

このうち、 3094や3116などは S字甕のミニチュアで、

非‘常に興味深しヽ責料である（

3117~3130は、，心且不のミニチュア品である。碗状

高杯など弥牛後期～古墳初頒の時期の高杯を校した
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ものが多いが、 3128~3130のような屈折脚翡杯とみ

られるものもあり、特に3130は脚柱部が膨らむ形状

の高坪を校している nJ能‘性がある。

3131~3145 は、鉢のミニチュア品である。 3137~

3145などは手捏ね 1-.器にも多い辟形をなすが、 ミガ

キ調整による精製品であったりするなどしっかりと

した調整を加えて成形されていることから、ミニチュ

ア土悩として扱った。

手捏ね土器 (3144"-'3259)

底部穿孔をもつ3175は、 ミニチュア l忍記の可能‘性

も高い。一部にハケなど簡単な調整を施すものもあ

るが、陥本的に粗製のオサエ・ナデによって成形さ

れている C L器分類でも示した通り、大きく壺系や

鉢系などに収敏されるものもあるが、丸底球形のも

の（例えば3245笠）のように原形となったものが特

定できず、あくまで手捏ねl灌怜としてのみ{{在する

謡形もある。なお、欠損などによる流動的な側面も

あるが、法械的には、 ー）心 3146~3164 の大、 3165~

3182 の中、 3183~3259の小に分かれそうである＾

その他 (3260"-'3275)

整則の過程でイ＜注紅にもレイアウトから漏れた士

器を含む。このうち、 3262は、コップを倒立させた

ような円柱状の台である。あまり類例を見ず、 ,._器

としヽうよりはMらかの 1-.製品の可能'!''I:もある 、r他の

胴祁破片である 3275には、，沿細イヽ―明ながらヘラ状具

による線刻が存在する。

③ 韓式系土器と初期須恵器

【韓式系士器】

すでに SR2や SD1の付設施設. I虚仕lff出［の

ものはボしたが、六大 A遺跡では多贔の韓式系い器

が出!・.している C ここに提ぷした｝里［出 j・_のものも

その令てを網羅したわけではなく、）]ITT]部破片などは

適'1『選択して掲載した c ただし、把手につしヽては、

できる限り掲載に努めた「

令体的な傾向を述べると、六）： A逍跡出 tの韓式

系土憐には甕• 長Ill叫甕・把手付鍋．甑・ 有孔鉢・ 'I':

底鉢があり、特に甕と甑、把手付鍋の占める 'ifl]合が

大きいぐ焼成は、ほとんどが軟質系とされるもので

仙質のものは枷めて少なしぃ胴部に施されたタタキ

の柿類は格子タタキが大半で、ごく少数の縄祈文が

伴うこう f各子タタキと共に韓式系 l灌怜では・般的な平



行タタキは、本遺跡出士の韓式系土器でははとんど

存在しない。

甕 (3278-3297)

球形の丸底タイプで、頸部の屈曲部全体をヨコナ

デすることによって1本部から口縁部の移行部は明瞭

な稜を持たず、丸く移行していく。体部調整は格子

タタキのみを施したものが大半を占めるが、 3289の

ように格子タタキ後ハケを施したものも存在する。

内面は、ナデ調整を基本とするが、 3291のように底

部内面にオサエ痕跡を残すものも存在する。なお、

第122図は3281の破片がどの地悩から出土したかを

示した。

長胴甕 (3298)

本遺跡では、韓式系士器における長胴甕の占める

割合が低いのが特徴であるが、本例は胴部が直線的

に復元できることから数少ない長胴甕の例になるも

のと判断した。基本的な調整は、甕と同じである。

把手付鍋 (3299-3312)

把手のみのものは不確実さを残すが、内面のカー

ブの状況などから鍋と判断したものを含んでいる。

口縁部は、内面への強いヨコナデによって、外方へ

大きく開く。胴部は格子タタキを施した後、把手接

9 10 11 12 13 1鼻 15 18 17 

ーヤー一 ―1 --¥ 

K'~--

第122図 韓式系甕 (3281)の破片出土地区一覧
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合部の同じ高さで、 1条ないし 2条の沈線を全1吉］さ

せる。把手には、上部から切り込みが加えられるも

の、 F部から刺突が加えられるもの、その両方が存

在するものがある。残りのよい3299は、内面を板ナ

デ調整している。また、 3303は、外面に格子タタキ

を持たず、内外を粗いナデ調整し、把手に切り込み

や刺突も持たないが、焼成や全体の形状、痕跡的に

残った胴部横沈線の痕跡などから韓式系1-.器の系譜

に属するものと判断した。

甑 (33l 3"-'3332) 

把手のみの破片は、内面が上下に直線的であるこ

とから甑と判断した。 3313のような［」縁部が外方へ

屈曲する有頸のものと、 3332のように胴部と口縁部

の境界をもたない無頸のものがある。 3313は、格子

タタキを施した後、間隔の間いた 2条の沈線を巡ら

す。底部の穿孔には円孔と楕円孔があり、円孔のも

のには中央円孔が外周円孔より大きいものと同大の

ものがある。いずれも復元数であるが、大きさに差

異がある 3320は大 l孔＋小 7孔、 3321は大 l孔＋小

6孔、 3329は大 l孔＋小 5孔もしくは 6孔が配され

ている。これに対し、同大のものは3323が 1孔十 6

孔、 3331と3332が 1孔十 5孔、楕円孔をもつ3330が

円 l孔十楕円 4孔である。 3332は、格fタタキを施

さない板ナデおよびナデ仕上げの粗製の作りで、内

外に粘土接合痕を顕著に残す。

縄薦文タタキの甑か把手付鍋 (3333"-'3346)

原みに原薄 2種があるが、 E-0~R 8~12区か

ら出土しているものが大半で、個体数としては 1~

2個休程度になるものと思われる。

小型甑 (3347)

把手が口縁下のかなり高い位置にあり、小型の甑

と思われる。把手ド部には円形刺突がみられ、把手

は挿入法により接合されている。

有孔鉢 (3348"-'3354)

3348は格f・タタキをもつが、他のものはナデや板

ナデによる粗い仕上げである。底部の穿孔は、 8個

の小円孔がアトランダムに穿たれた3349、小円孔が

穿たれた小破片3351と 1孔十 4孔の3352、比較的大

きな円孔が 1孔十 6孔の3353、隅丸方形孔が 1孔＋

5孔穿たれた3354がある。 3350は欠損のため円孔数

は不明であるが、把手付有孔鉢である。



把手 (3355........,3380)

甑もしくは把手付鍋に付属すると思われるが、器

種不明のものを寸舌した。 3355と3356は先端が切り

落とされて面をもつ形態をとる。上部切り込みもし

くは下部刺突をもつもの以外でも、それらと胎土や

焼成が共通する同形態の把手はこの仲間に含めた。

平底鉢 (3381)

n縁部は内面への強いヨコナデによって外方へ大

きく開き端部に面をもつ。体部には格子タタキを施

し、底部付近にはさらにケズリを加えている。底部

は大部分欠損するが、かすかにいわゆるゲタ状圧痕

様の痕跡が残る。本遺跡で明瞭な平底鉢は本例だけ

であるが、阿形態の口縁部は他にも類例があり、あ

るいは他にも別個体が存在したのかもしれない。

胴部破片 (3382........,3400) 

器種は特定できない。破片は図ポした以外にも多

数出上しているが、タタキ原体の代表的なパターン

のわかるものを中心に抽出した。格子タタキは、

3382や3384の粒が本遺跡通11・の大きさで、 2383のも

のはやや大形の粒である。 3386のような細かいもの

や3395のような極細のものは少数である。また、

3397~3399は本遺跡では少数派の平行タタキを施し

たものである。

その他 (3401........,3410)

厳密には韓式系 t器といえるかどうかは微妙であ

るが、その技術的な影響を引いた軟質七器と、硬質

の韓式系t器の可能性のあるものを一括した。 3401

~3402·3410は軟質の甑である。タタキを有するも

のはなく、ハケもしくはナデ調整で、把手のみが遺

存した3410は把手先端形状が男茎を表現している。

3406は軟質であるが、鉢形状の粗製のものである。

3404~3405·3407~3409は硬質で、外面に格＋タタ

キ、内面に当て具痕を残す。

【初期須恵器】

六大A遺跡では、韓式系t器とともに多量の初期

須恵器も出土した。これは、現状では；』重県内で最

もまとまった資料であり、東日本でも最多量の部類

に属する。すでに SR2や SD1七器群出土のもの

はみてきたが、埋十．出tのものには類例の少ない特

殊なものも含まれているため、以下、少し詳しくみ

ていきたい。
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高坪形器台 (3411.......,3431・3433)

ある程度器形の復元が可能なものをみると、閥杯

部と脚部の整合部が輻広の3411~ 3412・3422と、接

合部の幅が窄まった3425~ 3431のグループがある。

ほぼ完存の3411は、高杯部は口縁部があまり外へ

開かず、低突帝と組紐文で加飾されたもので、脚部

は低突帯間に長方形透孔が直列配置されている。高

杯部上半が欠損した3412は3411の拡大版の形態を不

すが、脚部に波状文を加えている。ともに高杯部内

面にはかすかに円形の圧痕が認められ、無文当て具

等で押さえられた可能性がある。 3411・3412ともに

組紐文はいわゆる疑似組紐文にならず、横 s字を交

圧に連結していく正規の施文パターンで施されてい

るが、仕上がった文様自体は技術的には稚拙で、整っ

ていない。

3413~3421は高杯部破片である。口縁部片である

3413・3414は、 3411以上に口縁部が直線的である。

3414は口縁下の 2条の突帯間に斜格f文を線刻し、

下位にはスピード感に乏しい波状文を施す。 3415~

3417は、いずれも鋸歯文をもち、 3415はさらに波状

文も確認できる。 3418と3420は組紐文を施したもの

であるが、 3420はかなり崩れている。 3419は波状文

を施したかなり薄手の土器、 3421は沈線を挟んで1::.

に斜状沈線列、下に斜格子文を施している。鋸歯文

や斜格子文といった輔櫨使用の利点が令く生かされ

ない文様が多い。

3422~ 3431は、脚部片である。 3426が組紐文を施

すのを除き、脚部文様は波状文が多い。透孔は、

3423 ~ 3424・3427が長方形透孔を千烏式に、 3425が

三角形透孔を千鳥式に、 3428が中段に長方形透孔・

ド段に円孔を「烏式に配するのに対し、 3430は三角

形透孔を直列式に、 3431は上段に長方形透孔・ド段

に逆三角形透孔を千鳥式に配する。なお、 3426には

脚部と高杯部の接合を容易にするための線刻があり、

拓影も図示したが、これは3411などにおいても認め

られた。

3433は、上記のものとは異なり、円柱状の脚部を

もち、先尖楕円形の透孔を穿った器台で、 2条の沈

線と波状文が確認できる。時期的にやや新しい所産

であろう。



筒形器台 (3432・3434)

3432は、小破片を復元的に図化したもので、高さ

はもう少し低くなる可能性が高い。しかし、細めの

円柱部に 2条突悩と千鳥式に配された鍵形の火焔透

かし、スピード感に乏しい波状文が施されているこ

とは確認することが可能で、半球形の脚部にも突幣

を挟んで下に円孔、上にド向きの火焔透かしをT-鳥

式に配する 0 最下段の 1リ孔は、上部に極細ながらか

すかな縦沈線が人っており、火焔透かしを怠識した

ものかもしれなし、。火焔透かしの確認、は、 : -屯県で

は初めてである。

3434は、鍔のド部に先端が尖る火焔透かし列を配

したもので、鍔が付/Ji[された内面は、ユビオサエの

痕跡が明瞭に認められる。行見によるかぎり類例を

知らなし¥0 

筒形士器 (3435)

小破片のため、イ渭明な ;';:r;分も大きしヽが、漏斗状の

器形に鍔を付 }JU した筒形i~1監であるへ筒形悩台の可

能ヤj:_もあるが、 3435などは悩形がかなり大形である

ため、器台よりも筒形 t器の"r能‘性を者えた勺

長頸壺 (3436--3437)

3436は、端部を欠損するが、 IJ頸部片であるに突

僻間に複合鋸歯文、そのドは 2本の縦沈線間に縦 2

iiい］の円形スタンプを配し、最下段を突幣で受ける，

内面には顕吝なユビオサエ痕跡が残り、この土器が

単．なる轍櫨成形のみに拠っていないことを不してい

る（）胴部以卜.は欠拓のため小・明だが、口頸部文杜は

祈羅的な様相である。

3437は、小破片のため復元の部分が大きいが、ロ

緑部は直I11 I緑的で、 2条突ヽ間を挟んでド向きの鋸

歯文が 2段と紺紐文が施されていることは確認でき

る 図上では、イ本部は月の張った器形に復｝じできる

が、多少焼成時の歪みがあるのかもしれない s

台付無頸壺 (3438)

脚i'鳴や U緑部が欠損した小破片であるが、球形の

休部に復｝じでき、台付無頸壺になるものであろう。

休部は I・.位より無文部・突幣・波状文・突僻・密按

の斜状沈線列と配される, I灌恰表面がかなり磨滅し

ている

壺 (3439--3454・3544--3547・3552)

店 r-初期須恵謡の範貼に人らなしヽ祈しいものを含
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んでいる nf能‘性があるが、大阪府陶邑・大庭寺遺跡

の分類に1・1い", Ll径30cm以下の外）又U緑をもつ壺

甕類を壺として扱った。

3439や3442・3446のような頸部から口緑端部まで

を途中の区圃なく サ應で外反させるものと、 3440や

3443・344 7のような途中降幣により II頸部を上ド 2

段に区両するものがある 0 3444は、中段のJnr:文部を

挟んでLl頸部を I・.中下の 3段に区111Jjする（）

口縁部の形状には、端部にヨコナデによる外斜lrri

をもつ3439~3442のような•群と、＇）ミらせて終わる

端部の直ドに降瞥をもつ3446や3448に代表される＾

群、[J緑蝙部を丸くおさめ直ドに丸めの突僻をもっ

3544などがあり、 3447のようなやや肥肘化した口縁

端部をもつものは時期的にはやや後出するものであ

ろう。このうち3440は、 II緑外面にタール状の湘脂

の付着物があり、焼成時に付着した可能‘「生が衿えら

れる。

胴部破片である 3452と3453は、休部に沈線で区圃

された波状文を施した！．．器で、 3452は最 I・.段にダLJ、1,1.f、

文も施す C 3453の内面は、ユビオサエによる成形の

痕跡も閑孔柑である。底部破片の3451は、極めて細か

い格 T・タタキをみることができる一

なお、 II緑部片3450は、焼成は軟質、つまり上帥

監であるが、口縁端合心の形状などは3446などと酷似

しており、初期須忠器の技法で作られた 1頂rli化仕とし、

うことができ、ここにレイアウトした J

脚付環状連結四連聡 (3455......... 3456) 

3456のほうがやや大形であるが、 ITTJ形態であるし

4個の小壺（うち 1個は聡形態）の底部を穿孔して

中喉の環状部と連結し、さらにそれを知く外反する

脚部で受けるという極めて牛が徴的な！：悩である。脚

部には、長力形透かしを穿ち、端;~:,)を丸く収めてい

るっ小壺は、 II縁;';心とイ本部は•連のヨコナデにより

成形されているため燒界がイ :ヽ1リl瞭で、むしろやや内

彎気味の [1緑 L段部が稜により明瞭に1べ両されてし、

るu 小壺存1;と環状部の接合のためのユビオサエの痕

跡も顕杓である なお、 3456は、小壺部分がNtit歪

みによる変形をかなり受けている

樽形聡 (3457........,3458) 

いずれも小破片で、 II縁部は欠担するが、栢形聡

と認識した万いずれも沈線間に波状文を施す。 3457



の波状文は小振りで繊細、 3458のものはスピード感

に欠いたやや大振りな波状文である。

脳もしくは小塑頂口壺 (3459"-'3476) 

口緑部がいわゆる―．重口縁状を呈して胴部に円孔

を有する聡と、直線的な口頸部を隆帯によって 2段

ないしは 3段に区画する小刑直口壺を一括してレイ

アウトした。いずれも繊細な波状文による加飾をも

つものともたないものがある。

3459は、かなり湿った状態の時に成形されたと思

われる 1点店で、ロクロナデによる砂粒の動きが顕著

に残る。 3465は、口緑部ド段に細かい波状文を密接

に施文するへ 3471は、口緑部に焼成時かと思われる

湘脂が付着している。 3476は、胴部の円孔と波状文

のド位には 2条の小突幣が巡る。なお、 3462はやや

大形で、大形聡になるものかもしれない。

大形脳もしくは直口壺 (3477 ,..__, 3488) 

3477~3481·3486が而口壺、その他が大形胚の形

態をとると息われるハ

直II壺は、 II縁部が横方向の小突瞥によって 3段

に分割され、 3477はその中段に波状文が施されてい

る。最も大形の3486は、休 I・.部に手持ちヘラナデ、

休ド部に無文板状具による圧痕が認、められ、底部に

は砂粒痕がみられる 3

大形趾は、 3485などカキメを施したやや祈しい所

咤も含む C 3483は、イ本部内面に顕著なユビオサエ痕

跡が残る他、底部にはタタキの‘りて具痕跡も残る。

3484や3487とともに、イ本部）成形にタタキが用いられ

たことをぷすものであろう。

有蓋高坪蓋 (3489"-'3490)

上端部に）く井部と区画する凸幣は外側へ突出し、

端部は丸くおさめられている。残りのよい3489は、

）旦井部がやや丸みを幣びており、ほぼ中央に直線文

が人る、

高坪 (3491"-'3526) 

確実な有蓋翡杯は3494のみで、残りは脚部のみの

残存か、無盈閥杯であるっただし、時期的にやや後

出するものも含む。

h暮砂杯3494は、 Il縁端部や受部端部などが丸く

作られており、やや長めの脚部には低い隆管を作り

出してその上部に長楕円形の小孔を穿つ。

3491は無盗高杯として扱ったが、益の可能性もあ
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る。口縁部は端部に受部状の緩やかな段を形成して

外面に 2段の波状文をもち、 ド部外面に列点文と直

線文を施す。脚部は下部が緩やかに外反し、端部を

丸くおさめる。赤褐色系の硬質の焼成である。

3492も有盗高杯である。杯底部に波状文を施し、

脚部には先端が尖った長楕円形の透かしをもってカ

キメを施している。

3493·3495~3507は脚部責料で、無益か打盗かは

確定できないが、非常に興味深い；資料を含む。まず

3493は、脚部中央の隆幣悩 l由iより 1-.に小さな縦位の

方形刺突列を穿つ。刺突は貰通しない。内面に顕著

なユビオサエの痕跡が残り、脚部が丁：延べによって

も成形されたことをぶしている。 3495は、前述のイi

盗高杯3494の脚部と共通し、脚中央に長楕円形の小

孔をもつ。 3496は、短脚であるが中央の降幣で区両

された卜下に 2段の長方形透かしをもち、 ド段側透

かしのドも隆俯で受ける。 3500も、 3496と[IT]様のも

のであろう。 3497・3499・3502などは、脚端部の特

徴や脚桐と脚柱の境の降幣など卜はじの3493~3496 な

どと特徴を同じくしており、ほぽfii]時期の所産とみ

てよいであろう。 3505も、途中の降幣こそないが、

端部の特徴は同じである。その他のものは、端部の

肥厚化傾向がはじまっているものなど、 ¾'i F糾しい

要素を含むものもあるっ

3508は無盗高杯、 3509は七師悩的な形態を閑した

高恥であるが、 3509の杯部内ItriにはI,iJ心円のタタキ

判具痕が残る。

3510は、焼成はJ-.師悩であるが、脚部端部や脚 i、¥ii)

と杯部の接合を容易にするため刻まれた Ii:iJ心円状の

スタンプ痕跡の{{在は、初期須恵器の技法と共通し

ており、その技術で穀作されたtftrli悩としてここに

レイアウトした。

3511~3526は、無益高杯である。初期須恵悩とは

いえないやや新しいものも含むが、 fiiJ 忍仕種で一括

した。このうち3511の杯底部内血には Ii:iJ心円のタタ

キ判具痕が残る。

提瓶もしくは把手付碗の把手 (3527......,3532) 

胎土や焼成の特徴が他の初期須恵器と Ii:iJ様なもの

と、皿 a層出上のものなど層位的にl'・位から出士し

ているものを中心にす翡定した。ただし、新しい時期

のものが混じっている刈能‘性も否定できない。



小型碗 (3533,.,._,3534・3537"-'3538)

いずれも小破片で、 3534は無蓋高杯の可能性．もあ

る。 3533は、口縁部に無文部、胴上部に 2段の繊細

な波状文を施す。

小型坪? (3535"-'3536) 

中央部が膨らむ算盤状の器形をもったもので、

応小刑の杯の可能性をぢえた。中央は受部様に外側

にやや突出し、その上下に方形刺突をもつ。底部が

残る 3536は、底部を手持ちヘラケズリしている。

坪身・坪蓋 (3539"-'3543)

3539は羽釜状の器形を閑するため、やや占いもの

であろう。他のものは全体にやや新しいが、 3543を

始めとして端部を丸くおさめるなどシャープさに欠

けるものを 4 括した。このうち、 3542は犬井部を手

持ちヘラケズリしている。

甕 (3548"-'3551・3553,.,._,3555)

前述のように、 LJ径30cm以上のものを甍として扱っ

ている。破片数は多いが、ある程度特徴の明瞭なも

のを抽出して図示した。

口緑部片では、端部を丸くおさめて直Fに丸い凸

幣をもつ3549~3551·3553~3554 と、口緑端面にや

や面をもつ3548がある。 3555は、時期的に後出する

可能性もあり、初期須恵器といえるかどうかはやや

疑間である。

大甕 (3556"-'3559)

3559は、令体に歪みが大きいが、イ本部外面には格

fタタキ、内面には無文渭て具？の痕跡を有する。

また、 3556も1本部内面に無文甘て具らしい痕跡が確

認できるが、外面は無文である。

c 古墳時代後期～古代の土器

初期須忠器を除く古墳時代後期から古代の須恵器

とげrli器を扱う。

【須恵器】

初期須恵器を除く、煩恵器を一括する。本来は、

占墳時代のものと古代（歴史時代）のものに分別す

べきであろうが、壻位の堆積的にも型式学的にも連

綺性が高いので、実年代はともかく、 J不益と杯身を

除き、 寸丙して扱った。

占墳時代タイプの坪蓋 (3560"-'3597)

X井部と口縁部を分ける稜部分や口緑靖部にシャー

プさをもち、天井全面に「寧なロクロケズリを施し
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た3560や3561から、法屈が小さくなって）旦中部をヘ

ラ切り後未調整にしたままの3597までの、いわゆる

古墳時代タイプの杯蓋を一括した。

このうち3561や3566などは、 II縁端部からやや r.

がった位置の内面に沈線が巡る。また、 3575は犬井

部内面に同心円のタタキ当具痕が残る他、 3584は犬

井部外面にヘラ叫号がある。

3594~3597は非常に歪みが大きく、さほど遠くな

い場所に窯跡が存在した可能性を想起させる。

古墳時代タイプの坪身 (3598-3663)

いわゆる占墳時代タイプとされる杯身側に受部が

付くものを一括した。

各部位がシャープに成形され、底部のロクロケズ

リも T寧な3599から、法屎が極端に小さくなって立

ち上がりも短小な 3662~3663 まで、様々な形態のも

のがある。法罹が小さくなったものは、底部のロク

ロケズリも省略し、占墳時代タイプといっても 11-t年

代的には 7懺紀以降であろう。

このうち、 3613は、底部上半に波状文による装飾

がある。 3605や3616・3623・3630などは底部外面に

ヘラ記号をもつ。 3637は、底部にヘラ切り痕が顕杵：

に残る。

大形坪 (3664-3665)

古墳時代タイプの杯身の大形品であるが、あまり

に大形化しすぎて通常の型式変遷の流れのなかに乗

るかどうか疑問があったため、大形恥として独立さ

せた。ロクロケズリの範囲や受部の立ち]・.がり具合

といった全体的な調整の特徴は、 6~7 世紀の古墳

時代タイプでも比較的新しい時期の所廂であること

を連想させる。

有蓋高坪蓋 (3666-3675)

天井部と口縁部を分ける稜線がやや退化し、沈線

化もしくは稜の消失したものが多い。 3667の）く井部

にはカキメも施されている。また、 3674のkJ卜部内

面には同心円のタタキ当具痕が見られる。

高坪 (3676-3712)

坪部が欠損していて有悩か無蓋か不明なものも含

むが、 3676~3692 は有蓋高杯、 3695~3712 は無倫高

杯と者えている。

有盗高杯は、脚部にカキメを施したものが多く、

確認できるものはすべて短脚 l段透かしである。脚



部の透かしは、 3677 や 3679~3681·3688のような長

力形を陥本とするが、三角形透かし? (3676) や円

形透かし (3678·3682~3684) 、小力形 (3685) の

ものや無透かしのものも多い。また、 3685や3692に

は、杯底部内面に同心円のタタキ当具痕が残る。

3693~3694は、長脚タイプである。欠担部分が大

きく、有盗か無蓋かはわからない。

3695~3707は無盈翡坪であるが、 •部、初期須忠

器併行のものを含んでいる可能性がある。

このうち、 3695は脚部が 2段に屈曲するもので、

やや古い時期の所栢であろう。 3696も、長脚 2段透

かしの高杯であるが、通有のものに比べて法塁が極

めて小さい小型品である o 3701~3702 も伺様の特徴

をもつ。 3699は、脚部は祈しい感じがするが、坪部

は!・.師器の高杯を校倣したような形態をとる。

3708~3712 は、脚部のみの残 {-f: であるが、おそら

く無祉高杯になるものであろう。 3708は下段が一：角

形透かしで、上段の切り込みのみのものと T・島式配

列をとる（）

臆 (3713-3730)

I I緑部が長大化したものから、 ij/lij部円孔部が突出

して注口化した歴史時代のものまでをす丙した。

3714~3716は頸部に波状文による装飾をもつもの

で、 3716は光沢を幣びた特徴的な焼成をしている。

3722は、日孔を穿った時の粘上が土器内面に入った

まま焼成され、鈴状になっている。 3722~3724 は、

底部にヘラ記りをもつ。 3728~3729 は、底部に高台

を行するもので、歴史時代の所産であろう。

短頸壺 (3731-3735・3754)

やや偏半気味の1本部に、り・.¥Nもしくは外傾する短

いLJ緑部を付けたものを寸舌した。 3731には屑部に

刺突列が巡る。また、 3734は、底部外面に平行タタ

キ痕が残る。 3754は、他のものとはやや異なってや

や長めの[1縁を行する細頸タイプのものである。

小型有頸鉢 (3736)

やや偏平の丸底鉢形状から、短く外反する口緑部

が付くものである。

長頸壺 (3737,....,3742)

3737は、脚部の•部が欠損しているものの、脚部

に二角形透かしを穿った長脚の長頸壺で、全面を波

状文で装飾殷かに覆う。 3738は、 3737に比べて屑部
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の張りが増した器形で、屑部に沈線とその直 I・.に斜

格f・文、その卜下にカキメを施している。

脚付坪 (3743) 

高杯という程高くはない脚部を付けた歴史時代タ

イプの杯である。

平瓶 (3744......., 37 46) 

3744はやや大形、 3746は小刑品、 3745は破片責料

である。 3744も欠損部が大きいが、 1本部にカキメを

もち、イ本卜．部に円形浮文の貼付による装飾をもつ。

提瓶 (3747--3751)

大形品の破片である3747や眉部の把手が退化した

3749など、破片資料のみである。

小形碗 (3752)

1本部を沈線により t下に区圃した小形品である c

コップ状士器 (3753)

底部の化ち卜＾がりが不明瞭なコップ状を呈した小

形品で、外lfliをケズリ調整する。底部内 lfliに刺突痕

が残る。

蓋 (3755.......,3764)

通有の杯の悩とは ti「•趣を沢にしたものを•括し

た。 3755~3757は、返しの付かないもので、 n縁部

がやや内側へ内傾する。 3758は、翡台のない杯のnr
能性もあるが、天j卜部を非常にT寧にロクロケズリ

していることからそちら側を I・.と考・ぇ、盗とした。

3759~3762は、端部に大きな返しが付くもので、長

頸壺などの塙になるものであろう。ツマミを持たな

し、 3759~3760 と、ツマミが付く 3761~3762がある。

3763~3764 は、返しはないがツマミ付きの盗で、 3

763は丸みをもった）(1-. 部、 3764は短く直線的な）く

井部をもつ。

歴史時代型坪盗 (3755.......,3775・3792.......,3794)

3765~3775 は端部に返しが付くもの、 3792~379

4は端部の返しが消失したより新しい段階のもので

ある。いずれも返しの突出度やツマミの形状、器形

の高さなどに差異がある。

歴史時代型坪身 (3776.......,3791・3795,.......,3823)

3776~3791 は無高台のもの、 3795~3823は高台付

のものである。

無高台のものでは、 3778は立ち上がり部中央に沈

線が巡り、イ本部をr.下に区圃している。 3786は、底

部と立ち卜カゞりの境が不明瞭で、広めの碗的な形状



を取る。

3789~3791 は墨書「．器である。 3790 と 3791 は厳密

には高台の有無は不明である。 3789と3790は「嶋」

とみられるが、 3791は「酉」が欠けたようにも見え

るが欠損のため明らかにはしえない。なお、「軋月」

墨書は、後述の3840にも見られ、六大A遺跡では 3

例が確認される。

高台付のものは、 3807のような小刑のものから 3

815のような大刑のものまで、法贔の大小が大きい。

3816~3823は黒湘 L器である C 3816は不明瞭なが

ら「●」晶り、 3817は文字らしいが判虚イ＜能、 381

8は「北J、3819は「口：」、 3820は文字らしいが欠

損のためイ＜明、 3821は化様記り、 3822は「口日」、

3823が「調」？である。このうち3822は、 1字 Hが

不明であるが 2字日が H、すなわち部であることは

「O{m」という人名を示すものかもしれない。

脚付鉢 (3824"'-'3825)

外側へ広がる脚に内彎気味の鉢を載せたものであ

る。 3825のほうがやや深い、

脚付碗 (3826"'-'3827)

3826は、やや内彎気味の半球状を呈して外面にカ

キメをもっつ 3827は、ややド膨れでカキメをもった

グラス形の碗部を吊する。

碗 (3828"'-'3830・3851)

やや淵形に菜沢があるが、底部はいずれもケズリ

調整する C) 3851は,,・半分にカキメが巡る 2

短頸壺 (3835"'-'3837・3864)

屑存r;が伽り、 II 緑部が短く立直するものを•括し

たn 最も残りのよしヽ3837は、小刑で、 LJ縁部が短小

に立ち I・.がるタイプである 3864は破片責料のため

耳が付く可能,,生もあるが、一応、やや大刑の短頸壺

としておく

鉢 (3831"'-'3834・3838"'-'3844・3917) 

無頸や打頚、浅鉢や深鉢など形態の差が大きいた

め、鉢類として•括したりまず最初に焼成について

触れておくと、 3833~3834·3839~3840は須恵器で

はあるものの、生焼けでt-.師器的な色 ~J~] を呈する。

3831~3833 は、 l J縁部が短く外反する曲線的な器

形で、 3831は府部にカキメを行する。

3834は外反する口緑部をもつ有頸鉢で、府部にカ

キメをもち、それ以下はロクロケズリする丸底の鉢
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である。レイアウト I・.は離れた位置に置いてしまっ

たが、 3917も小刑有頸鉢で、こちらは平底である。

3838~3839 は、大聞の無頸鉢で、 f l縁部は欠損す

るが3839は碗3827を大型化したような器形をなす。

3838は、 II緑外面が無文部となり、沈線で 1ズ軋Jjした

ド位にカキメを施した、いわゆる鉄鉢である。

3840は大｝利の平底深鉢である。底部からの立ち］：

がり部分に横位で内かれた「鴫」の墨内がある。

3841~3842 は把手付鉢であるが、 3841 は半球形の

丸底鉢、 3842は平底の把手付浅鉢である。

3843~3844 は、大刑の有頸鉢である。特に 3844 は

大朋で、口径がijltij部径よりも大きく、イ本部にはタタ

キ後カキメを施している c

甑 (3845-3847・3860・3895-3898・4366)

3817 は甑となるか疑間もあるが、 3845~3847は休

上部にカキメを施して 1本ド部の内外血をケズリ ~/ti] 東侶

した小形の甑である。 3846と3847は1本部中央に凹線

が巡る。 3860 と 3895~3897は大型の甑で、外 [(rj にタ

タキを施し、内面にタタキ受けの‘片具痕が残る。

陶臼 (3848-3850・3852-3855)

分原い底部から▲且くびれた後に外傾して I・.Jiヘ

延びる陶臼である。 3853~3855のように底 [(Ii に刺突

を加えるものが多いが、 3852のように加えないもの

もあるぐまた1圃休による法絨の烙も大きし、ヘ

鍋 (3856-3859・3861-3863)

3856や3857のような把手付のものと把手の付かな

いものがあるが、破片責料の場合は把手のイi無は判

断がつき難い。器形は、 3863のみ II径が!Jin]部径に優

越し、 3859は「l径と胴部径がほぼ圃大であるか、他

のものはH耐訊径がn径より大きい。外面にタタキ後

カキメを施すことを基本とするが、 3861のようにカ

キメを省略しているものもある—

耳付壺 (3865-3868)

肩部に耳部をもつ知頸のイ本部球形形状のものを

括した。いずれも外面タタキ調格の大吼品で、 3866

~3867 は四耳壺、 3865 と 3868は及耳壺となる u 3865 

はやや II頸部が長めの内門形状で、 II緑中央に 3条

の沈線を施して II緑部を I・.ドに悩両している。且部

は、 3866は}j形板を貼付して円孔を穿つが、他は浙

面円形の棒状のものを貼付し、アーチ形に Lドを渡

しきらず、 ド部を浮かした形状をなす c



横瓶 (3869-3870)

外面にタタキ調整した横瓶で、 3869はその後に縦

方向のカキメを加える。 3870は大形品である。

壺もしくは小型甕 (3871-3883) 

L1径20cm以下の[]頸部が外反する短頸のもの、も

しくはイ本部の張りが弱く腰閥のイ本部をもつ短頸n縁

のものを•括した。このうち 3874 は、頸部が細く締

まった細頸壺ともいうべき器形を呈する。 3889は、

11径がやや大きいが、勝高の胴部に復元できそうな

悩形で、 1本部内面に顕著な無文当具痕が残る。

甕 (3884-3894)

口緑部が大きく外反し、球形もしくはやや肩の張

る 1本部をもつものを•括した。陥本的にイ本部はタタ

キ調格で、さらにカキメを加えるものもある C LI頸

部は無文のものと、波状文による装飾を加えるもの

がある。 3892~3894 はいわゆる大形甕で、 3894 は底

部に別個休の破片が融着している (l

円面硯 (3899-3903)

3899は、歌脚部付［巻］脚円面硯ともいうべき大形品

であるでまず、透かしや貼付物のない園脚円面硯に

限脚部を貼付し、その後に獣脚;mと獣脚部の間に透

かしを穿つ c 獣脚部は、爪の表現も残る非常にリア

ルな作りで、小さな粘,-_塊に刑押しによる文様の表

出が行われている。透かしは令部で16孔あったと推

定され、桁 1リ透かしと卜文字透かしという 2種類の

透孔が穿たれている 確認、できるほとんどが杓 1り透

かしで、 ・ 部に 1・文字も穿たれてしヽる。硯面部は-

部焼膨れもみられ、あまり使用した痕跡は認められ

ないし硯 [(!jと外提でじ字溝を形成するが、外提は欠

担のためどこまで立ち上がるかは不明である。また、

外提のド；孤に凸幣が巡り、そこに喩立てと椎定され

る突起物が貼付されているが、欠損のためその形状

はイ叫月である

3900も、大形品である e 外堤は低く、硯面との間

に内血凸提が付く。脚部は欠拍しているため高さは

不叫だが、細長い長）j形透孔が穿たれている。

3901~3903は、比較的小咽の円面硯で、いずれも

力形透かしをもっ一

転用硯 (3904-3906)

3904と3905は杯底部外面に、 3906は杯益内面にそ

れぞれ墨痕がみられ、転用硯として使用されたもの
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と見られる。

三足壺 (3907"'3911)

3907~3910は、刻みを人れて獣脚とした脚部を丸

底の壺F部に貼付したものである。 n緑部は欠損す

るが、円形もしくは桁円形のイ本部に長頸が付く瓶形

態になるものと思われる。 3911は、刻みのない偏平

な脚である。

異形壺 (3912)

桐部に 4単位の降幣が巡る異形の小形壺で、頸部

は締まっているので細頸が付くものと思われる。底

部は欠損しており、このまま終わるのか脚付になる

かはイ淵月である。

碗 (3913-3914・3916)

大小の須恵辟碗である。 3916はいわゆる小碗で、

圃形態の緑釉陶器の原形のような形状である（

皿 (3915)

底部をヘラケズリしたlillで、 Jr/手の作りである(

【土師器】

1IIl (3918-3936) 

11径が20cmを越える大吼のものと、 20cm以ドの小

刑のものがある。口緑部が11、J乎りしてくるものが多い

が、 3929のように口緑外面にヨコナデを施して II縁

部が外反するものもある())店本的に柏製のものが多

く、内面に放射状賠文や螺旋状賠文をもつものも多

い。底部は基本的にヘラケズリしている c

if (3937-3952・3963-3976) 

3937~3951 は枯製の杯で、 3951 は，心j 台を f'j: うイi台

杯である。内面に放射状賠文や螺旋状賠文をもつも

のも存在する。 3937は、平jU_な底部からイ本部が !・.)j

へtr直気味に立ち!・.がる。 3938や3941は、 lI縁端部

内面に強いヨコナデが施され、 II緑端部がやや肥Iば

する。 3949や3950は悩形的に底部と 1本部の樅界がや

やイ＜明瞭である。また、蒻台付の3951は、底部外lfli

に「xJ日）を線刻しているで

3952も打台杯であるが、調整にミガキを伴わず、

陥本的にナデ~)い］格である。底 ;}I)外面には、全1本にや

や薄いことや後!11:の傷もあってややイ道）j瞭であるが、

線刻文字が什在する。高台にかかる部分の線刻も文

字とすると 3文字となるが、 r. 2文字を 1字を分割

したものと考えると全体が 2文字になる。前者の場

合、［夫人人（もしくは水）」あるいは「が人（もし



くは水）」、後者の場合 I奉人」あるいは I奉水」と

なる 11J能性がある。いずれにせよ、文字としてはあ

まりこなれておらず、文字に習熟したものの手にな

るようには息えない。「夫」を含むものであれば、

「夫」は「夷」の異休字であることから蝦夷との関

連が、「奉」を含むものであればなんらかの祭祀行

為 (2文字目が「水」なら水の祭祀）に関わったも

のの 11f能性がある 90 

3963~3976 はナデ・オサエ調整の粗製の杯で、

3975と3976は大刑である。 •部、古墳時代中期の碗

状杯を含むかもしれない。 3963の底部には木葉圧痕

がみられる。 3966 や 3970~3971 のように底部と 1本部

が明瞭に分かれないものと、 3972や3973、大形杯

3975や3976のように明確に分かれるものがある。

高杯 (3953--3962)

J-. 部に盤を積載する 3953も含めて、高杯に一括し

た。 3953を除いて脚部のみの破片である。 3953は、

盤内lfliに放射状陪文と螺旋状賠文をもつ。多くの 1-.

料が脚部を面取りにより成形しており、 3954には面

収り後の脚柱部にミガキを人れる。

多孔鉢 (3977)

休上部に横位に円孔列を付する特異なt悩である。

甕 (3978--4007)

＾部に弥生～古墳時代のものを含んでいる可能性．

がないとはいえないが、 ・f, 心、占墳時代後期以降と

判断した。法祉が小 (3977~3983)· 中 (3991~

4003) ・大 (4004~4007) と分かれそうであるが、

4001や4004・4006などは口径がイ本部径に優越する鉢

形態をとる。外1fli調格は晶本的にはハケ調整である

が、 4002や4003は下半部をヘラケズリする。内面は

ハケやナデjj}い］格のものが多いが、 4003や4007などは

ヘラケズリ調柩している。

甑 (4008・4012)

把手をもつ休部がやや直線的なものを甑とした。

残りのよい4012は、外面をハケ調整、内面上半をハ

ケ、ド半をケズリ調整する。

把手付鍋 (4009--4011)

把手が付くが、イ本部がより球形を指向するものを

鍋とした。[I緑部はヨコナデしてハケを消し、体部

にはタテハケを施している。
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把手付士器 (4013)

小さな深鉢形状の上器に把手を挿人した t-.器であ

る。ナデ調整に拠っている。形状的にもあまり例を

見ない土器で、あるいは翰式系十．辟の系譜に属する

ものかもしれない。

把手 (4014-4015)

小さな把手が 2個存在する。特に4015は、ミニチュ

ア的な壺の~~]部最大径の部分に横長の把手を横位に

貼付し、中央を縦方向に穿孔する形態を取る 3

志摩式製塩士器 (4016-4019)

平底の鉢形態をとる志摩式製塩!・.器である。内外

面ともにオサエや板状 L具によるナデ調整のみの粗

製の作りで、輪桔み痕も顕芳である。

知多式製塩士器 (4021)

筒状の長い突起形態を有する知多式製塩土悩であ

る。本遺跡では、この 1/.(のみを確認できた C)

【緑釉陶器】

碗 (4022-4025・4027-4029)

法屈に大小があり、 4022~4023·4029 は小碗で、

なかでも 4023は把手付である。

段皿 (4026)

内面に段をもつ段1IIlで、貼り付け高台である。

【黒色士器】

黒色L器は、いずれも内面のみが漆黒色を閑する

A類である。以ド、器種毎にみていく。

鉢 (4030)

横方向の細かいミガキを施した薄手の鉢である。

fl緑部にヨコナデによる面をもつ。

杯 (4033-4035)

底部から体部の立ち上がりがやや不明瞭な4033・

4035と、明瞭に屈曲する 4034があり、 4035はイ本部に

高台をもつ。

碗 (4031-4032・4036)

4041は、 n縁端部の処則）j法が杯とした4034と共

通しており、あるいは杯とすべきかもしれない。最

も残りのよい4036は、内lfirイ本部に螺旋状の賠文がみ

られる。

【灰釉陶器】

瓶 (4037)

球形の体部に外］又する長頸の LJ頸部が付く。頸部

と体部の境界となる＜びれ部分は隆幣状に盛り上がっ



ている。

鉢 (4038)

高台が付く鉢である。外面はT寧なロクロケズリ

が施されている。

fill (4039"-'4040) 

4039はわずかに彎曲しつつ斜め上方へ、 4040は泊：

線的に斜め卜;}jへ延びる。 4040の高台は、丸い紐状

を呈した低い形状を呈する。

碗 (4041"-'4046) 

底部外面に墨苫のあるものを中心に図示した。

4041~4043 は「●」、 4044 は「大川」と墨書されて

いる。 4045は、欠損のため文字か記号か判読不明で

ある。 4042のみ高台が丸い紐状形態のものである。

耳fill (4047) 

体部両端を内側へ折り返した耳lillで、底部外面に

「X」印を線刻している。

d 中世の士器

【陶器】

山茶碗 (4048"-'4098)

図ぷした遺物が山茶碗の全てではないが、忠書を

もつものが目立つ 10。なかでも注目できるものは

4076~4078の 3 点で、これらはいずれも化押を墨書

したものとみられる。 4076は、底部の内外に墨書が

施されたもので、その形態は旧河道 SR2出 tの5

71 とも類似する。 4077と4078は共にイ本部側面に記

されたもので、非常に達喩な喩連びである。ひらが

なで「いし」と書いたドに花押を施す。六k.A遺跡

の[]]茶碗墨閃は、上器側面の例は花押であることが

多く、それでいうと 4079も化押の可能性がある。

この他、 4048が「又」、 4064~4066 は 564 などと同

じで「ます」であろう。 4067が「田」もしくは「里」、

4069は底部外面に横位．に「土土」、 4072は底部外面

に「以」 もしくは「東」、 4093はイ本部側面に「吉」

と忠消されている。他のものには、津市用前遺跡出

土品と共通する記号 IIやいまひとつ判読できない文

字がある。

山茶碗小碗・山皿 (4099"-'4116)

ilJ皿にも忠書されたものが多い。いずれも底部外

面に出甚されたもので、文字として判読可能なもの

にt、4100カゞ 「]j」、 4101は 「大」、 4105が 「卜」、

4106が「・」で、この他に記号文や欠損などのため
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判読不明の文字がある。

墨書をもたないものにも触れておくと、 4108~

4109が高台付きの小碗で、特に4108は深みのある薄

手の休部を呈する。これらはほぼ12肌紀代とみてよ

かろう。 4110~4111 は、高台付の山 llil で、こちらは

13肌紀代である。

瀬戸・小塑三耳壺 (4133)

屑部に俯状の粘土を横位に渡して小さな橋状把手

としたもので、 13世斎山の所産であろう。

常滑．甕 (4135,......,4137)

常滑の甕の口縁部を 3 点図示した。 13~14 懺紀の

所産と思われる。

その他 (4134・4138・4144)

4134は施釉の壺底部、 4138は瀬戸美濃製品の揺鉢

と推定される。 11縁外面を肥厚させている。 4144は

施釉の碗である。

【磁器】

白磁碗 (4117,......,4126)

口緑部が残る 4117~4118は、口縁部がE緑状を吊

する。また、 4119は、内面にハケ状具を装飾的に施

している。 4126は、口縁部の小破片であるが、日緑

部のみ釉がかからない、いわゆる「l1はけの白磁J

である。

白磁小壺蓋 (4132)

いわゆる「青白磁」とも呼称されてきたものであ

る。ツマミは欠損するが、天井部に蓮華文を削り出

す。内面の返りは小振りである。

青磁碗 (4127,......,4131)

出士数は多かったが、小破片が多く、 5、点のみを

図ホした。 4127は鏑蓮弁を施す。

【土師器】

消郷型鍋 (4139,......,4140)

l l縁部を三角形状に外側へ突出させた清郷吼鍋で

ある。中勢での出tは珍しい。

fill (4141,......,4143) 

それぞれ形態差のあるものを抽出した。 4141は小

振りでやや厚手、 4142は日緑内側のヨコナデによっ

て口縁部が外反し、 1本部内面に稜線をもつもの、

4143は、薄手で南伊勢でよくみられるものである。

e 土製品

t器のような厳密な時代性が限定できないものも



現しただけの簡略な作りである。蛇もしくは魚を表

現しているかもしれない。

移動式竃 (4362,,..,,_,4365)

いずれもハケ調整を施した I:師質の作りである。

4363~4365ば炊き[ Iを覆う鍔の部分である。 4362は

窟の上部部分とみられ、術を動かす時に使用する把

手は 1く向きに付くようである。

フィゴ羽口 (4367,,..,,_,4371)

いずれも出t暫位がma層もしくは II層下部から

の出土であり、古墳時代中期もしくはそれよりも古

い時期の可能性がある。 1厚手で火を受けており、実

際に使用されたものとみられる。 4367は先端部の破

片で、端部に向かって窄まっていく状況が窺える。

上管 (4372,,..,,_,4407・4428,,..,,_,4430)

日筒状を呈した I:製品を十．管として•括した。 I

層から ITI曽の出!・.である。須恵質焼成のものと硬質

焼成のものがあり、傾向として前者がタタキ・ケズ

リを、後者がハケ・ナデ・ケズリを成形時に多様す

る。途中膨らんだり窄んだりするが、片側へ向かっ

てかなり急角度で•方的に広がっていく 4396や 439

7は寵の卜.部とすべきかもしれない。また、 4400な

ども須恵器甑の可能性がある。

このような個々の器種認定のが確定さをもちつつ

も、形態的には以Fのように分けることが可能であ

る（以下、窄まる側の端部を便宜jこ口縁部として記

述する）。

A類 IJ縁の下に鍔をもち、イ本部以ドと区圃され

るもの。須恵質のものはタタキ調整で内面

に背具痕をもつもの、硬質のものはハケや

ケズリ調整のものが多い

B類 l l緑の下がllI形に膨らみ、 11縁部と 1本部が

Ix順IJjされるもの

c類 f l縁 iケ品が内側に窄んで休部以ドと区画され

るもの。

D類 両端部が窄んだり膨らんだりするものの、

両者の境界に明瞭な区1mJをもたないもの

破片ではなかなか判断しづらいものが多いが、以

lこの分類区分を実［祭に当てはめてみると、 4375~4 

380 や 4388~4397が A 類、 4372 や 4398が B 類、 4401

がC類、 4374・4377・4405がD類ということになろう。

このうち、 A類でも裾が極端に広がる例は、移動
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式の蔽のnJ能性もある。 B類の4398はII J形肥原部の

ド位に一対の棒状把手をもつ。 C類の4401は、外面

に縄タタキを施しており、凡の調整との共通‘性がり狽

い。 D類の4374は片側（図上の上側）が屈間して）j

形の開 U部があり、コーナ一部の繋ぎ材と椎定され

る。また、 4407は土管の部分にレイアウトしたが、

何らかの上製品の台座になる可能‘性がある。

円筒埴輪 (4408""'4427)

II層下部から IIIa層を中心として出土している。

焼成はいずれも硬質で、還元焔焼成に拠っていると

息われる。 4408~4409は、タガの下に円孔を穿って

いる。外面はタテハケ後ヨコハケもしくはタテハケ

のみ、内面はタテハケないしはナデ調整である。タ

ガはどれも断面台形を吊し、極端に突出度の高いも

のや低いもの、 M字形を呈するものはない。

方筒状土製品 (4431""'4439) 

4434~4437 を典刑例とする。これらは破片責料で

あるため、実際に何個体あったのかはイ叫月である。

外面にケズリを施して表面の平滑化を図り、内面は

ナデ・オサエ調整を晶本とする。各面は、 L打線とい

うより僅かに外側への膨らみをもっている。

他のものは、タタキ手法であったり、薄手の作り

であるなど典刑的な方筒状L製品とはやや異なった

特徴をもっため疑間も残るが、貞線的に成形されて

いることから方筒状L製品の可能性を衿えた。

不明土製品 (4440""'4442)

4440~4441 は須忠質、 4442は土師質である。 4440



あるため、土製品として一括した。もちろん、遺物

の配置や記述に関しては、その種別毎に配列した。

加工円盤 (4145...._,,4146)

4145は、内面にハケが残る土師器利用のもので、

4146は陶謡片を利 Jijしている。中近肌には属しよう

が、細かい時期限定はできない。

土玉 (4147...._,,4259• 4334...._,,433s) 

直枠が2.4cm~4 cm 、 20~40 gで、球形を呈して

1 }j向に貫通孔を打するものを晶本とするが、さら

に小さく穿孔のないもの等も寸丙した。用途はなか

なか限定できないが、土錘もしくは祭祀具としての

利用が考えられる他、紡錘車としても使えないわけ

ではなし、 0

4147~4259 は、通Hの上玉である。形態的には、

ほぼ球状を惜するものと、貫通孔の上下がわずかに

切り落とされているものがある。また、文様惰を打

するものもあり、 4189は外[Hiにr寧なミガキ調整、

4223は令[(Jiに円形刺突を施している。

4334以ドはより小さしヽもので、 4334・4335は穿孔

もなされていなしヽ。また、 4337は断面がソロバン状

を惜して、法坑的に小さしヽものの形状としては後述

の紡鋳車の形状に類似する。 4338は、 t・. 下両端が凹

んだ小刑品である。

士錘 (4260...._,,4319)

断 1fri が菱形を限する 4266~4268、円柱状を呈する

4260~4265·4269~4270·4277、中央部が膨らみ両

端部がやや細くなった細長い紡錘形状の4271~4276·

4278~4319がある（このうち、菱形形状のものと円

柱状のものは相対的に大聞で、重贔も重い。これに

対して、紡錘形状のものは、小刑で軽いものが多い 3

こうした 1-.錘における原贔・形状の差異は、漁榜の

対象となった、flょ種の差異（水深のより深いところに

棲んでいるか浅いところに棲んでいるか• それに間

わるが魚の大小）によって使用する!-.錘に差異あっ

たことを小すものであろう。今後、民俗資料などと

の対比の必要,.生が咆まれる CJ

紡錘車 (4320...._,,4333)

断面が長方形・台形・ 方形になるなど上下血を形

成して、中央部に縦方向の円孔を穿つものを紡錘車

として•括した。明らかに!·. ドを切り洛として I・.1,・ 

面をもって断面形状がより球休に近い4326や4332~
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4333なども含めたが、これらは土£の範疇にしたほ

うがいいのかもしれない。

4320や4327は断1J'rf長方形タイプのなかでもより偏

平で、弥牛時代の可能性があろう。これに対し、断

面台形の4321~4322·4328は、石製紡錘車の形状と

共通し、古墳時代に入ってからの所廂であろう。

把手 (4339)

十僻の把手が外れただけのものかもしれないが、

何らかの土製品の部分が外れたものである可能'l'tを

苔え、ここに拮定したヘ

士馬 (4340--4360)

4340は、貼付粘tによって立愛（阪）や耳、馬装

などを豊かに表現した中空タイプの土、馬である。胴

部は、内 1Hiに輪積み痕が明瞭に観寮できるぅ耳の欠

落部には細いt奉状の貫通刺突があり、焼成前に煩部

と且部とを細枠によって繋いでいたものとみられる。

頷部は全体に方形に成形され、 ~!t\· は柚 2個の刺突、

口は切り込みで表現される。煩部の精緻な成形とは

異なり、イ本部は鞍部分の剥離痕から推定するかぎり

表現はかなり省略され、実際の馬の大きさのバラン

ス的にも頭部をより大きく表現している。

4341は、 4340とは別it古］体であるが、それと Iri]形態

の土馬である。

4342は、 卜玉じ 2例とは異なり、小振りの中実タイ

プの 1-.馬の頭部破片である。立髪や馬装をかなりリ

アルに線刻で表現している。

4343も、中実タイプの J-.馬の姐tm破片である。円

形浮文を貼付してその中央に刺突を施して r-1とし、

立嬰や手綱を線刻で表現する。かなり薄刑の成形で

あるこ

4344~4360は、上馬の部品破片である C 4340もし

くは4341と同伽l休になる部材が含まれているもの

とみられる。このうち 4344 は尻 i部分、 4345~4346·

4349 は立髪、 4347 や 4348 は尼、 4351~4357は足であ

ろう。このうち4345は、頂部にキザミを施して立晏

を表現している CJ /(髪破片は、 11340や113111とは接合

せず、川らかに別個体になるものが含まれているこ

とから、確認できる t馬総数は 6~7 個休あるもの

と推定される。

不明動物形 (4361)

頭部破片である。刺突で Hを、切り込みで口を衣



は波状LJ縁で縦隆ヽ悶によって器面を区両したもの、

4441は底部からラッパ状に大きく広がる器形をなす

もの、 4442は瓢箪形のくびれ部に隆幣状の突出部を

巡らしたものである。

瓦 (4443--4480)

軒比はなく、平瓦及び丸瓦ばかりである。 4443~

4467は外面に縄タタキ、内面に布日をもつ平瓦もし

くは丸比、 4468~4469は外面ナデ、内面に布 Hをも

つ丸瓦、 4471は外面ケズリ、内面に布 Hをもつ丸瓦

である。

4470は、内外に布日を打するいわゆる凸面布 LJ凡

である。

44 72~4480は、外面に特徴的な花菱文をスタンプ

したもので、志登茂川を挟んだ対作に所在した川北

城からも出土しており鎌倉時代の所産と考えられて

いる )40 

f 石製品

石製模造品を除く、石製品を扱う。

砥石 (4481-4519)

SD 1最卜層から最上層までいろいろな時期のも

のが出,-.しており、一応、所属層序毎にレイアウト

した。なかには、井呆や土器群周辺から出,-.したた

め既に述べたものもあるが、これらも含め再度全体

を通してみておきたい。

4481~4483 は III b層から出土したもので、そのな

かでも 4481は土器群 l、4484は井泉 4、4482と4485

もド部からの出上である。

このうち、 4481は薄手で方形の大形のもので、裏

表 2面を靡両とし、中央に向かって僅かに凹んでい

く。 4485も破片責料であるが、伺形態である。 4482

は、断[fff方形で、明瞭な凹面を持たない。 4483は、

中央が大きく凹み、緑部に対して中央部が極端に薄

くなっている。 4484は、砥石というよりは靡石とい

うべきであろう。 4486~4488は小形で、手持ちの携

幣）I Jの砥石である。

4489~4491は皿層からの出 Lであるが、その細別

層序はわからなかった•群である。いずれも小形の

手持ちタイプの携骨川の砥石である。

4492は、石組井泉である井泉 lの石組の構成材と

なっていた砥石である。断面―=-:角形で、うち 2面を

靡面としている。
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4493~4495 は、皿 a 暫出 tの砥石である。このう

ち、 4493~4495は、大形の据え骰きタイプの砥石で

ある。 4494と4495は断面方形であるが、 4493は断1M

が多血休形状をとっており、 10面程度の序 lfliに分割

されている。いずれも靡lfliはあまり [II]んでいない。

4494には、わずかではあるが赤色頻料の付着が認、め

られ、あるいはこれで赤色頻料の原材＾かを擦ってい

た刈能性も考えられる。

4497~4510 は 1I 層出土のもので、このうち 4497~

4499、4506などはそのド部からの出土である。 4500

や4502などは据え置きタイプと見られる砥イiもある

が全体に小形で、携帯用のものが多い。 4497や4504

は端部に紐掛け用とみられる小円孔をもついわゆる

提砥とされるものである。なお、 4498は、全休に薄

すぎるため、鏑などの表現はないものの、靡製石剣

の破片とすべきかもしれない。

4511~4519 は、 I層およびこれを覆う調介ミ時の通

称「0層」からの出土である。 4512や4514などやや

大きめのものもあるが、小形のものが多い。 4518な

どは、薄手で長方形の整った形態である。

その他の石製品 (4520------4522)

砥石や後述の滑石製品を除くれ製品を•括する。

4520は、 illb層出士の裾広がりの円柱状のイi製品

で、端部より下がった位置：に別材と j察り合った痕跡

がある。石斧の晶部の nJ能性もある。

4521は、 illb層出 I・.の軽,{jである。竪穴住屈など

からしばしば軽石が出土することがあり、ここでも

4も遺物としてあげておいた。

4522は、 I層出Lの石製硯である。現H1のものと

圃様の形態をしている。

g 石製模造品

紡錘車 (4523------4528)

4523は f-.器群55出上、その他は I~II /,;,1の罪 1-.出

t である。 4523~4525·4527 はやや /f/ f・ で、 I・. 面が

狭いのに対して、 4526と4528は I・.面が広いより偏'(

な形状を呈する。 4523~4525は製作時の削り痕が顕

著であるのに対し、 4526や4527はその後の靡ぎ痕と

思われる線状痕が顕著にみられる。

子持勾玉 (4529)

視勾E部、小勾T部ともに本来の勾kからは形骸

化した形状をもつ。視勾玉部は、断面長）j形で頭部



端部を切り落とすが、頭部と胴部の区別がない。小

勾=f部は、すでに勾じ形態を無くして突起状となっ

ているが、腹部に 1個、背部に 5個、側部に 3個

（表裏で 611月）が台形状に削りだされ、特に背部の

ものは各個が独立せず、連lll状に推移する。本例で

特喰されることは、頭部の穿孔部に滑石製臼=f.が 1

個嵌人していることある。意図的なものか、臼玉と

ともに紐で結んでいたものが偶然に人った使）11形態

を示すものか慈見が分かれるところであるが、簡単

には抜けないことをみるとやはり意図的に嵌人させ

たと考えるのが自然であろう。なおこの臼=fは、中

央部が膨らんで稜線をもつタイプである。

勾玉 (4530.......,4566)

断面が円形を閑するものと、薄くなって長方形を

吊するものがあるが、前者は、最大のものでも直径

2.8cmしかなく、令体に小形ものが多い。木糾み遺

構から出 f-.した4549のみが淡青緑色の滑石以外の石

材を l恥料としているが、その他はいわゆる滑石製で

ある。断面形状に形態差を加味して以ドの四形態に

分類できる。

A類 断面形が円形ないしは楕円形のもの

B類 刷部の断面形は円形ないしは桁円形である

が、穿孔のある頭部は平担化して断面が長

力形を吊するもの

c類 全1本が平坦化して断 I~旧長方形になるが、頭

部と胴部（尾部）で形態差があるもの

D類 より薄朋で、頭部と尾部の形態差がほとん

どないもの

このうち、 A 類には、 4531~4532がある。最大の

4530でも令長2.8cmと小振りである。

B 類には、 4533~4543·4545がある。全長2.8cm

の4533を最大として、小さいものが多く、 4543など

は令長わずか 1cmにすぎない。

C岱fil こは、 4544·4546~4547·4550·4554·4560·

4563などがある。

D 粕には、 4548~4549·4551~4553·4555~4559·

4561~4562 などがある。 4548~4549は非常に小振り

で、 B類や C類の極小品の延長線 Kにあるものと思

われる。また、 4555や4557などは、腹部を緩く挟っ

た-:u月形の形状をとる。

4564~4566はいずれも欠損品で、薄型の棒状形を

バ`:` 
、

0
[
 

、ロ
〇
ヽ

゜A 類 類

0
-
B
 

Cニコ

c類

.. . 
D 類

第124図勾玉の分類

呈して端部に小孔を有する。 -f、も、直線的な D類勾

玉の4562のようなものの形態がさらに進行したもの

と考えて勾玉としたが、直線的な4564や4566につい

ては剣形とすべきかもしれない。

4543が井泉 7、4562が井泉 lから出,-_している。

また、礫敷部等からの出土も H立つ。

剣形 (4567,.....,4568)

大小 2点が存在するだけである。 4567は片側に寄っ

た変形菱形で、中央部に鍋をもつ。小孔が 2個開け

られているが、片側は極めて端部寄りの位骰にある

ため、あるいは本来もう少し大きかったものを削り

落として作り直しているのかもしれない。

4568は、刃部と軸部が明瞭に区別されたより整っ

た形状である。

双孔円板 (4569,.....,4585)

滑石製の円板ないしは桁円形板に 2個の小円孔を

穿ったものであるが、 4570や4569は円孔がやや片側

に寄っており、あるいは別のものになるのかもしれ

ない。 4572のような輻広のものから、 4583のような

極めて小さいものまで存在し、円孔の位置も中央に

2孔を密接して穿つ4572から、両端部に穿つ4576の

ようなものまでがある。

単孔円板 (4586,.....,4591)

円板のほぽ中央に、 1孔の穿孔を有するものであ

る。 4586はやや欠損部が大きく、及孔円板の可能'l"f:

も残すが、一応単孔円板として扱った。 4574が十位恰

群53、4576が井泉 7周辺、 4590がい器群55から出t

した。

石製加工円板? (4592) 

石製の円形の板である。細部の研靡は什卜がって

いないが、円孔を施す前の有孔円板などの未製品の

可能性がある。
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紡織具 (4593-4594)

小さな棒状具の両端を打頭状に作り出しており、

紡織具を模した石製の紡織具形と思われる。

棗玉 (4595-4596)

中央部が膨らんで縦断面形が六角形を惜した棗I

である。やや細長い4595とやや偏平な4596がある。

管玉 (4597-4622)

いずれも断lfliの直径が 2~ 5 mmの細長い管玉であ

る。 4613や4619~4620はより小さい。 4604~4605は

土器群53から木製刀形などと・緒に出土した。

滑石製品の原石? (4623-4625) 

穿孔等はなされておらず、製品とはいい難いが、

石材的には滑石製品と同等で、若十人上も加わって

いそうな石である。滑石製品の原石もしくは未製品

の可能性がある。特に、 4624は全面に磨き痕がみら

れ、あるいは管玉笠の製作途上品かもしれない。

臼玉・士小玉・ガラス小玉 (4626-6792)

ほとんどが埋土のフルイ掛けにより出土したもの

で、第405図～第410図の実測図に「ガ」と付したも

のがガラス小―玉、「土」と付したのが土小玉である。

すでに付設施設出土遺物や土器群出J:遺物でも触れ

てきたように、レイアウトは遺構やt器群、あるい

は層序や小地区鉦に配列している。

圧倒的に多いのが臼:fで、子持勾玉4529の目に嵌

人していたものを除いて、総数2159個を確認した。

もちろん、この数値はフルイ掛けを行った部分が極

めて限定されているため、実数的にははるかに多い

屈が SD 1にはイf在しているものと推定される。

臼保の形態分類を行って当該逍物を編年研究の俎

上に載せた篠原祐一氏の指摘ltを参者とし、六大A

遺跡出!--.の日玉を分類すると、以下ような 6タイプ

に分類することができた。なお、この場合、穿孔の

行われた方向を縦方向とし、これに平行する部分を

側面、直交する部分をt.ド面とする。

A類 やや縦長で、側面が丸く膨らむ棗F舟ク状の

もの。上下血も」．寧に研窮される。直径 6

mm以下

B類 側面が卜]ご 2段に研靡され、結果としてそ

の間が稜線を形成して膨らみ、上下面も T

寧に研靡されて上ドが平行なもの。直径 6

mm以下
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c類 側面の研店は B類と伺じであるが、上ド研

靡の片側が不十分で、片面が斜めに切り落

とされたままなもの。直径 6mm以 f

D類 側面研靡は 1段になるが、上下は平行で、

断面形が方形ないしは長方形を呈するもの c;

直径 6mm以下

E類 側面研靡は D類と同じであるが、 1-.-f fiJf磨

が不十分で、片側が斜めに切り落とされた

ままのいびつなもの。直径 6mm以ド

F類 形状・研磨は D・E類と共通するが、直径

8 mmを越えて粗雑化したもの

以卜.の形態を出土地点鉦に簡単に概観すると、滑

ィi製品が含まれる最も占い時代の層序である illa層

では B類でも匝径 4mm程度の小形のものが多い。 II

培下部のものは、 B・C類を中心に D・E類も含ま

れ、 6mmのやや大形のものも散見される。飛鳥時代

の須恵器も出土した井泉12出七の4823はF類で、 II

層から I層の卜今部層から出土しているものは E類や

F類の粗雑化したものも LJ立つようになる。

h 金属製品

銅鏃 (6_793-6800)

6793は、布孔銅鏃で、身部に 3個 2対のり1・6個の

小円孔が開いている。 6749~6800は、無穿孔の銅鏃

である。いずれも身の中央に鏑をもつ。桔部や軸部

に木質の残存が全くなく、矢となっていたかどうか

は疑間である。

鉄矛（木835)

芯として木材を利用しているため、すでに『木製

品紺』で報告したが（報告番号は『木製品編』の番

号）、再説しておく。

口 に
E 3  

A 類 B 類 c類

I !:I :1 I 
じ口

D 類 E 類 F 類

第125図 臼玉の分類



割材を断面円形に削り出した環孔材（樹種不明）

を柄として、それに鉄矛を覆いかぶせたもので、柄

は先端にいくに従って漸移的に尖っていく。 H処孔

は確認できなかった。

銭貨 (6801,.....,6806)

すべて銅銭である。 6801はいわゆる凰朝十て銭の

四番 lJ (796年発行）である。隆平永賓、 6802は天

聖．尤宝、 6803は紹聖元賓である。

（註）

(1) 独立行政法人奈良文化財研究所の光谷拓実氏に分析して

しヽ ただしヽ た。

(2) 田辺肘j----: 『須恵器大成』角川書店 1981。以下、占墳時代

俎恵器は圃情に拠る。

(31 933については、当センターの山田猛氏と岡山市教育委

員会の扇崎由氏よりご教示を得た J

Ji 赤塚次郎「山中式 j:器J『山中遺跡』（財）愛知県埋蔵文

化財センター 1992。以ド、山中式上器については、 1吋

書に拠る Q

ふ／ 川崎志）り・伊藤裕僻『饒抜Ill』-: 菫県罪蔵文化財センター

2001。以下、島貰編年は同書を参照

り 赤板次郎 I廻間式十沿い『廻間逍跡』（財）愛知県埋蔵文

化財センター 1990。以ド、廻間編年は同苫を参照

（？ 田口郎『元島名将軍塚』高崎rH教育委員会 1981 

ぷ'.; 岡｝沖「紀『陶邑・大庭が逍跡IV』（財）大阪府文化財調

査研究センター 1995

C9: 本線刻J:器の判読については、斎宮歴史博物館榎村寛之

氏のご教ぷを得た。

叫 六）(A追跡出 J-.の鳩内：土悩については一：璽県史編纂室小

林秀氏のご教ぷを得た＾

＼’げ 川崎志）り『里前遺跡発掘調介報告』―：重県雌蔵文化財セ

ンター 2002 

⑫ 津市教育委員会中村光μJ氏のご教ボに拠る

⑬ 篠原祐・「臼玉研究私論」『研究紀要第 3号』（財）栃木

県文化振興事業団狸蔵文化財センター 1995 

第6節 SDI上面「肩溝」

S D 1検出時、ほぼ上流部の左岸肩部と重複して

輻 1~2mの溝が確認できた。調在時点では、 SD

1の左岸屑部検出ラインとほぱ一致していたことか

ら、これを「屑溝Jとして把握した。別の溝とする

より、 SD1が機能した最終段階の姿として位置づ

けが可能と判断したことから、 SD1全体の掘削の

前にこの「肩溝Jのみを掘削して、罪土の遺物取り

ト．げを行った。しかしながら、かなり遺物に新しい

時期のものまでを含んでいたため、この溝だけの精

密図化は行わず、遺構カードによる略測図の作成に

止めた。

埋土には、 SD1本休から紛れ込んだと推定され

る古墳時代の遺物から近冊の遺物の他、礫も多鼠に

含んでいた。

出土遺物 (6807-6813)

6807は須恵器甕、 6808は古墳時代中後期のt師悩

杯、 6809は陶器山皿、 6810は近軋陶器碗、 6811は近

世の軒平瓦、 6812は平瓦、 6813は丸瓦である。各時

代のものを含んでおり、 SD1本1本部からの混人遺

物が多い。 （穂積）

SD 1 

。ぷ
3

0

グ

0

つ。り。

！
 
゜

20m 

第126図 SDl上面肩溝位置図 (1 : 800) 
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VI 集落域の調査

中段及び上段に存在する、大溝 SD1 (付設施設

を含む）以外の遺構・逍物を＾括する。なお、以下

で報内するもののなかには、明らかに SD 1と密接

な関連を有する占墳時代の掘立柱建物を含むが、建

物は SD 1と打機的な関連にあるものであれ付設施

設として扱わず、独立した遺構番りを与えた。

第 1節集落域の遺構

1 古墳時代の遺構

【掘立柱建物・柱列】

SA8 

S D 1卜杭闊|況右州の府部に沿って、約 9mの長さ

で存在する柱列である。途中、やや不連続があり、

あるいは 2本の柱列が重複している可能‘性もある。

~1心、 ガ ljとした場合、検出できなかった部分もあ

るが、短い柱間で推定12間程度存在する。 SD1の

付設施設として扱った家尾墜材は、ここより最短距

離で南側 8mの地点となり、何らかの関連があるか

もしれない。図ぷしうる程の出 I・.遺物はないが、古

墳時代の造物が出土している。本追構がt=II隠し塀的 ／ 

な柵として機能していたのか、あるいは SD 1側に

さらに平行する柱列の存在を想定して掘立柱建物の

可能性を考えるのかは明確ではないが、この位置に

何らかの建物を伴う施設が存在したであろうことは

是認してよかろう。

E
O
.
L
 

7. 0 m 

第127図 S B 19実測図 (1 : 1 00) 

SB 19 

2間X2間 (3.3mX2.9m) の小規模な総柱建物

で、棟方向は N15°Wである。側柱の柱掘形は•辺

40~50cm の隅丸方形で、検出面からの深さが60~

70cmを測る立派なものである。これに対し、建物中

央の束柱は径30cmの円形と . [11]り小さい。この建物

は祁述の SD 1付設施設の貼いを取り外した後から

確認できたことから、明らかに貼石に先行するもの

j(l) 

＼
 ベ
7. 2 m 

0 2m 
I I ----j 

第128図 SA8実測図 (1 : 1 00) 
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0 20m 
t —-~ →―下― 9- ---1 

第129図 中・上段遺構配置図 (1 : 800) 

である。柱穴からも古墳時代の遺物が出Lしており、

古墳時代の掘立柱建物ということができる。そうい

う紅味では、本建物は、 SDlに付属する建物とみ

てよかろう。

SB 17 

3間X3間 (5.2mX4.3m) のほぼ,E方形プラン

の東西棟の掘立柱建物であるが、西・北・東の三面

に併行する柱列があり、庇の llj能性を考えた。内部

に束柱は発見できず、いわゆる総柱建物の可能性は

低い。外側一：面を庇と衿えた場合、址厨と庇部の柱

筋の通りは悪い。こうした「庇J(いわゆる「縁J

の rtJ能性もある）を有する正方形プランに近い掘立

柱建物は、いわゆる「四面庇付大形建物」として近

年古墳時代の類例が増加してきているが、本例も南

側を欠くものの、それに頚似した構造をもつ建物で

あろう。

S Al8 

SB 17の西側に存在する。 •応柱列として把捏し

たが、柱通りは悪い。 SB19とじ軸を→致する。 S

D 1との直接の菫複関係はないが、 SB19を介して

S D lとの密接な関連が窺える。

【t坑】

S K74 

上段に所在した遺構である。重複が激しく、本来

の形状は捉えにくいが、 •応、長径2.5m X短径 2

8
.
0
ヨ

゜
4m 

第130図 SA  18実測図 (1 : 1 00) 
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第131図 S B 17実測図 (1 : 100) 

戸
10.2 m 

＇ 第132図 S K74実測図 (1 : 40) 

mの台形状のI:坑で、深さは検出面から約20cmとし

て把据した。埋tより古墳時代前期後半の遺物が出

土している。

S K64 

上段に所在した長径1.7mX短径1.6mを測る略方

形の L坑で、検出面からの深さは約20cmである。埋

Y
 

彦
ー
エ
一

10.2 m 

0 Jm 
I I I I I I I 

第133図 S K64実測図 (1 : 40) 

f・. から S字甕 Dの出土がある。

S K80 

上段に所在した南北2.55mX東西2.35mの方形プ

ランのf-.坑で、南東隅がはぽ1.7mの方形に一段深

く掘り窪められている。周溝やt柱穴、焼_tが確認

できず、竪穴住居の可能性は低く、上坑とした。

【不明遺構】

S Z 21 

長径1.75mX短径1.2mを測る長細い不定刑の掘り

込みで、検出面からの深さは10cm弱を測る。埋I:に
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．
 

ー

g
五

9.Bm 

2m 

1黒色粘質土 2黒褐色粘質土

3黒褐色粘質土と淡黄色粘土粒の混土

4黒褐色粘質土（淡黄色粘土粒含）

5黒褐色粘質土と淡黄色粘土粒の混土

6淡黄色粘土粒（黒褐色粘質土含）

第134図 S K80実測図 (1 : 50) 
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第136図
゜I I I 

S Z 21実測図 (1 : 20) 
8.0m 

第135図 S Z 16実測図 (1 : 1 00) 
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は土器とともに礫も人っている。 5冊紀後半から末

の遺物が出土している。

S Z 16 

ほぼ SB17と重複して{{在する堅穴住居状の掘り

込みであるが、北側が削平のためわからないのをは

じめ、 SE20や攪乱などの重複のため確定すること

はできず、不明遺構とした。ただし、南側に惰い周

溝状の小溝が存在するなど竪穴住居との共通性も確

かに存在する。埋土より、 5槻紀後半の遺物が出 L

している。 （穂積）

2 古代の遺構

【掘立柱建物・柱列】

S B40 

桁行 3間 (5.9m)X梁行 2間 (3.9m) の側柱建物

で、棟方向は N32°Wの南北棟である。当遺跡調在

区内のこの時期の建物としては最も北に位置する。

柱掘形は円形のピットがほとんどで、径はほぽ0.4

~0.5m である。柱痕が残るものや根石があるピッ

トはなし¥0 

出 L遺物は細片ばかりだが、中 l仕の時期のものは

なく、それ以崩と考えるのがよいだろう。

|
A
 

ー］彎~-
吋゜I

A B 
10.5m 

第137図 S B40実測図 (1 : 100) 
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゜
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第138図 S B46実測図 (1 : 1 00) 
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S B46 

S E45の南に位置する桁行 5間 (9.5m)X梁行 3

間 (5.2m) の側柱建物で、棟方向は N13°Wであ

る。今回検出の掘立柱建物の中では、 SB71と曲び

最も広い血桔をもつ。ピットには力冊炒のものが多く、

径も 0.5~0.8m と比較的大きい。柱穴の埋上もほほ

賠褐色,~で揃う。

l訓i謡売の出土から 8世紀代と考えられる。

S B47 

建物北辺の柱穴の検出が不卜分であったため疑問

が残るが、掘立柱建物の可能性が衿えられるため報

四する。 SB46と凩複する 3間X2間の側柱建物で、

7.0m X 4.0mを測る。棟方向は N36°Wの東西棟で

ある。柱穴は比較的小さいド］形柱穴で、 J畢上はほぼ

賠褐色,.. である。北西隅の柱穴は検出することがで

きなかった。 H S 7 P 5には小石が多く詰まっ

ているが、他の柱穴ではそれが見られず、根石では

なかろう。 SB46と柱穴が重複するが、切り合い関

係から SB46の方が先行する。

出土遺物は細片ばかりだが、 SB47の方がやや新

しい遺物が人っているように思われる。

3
 

□

`̀

U`l 

゜0

虹
ー、
〔）

A 

10.5m 

゜
4m 

第139図 S B47実測図 (1 : 100) 
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第140図 S B53実測図 (1 : 100) 

S B53 

SB 54・SA 55と重複する桁行 3間 (6.4m)X梁

行 2間 (4.3m) の側柱建物で、棟方向は N46°E 

である。 L字形の柵である可能・Itもあるが、ここで

は建物の nJ能↑生をより強く苔えた。建物南側のピッ

ト2個を検出することができなかったが、柱間はほ

ぼ2.lm呼間である。柱穴は径0.6m程度の隅丸）j形

のものが多い。

逍物は土師器の小片ばかりだが、 8懺紀後半から

9懺紀代であろうと考えられる。

SB54・SA55 

SB 54は、桁行 5間 (8.lm)X梁行 2間 (4.5m)

の側柱建物で、棟}j111]はN14°Wの南北棟である。

S B46と規模・方向がほぼ[nJじで、 [TT] . プランと見

てよい。時期も阿じ 8軋紀代であろう。しかし、柱

間はやや不揃いで、柱穴の規模が SB46に比べてや

や小さい。

S A55は、 SB54のすぐ東に存在する柱列であり、

3間分を検出した。なかでも H-Vl2 P 8には柱

痕が残る。方向は Nl4°Wである。ー！心、独立した

柱列として把握したが、 SB54に重複された掘立柱

建物の可能性もある。
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第143図 S B 70・S B 71実測図 (1 : 1 00) 
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S B67 

SB 66の111にイ立置する桁行 3間 (5.8m)X梁行 3

間 (4.3m) の総柱建物である。棟方向は N15°W 

で、柱通りは比較的良い。束柱のうちの一つが他の

柱穴と比較して異常に小さく、やや疑わしい。また

S K68によって柱穴が 1つ消滅している。

柱痕が残{{していた H-W5 P 8から 10懺紀後

平の逍物が出土しており、時期的にはおそらくその

頃のものと息われる。

S B70 

集落域の中央1}1)では建物が非常に集中して確認さ

れており、その仙iにある掘立柱建物である。

桁行 3[llj (6.1 m) X梁行 2間 (3.5m) の側柱建物

で、棟）j向は N31°Wである。柱掘形径は、ほほ0.6

mで、根いや柱痕などは見られない。

良奸な出卜逍物はないが、 SB40と棟方向がほぽ

•致するため、同時期の可能‘性が翡い。

SB 71 

建物が非常に重複する部分の中央に位附する、桁

h5間 (9.8m)X梁行 2間 (4.6m) 側柱建物で、棟

方向は N20°Wの東西棟である。 SB46や SB54と

はぱ圃じ規校を1かつ。

出 t追物印から、 8Ill: 紀末の所廂と考えられるっ

S B72 

建物集中部分にある桁行 3間 (6.2m)X梁行 2間

(3.7m) の側柱建物で、棟）j向は N27°Wの南北棟

である。柱掘形は、径0.5m以ドの日形を桔本とす

る。

出 f・.逍物から、 10世紀代前後と名えられる。

【溝】

S D62 

今［川の調介悩内で最も東に位附する逍構である。

最大輻がI.Om、最小輻が0.4mで、深さは0.2mを測

る(1 形状は L字形を閑しており、何かの区圃溝であ

るとぢえられる。溝の軸方向は N10°Eで、出土逍

物から 91仕紀代の時期であると苔えられる。

【井戸】

S E9 

SD lの北Jドにあり、 SAlOの東に位置する井戸

で、径は 1.3m、深さは 1.3mである。人頭大の礫が

多く人っており、 1111物の破片の出 1-.から底には削物

I> 

ID.Sm 

゜
4m 

第144図 SB 72実測図 (1 . 1 00) 
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第145図 S D60・S D61・S D62実測図 (1 : 200) 

が据えてあったと考えられる。

井戸内のt層断IMiを観察の結果、掘形と枠は確認

することができなかった。そのことから、底だけに

削物を据えたものであったと考えられる。

出上遺物から、 9肌紀後半と衿えられる。

SE 12 

S D 1北岸にある素掘り井戸で、径1.5m、深さ
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4 黒灰色粘質土（砂混） 5 黒灰色礫混粘質土

第146図 SE 9実測図 (1 : 30) 
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第147図 S E 12実測図 (1 : 40) 

1.2mを測るが、形状的には西側にやや拡がる楕円

形を旱する。

出L遺物から SE 9とほぼ[ftJ時期の 9懺紀後半と

考えられる。

【士坑】

S K91 

SE 90のすぐ束に位附する、径は 1.6m、深さ 0.3

mの土坑である。雌 I・.は黒色tの 単罰であり、出

土追物も少なかった。行機質のものなどを廃東した

t坑と考えるべきであろう。

/1¥ t遺物が細片ばかりでありィく確定だが、時期は

9匪紀後半と者えられる。

S K94 

調介区の最南東部に位附し、 1-_坑束側は調介区外

へ続くものと衿えられる。東側は序々に浅くなって

いき、落ち込みもイ淵月瞭になると名えられる。調介

区内に限れば、径2.8mX4.2mの台形を吊するが、

深さは0.2mと面的な大きさに比べると没い t坑で

ある。黒色土の単.--層で、 •気に肌没している。

出上遺物から、 lOttt紀代であろう。 （小林）

~ 

10.4m 

---――| 

第148図 S K94実測図 (1 : 50) 
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第149図 SK 91実測図 (1 : 40) 

3 中・近枇の遺構

瑣題は I中・近枇の遺構」であるが、時期1渭月の

ものも含めて報内することとする。

【掘立柱建物・柱列】

S AlO 

S D 1周辺部北部で見つかった柱列である。 5間

分を検出したが、北から 3つ目の柱穴は、柱間が大

きくなる。柱列の軸方向は N3°E である。根石

の可能性がある礫がE-016 P 2に、柱痕がE-

016 P 1、 E-016 P 4、 E-Pl6 P 1、 E-

P 16 P 3に残る。

l訓虞小片のみで、逍構の詳細な時期については

+1月である。

SB 22 

SD 1張り出し部東方で検出した桁行 3間以 r.X 

梁行 2間の側柱拙立柱建物で、棟）j向は N14°Eの

東西棟である。調介区の関係で東へ拡がる可能性が

ある。南側の柱穴は、西端角のみ検出しているが、

他の柱穴についてはィ渭）jである。

中jll_・ と息われる t帥悩小片や[1J茶碗片＇が出土し

ており、後述する SE 20・S Z 4とほぼ 1口］時期の 13

lll.・ 紀中策から 14Ill.・ 紀前半の所廂と息われる。

S B48 

集落域北部に位岡する 2間 4rfliの総柱建物である。

棟 }j,,,]は N21°Wで、 4.5mX4.lmの規模がある。

北側の柱穴が 2 個ほど確認できなかった。同—ー構造

や[,i] . 棟}j[11Jなど共通点が多いことから、 SB69と

の関連性が衿えられる。
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第150図 SA 10実測図 (1 : 40) 
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SB 22実測図 (1 : 1 00) 

青磁片や藤澤編年第 7型式頃の 111茶碗片の出土か

ら、 13槻紀中葉から後半の所産と考えられる。

S B49 

集落域北部に位置する桁行 2間 (4.9m)X梁行 2

間 (4.3 m) 

られる。

の側柱建物で、棟 }j向は N32° 

なかったため、

また H-S9

出 --j~ 逍物には、

Eの南

北棟である。南北辺の中柱穴は検出することができ

南北 2間というのは1ff:定である。 ま

た西側の柱穴には小いが残存しており、根いと名え

p 6は SB48と柱穴が共通

するが切り合いは認識できなかった。

山茶碗藤澤編年第 7刑式以降の llj―

能性が高い山茶碗片が出 I・.しており、柱穴が重複す

る SB48よりやや祈しい時期と見られる。

S B50 

躯落域北部から調在区拡張?ii)分にかけて検出され

た 3間 X 2 間以卜の掘 1/~ 柱建物で、棟Ji向は N27°

Wの東柑棟と考えられる。調介区の関係で東側につ

いては不明である。

出土遺物はほとんどなく、村•：穴の大きさなどの構

造から時期は中肌と苔えられるが、詳細な時期はイヽ．

丁

~ 

/
i
 

心

r
 

A 
10.4m 

一@) 
l 

《

疇
◎ 

◎ 鸞◎>~ 
慾図'c

魯◎ → 

％屯R
◎ 

¥◎ ＼＠ 

~{PJ噂。一蜘＠
” ら叫◎ ジ◎ o~ 

」

匂ロ
_N 

-W 

ヽ
＠
 

c◎ 
表

＠ 
＠
 

＠
 唸

◎
 

◎。

◎讐バ

g
 

。一

第152図

:cl 

吋 -I :..:1 

゜
4m 

-)60-



ご野。
ィ／

C . D 

10.2m 

0 4m 
卜—.. -「―- -~T — I I 

第153図 SB 50実測図 (1 : 1 00) 
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第154図 SB 52実測図 (1 : 1 00) 

明である。

S B52 

躯落域北部から中央部にかけて1立置する。 SE

51の東方にある 4間X3間の総柱建物で、棟方向は

N29°Eの東西棟であふ柱通りは非常に悪く、柱

穴も小さいことから、構造的には非常に粗悪な建物

であったと息われる。

出tした南伊勢系の L師器l!IL片より 14ltt紀後半か

ら15懺紀初頭の逍構と苔えられる。

__IL t!)I 

10.4m 

ー上

゜
4m 

第155図 S B66実測図 (1 : 1 00) 

S B66 

集落域中央部に位附する桁行 4間 (5.2m)X梁行

3間 (4.4m) の総柱建物で、棟力向は N22°Wの

南北棟である。側柱の柱穴は径0.6mほどの大きさ

であるが、束柱は径0.2mほどと小規模で、束柱の

柱通りはあまり良くない。

S B48と同じ棟方l句を持つことから、 13懺紀中葉

から後半の所産と考えられる。

S B69 

集落域中央部に位骰する 2間 4面の総柱建物で、

4.4m X 4.4mの規模を持つ。方向は N20°Wである。

北西隅の柱穴の底には若r贔の小いが人っていたが、

その贔の少なさや他の柱穴の状況から根石のnJ能性

は低い。

t師器鍋片の出上があり、 12軋紀末から 13戦紀前

半頃の所産と考えられる。

S B73 

巣落域中央部の SB54南 }jに位置する桁行 3間

(6.3m)X梁行 2間 (4.lm) の側柱建物で、棟方向
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はN40°Wの東西棟である。北西部の柱穴は検出す

ることができなかったので、 L字形の柵である可能

性もある。

凡片やlll茶碗と思、われる破片が出土しており、 13

冊紀前半から中葉の所産と考えられる。
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第156図 SB  69実測図 (1 . 100) 
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第157図 SB  73実測図 (1 : 1 00) 

S B77 

集落域中央やや南寄りの SB71南方に位置する、

桁行 3間 (4.7m)X梁行 3間 (3.3m) の総柱建物で、

棟方向は N26°Eの南北棟である。柱通りは比較的

良いが、小形の柱穴ばかりであった。
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第158図 SB 77実測図 (1 100) 
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図示しうる程の出十．遺物はほとんどなかったが、

山茶碗の破片は尾張産第 6~ 7型式頃かと思われる

ものが多く、 13肌紀代の所産になると思われる。

S B78 

集落域南部東半に位骰する桁行 2間 (5.5m)X梁

行 2間 (4.6m) の側柱建物で、棟方向は N36°W

の南北棟である。南西隅の柱穴の底には少贔の小礫

があったが、他の柱穴の状況から根tiとは名えにく

し、

゜
出L遺物から、 12l仕紀末から 13Ill: 紀前半の時期と

息われる。

し、l凶~~-
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゜
4m 

第161図 SB 93実測図 (1 : 1 00) 

S B88 

集落域南部西半に位置する。桁行 2間 (4.8m)X

梁行 2間 (3.1m) の掘立柱建物で、棟方向は N34°

Eの東西棟である。 SD87の凧複のため束柱が消滅

したと考えると、総柱建物の可能‘性がある。

出土遺物はまったくなく、時期はイ渭月である。総

柱建物とすれば、 SD87より古い時期であることに

なり、 12槻紀末以前と考えられる。

S B93 

調査区の東南端にあり、桁行 3間 (6.3m)X梁行

2間 (4.6m) の側柱建物で、棟方向は N40°Wの

東西棟である。柱掘形の径は、約0.5mで、柱通り

は良い。

出士した 111茶碗片から 13世紀中架の所廂と衿えら

れる。

【溝】

S D56・SD 57 

S D57は、集落域の調在悦束拡張部にあり、 SB

54のすぐ東に位骰する南北方向の溝である。輻は0.4

mで、約 3m分しか検出することができなかった。

溝の軸ガ fbJはN20°Eで、後述する SD81とほぼ阿

じ力向であることから SD81と圃時期のものとみて

よかろう。

また、この溝の北には SD56が検出されており、

その埋 1-.・深さからこれらは一連のもので、何らか

の[>{両溝の可能性が考えられる。

SD 60・SD 61 

艇落域の調介区東拡張部分に位置する。南北溝が

S D61で、その南側は東西方向に流れて SD60にT

字形に合流する。雌Lは同じ黒褐色土で、同時期に

機能していたものと思われる。軸方向は SD61がN

37°E、 SD60がN53°Wである。

出土遣物は少贔で、詳細な時期は特定できないが、

中懺のある時期の区圃溝であろうと衿えられる。

宍ロ
゜

4m 

第162図 S D56・S D57実測図 (1 : 1 00) 
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SD 63・S D98 

共に梨落域の西部に南北に走る溝である。 SD 

98の北にはこの続きであろうと考えられる長い楕円

切るかたちで作られており、 S K99より南の地点で

形のピットがあり、 さらにその先には SD63が＃在

する。南北方向の溝である SD63は、軸方向は N

100 Eで、 その位償関係から SD98と同 ＾遺構のnf

能性がある。 S D98の南側はやや区画の外へ膨れる

が、 その先は現代攪乱によりイ渭月である。

S D98からは近槻の土師皿の出上が見られるが、

隣接する SD95・96のようにそれ以前の出土遺物が

少なく、近冊の可能性が高い。

S 063からは遺物の出土はないが、

期であろうぐ

S D65 

集落域中央部にあり SB66と重複して{{在する。

輻0.2mほどの小規模な溝で、

ィ~,肘である。

S D95・S D96 

集落域中央部から南部にかけての調介区西端で検

出した溝で、 どちらも輻約0.3m、深さ約0.2mであ

る。南に位置する SD97はどちらかの延長であり、

一連の溝であると名えられる。その場合、調介区外

の西を囲む形になり、囲い中には建物などの存在が

想定できる。溝の埋土は暗灰褐色上の単

ここの溝を水が流れていた可能性は低い。おそらく、

水流のない［メ軋．圃溝として機能していたのであろう。

またこの地点は、調介区内で最も高い標高であり、

この付近から西方が近軋の窪田術の中心となった場

所と推定される。

この溝からの出土遺物には中冊の遺物も混じるも

のの、加T円盤なども出tしており、近祉の所産と

思われる。

S D97 

調在lメ：の最南西に位．骰し、

らかの延長であると考・えられる溝である。

゜
20m 

第164図

S D98と[TT]時

出J-.遺物はなく時期

•層であり、

S D95か SD96のどち

S K99を

S D 95・S D 96・S D 98実測図 (1 : 400) 

西に折れ、調在胚外へ出ていく。

!・. の単．層で、

S D97は賠灰褐色

S D81 

躯落域南部に位骰する南北方向の溝であり、

80の東方で検出した。

m分検出したにすぎない。

出土逍物には13世紀代のものも含まれるが、軸方

向は N12° 

共通し、

SD95・SD96と共通する。

SK 

しかし輻は0.2m、長さは4.2

EとSD 95・S D 96・S D 97・S D 98と

それらと詞時期と考・ぇてよかろう。

S D82・S D83 

集落域南部で東西に走る溝である。 S D81の東方

にあって SK84をはさんで位岡する。及}j共、輻0.1

第163図

第165図
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S D 63・S K 64・S D 65実測図 (1 : 200) 

゜
4m 

S D 97・S K 100・S K 101実測図 (1 : 100) 
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mで、軸}j[11JはN67°Wである。溝の西方向は双方

がほぼ詞じf立置で確認できなくなる。東力向は調介

区外に伸びているようで、不明である。

S D83で12Ill: 紀末から 13世紀中葉の遺物が出土し

ており、その時期の所廂と思われる。

この 2つの遺構は、セットで追路側溝として機能

していた可能性が高く、その場合、道路輻は2.3m

ほどになる。なお、この延長部には東西に延びる楕

日形の小規模なピットがいくつか確認されており、

SD  82・SD 83 と詞•遺構の可能性も考えられる。

S D86・S D87 

集落域南部で東西に平行して走る 2本の溝で、 S

B 88と重複する位置にある。及方共輻はO.lmほど

しかなく、非常に細い。 SD82・S D83同様に道路

側溝と考えれば輻l.lmの道になるが、道であれば

小道である。

出L逍物は土師器小片しかなく、時期の特定は難

しいが、 SD82・S D83と同様の N67°Wの軸方向

を採っており、同時期の可能性も衿えられる。

【中世墓】

S X76 

艇落域中央部に位置する。 SB71の南東隅にあり、

1.6m X 0.6mの長）j形の塔城を持ち、深さは0.25mほ

どである。第檄の周囲の内側には20cm前後の礫が並

第166図 S D82・S D83実測図 (1 : 200) 

1暗灰褐色土

（黄色粘土粒含）

2黒褐色土

゜
Jm 

第168図 S X 76実測図 (1 : 20) 

◎ 

゜
lQm 

第167図 S D86・S D87実測図 (1 : 200) 

べられていた。痕跡は確認できなかったが、篠堀の

形状、出t遺物の状態から、箱式の木棺を使mする

巖であったことが考えられる。

内部からは、鉄製の鎌が 2本、短J]が 1本と山茶

碗、 L師器1Illが各 1点出土した。 2本の鎌は反りの

向きがお互いの反対を向くように出!-.したが、 6891

の鎌はもう 1本の鎌より 10cmほど浮いた状態で出L

した。硲城中央から出 Lの短）Jとill茶碗、 L師器1111

は着床の状態で出土している。

調介区内のみを見た場合にこの時期の遺構がはと

んどないため単独で位憤する状況に見えるが、この

簗の被葬者に関連する遺構は調介区外にあったと考・

えるのが自然だろう。

時期は副葬された遺物から 13肌紀前葉の遺構と名

えられる。

【井戸】

S E20 

S D 1張り出し部東倅に位置する径2.2m、深さ

2.5mの索掘りの井戸である。井戸の雌!・.ははぼ単

ーで、一気に埋まったようである。井戸内には竹筒
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第169図 SE 20実測図 (1 : 40) 

が立った状況で出土した。いわゆる井神を祀る息抜

き筒とされるものであろう。

時期は、 SB22・S Z 24とfii]時期であろうと考え

られ、出t遺物から 13懺紀末架 ~14冊紀初頒の廃絶

と名えられる。

SE 31 

SD 1の東倅部にあり、 SD1の屈曲部よりやや

南の土坑犯中部に位岡する。径は 1.2mで、深さ 1.7 

mを測る。

出,-.遺物には 111茶碗の細片や南伊勢系土師器鍋の

体部）『があるが、かろうじて中l仕としかわからない。

SE 41 

艇落域最北部に位置する Jj:戸群の中にあり、 4.0

m X3.2mの桁円形を閑する井戸で、深さ 2.8mを測

ト

a.om 

0 lm 
I I I I I I - I 

第170図 S E 31実測図 (1 : 40) 

る。 Jj: 戸内には木製の井戸枠が残存している。その

構造は縦板糾無支持JI:戸とで、柚伐木の卜.部は20cm

大の石で囲われ、枠の卜．部は石糾、そのドが木糾で、

肌物の破片の出tから最底部には rtl!物が据えられて

いたものと考えられる。井}i内は木組枠以ドのr，;4位

については、掘り進めていく間に湧水がひどくなり、

土料の観察は極めて困難であったため、確認、はでき

なかった。

出土遺物から、 14[LI: 紀祁‘ドの時期の逍構と考えら

れる。

S E42 

集落域最北部に位置する径1.7m、深さ 1.0mの素

掘りの円形井戸である。 J里tは 2層に分けられるが、

I層は井戸雌没後の落ち込みだとぢえられ、実I界の

雌十は単—-t里!·.で気に雌没したことが衿えられる。

出土遺物から 13JU_: 紀後半から 141仕紀中策の遺構と

考えられる。

S E43 

集落域最北部に位iiりする井}i群中にあり、径2.2

m、深さ 0.6mの円形の Jj: J--iと考えられる逍構であ

る。深さは浅いが、調在時に湧水が見られたため JI:

戸的な機能があると判断しており、井JTとして報内
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する。 約1.5m、深さは 1.6mの小規模な円形井戸である。

井戸の底には曲物が据曲物の破片が出土しておりt層では枠内と掘形を確認することができず、素

また井戸枠材と見られるえてあったと考えられる。東に接してL坑状の落掘りであろうと衿えられる。

ち込みがあり、

とから、井)iに伴う土坑の可能性も考えられる。

出t遺物から 13肌紀中葉の遺構と考えられる。

S E44 

艇落域北部の調在区世際で検出された井戸で、径

~ 

L 

--
~-

10.0m 

この埋上が井戸埋土と同一であるこ

゜

板材も出tしていたが、腐蝕が激しくとりあげるこ

とができなかった。

考

|士遺物から、 14世紀末から 15肌紀初頭のものと

えられる

@ 

9.Bm 

第172図 S E42実測図 (1 : 40) 

10.0m 

2 黒褐色粘質土 3 黒褐色粘質土（礫混）］

第171図 SE 41実測図 (1 : 40) 第173図 S E43実測図 (1 : 40 
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s 

10.2m 

第174図 S E44実測図 (1 : 40) 

｀
 

10.2m 

第176図 S E 51実測図 (1 : 40) 

S E45 

集落域北部で検出されたJj: J---iである。 S B46の北

［麻に位岡し、長径2.3m、短径2.0m、深さ 1.2mの楕

1-Y形を閑する。雌上は 3培に分かれるが I /1、1iょn・

戸埋没後の落ち込みの埋tと衿えられ、直接井） iの

埋土ではない。 II・ill層が）卜戸本1本の皿Lと衿えら

れ、はとんどは皿層による埋没である。

出t遺物から、 14懺紀後平から 15fll:紀初煩の逍構

と考えられる。

SE 51 

集落域北部に位附する井戸である。 S B46の南西

10.2m 
にあり、 長径2.6m、短径1.7m、深さ 1.2mの楕円形

- - -
暗褐色土 -I~-- -- - --

- ---暗褐粘質土 TT 

ill 

ー

暗褐色粘質土（礫混）

を用する。枠材と考えられる板材の出 Lから、木の

井戸枠が存在したことが名えられる。 しかし、調在

途中の大雨により、土悩観察川セクションが崩壊し

てしまい、土層断面の確認ができなかったため、井

戸枠の内外の範囲等は不明である。

出t遣物から 14祉紀後半から 15懺紀前策にかけて

の遺構と考えられる。

S E85 

第175図 S E45実測図 (1 : 40) 艇落域南部の SB88西力に位置．する l.6mXl.lm
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L ↑― 

こ

三叫二三う

゜
第177図 S E85実測図 (1 : 20) 

の栴円形で、深さ 1.4mの小規模な井戸である。

10~40cmの礫が多く人っており、礫のほとんどが遺

構の上層におさまる。おそらく、廃棄時に投人され

たものであろう。枠の有無は不明であるが、この調

在で確認された井戸としては最小のものであり、そ

の規模から素掘りの井戸であると考えてよかろう。

出 L遺物から 13世紀後葉から 14懺紀前葉の時期の

遺構と名えられる。

S E89 

調任区南西部に位償する 2.5m X 2.2mのやや楕円

形を呈し、深さ 0.9mの浅めの井戸である。井戸内

底部には 10~20cm大の礫が放り込まれた状態で出土

している。土層断面での確認はしていないが、礫の

第178図 S E89実測図 (1 : 40) 

廃棄状況から考えると、その範囲が井戸の枠内であっ

た可能性は高い。また礫と共に板材も出土しており、

それらは枠材として名えられる。

出土遺物から 13世紀前葉から中葉の遺構と考えら

れる。

S E90 

S K91の西に位置する長径3.9m、短径3.0m、深

さ1.5mの井戸である。湧水が非常に多く、標高8.75

mよりドの部分は湧水と土層観察面の崩壊により土

層断面図の作成は困難であると判断し、図の作成は

できなかった。そのため、土層図は井戸内 1一屑層部分

のみに限られる。

井戸内い付部では廃棄時に大量の礫と山茶碗など

が放り込まれた状況で出土しているが、徐々に埋没

した様相を見せている。上層図のほぼ中央以西は井

戸の枠内と考えられ、黒色の粘質土が七体である。

太線以東では賠褐色土だが、 ド層へ行くほど湧水の

影評から黒色の粘質tへと変化していく。

井戸内からは曲物の底板が出土したが、腐蝕が激

しく採り上げは困難であった。またスス付着の礫が

少贔出tしている。

出t遺物から、 13世紀中葉から 14世紀初頭の所産
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9.8m 

ヽ

゜
Jm 

1 暗褐色土(5mm程度の石粒含）
2 黒褐粘質土
3 黒褐色土
4 暗褐色土（砂礫質）
5 黒褐色土
6 黒褐色粘質土
7 暗褐色粘質土（黄褐色粘土塊含）
8 黒色粘質土

（粘性強、上の層に比べ黒い）
9 暗褐色砂質土（石粒多含）
10 黒褐色土（石粒多含）
11 暗褐色砂質土（石粒多含）
12 暗褐色土
13 暗褐色土（やや砂質）
14 暗褐色土（やや粘質）
15 黒色粘質土
16 褐色土（やや砂質）
17 黒色粘質土

第179図 SE  90実測図 (1 : 40) 

＼
 

10.4m 

第180図 SE  92実測図 (1 : 80) 

と思われる。

S E92 

調在区最南端で検出したため、遺構の半分しか確

認できなかった。径5.9m、深さはl.Omである。当

初は士坑として調在され、概報でも土坑として報告

したが、調査時に激しい湧水があったことから井p

と判断した。非常に内部が不定形で、調介はそれに

従って a・b・cにわけている。それらは、そのま

ま別遺構の切り合いである nJ能性も大きいが、切り

合い関係は把据できず、埋f・.も区別できなかったこ

とから、ひとつの遺構として扱っている。このうち、

cには湧水がなく、 a・bからは湧水が激しい。遺

物の出 1-.は bからがほとんどである。

出L遺物から、 131ft紀前葉から 13懺紀中葉と考・ぇ

られる。
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【土坑・その他】

S Kl3 

S D 1の北J字で SE12の東方にある。径は0.8m

深さは0.5mである。土坑内の全体に礫が多く詰まっ

ており、 111茶碗も混じっていた。土層観察の結果、

A 竺 曰

また礫や遺物の分散状況から比較的短期間の埋没で

あると考えられる。何らかの廃棄L坑という性格で

あろうと考えられる。

出L遺物から、時期は11枇紀から 12世紀にかけて

の所廂であると考えられる。

S K14 

S D 1人江状突出部の東作に位置する径1.3m、
6.8m 

深さ 0.6mの円形の土坑で、埋土の上半には多数の

礫が人っていた。

のみであるが、

この礫が人っているのは黒褐色t

これは―→且度目の埋没で、 一度目は賠

灰褐色の粗砂で雌まっている。また、礫の間には 1 ―•

に混じり、 骨片状の白い粉状のものも出十．したが

粉々で採取は不JJJ能であった。中肌絡の可能性もあ

るが、 白い粉状のものがイ渭月であり、

として扱った'o

--. 度目の埋没時期は、 13Ill: 紀後半から 14軋紀初頭

である。一度目の埋没時期は良好な賽料がなく、不

明とせざるをえないが、

あろう。

@
 L 

ここでは土坑

さほど時期は変わらないで

—• 

第182図 SK 14実測図 (1 : 20) 

7.2m 

第181図 SK 13実測図 (1 : 20) 第183図 S K 15実測図 (1 : 20) 
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S K15 

S D 1入江状突出部東岸に位置する径l.lmの土

坑で、埋上は黒褐色tである。

出士遺物から、 13世紀代の遺構と考えられる。

S K23 

S D 1入江状突出部の東南に位置する 1.2m X 3.6 

mの土坑である。

出土遺物から近世の遺構と考えられる。

SK  32・SK 33・SK 34・SK 35 

SD 1の東倅に位置し、 SE31の西方から南方に

かけて検出した遺構である。すべての遺構において

小石が大鼠につまっていたが、遺物が全く出十．せず、

時期については不明である。

S K32は0.75mX 0.5mの楕円形で深さ 0.25m、 S

K33は0.8mXO.Smの楕円形で深さ O.lm、 SK34は

0.5m X 0.4mの円形で深さ O.lm、SK35は0.65mX 

@ 

8.2m 

疇
u I T 

第184図 SK23実測図 (1 : 40) 
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0.8mの楕円形で深さ 0.15mの大きさである。一見一

列に並んでいるため一連の遺構であることを思わせ

るが、性格は中世墓の可能性も考えられるものの、

不明といわざるを得ない。

S K37 

SD 1の東岸に位置する。礫詰まりで、近辺にあ

る後述の SK38・S K39と同様の土坑である。しか

し、二者に比べ小規模なものであり 0.4mX 0.45mほ

どの規模しかない。

出土遺物はなく、遺構の時期は不明である。

S K38 

S D 1の東岸に位置し、径0.75m、深さ 0.15mの

礫詰まりの土坑である。その状況から、中冊墓の可

能性が高いが、骨片などそれを裏付ける資料は出土

しなかった。

出土遺物には時期の明確なものがなく、時期は不

明といわざるをえない。

S K39 

S D 1の東岸に位置し、 SK38に隣接する径0.8

m、深さ 0.7mの上坑である。 SK38と同様に礫が

詰まっていた。ただし、こちらは SK38よりやや深

く、礫は埋士の上部にしか確認されていない。さら

に SK39の石はやや小ぶりで、量はこちらの方が多

い。墓の可能性を考えているが、決定的な責料はな

く、時期も SK38と同じく決定的なものが出十．して

いない。

S K58 

集落域の調介区束拡張部分にあり、径は 1.0m、

深さは0.45mの円形を呈する上坑である。坑内は上

ド 2層に分かれ、上層は黒褐色粘質t、下料は黄褐

色粘士混じりの黒褐色粘質tである。

出土遺物がまったくないので、遺構の時期は不明

である。

S K59 

集落域の調介区東拡張部分に位骰するt坑で、

辺0.9~ 1.0mの隅丸方形を見し、深さは0.2mを測

る。埋土は黒掲色土の単L-層で、一部をピットによ

り攪乱されている。

山茶碗が出土しており (7045)、13軋紀代と者え

られる。



A
-

_J 

7. 2 m 

第185図 S K32実測図 (1 : 20) 

L~ 

ユ

第187図 S K34実測図 (1 : 20) 

~ 

e.om 

第189図

一↑

~
 

L
 
..lli 

L~ 

第186図 S K33実測図 (1 : 20) 

ー：

＿］ 

.1..i.m 

第188図 S K35実測図 (1 : 20 

第

l
↑」 一↑

8.0m 

S K38実測図 (1 : 20 
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L _J ト

~ 

謳

゜
第191図

10.0m 

S K39実測図 (1 20) 

----
黒褐色粘質土

!.!!!!. 

第193図 S K59実測図 (1 : 20) 

r
 
10.2m 

第194図

0 lm 
I I I I I I I 

S K68実測図 (1 : 40) 

S K68 

集落域のほぱ中央にあり、

色土の単-~ で、

る。

S B67のすぐ南に位岱t

する。 1.8mX 1.5mの一：角形に近い形をしており

雌土は1火色混じりの黒深さは0.5mの I・.坑である。

S B67のピットを切る形で存在す

切り合い関係から SB67よりも後行し、/!¥L遺物

第192図 S K58実測図 (1 : 20) から 13冊紀中策の時期だと考えられる。

-174-



@
 

10.2m 

゜
lm 

第195図 S K75実測図 (1 : 40) 

10.5m 

0 2m 
I I I~-- I I 

第196図 S K84実測図 (1 : 50) 

S K75 

2.2 m X 1.5mの不正形な土坑で、深さは0.2mあ

る。 L坑の西半には石が据わった状態で検出されて

おり、何らかの機能を果たしていたと思われるが、

具休的には不明である。雌土は黒色土の単一層であ

るが、東方はイ遺月瞭になり、浅くなっていく。

~ 

L 一↑

9.8m 

゜
lm 

1黒色粘質土 2 褐灰色砂

3 黄褐色粘土と黒色粘質土の混土

第197図 S K99実測図 (1 : 40) 

出土遺物から、 13槻紀前半から中薬の所産と考え

られる。

S K84 

集落域南部の SD82とSD83に挟まれた部分に位

置する 3.lmX 3.5mのほぼ正方形に近い形を惜する

土坑である。喝初竪穴住居という想定で調脊してい

たが、周溝や主柱穴がないなど住肘とする根拠もな

く、また 111茶碗も出上したことから、住居ではなく

中Ill:の方形t坑と考・えた。

出土遺物から、 13匪紀中葉から 14懺紀初頭の所産

と考えられる。

S K99 

調壺区最南西部にあり、 SD97による攪乱で一部

消失している。 2.0mX 1.2mの楕円形で、深さは0.7

mである。土層では大きく 2つに分かれるが、出t

の山茶碗を見る限りさほど時期差はなく、 12世紀末

から 13枇紀初頭に埋没したと考・えられる。

S D97が13世紀中葉以降の遺構と衿えられること

から、埋没後すぐにここに溝が掘られることになっ

たのであろう。

S K102 

集落域南東部で検出された遺構で、径0.7mほど

の小t坑である。常滑産の陶器甕片が底に敷いてあ

る状態で出土した。

出土遺物には、上記の常滑産陶器甕片があるが、
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7.2 m 

9.6m 

゜
第198図 SK 102実測図 (1 : 20) 

体部ばかりで口縁部はなく、

SK 11 

S D 1の北側、 SA 10の

時期はわからない

西側に 存在する南北1.8

m、東西1.75m、深さ 20cmの浅い

る。性格はわからない

略方形の土坑であ

第199図

【性格不明の遺構・その他の遺構】

S Z 24 

SD 1の

る。

12m 

東；'.¥:に位置する 石列と配石群

、南北約10mの範囲に拡がる

の遺構であ

東西約S D 1の埋没後に設置された石群で

。石列は南北 に伸

びており、 6.5mある。軸方向は N21.5

この部分に拡がる全体の配石群には特に規則性はな

、石列は埋没後の SD 1の落ち込みを意；識し

つくられたものと思われる。

いが

Eである。

て

/¥，＼＼ー。亨

／□
 

イ
／

らー
ヽ

xぐ

s
 

＼
 第200図 S Z 24,-.., S Z 29実測図 (1 : 100) 
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伍列には憎,~欠けた部分があり、抜き収り痕も認

められなかったことから出人口として設定していた

可能性があるが、単に後枇の攪乱かもしれない。

また、石の揃い方から西方を外側とする意識が働

いていたとみられる。内側と想走される配石部分は

全体的にやや落ち込みが見られ、この部分が何らか

のスペースとして活Jijされたとみるのがよかろう。

時期は、 SD1雌没後で、出土遺物も勘案すると、

S E20などと詞じ 13批紀中葉から 14世囃じ初頭と考え

られる。

S Z 25・S Z 26・S Z 27・S Z 28・S Z 29 

配石・石列 SZ 24の南に隣接する•連の礫詰まり

の L坑である。 この部分には次に述べる SZ 30を

含めて 6つの礫詰まりの土坑があり、消初はすべて

低という認識で調在をしていた。しかし、どの遺構

A
 

」ヽ

A 

B.Bm 

゜

:
 

第202図 S Z 25・S Z 26実測図 (1 : 20) 

8.Bm 

第203図 S Z 27実測図 (1 : 20) 

｀ L 

_J 

゜

_J 

8.Bm 

゜
第204図 S Z 28実測図 (1 : 20) 

-178--



でも件の出土はなく、中槻墓とは確定できず、不明

遺構とした。

S Z 26~S Z 29は約lmの円形で土坑の内部には

大贔の礫が詰まっており、遺物はあまり出土せず、

あっても時期の特定できない破片が多かった。

S Z 25は既述の 4つに比べてかなり小さく、径0.3

mの円形である。これにも大贔の礫が詰まっていた。

なお、この遺構は、全く遺物の出土がない。

これら遺構群の時期は、・少ない遺物から 188貢遺

構•覧のように拮定したが、 S Z 24と同じ 13世紀中

葉から 14軋紀初頭頃のJJJ能性もある。

L~ 

8.6m 

゜
第205図 S Z 29実測図 (1 : 20) 

y
 

8.0m 

_J 

゜
Jm 

第206図 S Z 30実測図 (1 : 40) 

ー］

S Z 30 

配石・石列 SZ 24の南に隣接する礫詰まりの追構

である。遺構南半分の状況は小明であるが、 1.3m

X 1.3m、深さ 0.4mある。前述の SZ 25~29 と•連

のものと思われるが、礫の状況は詰まっているとい

う程ではなく、他の 5つとはやや楳なる。

S Z 30からは llJ茶碗と思われる破片が出士してい

る。 SZ 25から SZ 29を含め、 SZ 24と圃じ層位．に

作られた•連の遺構と衿えられ、 lffJ 時期の 13肌紀中

菜から 14枇紀初頭であると苔えられる。

S Z 36 

長径3.2m、短径1.6mの桁円形を呈する集石遺構

である。 SD 1のすぐ東岸にあり、 SD 1の影押で

落ち込んだ窪みにliが溜まった状況で検出された。

従って深さはO.l~0.2mほどしかない。

中軋の遺物の出tはなく、時期は近世以降の遺構

であろう。このような集石の t部には石塔が建立さ

れたり火粋施設が設けられたりすることもあるが、

詳細は不明である。

L 

旱
゜

一↑

゜トゴ-I I I I 

第207図 S Z 36実測図 (1 : 40) 
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第208図 S Z 79平面略図 (1 : 1 0) 

S Z 79 

検出時、点では確認、することができず、掘り下げて

いく段階でf-.師揺rmが重なった状況で出J.したt師

器llll溜まりである。明瞭に遺構の輪郭が確認された

わけでないが、遺物は原位置を動いていないと判断

し、何らかの雌置行為のJJJ能‘性を考えた。ただし、

第208図は出 1-.状況図ではなく、現場での略図であ

る。なお、この略図にある円の範囲は、上師悩JJ11の

部分だけ残した際の閥まりを示したものであり、遺

構の範囲ではない。長径0.5m、短径0.4mの範間か

ら、 t師器Jill1枚、 f-. 師器小皿10枚、鉄製の鎌の破

片が 1片出卜した。十．師器Jill溜まりの範囲の,-.は茶

褐色 I・.の弔•層のようであった。その出L状況から

巖であったことも推察されるが、性格については不

明である。時期は、出 I・.のL師器lII1より 13侃前半か

ら中焙と息われる。 （小林）

(;;J) 

J, iii茶碗は以ドの文献に拠っている。

• 藤澤良柘「iii茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第 3

け、 ：重県J:用蔵文化財センター 1994 

・中野睛久［知多（常滑）古窯址群の山茶碗についてJ

『研究紀要』第 3号 二軍県埋蔵文化財センター 1994 

2〕 宇野隆夫「井戸者」『史林』第65巻第 5号 1982 

水谷憫「石組井戸と木組井戸一三重県内の資料から見た

その使い分けー」『研究紀要』第 8号 三重県埋蔵文化

財センター 1999 

rj 四H市市苑lこ遺跡では、多くの火伴穴と見られるt坑が

検出されているが、それと比較すると I・.坑のI内］囲に焼 I・

-180-

がなく、白い粉状のものの出t址も少ない。これらの条

件から考えると、墓もしくは火葬穴と断定することは難

しい。（『近畿自動車逍名古屋神戸線（第．．名神）愛知県

境～四日市]CT埋蔵文化財発掘調在概報』 m―：重県

埋蔵文化財センター 2000)

第 2節出土遺物

1 古墳時代の遺物

上段及び中段から出土した占墳時代の追構に伴う

逍物と包含層や後懺遺構に混人した古墳時代遺物、

それに調在lメ:隣接地の畑耕作tより出 tした古瑣時

代の遺物について述べる。

H-S12 pit3出士遺物 (6814)

本ピソトは、中槻と衿えられる SB50の柱穴に煎

複されているが、遺物はその影臀を免れた。小朋の

台付く字形甕で、 LJ緑部ヨコナデ、 1本部をハケdJい］柩

する。ほぼ完形に近い十乱怜で、混人というよりはこ

のピットに埋置された 11f能性が高い。そういう怠味

では、小さいながらも I・.坑状の逍構といえよう。

S Kl5混人遺物 (6815)

S D 1に重複する巾 [II:のt坑である SK15に混人

していた追物で、そういう、な味では SD1罪 I・.に含

まれていたとみてよかろう。初期須忠悩の台付壺と

推定され、 SD1出j-_の3438と文様構成や波状文の

特徴など酷似している。出 t位置は異なるものの、

伺•集団の手によるものか、ことによると伺伽J 休

の可能'i''f.すら 1{在する。

S K74出士遺物 (6816,.....,6817)

直r・1壺6816とS字甕 C6817がある。 6816は、頸部

の括れが緩やかで、胴部の膨らみに乏しいややイレ

ギュラーな形態をとるもので、悩台の可能1牛もある。

6817は、「l径11.0cmと小さく、 S字党の小形品といっ

てよい。

⑮ : l◎◎□ 
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第209図 H-S12 pit3位置図 (1 : 100) 
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第210図 E-W15 pit2位置図 (1 : 100) 

S K64出土遺物 (6818)

s字甕Dである。口緑端部のヨコナデは弱く、丸

くおさめられている。

S K80出土遺物 (6819-6820)

甕 (6819) と伍製模造品の紡織具 (6820) が出!・.

している。甕は、イ本部 I・.半にハケ、下半にケズリを

施した＜字形の甕で、底部は円板状を呈する。石製

紡織具は、 ~ij 述の4393~4394 と同形である。

E-W15 pit2出士遺物 (6821)

本ピットは、 SD1付設施設である貼石を収り除

いた後に SB19の東1竹隅柱穴に隣接して確認された

ピットで、罪土に礫を含む。韓式系士器の鉢で、底

部は丸底でアトランダムに円孔を穿っている。 L平

i駕が欠担しているため把手の付無はイ遺月である。

S Z 21出土遺物 (6822-6827)

須忠悩甕 (6822~6823) ・杯身(6824)・短脚付益

高杯 (6825~6826) ・L師器台付売(6827)がある。

須恵謡杯は受iり位の立ち上がりが高く、底部のロクロ

第212図 6828~6835採集の畑地 (1 : 2, 500) 
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第211図 H-P9 pit3位置図 (1 : 100) 

ケズリも T寧に施されたシャープな作りで、短脚の

高杯なども含め、 5肌紀後半の所産であろう。 6827

は、全1本に靡耗しているが、 S字甕であろう。

S Z 16出土遺物 (6838"-'6842)

土師器高杯 (6838) ・l不 (6839) ・須恵器杯盗

(6840) ・恥身 (6841~ 6842)がある。須恵悩杯身・

杯益は底部及び）く井部が丸みをもっている。 t師悩

高杯は屈折脚高杯Cである。

H -P 9 pit 3出土遺物 (6836)

土 1、：である。所属時期はイ凋明であるが、 SD1で

は古墳時代に属するものが多いことから、本例も

応ここに措定した。

SB 17出士遺物 (6837)

北側の）北部分の柱穴から出 Lした逍物で、ハケ調

整の小刑け甘である。

調杏区隣接の畑地採集遺物 (6828"-'6835)

発掘調介で出土したものではないが、ちょうど発

掘調在と li:iJ時期に、調介悩に隣接する畑地（発掘調

介で作架員として来られていた方の所イnの耕作中

に出土した遺物である。刈該の畑地は、ちょうど S

D 1上流部の東側への延長部に相'l'iしており、 SD

1が 1・.流部でかなり浅くなっていくこととあわせる

と、何らかの閃連を想定してもよい遺物群である。

このうち、 6829は、口縁部がやや短いが、 卜げ底

形態の底部を含め、内胄LJ緑壺 Eとの類縁‘性をもつ。

ただし、やや小形であることは、小月肘廿的ない揺で

あったのかもしれない。令!!'Iiをミガキ調柊した粕製

品である。

6833は、 S字甕の脚部と推．定されるが、ハケの）j

向が通有の右卜．がりと異なり、左ドがりである。

包含層出士遺物 (6843,.,_,,6860) 

いわゆる他含層や表t、攪乱部分から出 1-.した遺

物を包含層出上遺物として一括した。
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6843~6850 は L 師器、 6851 ~ 6852は L,;_、 6853~

6854 は初期須恵器、 6855は韓式系 L器、 6856~6860

は須恵器である。このうち、特徴的なもののみその

概要を記しておく。

6843は、有段LJ縁壺A3で、外面全面をハケ調整

する。

6844は、器台Cに相当しようが、全体の屈曲はシャー

プさに欠ける。

6849は小型無頸鉢A1で、内面全面に赤色頻料の

喰布が認められる。

6853と6854は器台で、同じ H-U 10区から出土し

ており、 fii]―刈 1固休のnf能性がある。 6853は、 2条 l

単位．の隆幣を付し、器台L部はやや輻狭で括れる特

徴をもつ。 6854は、鋸歯文をもつ。

6859は、犬井部にヘラ記号をもつ。欠損している

が「X」であろう。 （穂積）

2 古代の遺物

S B67出上遺物 (6861)

土師器甕1で、口縁部の折り返しは丸く、全体に

ススが大贔に付着しているが、イ本部外[J'!iはオサエで

成形している。 11世紀代のものと衿えられる。

SE9出土遺物 (6862)

灰釉陶器〖の碗である。「l 縁部は強く外反し、高

台はいわゆる----:LI月底台を呈する。黒統90り窯式の

ものであろう。

SE 12出士遺物 (6863)

灰釉陶器の碗である。口縁部は強く外反して高台

はしつかりしており、高さもある。しかし、 6862の

ように三日月高台ではない。黒笹90号窯式のもので

あろう。

S E91出士遺物 (6864)

t師器甕である。靡滅が激しいが、外1J'!iのハケメ

と内面の板ナデがなんとか確認できる。 9懺紀後葉

のものであろう。

S K94出土遺物 (6865,....,6867) 

土師器甕 (6865) 、須恵器杯 (6866) 及び甕

(6867) の出上がある。 6865の I・.師器甕は小形の甕

のrI縁部で、 8111: 紀代のものか。 6866は須恵器杯の

底部である。

各pit出士遺物 (6868,...., 6869) 

H-X8・P9、H-Y 8・P 19からは製塩土器
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(6868) 、 K-D9・P3からは黒色土器 (6869)

が出土している。

6868はいわゆる志摩式製塩土器である。外面はユ

ビオサエが見られ、内面には板状 L具によるナデが

見られる。

6869は黒色L器椀で、いわゆる A類である。

包含層出土遺物 (6870--6882)

本報内ではいわゆる他含層出 1-.逍物のみならず、

遺構内出土の遺物でも逍構の時期とは明らかに異な

る遺物（混人遺物）や表土中の遺物も包含層出 t遺

物と共に報告することとする。

6870~6872 は土師器甕である。 6870はやや須忠質

に焼きあがっている。

6873~6876は須恵器杯である。

6877は土師器杯である。内血にはらせんの賠文が

見られる。斎宮跡の編年4では、 8Ill: 紀前半のもの

である。

6879は土師器碗である。内面の—•部に炭索の吸着

が見られ、ハケかと思われる調整が見られる。

6880は志摩式の製塩 I・.器である。 6868とは違い内

外面共ユビオサエによる成形が見られる。

6881~6882は須恵器壺の底部である。

3 中・近世の遺物

S AlO出士遺物 (6883--6886)

ここに掲載した遺物はすべて柱根である。 6885は

断面長方形に、それ以外は断面長方形のいこ•方の

長辺の角 2ヶ所を面取りする。使） tjJ廿材は 6883~

6885がヒノキ科、 6886はサクラである。

S B93出t遺物 (6887)

[[]茶碗・5である。底部外面には「 1 」の出科が見

られる。胎土は非常に粗く、 fI縁部のナデによる l"I

みが明瞭ではない。尼張廂のもので、藤澤編年の第

7型式にあたる。

S D57出土遺物 (6888)

1-. 師器小1Ill6 である。小片のため詳細は不明だが、

胎Lから中北勢系のものと考・える。

S D 95・96出士遺物 (6889--6890)

これらの追構は削平が激しいためかII',I: 遺物も少

なく、図示できたものはわずか 2、点である。共に加

―r円盤で、 6889は磁器染付の碗を、 6890は瀬戸廂の

陶器碗をそれぞれ再利用したものである。



S X76出t遺物 (6891.......,6895) 

陶器111茶碗 (6894)、上師器JII1 (6895)、鉄製品鎌

(6891~6892) 、鉄製品短刀 (6893) がある。

6894は器壁が薄く、口緑部が強く外反し、イ本部ド

}jはやや丸みを幣びる。藤澤欄年の第5刑式のもの

と考えられる。 6895は橙褐色を呈し、やや1厚手であ

る。中北勢系のものであろう。

鎌 2 点 (6891~6892) は共に木質が良好に残る。

柄の木質が非常に残りが良い。特に6891は目釘の痕

跡も明瞭に観察できる。 H釘でどのように押さえて

いたかがわかる良好な資料で、『木淵梨成図録 近

畿古代篇』 7 で紹介されている占代の鎌とほぼ同じ

形態である。

6893の短J]は、鉄部分は完#しているが柄部など

の木質等は観察できない。残存部の長さは33. 2cm 

を社る。

S E20出土遺物 (6896.......,6901)

井戸の 1-.層から Ill茶碗 (6896) が、 II層から lil皿

(6897) が、 IIb層から t.師謡llil (6898) ・ 山茶碗

(6899) が、 III層から 111茶碗 (6900) が、井戸内 f

層から土師器皿 (6901) が出上している。遺物全1本

でその時期輻を見ると、概ね13懺紀末葉から 14枇紀

初頭の輻におさまる。 6899のIIb層出士の黒科山茶

碗は、背初ひらかなで「け」と書いてあるのかと考

えたが、「氏」である 11J能‘性もありその読みは不明

としておく。

S E41出土遺物 (6902.......,6915)

この井戸は r~v層まで分けることができ、出 I:

した遺物はすべて出 L層位別に把握されている。

I I悦からは6902~6907が出 L している。 6902 は石

製の｝廿途不明品であり、図示してあるオモテ面に1弁

滅した使用痕が見られる。材質は花向宕と衿えられ

る。 6903~6905 は t師器小 l!Il 、 6906 は li:iJ lIT1で、すべ

て南伊勢系のものである。

w層からは6908・6909が出 Lしている。 6908の木

製品櫛は漆裕りの横櫛で、背部は丸く什 I・.げられて

おり、菊と息われる化文が刻まれる。歯は令く残っ

てなかったが、残{{が31本、推定で36本を数える。

6909は陶淵片 lJ鉢で、常滑光のものである。

Vlcl からは 6910~6915が出 I·. している。 6910の瓦

は凸面に格[-blのタタキが人りその中に花菱文を配
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する平比で、当遺跡周辺の津市大里地域の遺跡で確

認されている既報告分では川北城跡出土凡＼窪田

大垣内遺跡 (3次） SK3出士｝いがある。

6911は節抜の竹である。

6912は間物片で、井戸底に据えられたまなこの破

片であろう。

S E42出士遺物 (6916-6922)

この井戸も I~II 層に分層 uJ能で、遺物の出土層

位が把握されている。

I層からは6916の山皿が出tしている。外面底部

に「十」の墨書が見られる。

II 層からは6917~6922が出上している。 6917 は土

師器冊で南伊勢系のもので14肌紀後半のもの。 6919

の山茶碗には墨書が見られるが、苫いてある内容は

イ渭月である。 6921~6922の木製品は削物の底板で、

底板と側板の結合形態は、 6921~6922共に‘片遺跡

『木製品編』聞の穂積分類の H類に相刈するものであ

る。

S E45出土遺物 (6923-6929)

t師器小llll (6923) 、土師悩1Il1 (6924) 、木製品

(6925 ~6929) の出土がある。

6923の土師器小皿は南伊勢系、 6924の土師器JIIlも

南伊勢系のものである。

6925 ~ 6929は木製品箸で、『木製品編』でポした

箸状細棒とは形状的に異なり、先端部分を尖らして

口に入れやすくしている。

S E51出士遺物 (6930-6942)

砥石 (6930)、t師器小llll(6931)、111茶碗 (6932

~ 6935)、陶器甕 (6936~ 6937)、竹製品 (6938)、

木製品 (6939~ 6942) の出tがある。

6930の砥石には図示してある面の表裏共に使用痕

が見られる。

6931の L師器小llllは南伊勢系のもの。

6932の山茶碗は、底部外面に出書が見られるが、

完存でないため内容は不明である。 6933~6935の[[j

茶碗は、藤澤編年第 7型式から第 8刑式にかけての

もので、 13懺紀後半から 14軋紀前半の所産と思、われ

る。

6936~6937は常滑附の陶悩甕である。中野・赤

羽編年の 8刑式のもので、 14懺紀後半に属する。

6938は竹製品で、口縁部に 2個の孔を持つ。用途



に関してはわからない。

6939の木製品は大きさから曲物底板になることは

考えられず、円形加上板としておく。

6940~6941 はイ渭月木製品である。 6940 には枠材の

可能性もある。 6942の場合は遺物の大きさや厚みか

ら井戸枠材としてよいだろう。

S E89出t遺物 (6943,.....,6951)

I・. 師器 l1Il (6943)、 II I !Ill (6 9 4 4~6 9 4 6)、 [lj茶碗

(6947~6951) が出 I·. している。 6943の 1-.師器lill北

勢系のもの。 6947の山茶碗には底部外而に「卜」の

忠内が見られる。おおむね藤澤編年第 6朋式のもの

である。

S E90出士遺物 (6952,.....,7007)

六J.:.A遺跡の集落域では最も多くの遺物が出Lし

た。上師器小皿 (6952)、上師器lill (6953)、 J-. 師器

鍋 (6956~6958) 、凡器碗 (6954) 、山皿 (6961~

6969) 、山茶碗 (6970~6999) 、無釉陶器練鉢 (6960) 、

陶器甕 (6959) 、青磁碗 (6955) 、砥石 (7000~7002) 、

鉄製品 (7003) 、瓦 (7004~7005) 、木製品 (7006~

7007) の出土がある。

6952のt師悩小fill、6953の土帥辟lillは共に南伊勢

系のもの。 6954は伊賀刑瓦辟碗で、山田猛氏の編

ィ戸の II-4煩か。 6956~6958は南伊勢系の J:師器鍋、

6959は常滑産の陶器甕で 6a刑式のものか。 13世紀

後半代。

6960は無釉陶器錬鉢で知多産。 6961~6969 は I I I llll 

で、 6962には底部外面に「D」の墨書が見られる。

6970~6999 は[]]茶碗である。 []Jlill. [lJ茶碗は第 6型

式から第 7刑式の中でおさまる。

特叫すべきことは、多数の墨内山茶碗が出上して

いることである。特に6985は「桶」や「楠Jに近い

が解成イ＜能である。また6973は花押、 6975の「の」

のようなものは略押と名えられ II、6999の渦巻文風

の患内は略押ともなんらかの記号とも考えられ非常

に興味深い。

7001・7002の砥伍には砥!ttiが確認でき、それぞれ

4面、 5面と確認できる。 7000は断定できないが、

砥石のnr能性がある。 3点とも砂宕製である。

7004は前述の凸面格＋目内花菱文瓦、 7006は木製

の卜.駄である。木製ド駄に関しては穂積分類の B4 

類とすべきか。左足の指の痕が明瞭に見られ、かな
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り履き込んでいたと思われる。 7007は上部に受け部

となる板材を組み合わせる何かの脚であろう。

S E92出土遺物 (7008,.,__,7033)

比較的多量の逍物が出土した。 i:師器1111 (7008~ 

7009)、土師器鍋 (7011)、行磁碗 (7010)、無釉陶

器鉢 (7012)、陶器甕 (7013)、II 11111 (7 0 14~7 0 18)、

111 茶碗 (7019~7033) がある。

7008~7009の土師器 1Ill は、共に中北勢系である。

7010は青磁碗で口緑部に大きな l、:．緑を持つ。大平

府跡の分類＂では下舟政を持つ青磁は越、 H-1窯系村磁の

II -2 fがあるが、 u緑の形状はどちらかというと

白磁W類に近い。

7013は常滑産の甕で 5刑式あたりと思われる。

7014~7033 は I I I 1111・l I I茶碗である。尾張栢と渥災

産のものがあり、第 5型式から第 6型式にかけての

所廂である。鳩内の人ったものも 6、,.'.(出 1-.している。

そのうち 4点が「t-」もしくは「 X」の、県内、 7033

は墨痕がつぶれていて不明瞭ではあるが化押である。

S K14出土遺物 (7034,.,__,7039) 

陶器甕 (7034~7035) 、山茶碗 (7036) 、白磁

(7037~7038) 、陶器壺 (7039) の出 Lがある。

7034~7035の陶器甕は常滑所のもので、 5~6 月（!

式あたりのもの。

7036の山茶碗は1本部外面に黒湘が見られる。欠損

部が大きく確定できないものの4077から4078とlr'1Jじ

化押の可能1、生が高し'0

7037は白磁碗の底部、 7038は白磁壺の頸部から II 

緑にかけての部分である。

7039は色調が1火オリーブ色を惜するもので陶監壺

とするのがよかろう。

S K68出士遺物 (7040,.,__,7042)

図ぶしたもの 3 点 (7040~7042) はすべて I I l Jlilで

ある。第 6刑式から第 7刑式の中におさまる 0

S K75出士遺物 (7043,.,__,7044)

いずれも山1111である。第 5刑式から第 6刑式にお

さまるものである。

S K59出土遺物 (7045)

!lJ茶碗である。内部には重ね焼きの痕跡も残る。

尾張附で第 6刑式あたりか。

S K13出土遺物 (7046,.,__,7047)

7046は山茶碗で、渥美廂であろう。内面にはスス



が大祉に付着、さらに焼け焦げたひもも残存してお

り灯明川に使われたものである。

SK 15出土遺物 (7048,..,_.,7049) 

Iii 1111 (7048)、白磁壺 (7049) が出 I:している。

7049の白磁壺は、壺の屑の部分が残存していた。

4条の刻線が人り、耳が少し残存する。その間隔か

ら~且壺の可能性が高い。

S K84出土遺物 (7050,..,_.,7055)

111 fill (7050) 、山茶碗 (7051~7054) 、無釉陶器鉢

(7055) があり、尾張産と渥芙廂のものが見られる。

S K99出土遺物 (7056,..,_.,7057) 

図示したものは 2点共にliJ茶碗である。 7056は渥

美産、 7057は尾張廂のものであり、 1危地は違うが時

期はほぼ圃じころと見てよいだろう。第 5朋式あた

りか。

S Z 24出土遺物 (7058,..,_.,7124) 

t師盛小 ITil (7058~7066) 、上師器 JIIl (7067~ 

7072)、 I・. 師器鍋 (7073) 、 Ill 皿 (7074~7080) 、山

茶碗 (7081~7101) 、陶辟鉢 (7102~7103) 、陶謡甕

(7106~7107) 、陶器卸 Hll (7108) 、青磁類 (7104~

7105·7110~7111) が出 L している。

t. 師器には中北勢系のものと南伊勢系のものが混

在する。小illlは7066を除きすべて南伊勢系のもので、

7066は中北勢系のものである。皿は7067を除きすべ

て南伊勢系のもので、 7067は在地のものと比較して

焼成が良い。外来のものであろうか。

山皿•山茶碗には尼張産、渥美廂のものが見られ、

第 6肌！式から第 7刑式のものが中心である。墨内の

あるものも数点見られ、 7083は「父」としたが 2文

字とみて「大人」のnJ能性もある。 7092は「貝t」、

7088~7089·7093は「0」もしくはそれに近いもの

であるが筆順や苫き）jなどは異なっており、分類lこ

は別々の叫号とみるべきであろう。

7104~7105は行磁である。共に口緑小片であるた

めどのようなものか ,f~ 明だが、碗であろうか。

7106~7107は常滑産の陶器甍である。 7106 は 6 b 

刑式のもので、甕としたが広「l壺とすべきか。

7108は瀬戸・,,伶陶辟卸 ITilで、古瀬戸前期様式＂のも

のである。

7109は加上円盤で、山茶碗の底部を再利用したも

のである。山茶碗時の底部内 1~1 の一方向ナデが明瞭
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に見られる。

7110~ 7111は青磁碗で、龍泉窯系のもの。

7112~7113は比で、共に凸面格+u内花菱文の平

瓦である。

7114~7116は砥伍である。 7115の実測図に表され

ているらせん状の文様は擦痕である。

7117は有孔石製品、 7118は不明石製品？で、 7119

は土製紡錘車である。

7120~ 7123は古銭ですべて宋銭')6.である。 7123の

み折二銭だと思われ、それ以外は小平銭か。鋳造年

代はすべて 11懺紀代のものである。

7124は漆器椀である。器全体を黒漆で、また内外

面それぞれに朱漆で花文の絵付けが施されている。

漆の部分だけが残ったもので、本体の木質部は腐蝕

のためなく、使用樹種は不明である。

S Z 27出土遺物 (7125)

丸凡である。玉緑部の段状部分が残る。

S Z 26出士遺物 (7126)

山茶碗の出土が見られる。渥災産で第 5型式のも

のである。

S Z 30出t遺物 (7127)

111茶碗である。渥美廂で第 6刑式のものと考えら

れる。

S Z 79出土遺物 (7128.......,7139)

t師器小皿 (7128~7137) とt師器皿 (7138)、

鉄製品鎌 (7139) が出土している。 t師器小 mt• mt 

は、共に中北勢系のものと思われる。

各pit出t遺物 (7140.......,7153)

7140~7142 は上師悩の IIIl である。 7141 は「て」字

状口縁を持つ点都系土師1IIlである。 7142はロクロ t

師器である。

7143~7145はllI ffil、7146~ 7149は山茶碗、 7150が

無釉陶器の片口鉢である。 7147は休部に籾柄痕が見

られる。 7146・7149には黒害が見られる。

7151は常滑産の陶器甕の底部、 7152は行磁碗の底

部で、 7153は砥石である。

包含層出t遺物 (7154.......,7213) 

古代遺物の項Hでも述べたが、ここでは包含層出

上遺物のみならず、表i:中の遺物や遺構内出十．でも

遺構の時期とは明らかに異なる遺物（混人遺物）の

場合もここで報告する。



7154~7158 は t 師悩小 ll!L である。 7154 にはススの

付着が見られ、灯明 1111としての痕跡が見られる。

7156はやや似手で中北勢系のものか。それ以外の 1-.

師器小1111は巾伊勢系のものであろう。 7158のロクロ

t師器については栢地系統笠イ渭月である。

7160~7166 は I I I ITll 、 7167~7181 は,,, 茶碗である。

7160は1111としたが、小碗とすべきか。尾張産と渥災

／栢のものがあり、第 4型式から第 8型式までが見ら

れる。．し翡内のある例も多く見られ、 7166は外[(Iiの休

部底部共に鳩内が見られる。 1本部は「大」、底部は

「御（お）めいし」と誡め、「いし」という女竹名を

lj~ すものであろう。また7176は「又」、 7179は「米J

7180は lはくち」もしくは「はくろ」と判読できる。

7180が「はくちJとすれば l博打」、「はくろ」とす

れば［博労」を紅味するものであろう。

7183~7184 は比質 1-. 器である。 7183は奈良火鉢,JJ

の浅鉢もしくは風炉の脚部であろう。 7184は奈良火

鉢の浅鉢の LJ緑から1本部にかけての破片で、菊化文

のスタンプが見られる。

7185~7187 は青磁碗である。 7186~7187 には内面

見込み部に文様が人る。龍泉窯系のものか。

7188は陶器の小1111で、日緑部に湘燈の付着が見ら

れる。 7189~7190は陶器で香炉か。 7191 は拙鉢であ

る。 7192~7193は磁器染付碗である。

7194~7195 は）~nT 円盤である。 7194 は天 l:J 茶碗の

底部を再利mしたもの。 7195は陶器拙鉢の揺り目を

牛かして再利JI1したと衿えられる。

7196は青飴のIIILである。内lfliに装飾が見られ、見

込みには化文が見られる。

7197~7198 は L 錘。 7199~7204 は凡である。 7199

はおそらく鳥会1、いで、軒部分が残る。珠文がない

—~ 巳文で巳は左に咎く。巳の頒は欠損によって繋が

るのかどうかは小明で、尾は比‘りの 3分の1ほどを

まわるで外緑部は 1.9cmの輻である。 7200は'f1、しで、

凸面格r日'}、j化菱文瓦である。

7205~7206 は石製品でi察り !hi が確認できることか

ら砥伍であろうとぢえられる。

7207はい臼で約半分の残{{である。材質は:fE淘宕

てできており、完形ならば直径は32.4cmを測る。

7208は猿形 t製品である。材質は索焼きのl.師質

で浅黄杓色を呈する。頭m;のみの残存で、右側の且
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が欠損しており、左側の耳は軽く貼り付けられてい

るだけである。頒はハケ調整により Eが表現されて

いる。またEの表現がなくなる((部分にはオサエ調

整が見られる。このことから頒；'¥:I)は休；罵に入:::し込む

形で使）11された11r能,,生が衿えられる。まぶたの；~:,)分

がややへこみ、島・ II部分が前へ出る形で、非常に

滑稽な表情をしている。

7209~7212は鉄製品である。 7210~7211 は釘の II」.

能性が名えられる。

7213は、北宋銭の「明道）じ賓」で、材質は銅であ

る。初鋳年は1032年で真内のものである。 （小林）

(dU 

(1〉 以 I'・、上師器甕は,,・記の文献に拠ったの

・泉雄・:. 森川常Jtf.r伊勢・伊質・志摩j占代の I:悩研究

会編『占代の上悩 4炊炊具（近畿紺）』真I湯杜 1996 

• 新川汁':「平安時代～中世における整沸用具―-「伊勢刑」

鍋ーに関する店rの‘此内」『・：爪者占学研究』 1 -: 屯

考古学談詰会 1985

⑫： 以 1,・灰釉陶器は戸じの文献に拠ったc

. liJ ド峰 rrJ 「 ]j~釉陶器 ・Ill茶碗、I中1仕I:器研究会紺『概況

中ilt:のt器・陶磁器』真賜杜 1995

③ • 田中琢「古代・中ill:における手 1:業牛廂の発達 (1) 畿

附」『 11本の考古学』 W歴史時代 (I・・）河/I'i内房妍杜

1967 

・大川勝宏「斎宮の黒色L器一供肪形態を中心に一『点宮

歴史1専物館研究紐災』 2 扇窮歴史柚物館 1993

(1ノ，．泉雄―▲ 「盾宮跡のい器様相J『叫念シンポシ‘ウム点'1りの

t謡・みやこの十．器資料』斎宮歴史閲物館 2000

冨ノ＇ 以ド山lil1. 山茶碗は Hじの文献に拠った。

• 藤澤良祐［山茶碗研究の現状と課題j『研究紀要』第 3

り汀・重県埋蔵文化財センター 19911

・中野 II青久「知多 ('i1~滑）古窯址群の111茶碗について j

『研究紀要』第 3t} : ill: 県w蔵文化財センター 199•1

@ 以 I、-中世のt師器については、 卜訊りの文献に拠った，ヘ

〔皿〕

・倉田直純 I下JII逍跡」『伊勢、'i=廃、'1●：・―ド川遺跡ほか』

重県埋蔵文化財センター 1990

• 伊藤裕仰「中 If!:成立期における伊勢のい器相～文出島闘

遺跡出lジ貧料を中心に、」『軋り抜』 II . ・．屯県罪蔵文化財

センター 2000

• 伊野近富「かわらけ考］『以都I{、［｝用蔵文化財論犯』第 l



狛 （！！オ） };・(都府埋蔵文化財調介研究センター 1987

• 伊野近霜「 I・.HI¥i悩mu中肌十．悩研究会枷『概況中 Ill:の¥-.

悩・陶磁器』真［湯H 1995 

．枡HI洋 l中・ lfi伊勢における中 Ill:L H1li ri:i-」『マージナル』

¥lo 9 1988 

• 伊藤桁仰 1 』~j 在の成果ー出 l·. した遺物一」『多気逍跡群

発掘調介報告』 ・：屯県罪蔵文化財センター 1993

・H溝桁仰．「 I・.淵の変遷～十頂1li悩!Illについて -J『閤出地

区I'、1追跡群発掘調介報古』三重県J-ft!_蔵文化財センター

1996 

• 前川痛広 l各時期の l:器 j『近畿自動11耀1(勢和～伊勢）

埋蔵文化財発掘調介報告ー第 6分冊一蚊山遺跡左郡地区』、

三屯県教fr委員会・て爪県埋蔵文化財センター 1993

〔鍋・羽釜類〕

• 伊藤裕仰「伊勢の中 [U~烈沸用十器から東海を見る」 『鍋

と党そのデザイン』、第 4匝東海名古学フォーラム 1996

• 伊藤裕仰「中 Ill:後期の中北勢系十．師器群に関する詑書」

『研究紀安』第 8り 渭［県皿蔵文化財センター1999

7 町田草・上原貞人『木僻化成図録 近畿古代篇』 奈良

川立文化財研究所 198/4

s 骨桑康光『川北城跡 (1次）発掘調介概恨』津市教介委

員会 1981

9, 大）11勝宏・川崎J;-:Jり『窪Ill大坦内遺跡（第 3次） ・管ヶ

谷古墳群発掘調在報告』て咀県埋蔵文化財センター 1997

10 穂栢裕凸『六大A追跡発掘調介報告（木製品編）』 り：屯

県罪蔵文化財センター 2000,)以下、本文中は『木製品

編』と略す＼

且 以ド常滑産の1:釦器甕は 1,・心の文献に拠った

• 赤；J:J 郎・中野睛久「中軋常滑焼の牛産地編年」永原慶

一編『常滑焼と中 /ll:社会』小学館 1995

・中野110久 I中¥II:陶憐（常滑．渥美）」中 !It上悩研究会編

『概，；~l 中IIしの上悩.I淘磁淵』真陽社 1995

⑫ 山田猛「伊賀の lL1器に関する若「•の名察」『中近世t器

の桔礎研究』 II H本中世十器研究会 1986

1_3 平川南『平内 l:悩の研究』青）ii弘文館 2000

14 以卜貿易陶磁は,,国の文献に拠ったっ

,,, 本1~)こ『大宰府条坊跡 15一陶磁器分類編ー』 太宰府

市教弁委員会 2000

,1ふ 藤澤良ネ{i「中¥!!:瀬戸窯の実休J『古瀬}iをめぐる中 1仕陶

悩の枇界』脊料恥（財）瀬戸市J里蔵文化財センター 1996
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16; 以ド出I:銭行は 1くりじの文献しこ拠った，

水井久史男編各『 fl本/I',I・. 銭紐覧』仄 1小坪蔵銭調 1,~ 会

1996 

訂： 以 1,・奈良火鉢は !'"ii出の文献,.:拠ヮた

・,:,-_{ i招心、[.1-L質 I・.船（奈良火鉢） I r[, 111.-I・. 悩研究会編

『概，，兒 111111.-の f・.僻・陶砧悩』貞I湯H 199;i 

• 竹原 11-:1りJr rJりfI本（こお tナる jし悩lj:_I名の展 IJ/lI 『,,、1立1が史

l心i谷h、り物館研究恨；'i-』第19飢 1989

・tli'i 111判也[1,,J F. (-B遺跡 1『伊勢、'f=I発、'/. I、Ill直跡(t1)、』

：．屯県Ji!!.蔵文化財センター 1990

恥・じ利光俊彦•佐 /II ii・：敏・化谷糾『法降、『の全賓.1Ll,Jヽ,;:・

館 1992

・ill崎佑＾．『奈良囚立文化財研究所,;:『ll第:i9lllr q, 111:.1、しの

研究』雄1111怜l出版 2000

〈付記〉井戸の「息抜き筒」について

本文中でも示したが、 SE20では j「Ji を }lj!_ める fL~

に-}-j:神の息ができるようし‘つしょにJI!!.め込まれだし＼

わゆる「息抜き筒Jと息われる II・:立状態の竹か確認、

された。また SE42では、 II・:立状態かとうかは fi在認、

できなかったが、最 I'・州の Vf曽から i血を抜し＼た竹

(6911) が出 I・.しており、 Ir:iJじく 「息抜ぎ篇i」 の 11f

能性がある。 SE20は 13Ill: 紀木袋から l1! Ill: 紀初珀、

S E42は 13肌紀後l・から 14ill: 紀 "I染の皿没て、現代

まで続く井） iを埋める時の「井戸の神様」に対する

儀礼が、六大A遺跡では 11ILI: 紀 1前後には{{在してし、

たuf能性をボした。



遺構番号 遺構の性格
規模(m)

時期 備考（長径 x短径x深さ）

SD1 大溝 100.0 X 15.0~30.0 X 1.0~3 0 弥生時代後期～中世 各種付設施設有（別表参照）

SR2 旧河道 不明 弥生時代後期～中世 志登川右岸の低湿部に相当か

SD3 溝 2.4 X 1.0 古墳時代中後期

S04 溝 1.4 X 0.8 古墳時代中後期

S05 溝 14.0 X 2 0 X 0.2 古墳時代中後期

SK6 土坑 3.2 X 2.0 XQ.5 古墳時代前中期

SK7 土坑 17X 1.7X0.3 不明

SE9 井戸 1 3 X 1.3 X 1.3 9C後半

SK11 土坑 1 8 X 1.75 X 0.2 不明

SE12 井戸 1 5 X 1 5 X 1.2 9C後半

SK13 土坑 0.8 X 0.8 X0.5 11C~12C 

SK14 墓？ 1 3 X 1 3 X 0.6 13C後半~14C初

SK15 土坑 1 1 X 1 1 XO 35 13C代

S216 竪穴状遺構 6.2 X 5.0以上 古墳時代か？

SE20 井戸 2.2 X 2 2 X 2.5 13C末~14C初 井神の竹筒有

S221 不明 1.75X1.2XQ.1 5C末

SK23 土坑 3.6 X 1.2 X 0.2 近世

S224 配石・石列 12.0 X 10 0 13C中~14C初 石列の軸方向N21.5°E

S225 墓？ 0.3 XO 3 X 0.1 不明 遺物なし

S226 墓？ 1.0 X 1 0 X 0.4 11 C末~12C中

S227 墓？ 1.0 X 1.0 X 0.4 12C代？

S228 墓？ 1.0 X 1 0 X 0.6 不明

S229 墓？ 0.8 X 0.6 X0.3 12C前~13C初

S230 墓？ 1.3 X 1 3 X 0.4 不明

SE31 井戸？ 1.2X12X1.7 中世

SK32 土坑 0.75XQ5XQ25 不明 遺物なし

SK33 土坑 0.8 X 0.5 X 0.1 不明 遺物なし

SK34 土坑 0.5 X 0.4 XO 1 不明 遺物なし

SK35 土坑 0.8 X 0.65 X 0.15 不明 遺物なし

S236 集石 3.2 X 1.6 X 0.1 ~0.2 近世

SK37 墓？ 0.45 X 0.4 X 0.3 不明

SK38 墓？ 075X0.75X0.15 不明

SK39 墓？ 0.8 X 0.8 X0.7 不明

SE41 井戸 4.0 X 3.2 X 2.8 14C前半 枠材あり

SE42 井戸 1.7X17X1.0 13C後~14C中 曲物底板

SE43 井戸 2 2 X 2.2 X 0.6 13C中葉

SE44 井戸 1.5 X 1.5 X 1.6 14C後半~15C初 H-Q2 Plでもある

SE45 井戸 2.3 X 2.0 X 1.2 14C後半~15C初

SE51 井戸 2.6 X 1.7 X 1.2 14C後半~15C前葉 枠材あり

S056 溝 2.0 X 0.5 中世？ 遺物なし

S057 溝 3.0 X 0.4 中世 軸方向N20°E S056と同一遺構か？

SK58 土坑 1 0 X 1.0 X 0.45 不明

SK59 土坑 一辺0.9~10の方形 xo2 13C 

5D60 溝 4.0 X 0.2 中世 軸方向N53°W

SD61 溝 50X02 中世 軸方向N37°E

SD62 溝 5.0 X 0.4~ 1.0 X 0.2 9C代 軸方向N10°E

S063 溝 4.0 X 0.3 近世 軸方向N10°E

SK64 土坑 1 7 X 1.6 X 0.2 古墳時代前期

S065 溝 4.0 X 0.2 不明

SK68 土坑 1 8 X 1.5 X 0.5 13C中葉

SK74 土坑 2.5 X 2.0 XQ.2 古墳時代？

SK75 土坑 2 2 X 1 5 X 0.2 13C前葉～中葉

SX76 墓 1 6 XO 6 X 0.25 13C前葉

S279 墓？ 不明 13C前葉～中葉？
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遺構番号 遺構の性格
規模(m)

時期 備考（長径 x短径x深さ）

SK80 土坑 2.55 X 2.35 X 0.2~0 6 古墳時代

S081 溝 4 2 X 0.2 13C中葉～ 軸方向N12°E

SD82 溝 11.0 X 0.1 12C末~13C中葉 軸方向N67°W

5D83 溝 14.0以上 X0.1 12C末~13C中葉 軸方向N67°W

SK84 土坑 3.5 X 3.1 X 0.15~0.3 13C中葉~14C初頭

SE85 井戸 1.6 X 1.1 X 1 4 13C後葉~14C前葉

SD86 溝 6.4以上 xo1 12C末~13C中葉 軸方向N67°W

5D87 溝 13.2以上 X0.1 12C末~13C中葉 軸方向N67°W

SE89 井戸 2.5 X 2 2 X 0.9 13C前葉～中葉

SE90 井戸 3 9 X 3.0 X 1 5 13C中葉~14C初頭 曲物底板

SK91 土坑 1.6 X 1 6 X 0.3 9C後葉

SE92 井戸 径5.9m(推定） X 1.0 13C前葉～中葉

SK94 土坑 4.2 X 2.8 XO 2 10C代

SD95 溝 20.0以上 X0.3X0.2 13C中葉～近世 底が暗灰褐色土

5D96 溝 28.0以上 X0.3 X 0.2 13C中葉～近世 底が暗灰褐色土

5D97 溝 12.0以上 xo.2xo.1 13C中葉～近世

5D98 溝 12.0 XO 4 近世 近世土師皿出土

SK99 土坑 2.0 X 1.2 X 0.7 12C末~13C初頭？

SK100 土坑 1.4X14 中世

SK101 土坑 2.0 X 1.1 中世 黒色土

SK102 小土坑 0.7XQ.7XQ.3 中世 常滑甕片

第 2表 遺構一覧（大溝・溝・ 土坑・ 井戸・墓・不明遺構等）

遺構番号
規模(m)

時期 備考 調査時番号
（長径 x短径 x深さ）

S01内 井泉10 2.0 X 1 7 X 0.3 弥生時代後期 H-L11 N層下部井泉

SD1内 井泉5 4.0 X 3.5 XO 6 弥生時代後期 2.1 X 1 9mの下段有 H-J10 filb層井泉

SD1内 井泉4 3.2 X 2.0 XO 5 古墳時代前期 H-G•H9illb層最下層土坑

SD1内 井泉6 1.9 X 1 0 X 0.25 弥生時代末～古墳時代初頭以前 H-K11 filb層井泉

S01内 井泉2 1 3 X 1.2 X 0.4 古墳時代中後期

SD1内 井泉3 2.45 X 2.25 X O 9 古墳時代中期

SD1内 井泉1 2 35 X 2.25 X O 4 古墳時代中後期 木製刀形と勾玉出土 E-V9 井泉

SD1内 井泉7 1.5 X 1.5 X 0.48 6世紀初頭前後 3.4X22(石敷部） H-L11 II層下部~ma層井泉

SDl内 井泉8 2.0 X 1 6 XO 2 5世紀後半～末頃 H-K•Ll 1 井泉上面

SD1内 井泉9 2.0 X 1 8 X 0.15 5世紀後半～末頃 H-K• L11 II層下部配石

SD1内 井泉11 1 .5 X 1.3 X O 35 古墳時代後期 2.85 X 2.5(石敷部） H-M12 井泉

SD1内 井泉12 1 1 X 0.8 X 0.15 飛鳥時代 H-M11 II層sz

SD1内 井泉13 1.6 X 1 3 X 0.6 飛鳥時代以降 H-K10 左岸配石

SD1内 井泉14 2 4 X 1 9 X 0. 7 中世 H-K10 左岸配石

SD1内 石組1 2.4 X 1.5 5世紀 H-N14 ma層最上流部石組み

S01内 石組2 0 5 XO 45 古墳時代前期 H-A11 IDa層セットB

SD1内 木組 7.0 X 4.0 古墳時代初頭～前期 H-L12周辺木組

SD1内 礫群1 60X20 古墳時代前期 illb層上部礫群

SDl内 礫群2 7.0 X 4.0 古墳時代前期 filb層下層礫群

SD1内 礫群3 5.0 X 4.0 古墳時代初頭～前期 illb層下部入江状屈曲部石敷

SD1内 木柱 62X28 古墳時代前期 礫群1面に存在

SD1内 上層礫敷 100.0 X 5.0 古墳時代中期 11層礫敷・貼石

SD1内 下層礫敷 36.0 X 4 0 古墳時代前期 ma層下部・ filb層礫敷

SD1内 最下層礫敷 14QX56 弥生時代末～古墳時代初頭 IV層上面礫敷

SD1内 壁材 5 0 X 4.5 古墳時代中期 壁材

SDl内 貼石 17.0 X 4 0 飛鳥時代 右岸貼石

第 3表遺構一覧 (SD 1内付設施設）
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規模
棟方向

柱間(m)

終番号 時期 備考
間数 東西(m) 南北(m) 面積（ポ）

軸方向
東西 南北

SAS 12前後 90 
南北

不等間 古墳時代？
N31°W 

SA10 5 8.3 
南北 1.8+1.8+0 9 

中世？詳細不明 一部に柱痕が依存根石有
N3°E +1 6+1 9 

S817 3X3 52 43 22.36 
東西棟

約1.7 約13 古墳時代中後期 SA18と関係？根石有？
N6°W 

SA18 3 5.4 
南北

約1.6 古墳時代？ S817と関係？ （平行）
N6°W 

S819 2x2 3.3 2.9 9 57 
東西棟

1 6 1.4 古墳時代後期
N15°W 

S822 3X2 6.3 39 24 57以上
東西棟

20 20 13C中葉~14C前期？
N14°E 

S840 3X2 39 59 23 01 
南北棟

2.0 20 奈良時代～平安時代
N32°W 

S846 5X3 52 9.5 49 40 
南北棟

1 6 1 7 BC代
N13°W 

S847 3X2 70 40 28.00 
東西棟

2.2 20 9C代
N36°W 

S848 2x2 4.5 41 18 45 
東西棟

22 20 13C中葉~13C後期
N21°W 

S849 2 X 2(推定） 43 49 21 07 
南北棟

22 不明 13C中葉？
N32°E 

S850 3X2以上 3.7以上 4.2 15.54以上
東西棟（推定）

1.8 1.4 不明（中世？）
N27°W 

S852 4X3 54 37 19 98 
東西棟

1 3 1 2 14C後半?~15C初頭
N29°E 

S853 3X2 6.4 43 27 52 
東西棟

2.1 2 1 SC後半~9C
N46°E 

S854 5X2 45 8 1 36 45 
南北棟

22 1 8 BC代
N14°W 

SA55 3 51 
南北

1 4+1 9+1.8 SC 
N14°W 

S866 4X3 44 52 22.88 
南北棟

11 1 6 13C中葉~13C後半
N22°W 

5B67 3X3 58 43 2494 
東西棟

1 8 1 5 10C後半
N15°W 

5B69 2x2 4.4 44 19 36 
東西棟か？

22 22 12C末~13C前期
N20°W 

S870 3X2 6.1 35 21 35 
東西棟

20 1 8 平安時代か？
N31°W 

S871 5X2 9.8 46 45.08 
東西棟

20 23 SC末 根石有
N20°W 

S872 3X2 3.7 62 22.94 南北7棟0 

N2 W 
1 8 20 10C代？

S873 3X2 6.3 4 1 25.83 
東西棟

21 2.0 13C初頭
N40°W 

S877 3X3 33 47 15.51 
南北棟

11 1 5 13C代
N26°E 

S878 2x2 4.6 55 25.30 
南北棟

23 27 12C末~13C前期
N36°W 

S888 2x2 48 3.1 1488 
東西棟

2.4 1 5 不明
N34°E 

S893 3X2 6.3 46 28 98 
東西棟

21 23 13C中葉
N40°W 

第 4表 遺構一覧（掘立柱建物・柵・柱列）
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VII 遺構・遺物のまとめと考察

11({和63年疫の範間確認調在を経て、平成）じ年度の

低JI{I'、J追跡を既矢として始まった中勢逍路建設に伴

う津di・身Ill大古曽から津市大里窪川町地内の発掘

調在は、最北の六大A逍跡の調介をもって終fした。

ふ登茂川右州に所在するこれら遺跡（南から大古曽

逍跡、低姐内遺跡、六大 B逍跡、六大 A遺跡）は

［窪川遺跡群」ともいうべき相圧に関連する内容を

もっており、 •連の調介はこの地にほぱ間断なく延々

1.3kmにわたる輻30-50mの大トレンチを人れたと

いってもよい。最終的な調介面積は13,320m"を調介

した六k.A遺跡を含め、総叶63,990m"にものぼった。

これらの調在によって、旧石器～縄文時代の遺物

も含みつつ、 tに弥生時代中期から近軋に至る志登

茂Jll布作の追跡動態が、より明瞭になったといって

よい。特に、古墳時代後期から律令体制成立期の 6

懺紀末-7肌紀初頭頃、渭地域に一斉に掘立柱建物

による集落が広汎に成立する巾実は、窪田遺跡群全

休の動向として注怠する必要がある co

志登茂川を望む六大A遺跡は、これら遺跡群の北

端に位骰するとともに、地勢 i--.、脇を伊勢別街道が

走り、ぷ登茂川も 1旭するということから、水陸交通

の帰結点的な｛立置を占めていた。六k.A遺跡が担っ

た歴史的應義は、まずはこうした窪田遺跡群全1本の

なかでの位罹づけを図っていく必要がある。

さらに、六kA遺跡の各々の遺構や遺物には見る

べきものが多く、それらは古墳時代祭祀のあり力や

渡来系文物の流人の問題をはじめとして、列島全体

の動向のなかで議論すべき内容のものも多く含んで

いる。六大A遺跡の位骰づけを図るには、こうした

個別逍構・遺物の検討も行っていく必要がある。

以ドでは、六大A遺跡の遺構・遺物の調在成果を

まとめるとともに、そこから提起されるいくつかの

問題に対して考察を加えていきたい。

第 1節 六大A遺跡の調査成果のまとめ

1 全体的なまとめ

六大A遺跡は、志登茂川に連続する低湿地と推定

される下段の SR2、そこに注ぎ込む谷状地形の大
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溝である中段の SD1、さらに SD1の周辺及び上

段に広がる律令期を中心とする集落域として把握す

ることが可能である。

S D 1及び SR2は、縄文時代晩期の遺物も微星

含みながらも、本格的に逍物の投棄が開始されるの

は弥牛時代中期末から後期にかけてで、その後、遺

物屈の多謀はありつつも、古墳時代を経て律令期、

さらには中槻に至るまで遺物の投棄が認められる。

このように長期にわたって継続的に営まれたこと

が六k.A遺跡の特徴のひとつであるが、 t器や木製

品等の遺物械の多寡を指標とする限り、古墳時代初

頭及び中期にその最盛期の一端があるのは間違いな

い。しかし、 SD 1がちょうど調在区を縦断するか

たちで検出されたため、この最も盛期ともいうべき

時期の遺構（特に建物逍構）はまとまったかたちで

は確認されていない。これらは、 SD1に影愕され

ないlこ段部分にはとんど確認できなかったことを衿

慮すると、おそら<S D 1の東西向側、あるいはど

ちらか片側に存在していたものと椎定される。

ここに存在したであろう建物群の具体的様相の・

端は、既fl」の『木製品紺』で示した多贔の掘立柱建

物部材、特に•遺跡からの出 t総数としては日本で

も屈指の20枚が出土した扉板の存在からも窺い知る

ことができる。このことは、六k.A遺跡に扉板を建

築部材の構成要素として含む高床倉庫が複数存在し

ていたことをホす。この場合、六大A遺跡西側の高

台に存在する中鳶遺跡が六大A遺跡と何らかの介・機

的関連を有していたことは間違いなかろう。

SD 1には、井泉をはじめとする付設施設が多く

設置された。それらは、何らかのかたちで祭祀と関

連をもつものが多い。出t遺物をみても、武器形を

はじめとする木製祭祀具や祭祀専川物品である石製

模造品、体部穿孔土器や手捏ねI・.器をはじめとする

祭祀系士器、それに律令時代に人るが十．馬や男苓形

木製品の出土など SD1もしくはその周辺部での祭

祀行為の存在を広く想起させる。そういう、意味で、

SD 1は六大A遺跡における祭祀遺物の投棄の場で

あるとともに、祭祀行為の拠点地のひとつであり、



特に古墳時代中期には祭祀域そのものであった、と

いうことがいえるのではなかろうか。また、付設施

没はないが、 SR2においても、祭祀に使用された

と見られる追物の出卜.が認められる。これら六大A

逍跡の祭祀については、後段で考察を加える c

祭祀ということを離れても、 SD1及び SR2か

らの出!・.遺物は、逍物糾成も t器・木装品・石製品

など多岐にわたっており、内容的にも見るべきもの

が多いく）特に注目できるものとしては、東日本とし

ては蚊多贔となった韓式系十．悩• 初期須忠器の出 1-.

があげられる n このことは、本遺跡が何らかのかた

ちで渡来系艇団との関わりももったことを小すとと

もに、本追跡の'It格を名えるうえでも非‘常に重要な

論、l位となろう。さらに、韓式系t灌怜などの出 1-.から

六 )(A 遺跡と渡来系集団の関連を•定認めてよけれ

ば、横櫛など l灌怜以外の•部逍物にも渡来系として

収紋させたほうがより適切と息われるものもある。

これら韓式系土悩をはじめとする渡来系文物の、紅義

についても、後で個別に名察を加えたい。

さて、六大A追跡の出土遺物、とくに上述の渡来

系遺物をはじめ、一般集落では通常出,-_しないよう

な特・殊な木製，'11¥ ())装具・盾・馬具・横櫛・琴・多

州のド駄．粕巧な案・木簡など）、それに優秀な掘

立柱建物部材が多数出tしていることは、調在部分

が首長）凶館に含まれるかどうかはともかく、首長層

などの '''i時の文配者階/,けに関わった遺跡であること

をホすものであろう。）卜呆 lにみる「上と})剣の祭

儀」（後述）も、これら (1li層に存在した観念を小

すものと捉えると、 J用鮒しやすい。

つまり、古墳時代の六大 A遺跡は、現時点では臼

長層が')こ修した祭化域を含む百長 1関連の遺跡として

捉えることが11f能であろう。

往合時代に人っても、 SD 1からは大刑士馬や柑i1

脚 i~一IS付圏脚円 l*f硯、木簡、多数の忠書土器、それに

多数のい許など、通常艇落とは汀いがたい出十．品が

ある。 J]ii]1t範圃内の集落域で確認できる掘立柱建物

にさほどの規格‘性はないが、犯落域はさらに東西へ

連紬しているものと想定され、かなりの打力者層が

六）(A逍跡に拠ってしヽた 11f能性が闘い c もっとも、

lflの久許川（窪川）用の中心地は六大A遺跡南側の

六大 B逍跡 D地［メ:c に中心の•角があると椎定され
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ることから、六k.A遺跡は窪田遺跡群にとって、街

道と水連による物流の流通拠、［ばと、集落群北端の境

界としての祭祀域を担っていたものと推定されるヘ

中Ill:は、さはどの有力な建物群は現状では確認、で

きないものの、オI叫立柱建物や JI:戸といった集落構成

要素の他に、中lい店（木棺硲・上坑硲）も確認、され

ている）さらに、逍物では、化押を含む多数の墨湘

111茶碗が出 I・.していることは注目される。内111川流

域の津市用前遺跡 4ほどの出土はないものの、一逍

跡出卜の、'-H内lll茶碗数としては相‘りな数にのぼって

おり、鳩苫内容も用祁逍跡出 J・.品と共通するものが

ある。用前遺跡では、墨苫lll茶碗にいずれも使Jjj痕

が認められることや墨書内容の検吋などからそれら

が年貢如配機能に l½l わるのではないかと 1W定されて

いるが、六大A逍跡もこれと詞様の性格をぢえるこ

とができよう。その場合、里前遺跡も六大A逍跡も

河川脇の水運流通適地に古地することは、年真艇配

に水運が利用されていたことをポすとともに、ここ

が物責集配の拠、点地としての役割も担っていたこと

を 1J~ すものといえる。なお、このことの詐細は、後

節で検礼を加える。

2 遺跡の性格の変遷

六k.A遺跡もしくはその周辺での集落形成が本格

的にはじまるのは、出 1こ逍物をみる限り、弥＇卜.時代

後期以降のことである-この時期以前の11、:Jr片的な要・

索を六 }(A遺跡の崩史とし、弥＇卜 ..1片代後期以降を本

格的な犯落の活動時期として逍跡の変遷を時期別に

兄ていくと、以下のようになろう"

前 1期一谷状地形が形成される (SD1底面卜．の木

質悩の木片の放射・It炭kによる年代測定から BC

1000年煩には{{在している）

前 2期一少数の集団が SD 1や SR2周辺で活動を

間始する (SD1ド）付部や SR2で突俯文 1点怜や

浮線文系L器、弥牛時代の地賀 Ill系,-.化わが出 I・.す

る縄文 llが代晩WJ~ 弥＇卜時代崩期）

第 1期ー SD 1や SR2の雌没が始まる弥11:.11、j=代後

期から占墳時代 fJ!i期llli半 多贔の I虚恰粕の投窮が

始まるーカ、 SD 1底の左倅側に井呆の構築が始

まる やや時期をおいて最ド層礫敷や 1-·1~ 礫放も

施される） ,'H 1-_追物に絵両・蒋譲IJI・. 器や )Jl1ij部穿孔

|堺．器、 ミニチュア I・.憐、武憐形、琴などを含むな



どSD 1や SR 2自休で行われたかどうかはとも

かく、祭祀色も濃原。また、泥除や憎I)の鍬に未

製品が多く存在し、 外定の木器加」．．も行われたよ

うだ'.) SDlIV層（蚊卜罰） ・III b層併行

第 2期ー SD 1や SR2からの遺物出 f・_屈が減少す

る占墳時代前期後半頃。ただし、井泉は造り続け

られる n SD  1や SR2 の出 1~ 品を見る限り、周

辺爵ISでの活動もやや停沿気味かへ祭祀色や木悩）Jll 

i: はこの時期も継綺 SDlIIla陪併行

第 3期一怖式系土料や初期須恵、岱を含む渡来系逍物

が流人し、 SD1に日け礫放が施される古墳時代

中間から後期頃 堺材もこの頃に倒壊しており、

SD  1脇には小規模な建物が{(在し井呆がri糾に

なり、木製武悩形や滑伍製模造品類が出 I・_するな

ど祭祀色も非‘常に強くなる。近傍や石糾井泉自休

での (i長祭祀儀礼の存在を示すものであろうハフ

イゴ；J;J I Iの存在から、小規模な金属加r:の痕跡が

窺えるなど、祭祀• 11:_ it 1,tj miでの行艮附の間りが

濃Ir;:c III a /,; りから II/f"i下部併行

第 4期ー SD1右i'/人江状突出部南側に貼 {iが施さ

れる飛鳥時代以降の作令期 ） (/~(! -1ー：馬や［行、蹄

脚部付園脚 Iりltti硯、木簡などからリ 1き紬きイi力者

l¥t,iによる逍跡への関サが認められる。 SD 1 II層

併qj・ 

第 5期一多閤の開苫111茶碗が出 tする中懺祁期()よ

笠茂川水述の物流拠、((を担う遺跡であった itj"能‘「牛

が高い 中1仕木棺総や花判IIii茶碗の{{-在は、この

時期も ,1,地に｛［在したイi力者層の{{在を拙測させ

るとともに、イふ遺跡が年貢集配に何らかの関仕を

してしヽ た LLJ了iも1・tがある o SD  1はほぼ皿没し、 I 

厨に ,1,該時期の逍物が混じる()上rttiには月じh礼け悔

も形成される

第 6期ー SD 1や SR2が完全に狸没し、出,-_贔も

極端に少なくなる中懺後期以降,)ただし、 SD1 

は/Qしヽ谷状の落ち込みとして、雨}(時方は排水機

能の役割は呆たしていたものとす忙定される

（，出）

1 このことは、以ドの 2文献で指摘した 穂柏裕昌 1大古

•;~1 逍跡 A 地区 I~-般 l叶道23号中坊道路哩蔵文化財発掘

if)i¥]介概恨¥11 :_重県埋蔵文化財センター 1994、穂柏裕昌

「飛印l、Hし掘立柱建物群の成立とその1『景」『f釦加：内逍跡
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発掘調在報；芹』三重．県埋蔵文化財センター 1997

,~ 杉谷政樹「六大 B 遺跡 D 地区J 『•般国道23 り•中勢追路

埋蔵文化財発掘調在概報rn』 :．侑県雌蔵文化財センター

他 1991

3 川崎志乃『用前遺跡発掘調在報告』 ・・重県哩蔵文化財セ

ンター 2002

第 2節六大A遺跡の祭祀の諸相

l 確認できる祭祀行為

六大A遺跡で確認、できる祭祀行柘は、 SD 1もし

くはその付設施設で実修されたと -tff:定される祭祀行

為と、祭祀1'l1本はその周辺部で行われたが、そこで

の祭祀に供された遺物が SD 1もしくは SR2で1発

棄されたとみられるものの 2者がある。

井呆・木組遺構・配石といった SD 1の付設施設

は、前者の祭祀に 1繁して使用された、もしくはそれ

自休が祭化対象となった nJ能'l'tがある，万これら逍構

には、 t辟や木製品、石製校造品などが出!・.したも

のがあるが、これらはここでの祭祀に 1:祭して供され

た物品群であろうと推定されるし

後者 (I古］辺の祭祀）に相‘りするものは、 SD 1お

よび SR2から投梨された状態で出 I・.した I・.化怜群構

成逍物の・部、木製品の•部などがある↑ これらに

対しては、 SD 1及び SR2は、周辺部で行われた

祭祀で使IIJした物品群の投窮の場としての役割を担っ

ていたものと推定される c

S D 1に施された疎敷（占墳時代）やl!i1iイi(JI忍島

時代） としヽ ったイ1・貼りの施設は、平域区 l由i的な、紅味

合いをもっていた 11f能性がある ただし、礫放につ

いては、 I・. 野市城之越遺跡の大溝祭祀追f桐でみら

れたほどの規格性はなく、祭場形成に‘りたって足場

を確保する、な味合しヽも闘かったものと息われる (7

l灌，:;:群も含めて SD 1及び SR2出!・.の弥生時代

後期～古墳時代訓期の!・.憐は、休部穿孔されたもの

やミニチュア!-.器、手捏ね t-.悩など明らかに祭祀に

供されたとみられる 1点侶も多数出tしている他、

t悩群のなかに高杯.Jィ；といった供肌具が絹成の，介j

半を古める例(!・.器群54) など祭祀後の 4囚投窮を

連想させる例も多い 0 少数ではあるが、いわゆる円

窓付卜器も{{在する (1201・2251・2531方） C 

木製品では、武悩形をはじめとする形代類が祭祀



に供されたと推定される他、奉斎物品などを載せる

台と衿えられる案や、鞘や）J装具よりそのイf在が推

定される刀剣類、盾、神を招き寄せる祭儀に使用し

たとも考えられる琴など、祭祀を行うにあったて必

要とされる追物が多数出tしている。

滑石製模造品も出 J-.しているが、ここで重要なこ

とは滑い製模造品に関しては確実な未製品がほとん

ど＃在せず、基本的に製品のみが出 J-.していること

である。これは、 SD1や SR 1が専ら使用もしく

は廃東の場であったことを小すものであろう。

2 祭祀の変遷

以卜.の諸点を勘案して、六大A遺跡の各時期の祭

祀内容の変遷をまとめると、以下のようになる。

第 1期（弥生時代後期～古墳時代初頭）の祭祀

SD 1及び SR2への祭祀使用遺物の投寮が中心

であるが（周辺部で祭祀か？）、 SD 1に付設され

た井呆に対しての祭祀行為も認定できる。

祭祀使）11遺物には、主に休部穿孔土器や線刻絵圃

土器、 ミニチュア土器といった祭祀系土謡類と、少

数であるが武器形芥の木製祭祀具がある。これら祭

祀系土器類は、土謡群に含まれているものもあり、

これら士器群に関してはそれ全体が何らかの祭祀に

供された後に•括して SD 1ないし SR2に投棄さ

れたとみることができるができよう。もちろん、祭

祀系上器類を含んでいなくとも、組成が高杯など特

定器種に偏るなど何らかの特徴的な要素がある場合

は、これらが祭祀に供された可能性は高い。

この段階の井泉に関しては、出土逍物に木製農具

（泥除）などが含まれている場合もあることから、

必ずしも祭祀関連の遺構ばかりとは確定できないも

のの、祭祀系J-.器類の出上や後述する遺構の存在形

態からやはり何らかの祭祀行為に関わった可能性は

高いものとみられる。

この他、人江状突出部の礫群なども祭祀に際して

何らかの役割をもった可能1生がある。

第 2期（古墳時代前期）の祭祀

前代に引き続き、 SD 1及び SR2に対しての祭

祀系士器を含む遺物の投東が見られるとともに、井

泉も構築される。また、 SD 1布岸上流部を中心に

幅 2m程度の礫敷（ド層礫敷）が施され、それに挟

まるかたちで有孔銅鏃や漆塗りの木製飾弓などの出
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tがあるが、これも何らかの祭祀行為に関わったも

のとみることができよう。また、 L器群のなかには

S D 1の法血に設置されたのではないかとみられる

例もあり （土器群32)、 SD 1自休が祭祀の場とし

ても機能していたことを示すものといえよう。

第 3期（占墳時代中後期）の祭祀

SD 1自休で行われた祭祀の状況がより明瞭にな

る時期である。 SD1右芹全面に礫敷（卜．層礫敷）、

左；ドには伍組井泉が配され、上流i部には木糸II.逍構も

構築される。このうち石紺井泉は、祭祀遺物の出 t

などから祭祀行為の存在が明らかである。 L器群の

内容も、木製武器形と高杯などがセットで出J-.する

t器群53や、 t師器閥杯と杯の集・中出 L地点に横櫛

が伴う L器群54など祭祀色の強いものが多い。礫敷

は SD1内の足場確保の目的の他、刑域区圃の、な味

合いもあったものと思われ、礫面からは滑れ製校造

品やL器類（位j杯が比較的多い）の他、礫血に挟ま

れるかたちで鉄矛や臼玉48個入りの_j灌刷器小壺も出

上している。家届睾材もこの時期で、 SD1での祭

祀に 1祭して小規模な家犀が存在した11f能性がある。

さらに、須恵器器台や脚付環状連結［几］連聡などは祭

祀に際して供された遺物の可能性がある。

第 4期（飛鳥以降の律令期）の祭祀

石組井泉の構築はこの時期も継続するほか、 SD

l右岸の人江状突出部南側の貼いは祭祀に際して使

用された何らかの場の川能性がある。出 L追物も、

斎串、男茎形といった木製祭祀具の他、大J利のt馬

が{-f:在している。

第 5期（中世前期）の状況

明らかに祭祀関連の遺構・逍物と認定できるもの

はなく、逆に中軋墓が認められるなど、神マツリの

場としての性格は喪失したものとみられる。

3 歴代的祭祀の場としての六大A遺跡

六大A遺跡の井泉は、弥牛時代後期から古墳時代

初頭を経て、古墳時代中期、さらに飛烏時代までIITJ

じSD1で連綿と井泉の構築が続いていることにひ

とつの特徴がある。これは、長期間を通して SD1 

周辺が聖なる地として怠識されていたことを物晶る

もので、まさに 1梵代的祭祀の場として評価できるも

のであろう。

こうした例は、他に福岡県沖ノ島‘うや長野県附代



遺跡 4などが相‘りする。このうち、屋代遺跡は、古

培時代中期にはじまって律令期に最盛期を迎える祭

祀遺構が確謀、されている遺跡で、具休的には湧水坑

型と導水邸という 2種の祭祀系湧水溝をもち、多贔

の木製祭祀具が出,-.している。古墳時代中期に導水

刑祭祀を行った首長的{{在の系請を引き、 8軋紀に

は［官術風建物群」と多屈の文内木簡を残すなど行

而施設としての‘性格も色濃くなると捉えられており、

六 k.A遺跡及び六大B追跡を合わせだ性格と相通じ

るものがある。また、 5懺紀に遡る祭祀遺構をもち、

現在まではぽ圃じ場所で祭祀が継続している奈良県

桜JI:市大神神社,,や―;i附、・伊勢r1f伊勢神宮 6などの古

札も、祭場が継続している例と捉えることがuf能で

ある。しかし、多くの場合、祭祀がこれほど長期間

にわたって柘J-. 地点で継続して営み続けられる例は

少なく、ましてその初現が弥生時代後期に遡り、律

令期まで至る例は極めて少ないということであろう。

六大A遺跡は、打初、弥生時代後期に周辺で行わ

れた祭祀遺物の投東の場からはじまり、礫敷や井泉

が設けられるなど次第に首長祭祀の祭場としての性

格を強めつつ、律令期にいたって窪田逍跡群の北の

境界の地として、公的な祭儀の•端を担ったのでは

なしヽかと推定される。

SD lという場所に、 ・貰して井泉を設け続けた

り、祭祀逍物を投人し続けたことは、この地が長期

に渡って聖地としての怠識が存在したことと、祭祀

執行者が古墳時代首長層から律令制下の郡消等の地

域支配者層へ [aj —月系譜で繋がっていた刈能性をポし

ている。換はすれば、弥生時代後期から律令期にか

けて逍構や逍物で明確な断続1、生が認められないこと

は、同＾系講の集団による同じ場所（逍構）での連

綿とした祭祀行勾が継続していた nr能性が、強く想

起できるのである。 一

以 1-.のように捉えてよければ、六大A遺跡は、長

期間にわたる祭祀の変造を具イ本的に掴むことができ

るまことに希介な遺跡ということができるのではな

かろうか。

4 祭祀遺跡出tの渡来系遺物の意味

ところで、六大A遺跡では、いわゆる初期須恵悩

が多数出 tしている。六k.A遺跡出士の初期須恵器

類の具休相やその意義については後節で検討を加え
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るが、ここでは古墳時代祭祀から出 I'.する初期煩忠

器の、意味について考えておきたいぅ

i直‘常、古墳時代祭祀遺跡としヽうと、神祇系の祭祀

で、そこでのカミ祀りに使）Hされる f虚化は日lrli悩か

多いと衿えがちであるが、紅外に大規松な祭,11じ系の

逍跡では初期頒恵僻窮の渡米系文物の出 I・.が多い,,

六 )(A追跡や）(JIil叶i布留追跡 8 、j/LjI I」の古川II.)代祭

祀遺跡の代表的{{在である愛眈県出作追跡,,でも多

数の初期須忠器（陶質 I閲f) の出 Lかある また、

奈良市阪原阪戸逍跡＇゜でも、集ィ iを伴う祭祀追梢に

須忠器）は党が据えられた状態で出 1・，している，ノ

これらの例は、まだ数少ない最糾の渡米系文物を

導人しえたり、あるいは渡米系飢団を膝卜.に糾み込

むことができた祭祀執行者の）Jを小すものてはある

が、それとは別に、祭祀とこうした蚊祈渡来系文物

に一定の相関閃係も見いだすことができるのではな

かろうか。つまり、最祈文物をカミに供するとしヽう

應、・義である。

ただし、 5枇紀の祭祀逍跡は、すべてこうした追

跡ばかりというわけでもなしヽ。例えば、やや盛行11.J:

期に差はあるとはいえ、 !・. 野市城之越迅跡の大溝祭

祀遺構では、 5世紀段階の祭祀でII1いられた追物（ご

は土師器類ばかりで、須忠器類は混じってしヽなかっ

た。この地域に初期須恵器が導人されてしヽなかった

かというとそういうわけでもなく、近くの高瀬逍

跡）しや城之越遺跡でも大溝祭祀逍構以外には初期姐

恵器の出tがあることから、やはり）く溝祭祀逍構の

祭祀には土師器が選択されていたとみるべきであろ

う（ただし、それでも 2点の韓式系L辟は存在する）

このように、祭祀遺跡と渡来系文物は、それそれ

の遺跡や当該地域の状況を踏まえつつ、個別の背鼠

を探っていく必要がある。六大 A逍跡についていえ

ば、 SD1から出土の器台類や脚付環状連結四連聡

などからも、すべてではないにせよ積極的に祭祀と

関連付けて考えていくべきものと衿える。

（註）

① 穂積裕昌編『三重県L野市比!・. 城之越遺跡1__:. 重県雌

蔵文化財センター 1992、中浦基之「城之越遺跡 (2次）

発掘調査報告JJ・. 野市教育委員会 1998 

② 城之越遺跡でも、多数の小刑丸底壺や1本部穿孔の小形壺

等が出 tしている。体部穿孔l灌似の意義については、穂



積裕昌「休/船穿孔小刑十．器の成立とその意義」前掲註」

文献所収を参照

3 鏡l廿猛ほか『沖ノ島：古川弘文館 1958など

f_, 宮島義和他『 u且越白動車道雌蔵文化財発掘調査報内書

26 吏埴条里遺跡・犀代遺跡群 古代 1編』（財）長野

県哩蔵文化財センター 1999 以ド、附代遺跡群につい

ては、同内を参照

3 大神神杜の祭祀は、以ドの文献にうまくまとめられてし、

る か沢煎 r-: 輪illの祭祀遺跡とそのマッリ」 r-: 輪と

石 1-.』筑摩内房 1988 

り 現l!.1点で判明してし、る神宮のぢ古学的ボ・象は以ドの文献

でまとめた 穂柏裕n1苔占予t料からみた伊勢神‘｛りの成

立J『古代探究』中央公論札 1998 

このことは、 1,・Jじ文献でも指摘した 杷枯裕昌「城之越

遺跡・六大A遺跡J? 信仰閃連逍跡調在過程』奈良 1玉］、ゲ

文化財研究所 1997 

い 廿II'、j紀嗣ほか『布留遺跡二島（里中）地区発掘調在恨古

苫』皿蔵文化財）こ埋教；；！い］介[-ti 1993 

9 松前町教行委員会［出作遺跡 l』1993

10 木['.I (「阪原阪}i逍跡兌掘調介慨恨 j『今良肌遺跡講11t

概報1992年度』奈良県立橿原苔古学研究所

11 1987年:>R県教村委員会湛IN

第 3節六大A遺跡の井泉とその祭祀

1 「井」に対する信仰の諸例～井泉と井戸～

近年、合[1」的に占墳時代を中心とする時期の井呆

逍構の出 t例が増加している そこでは、祭祀が't

修されてしヽた痕跡もしばしば認められ、なかには—:

重県:L野市の城之越逍跡のように、祭祀の場と推定

される 1リ形の！！青石溝を中心としてその溝の源流とな

る湧水点を取り込んだ大規校な）く溝祭祀追構も確認、

されている

こうした）卜泉に対しての信仰は、後の作令期に人っ

ても統くし、 111J代の縄文時代にも湧水部に石を施す

など人［の手を加えた「水場逍構」でも認められ

る 1 ただし、水場遺構の場合は、祭祀的行幻の介

在も窺えるものの、本来的には様々な牛廂の場であっ

たと .fW定されてしヽる 2

弥生時代では、大阪府牙n呆市池上 1;~1 根遺跡で中期

後策の大咽の棟持柱式掘 1'/.柱建物の前間lにクスノキ

製のI,: 大なりlり抜き井}iが発掘され、平なる布間に
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設けられた井水の儀礼が存在したのではないかと :tff~

定された』。このことが是認されれば、池上曽根遺

跡の例は古墳時代へ続いていく井泉での祭祀行為

（湧水点祭祀）の初期の例ということになる勺ただ

し、その 9性格は祭祀111とするよりもむしろ実Jl1LI的

の11[能‘性をより強く若える点見｛もあり、 ・It格につ

いての評価が分かれているのが現状である。

池卜曽根追跡の例はまだ不確定炭素があるのでと

もかく、古墳時代になると、六大A迅跡や城之越逍

跡などで凱杓なように、人［の JI況しをす／叫削して祭祀

の場とし、 J/: 水に対して祈念する祭祀的行'!:.りが明瞭

になる。このことは、行長Mにとって、 JI"-泉から湧

き出た湧水を 1廿しヽた儀礼行為を執行することが、地

域の間発リーダーかつ神祇的支配者としての日身を

確認することに他ならなかったことを小している、

ところで、「JI:」には、池 l・▲ 凶根逍跡のような掘

りJI:)iに近しヽ形態を採るものと、城之越追跡のよう

な井呆の形態を採るものに分別できるか、六大 A逍

跡は典閉的な後者、すなわち井呆形態を採るコ井凩

の楊合、それが単独で{(在するのではなく、源流か

途中かはもとかく、溝とセ、ノトになってしヽることが

通例で、 j卜戸が 1f1_独で{{在するのと{(在形態のうえ

で明らかに児なっている

) j: 泉に溝が付設されることが多しヽのは、直扱的に

は井戸が深さによる水It~ ・・ぐがの閃係で水が外1¥I)へ溢れ

出なしヽのに対し、地ド水位の没し¥j j: 呆では湧水、'・忙ま

で達すると水が容易に地 1-.に溢れ出て lid圃を水以し

にするため、それを防ぐためであろう u ただ、祭祀

としヽう観、しりに立った場合、絶えず水が湧き出ること

が確認できる井凩のほうがJI:水を Ii]る姿を容易にill

らしめることができ、水に関わる祭祀の場としての

構成＇災件をより満たしていたためと 1ffうとされる

2 井泉祭祀の具体相～六大A遺跡例を中心に～

さて、湧水、i,1,1、祭化を fi・ うJj:;jしは、それが溝の源流

となってしヽる例と、溝の途中に付設される例が（［在

する ,c~ij 者には、城之越逍跡の他、長野県史旭 rliI蛉

代遺跡などがあり、後者には六k.A逍跡の他、愛知

県▲宮市八 ,~{-_i直跡 4などがある j

六大A追跡では、 SD 1に付設されるかたちで索

掘りの井泉が 6店、い糾甘鼠が 8晶の部合141店の井

凩が確認できる 索掘り、石組みを間わず、 Jj:>1zは



湧水の湧き出し[J側となる SDlの左芹：側で認めら

れ、対面の溝中央へ向かう側は板材を立ててダム状

の枠材とし、湧水を•定程度淵める構造となってい

たo H様の構造は、城之越遺跡や八十:十遺跡、 I冦代

追跡をはじめ、群馬県ぐ奉間ノ谷遺跡 c， や時代は仲

令期にドるか島根県出実市の--:川谷逍跡 I"でもみ

ることができる。こうした構造r.の共通‘「生は、祭祀

系の井呆に対する共通観念のイ［在をホすものであろ

c
 

、つ

六）：A辿跡の Jj鼠の構成要索をまとめると以下の

ようになる。

井泉 l 什組片呆。 HfirHiに 2枚の板材による L字

状の枠材。井呆内からの滑い製勾」、：と木

製｝）形が出し井凩に1ミる導人路介り

井泉 2 特になし

井泉 3 前1(1iに枠材

井泉 4 1)1j面に枠材、) ! 限 t より L 船 (r'~i 坪・売）

の他、木製農具も出 L

井泉 5 1}1j面に枠材 哩 1-.より I~器（壺・高杯・

ミニチュアt位怜）

井泉 6 1liJ 1f1iに枠材ぐ Jll_!_1-. より股具（泥除）と I~

器 （壺．甕．鉢）) ! 里!・.1-. 部に f-.化，冒群 9

井泉 7 -fl糾几泉 崩1ujに 2枚の板材による L'Y

状の枠材(_井呆内外に須心:？信杯類

井泉 8 石糸II.Jj: 泉で石に挟まれた状態で須忠悩

井泉 9 { j糾井呆（）石に挟まれた状態で須忠辟

井泉10 !11!. I・. に似jl不片 最,,・居小溝の源流に相'-'➔

井泉11 { i糾 JI冴し脇に枠材。判tより滑u・製臼

[、周間より I・.悩類

井泉12 Hfi [(IiをL字状に石［｝恥、 !lj!_トより須忠器

井泉13 J-'I!. I」．より土悩．凡

井泉14 1)1j ,~i に枠材 C I! I茶碗/I'iL =中 1仕

井呆の祭儀を復）じするうえで興味深い例は、 JI:凩

lの＃例である c 井呆 lでは、木製｝）形と滑い製勾

トが出 Lしたが、大溝内の）！：泉とその出!-.造物とし

ての）). +. という要素は、叫紀神油にみえる「大の

安の河の真名井で行われた？［約」と うじの対応閃係

を介している勺つまり、井泉で行われた祭儀のひ

とつに、神盾に描かれた門約儀礼に如する、しヽわば

「［と刀剣の祭儀」があったのではないかという 1W

定が、六）(A追跡の井泉 lの市例は小してしヽる c

そういう視点で他の事例をみてみると、 上野市城

之越遺跡のJt-呆や群、馬県二．室間ノ谷遺跡の井泉では

瓢箪が出 tしているが、瓢箪は『日本内紀』 f・.f應段

で 2か所にわたって門約儀礼に関わって 111いられた

物品として出てきている。さらに島根県二111谷 I逍

跡では、六大A遺跡と jfij様の大溝に付設された Jj:呆

が存在したが、この大溝からはその名も「麻奈 j卜」

と墨内された須恵辟が出土している。

このように見ると、占墳時代から仲令期にかけて

いわゆる！印約に相‘片するものが儀礼として Jj:泉を中

心とする場で行われており、それら実I繁に行われて

いた儀礼を踏まえたうえで出紀の醤約説話も語られ

ることになったのではないかとする推定が、各占責

料から逆に提起できるのではないかと衿えられる 80 

もちろん、井呆で行われた祭祀的儀礼がすべて:'T

約であったというわけではない）例えば六大A逍跡

でも井呆 7では、井泉に須恵辟類を奉点していた状

況が窺え、こちらはむしろ井泉目体を祀ったことを

,Jミしてしヽるのではないかと推定される 他にも、 jj:

泉やその fj!J 血からミニチュア！灌怜や滑ィ i 製校造品げ}•;

の祭祀系追物が出［する場合は、この 11j'能,,生があろ

う (;¥ ! ・・:r遺跡；など）。

つまり、井泉で行われた祭儀は、祭祀内容、目的

笠によって大きくふたつのあり）jがあったとみてよ

かろう 具イ本的には、 JI―• 泉目体を祭祀対象として神

聖視し、そこに対しての祭祀的行為を行った場合、

もうひとつは湧き出る水を舞台装置のひとつとし、

その・.:,;:的神聖さを受けたうえで、 Jj: ;,1l自休が祭 111じ対

象ではなし冴ljl]的の祭祀を行う場合である J そうい

う紅味では、 fJ1j者は地,,・に辿ずる井呆を介して地‘ヽk:

との交感を試みたもの＇＇、後者はまさに祭祀の場と

しての水のある布間といいえるものであろう(

(J-f.) 

l 佐々木由香「縄文時代の［水場遺構 1 に閃する力t;:礎的研

剛『古代』 108 早稲111大学衿古学公 2000

このことに『月しては、調1fに似lわった複数の研究者から

様々な見鮒が出されているか、まとまったものとして以

トの文崩人をあげる 広瀬相方jf 「クラから神殿へ」』先史

II本の仕1けとその周辺』 ,,i)成H1998 

3 秋II I i;'i'~ 「池 I・.曽根逍跡中枢祁における）＜咽建物• 井） i 

の変遷 (J-.l (I、.JI」乃みずほ』 28及び『,,,)』 31 大和弥＇！こ
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三重県城之越遺跡の大溝祭祀遺構(S=1: 400) 
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62.8 

525 

第2節の文献註①

、い、 i

群馬県三室間／谷遺跡の「谷頭」(S=1:100) 文献註⑤

第423図 各地の井泉事例

愛知県八王子遺跡の

長方形区画 (S=l:2000)と井泉 (S=1:100) 

文献註④

ク

".・,:・ 
,,,. 

島根県三田谷 I遺跡の 文献註⑧

遺構図(S=1:1600)と井泉 (S=1:100) 
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文化の会 1999。池上曽根遺跡の大型建物と井戸に関す

る文献としては、現時点では本文献が最も考古学的に整っ

た分析で、本肖：でも基本的に本文献の意見を参照してい

る

④ 樋上昇ほか『八干．子遺跡』愛知県埋蔵文化財センター

2002 

⑥ 大木伸一郎ほか『上淵名裏神谷遺跡 三室間ノ谷遺跡

・般国道17号（上武道路）改築［事に伴う埋蔵文化財発

掘調介報告書』（財）群馬県哩蔵文化財発掘調在事業団

1991 

(6) 熱田買保『:fH谷 I遺跡 (Vol.2)』島根県教育委員会ほ

か 2000

⑦ このてんに関し、榎村‘虹之氏を通じ、直木孝次郎氏より

こ教1]ミを得た。穂栢裕昌はか I六大A遺跡J『一般国道

23号中勢道路埋蔵文化財発掘調壺概報VII』---:煎県埋蔵文

化財センター 1995 

ぶ〗 穂栢裕~f井泉と誓約儀礼J 『名古学を学ぶ遺物』 lnJ 志

社大学若古学シリーズVII 1999 

(9) 銅鐸祭祀に関して、三品彰英氏はそれを「地的宗儀」と

して捉えられたが、湧水点への祭祀はそれに相通じるも

のがあろう o lnJ様の見解は、すでに鈴木敏弘氏が表明さ

れている。三品彰英「銅鐸小考」『古代祭政と穀霊信仰』

(_=_?_品彰英沢作集第 5巻所収）平凡社 1972、鈴木敏弘

I神がみの世界と考・古学」『千刊苓古学第59号』雄111閣

1997 

第4節絵画・記号土器とその系譜

～特に龍・蛇線刻士器を中心に～

六大A遺跡では、弥牛時代後期から古墳時代初頭

頃のい器に、線刻もしくは顔料の樅布によって施さ

れた絵l由iや記号の類をいくつか確認することができ

る。ここでは、そのなかでも、龍・蛇線刻絵両を中

心に、出現の背屎を探ってみたい。

六k.A遺跡出土t器で線刻等が確認される事例は

いずれも SD1から出士する上器で、施された器種

には広い壺（受口壺を含む） ・短頸壺・脚付壺・無

頸壺、それにミニチュア I・.器がある。まず、図版へ

の配閏ll札に従って、確認しておこう。

869 短頸壺に線刻されたもので、頸部から胴部に

かけて縦}ii句に沈線を 1条配している。

893 無頸壺の胴部中央に＾対施されたふたつの図

-409-

案で、線刻ではなく黒色の頻料によっている。非常

に薄くなっており、本来の形状を示すのには困難が

伴うが、ひとつはいわゆる鳥足文、もうひとつは

「◎」状の小さな図案である。

947 広口壺の休上部文様の下に施された赤色頻料

による「U」字形の図案である。

954 脚付壺の胴部に線刻された、崩れた龍と推定

される図案と、長方形区画内に鋸歯文を施して両脇

から凧足状の垂れドげ文様を施した蛇と推定される

2個の図案がある。

1006 短頸壺の桐部に連続して逆c字形の図案が線

刻されたものである。

1138 壺の胴部中央に線刻された、崩れた龍と推定

される図案である。

1313 ヘラミガキによりやや消されているが、広口

壺の休上部に、緩い「 S」字状の図案が連続して施

されている。

1599 頸部に 2個の円孔を打するミニチュア土器に、

龍の図案を線刻したものである。ミニチュア t器の

大きさや形状は島根県西川沖遺跡などでt笛とされ

ているものに類似する！。土笛とすれば「龍を呼ぶ

笛」ともいえようか。

1865 広n壺の胴部に横長の三 H月形の線刻を施し

ている。

1904 記号かどうかは判断しづらいところだが、広

LJ壺の体上部に極めて緩い弧状短沈線が横に連続し

て線刻されている。

2005 破片資料であるが、壺の胴部に線刻された 2

本線で梯子の両脇を表現した、高床介庫と思われる

図案である。

2009 明瞭な絵画・記号というものではないが、受

LJ L 1縁を呈した!l、:u壺の頸部に縦の直線文、 1本上部

の直線文の下位に沈線による波状文が線刻されてい

る。

2022 短頸壺の頸部にヘラ状T具によって III形文が

線刻されている。

2023 短頸壺の休,-.部に鳥足文が連続して施さてい

る。

2026 桐部穿孔の短頸壺の頸部に短沈線を縦に□本

重ねた図案が 3単位連続して線刻されている。

2037 短頸壺の1本r.部に沈線による波文が線刻され
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第424図 六大A遺跡出土の土器絵画と記号文

ている。

2043 直11壺の（水1-.部（こ承）i II磁）文が施されてい

る。

2044 破片・社朴のため全体像は小明であるが、観頭

壺と椎定される口；りの体 I・.部にヘラ；lk・r. 臭による極

めて緩いi皮文と 、そのドに竹管状の図案が施されて

し、7.,。

以上のように、六大Ai!i:跡で絵l由i・記号を施した

と思われる I:器は 18例を確認．することができた。な

かには文梯的なものも含み、またその施文）j法も線

刻によるも(})と (ufらかの顔料によるも(})を合わせて

はいるが、この放値はプ玉県(})単磁跡から,'I',上し

た絵111Jj・;;じ号」：器の数としては群を抜いて多い。

,: じり文は、恒頭壺に施された巾例が多く、記号パ

ター ンは余良原田原和nn甘占 ・鍵．遺跡出[・.の記号文~

を分類された月返旧 ー：．郎氏の分碩による lB・,, 刊及び

l B'If;'! に柑‘りするものりが比較的 Fl•'L つ 。 このう

ちfi[j名の一例である893は、線刻ではなく烹色の頗

村•による l<」月である 。 後者は、ヘラ抽による簡略な

記りで、波:IJ(文を ii'.りしたもののようにも見えるが、

•応、意図的に品号として施文したも(})とみてよい

ものであろう 。

絵 凹・ 品号文は、その多くが水の湧< I: 坑や消に

溌班された、状態で発見されることから、水に関連し

1006 

一, ,- --―-
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1904 

たものとと して捉える急見もあり 、六大Ai且跡のヤI,

格を勘案すると判味深い見解3てある。

SD lの上悩群から/l¥1-. した絵1血i.'記号文の」:2:;c 

には、（本部穿イしの I:辟などと七ットて/1',J・. する＃例

もあり （例えば、」：器群 lや士悩群 3方）、そhら

土器群ては旧対的に壺のILI J・. 氣が多し、。構成する I:

器に複数のものが混じる u~詳45でも他を線刻した

とみられる lfi99(I・. 笛？ ）がII',I・ して tヽ るが、ここ

でも :i:11製の・,-c11'3. I・.(, 砂）札＼十．が多い。 このように、絵

11tij . .-; じ；］・文 I:悩が祭祀に際して使用されたと推定さ

れる上器と共に/1¥上して tヽ る事例が多いことは、絵

1世i.,iじ号文-J_船が祭祀に用いられたとの指摘をより

補強するものであろう 。

さて、；、大A遺跡てii:Elてきる絵11hj・,;じり.•~: 例と

して、崩れてはし、るものの、龍のl名l案が 3例確認で

きること 、さ らにこのうらの954には、蛇と推定 し

たものと七 ットで線刻されてし、ることてある。

池については、1599が崩れてはいるが比校的k

現が密なのに対し、 954と11.38はかなりデフ 1・ルメ

されたもので、大阪府恩知遺跡11',-J油炉や静岡県什

ii姐跨i'J',土品に比校的近し、1翡例がある 'o

これに対し、 954の蛇状の線刻は、これまてあま

り煩例を見なし、ものであるが、休已奈夫氏によ って

紹介された占代中国の殷や『，］の守合l•l 悩のモチーフと



殷周時代青銅器文様

文献註⑤

六大A遺跡の蛇モチーフ(954)

第425図 蛇モチーフの変遷模式図

なった蛇⑥が参考になる。蛇の表現は、頭部を中央

に相対させて 2匹を横並びにするものと中央に 1つ

の頭部を配してそこから左右に胴部を延ばすものが

あるが、蛇の鱗が鋸歯文ないしは菱形文の連続で表

現されることと、尾が巻き込むように終わらせるこ

とに共通性を見いだすことができる。六大A遺跡の

例では、全体的に省略が進み、頭部も表現されてい

ないものの、これらの胴部鱗表現や尾部表現を単純

化すると、六大A遺跡954のようなモチーフになる

と思われる。

以上の推定が正しいとするならば、古代中国にお

ける想像上の霊獣である龍はもちろん、蛇について

も、表現のモチーフの淵源を古代中国に求めること

が可能となる。このことは、直接か間接かはともか

く、当時の中国思想の列島への流入の一端を示すも

のとして評価できよう。

龍・蛇は、ともに水を象徴する生物であり、これ

らモチーフを配した士器が六大A遺跡で 3個体も確

認できたことは、出土遺構である SD 1がいわゆる

水辺の祭祀の場であったことを端的に示す遺物とい

うことができよう。

（註）

① 山日光洋『楽器の考古学』

② 藤田三郎［弥生時代の記号文」『考古学と古代史』同志

-411-

社大学考古学シリーズ I 1983 

③ 前掲註②

④ 瓜生堂遺跡調査会『恩知遺跡 I』1980

⑤ 岩本貴『角江遺跡遺物絹 1土器・土製品』静岡県埋蔵文

化財調査研究所。なお、龍線刻土器については、岩本貴

氏よりご教示を得た

⑥ 林已奈夫「殷周時代の遺物に現された鬼神」『考古学雑

誌46-2』1960

第 5節六大A遺跡にみる首長関連要素

古墳時代の集落にみる社会構成の研究は、これま

で首長居館と一般集落に分けて考えていくいわば二

元論で展開してきたといっても過言ではない。もち

ろん、首長居館にはいくつかの規模による段階差な

ども想定されてはきたが、これらはあくまで「首長

居館」という枠組みを決めたうえでその機能を議論

していたように見受けられる叫

これに対して近年、坂靖氏は、首長居館を頂点と

しつつも、最末端の集落までを重層構造で一貰して

捉える枠組みを提出されたR。これは、手工業生産

をはじめとする古墳時代の諸活動も首長に統率され

た一連の動きとして捉えることで、集落内もその統

率者と成員という階層構造をもつことや、「豪族麿

下集落」という作業概念を与えることによって、い

わゆる首長居館内に限定されない首長（坂氏は、

「首長」という用語が厳密な階級の定義を必要とす

ることから、そうした階級概念を外す意味で「豪族」

という用語を使用される）の活動を活写した。

筆者もかつて上野市城之越遺跡の報告のなかで、

城之越遺跡を首長居館ではないが首長層がその祭祀

に関連した首長祭祀遺跡として捉え、首長居館では

ない首長の拠点遺跡のひとつにこうした祭祀の場が

あったことを提示した。六大A遺跡も、少なくとも

調査範囲が首長居館に相当するとは思えないものの、

様々なてんで首長の存在を想定させる要素をもって

いる。ここでは、六大A遺跡での首長関連要素をま

とめるとともに、首長居館という枠では対処できな

い首長諸活動の一貫を捉えてみたい。

1 遺構にみる要素

SD 1の付設施設である石組井泉や礫敷、貼石な

ど、遺構に石礫を伴う仕事は通有の集落遺跡ではみ
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第426図 六大A遺跡出土の馬具（木852・ 木853は 1: 10, 木970~木972は 1: 8) 

られず、関東地方の首長居館に類例がある貼石濠や 具、直弧文を施した刀装具、 JJ剣鞘、さしば形木製

城之越遺跡の貼石など古墳時代の首長関連の遺跡に

特徴的に認められるものである。礫敷は人工の規格

性には乏しいものの、ベースとなる地山は粘質土で

礫を伴わず、右岸域のみに認められることや SD1 

が粘性の強い堆積であることは、礫が自然の堆積で

はなく搬入されてきた可能性を強く示唆している。

六大A遺跡の場合、礫敷の貼付範囲が110mにも

及ぶ広大なもの（上層礫敷）である他、井泉も石糾

みや前面の石敷が伴う例が多いことなど、より手の

加えられたものといえ、まさに首長層が関与したと

推定するに相応の内容をもつものといえよう。

2 出土遺物による要素

遺構に比べ、 SD1及びSR2から出土した遺物

には首長層の関与を想定しうるものが多い。

まず、木製晶では多数の優秀な掘立柱建物部材が

あげられる。すでに詳説したので多くは述べないが

多数の扉板の存在は、すべてが同一時期のものでは

ないが、近傍に大規模な倉唐群の存在を窺わせる。

掘立柱建物部材以外では、漆塗りの盾や飾弓、馬

（木製脚台付曲物）

鳥取県青谷上寺地遺跡 六大A遺跡（木540)

第427図 木製脚台付曲物と同形態の土製品・石製品 (1 : 4) 
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品、琴、横櫛、椅子、案、脚台付曲物（『木製品編』

で曲物 A類に分類したもの）、それに準構造船部材

などが注目できる。

このうち、刀装具と刀剣鞘は、すでに腐食して存

在しないものの、それらを装着した実物の飾太刀類

や剣が伴うことを示していよう。盾なども含めてこ

れら武器関係遣物がセットで出tする遺跡は、例え

ば奈良県の遺跡では葛城氏麿ドの集落群と関連され

ている御所市南郷遺跡群Rや、物部氏の関与が想定

されている天理市布留遺跡叫がある。これら遺跡と

の出土品の共通性は、遺跡規模の差はともかく、六

大A遺跡と南郷遺跡群・布留遺跡との性格の共通性

を示していよう。

馬具は、『木製品編』で 2点の鐙を報告したが、

馬形もしくは鳥形として報告した木970-木972も鞍

の可能性が高いとのご教示を名古屋大学大学院岡田

賢氏より頂戴した。この指摘は妥当と判断されるの

で、木970-木972は木製鞍と訂正したい。つまり六

大A遺跡では、 SD1の出上品に木製鐙 2点と木製

（赤彩土製品）

愛知県朝日遺跡

゜

／芦

~ （石製合子）

東之宮古墳

（石製合子）

坂尻古墳

（各註文献より作成
石製合子は註⑦赤塚文献を再トレース）

20cm 



鞍 3点が確認できたことになる。ただし、所属時期

は、 II層ド部の木組遺構部から出 tした木852が古

墳時代中後期に属すると判断した他は、層序からの

限定は難しい。

弥生時代後期に遡る illb層卜.部から出土した脚台

付曲物（木540、皿層出 Lの木541 もIriJ様）は、同

形態のものが鳥取県青谷 I・・が地遺跡5でも出土して

いる（弥牛時代中期後葉）。非常にT寧な仕事を施

して装飾性を高めたもので、いわゆる嗜移品と判断

できる。木製品ではないが、愛知県朝日遺跡出土の

赤彩上製品 6 も同様の器形を惜しており、また前期

古墳から出土する石製合子も形態的共通性からこの

木製品が祖形となって模造品化したものと捉えられ

る7。つまり、脚台付曲物は、最終的にはいわゆる

威信財として石製品化する古墳（出上するのは大刑

古墳が多い）の副作品にもなる非常に特殊な容器で、

まさに首長に関連する特殊容器といえるものである。

木540~ 木541 は、これが本来は精巧な木製品とし

て{-t在していたことを示すとともに、それを保持し

た階層の翡さをぷすものであろう。

案や椅子についても阿様である。案は、それ自体

•般集落と 11 される遺跡からの出 1-. 例がないわけで

もないが、六大A遺跡出土品は大形品で、極めてT

寧な仕事が施されていることからも、首長祭祀に供

した物品類を載せた台として使用された可能性が高

い。椅子についても、形象埴輪では行長層等の高位

の人物に伴う例が多いことから、その出上は相背程

度のイf})者の存在を賠示していよう。ちなみに県内

では、 卜阻f市城之越遺跡で類例がある。

琴も、『出紀』等では使用者が天息クラス等のか

なりの高位者であることや、人物埴輪で示される弾

琴人物も装飾のしつかりした高位者に限定できるこ

とから、使川者の階層性の高さが窺える。六大A遺

跡で出 tした琴には、長さ lmを越える大形のもの

もあり、「i長が関与した遺跡というに相）心しい。琴

は、背色によって神が寄り憑く物品であり、首長に

よる祭祀に際して使用されたものであろう。

!-. 器・土製品では、多数の韓式系土器や初期須恵

器がまず注目できる。韓式系上器はそれ日体は渡来

系集団が使用した日常品であるが、 5世紀段階での

多数の渡来系犯団の将来は、それを押し進めた勢力
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の存在を窺わせる。そのt体が在地にあったのかど

うかは判然としないが、少なくとも在地に受け人れ

側のh力勢力が存在したことは間違いなかろう。

また、古墳時代のフイゴ羽L1の存在は、本遺跡で

小規模ながら鉄器加工などの手上業生廂が行われて

いたことをホす。こうした金属加Tに関わる遺物の

{{在は、古墳時代を代表する首長居館とされる群馬

県三ツ寺 I遺跡8 をはじめ、前述の奈良県南郷遺跡

群や布留遺跡にもみられることで、居館の内か外か

のあり方の差はあるとはいえ、首長の元で牛廂活動

に従事したことが窺える。

律令期以降のものでは、土秤や方筒状十．製品、蹄

脚部付円面硯、大型土馬などがその使用者の高い階

層性を暗ホさせる。土管は、賠梨施設を必要とした

高級な建物の存在を推測させる。また、木簡や多数

の墨書土器の存在も本遺跡がたんなる•般艇落の枠

には人らないことを如実に示している。

3 首長祭祀の場

以上に検討したように、六大A遺跡の遺構・逍物

の内容は、首長居館そのものかどうかはともかく、

その出現の背景に「［長の存在を強く想起させるもの

であった。小規模ではあるが、金属器}JIITや『木製

品編』でけ及した部分的な木器生産・加上といった

手上党!J:.廂と、 上記で；ドした多様な特殊遺物がひと

つの場所で確認できるてんは、まさに六大A遺跡が

首長による関与を受けた遺跡ということを如実に示

すものではなかろうか。首長が関与したとみられる

遺跡は、出土遺物の組成にも極めて強い共通性があ

ることが多い。前述の城之越遺跡や布留遺跡、南郷

遺跡群の他、例えば島根県八雲村前川遺跡9では貼

石を伴う溝（この遺構自体、首長の関げを窺わせる）

から）J装具や琴、掘Iゲ．柱建物部材などが出上してい

る。そして、これら遺物糾成は、首長居館そのもの

の代表例ともいえる群馬県三ツが I遺跡とも共通し、

まさに首長層に伴う遺物群ということができる。

その場合、六大A遺跡が、坂氏のいう「豪族麿下

集落」に相門するのか、城之越遺跡で想定したよう

な打長居館とは別の首長関連遺跡（蜀（城之越の場合

は首長祭祀遺跡）として捉えるのか、あるいは首長

居館そのもの（この場合、首長居館が関東の諸例の

ように堀・溝や柵等で画された方形区圃を有する規
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格があったかどうかは別問題りと捉えるかが問題

となる。例えば、石川県小松市千代・能美遺跡⑫で

は、「竹長の居住空間」の固辺に生産機能と祭祀機

能をもつ区画が付随し、それらが川や柵、大溝等で

区画された古墳時代前期の首長居館が確認されてい

る。ここでは、明確な方形区画の有無は不明である

が、もし方形区画が存在するとしても川や大溝をそ

の内部に取り込んでいたことになる。

六大A遺跡は、長期間にわたって営まれているた

め、遺跡の性格も各時代を単一の性格で規定するわ

けにはいかないが、少なくとも古墳時代に関しては

祭祀を示す遺構・遺物の痕跡の多様さから、首長祭

祀の場を含む首長層関連遺跡であった可能性を現状

では考えておきたい。その前後の時期に関しても、

その党みに首長層が関与していたと推定することは

是認してよかろう。その場合、固辺にいわゆる首長

居館が存在していた可能性も高いものと思われる。

（註）

① 首長居館（この用語自体、「豪族居館」「首長居宅」など

様々な意見がある）に関する研究史は多いが、これまで

の論点は以下の著作にうまくまとめられている。広瀬和

雄「占墳時代首長届館論」『展望考古学』考古学研究会

1995 

② 坂靖「近畿地方の「豪族居館」都市論の前提としてJ

『古墳時代の豪族居館をめぐる諸問題』東日本埋蔵文化

財研究会群馬県実行委員会ほか 1998 

③ 青柳泰介「井戸遺跡・南郷（丸山・大東）遺跡発掘調介

概報J『奈良県遺跡調介概報1994年度』奈良県立橿原考

占学研究所 1995、及び、坂靖ほか『南郷遺跡群 I』奈

良県立橿原考古学研究所 1996 

④ Lll内紀嗣ほか『布留遺跡三島（里中）地区発掘調在報告

書』埋蔵文化財天理教調壺団 1995 

⑤ 北浦弘人はか『青谷上寺地遺跡 3』（財）鳥取県教育文

化財団 2001 

⑥ 宮越健司『朝日遺跡VI一新資料館地点の調在ー』愛知県

埋蔵文化財センターはか 2000 

⑦ 赤塚次郎「容器形石製品の出現と東海地域」『考古学ジャー

ナル 453』1999

⑧ ド城正『三ツ年 I遺跡」群馬県教育委員会ほか 1988

⑨ 川上昭ー『前田遺跡（第 II調壺区）』島根県八雲村教育

委員会 2001 
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⑩ 首長が関与した祭祀遺跡・エ房・港湾施設・大規模倉庫

群などがこれに相当しよう

⑪ 大規模な方型区画を伴う居館例は、東日本を中心に確認

されている。西日本にも勿論類例はあるが全体として発

見例は低調で、当時の王権が存在した近畿地方中枢部の

様相がいまひとつ明瞭でないことは今後に課題を残して

いる。

⑫ 林大智「千代・能美遺跡」『石川県埋蔵文化財情報』第

6号（財）石川県埋蔵文化財センター 2001 

第 6節 韓式系土器•初期須恵器の系譜

六大A遺跡では、東海地域以束としては最多量と

なる大量の韓式系土器（朝鮮系軟質t器）と初期須

恵器が出土した。韓式系t器は、渡来人の日常雑器

として把握され、一般的に渡来人がその地に存在し

た査証のひとつとして捉えられている。ここでは、

六大A遺跡出土の韓式系土器と初期須忠器について

まとめ、その特質を考えてみたい。

1 韓式系土器

事実報告でも記したとおり、六kA遺跡出上の韓

式系土器には甕•長胴甕．把手付鍋．甑・有孔鉢．

平底鉢がある。このうち、贔的な主体を占めるのは

甕と甑、それに把手付鍋である。平底鉢は、完形に

近いものが 1点あるが、他はあまり明瞭でない。こ

のように、器種間の量的な差異には多寡はあるが、

ひとつの遺跡にこうした多種類の韓式系土器の器種

が存在することは、渡来人が直接当地へ来ていたこ

とのひとつの在証しになろう。

胴部に施されたタタキ原体は、ほとんどが格子タ

タキで、ごく少数の縄席文がこれに伴う。他の遺跡

では格子タタキとともに最も一般的な平行タタキが

ほとんどみられないことは、六大A遺跡出J:韓式系

t器の際立った特徴ということができる。このこと

は、今後、六大A遺跡の韓式系士器の系譜を辿って

いく際の重要な手掛かりになるものと思われる。

甑は、酒井清治氏の研究によると、底部形態・底

部穿孔の数の形状・ロ縁部形態から都合10類に分類

されている②が、六大A遺跡の代表的な例をそれに

当てはめると、丸底形態の3354が10類で伽耶系、

3331~3332が直口口縁で底部中央に円孔、周囲にも

小円孔を配する 1類もしくは 2類で百済系（厳密に



は白済南部から伽耶西半部に遡源があるとされる）、

3330は底部が平底で穿孔が中央円孔＋楕円孔 4個と

いう 3類で百済系となる。このように、酒-f1'¥の説

によると、甑に関する限り伽耶から百済の地域に淵

源が辿れるものが中心となる。

有孔鉢などには、底部の有孔部が小孔がアトラン

ダムに穿たれる多孔タイプのものが存在する。これ

は、底部の穿孔が 1+ 6などに定刑化する以前の古

い段階のものとされており 1、六大A遺跡出十の韓

式系t-.悩は古墳時代前期以前の古い段階の渡来集団

ではないものの、 5懺紀頃を境に増加する渡来集団

の新たな波のなかではかなり古い部類に属する可能

性がある。また、格子タタキを施した後、ハケを加

えている例があるが (386~390など SR 2出土のも

のに多いが SD 1でも 3289などに顕著）、これは当

該土器の時期的な後出性、もしくは製作における L

師器工人との協架作叢を示している可能性がある。

このことに関連して、韓式系上器の器種としては

ごく 般的な長胴甕の出土贔が六大A遺跡では際立っ

て少ないが、これに関しては当地のこの時期のt器

様式に一般的に組成し、六大A遺跡でも大鼠に出 L

している S字甕がその代用をしていた可能性が考え

られる。鈴鹿市稲生遺跡などでは 5軋紀後半以降の

竪穴住居の寵の支柱の上に S字甕を骰いて縦で使用

しており＇、器種の代 mとしての機能が,-分に呆た

されていたため、韓式系土器の長胴甕が少なかった

と思われる。もしこの想定が妥胄とした場合、タタ

キの上にハケを使用した手法など、土師器T人と門

地へ将来した渡来系T一人との一定の協調関係の存在

をぷすものと評価できるのではなかろうか5,0

2 初期須恵器

六大A遺跡からは、韓式系 j-_器とともに、多贔の

初期須恵器も出土している。これら初期須恵器は、

店 1―・の時間幅も想定できるものの、占いものについ

ては装飾文様に組紐文や鋸歯文、斜格子文など輛櫨

製作に不向きなもの6を多用するなど、列島に導入

された最古期の須恵器の特徴を備えている。これは、

多少の遅れはあっても、高蔵73号窯式(7;以前で、大

きく 『陶邑・大庭寺』の段階汀こ併行すると捉えて

大過ないであろう。

この場合、六大A遺跡出土品がすべて列島で製作
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された初期須恵器なのか、あるいはそれに渡来人に

よって将来された陶質十．器も含まれているのかがま

ず問題となる。六大A遺跡の場合、帷式系L器もあ

わせて大贔に出tしていることから陶質!・.器が存在

する条件は揃っている。しかも、胎土・焼成が•様

でないことからも、これらに陶質土器が含まれてい

る可能性を残している。しかしながら、最占期の須

恵器と陶質土器との峻別は容易ではなく、六大A遺

跡出七品にもし陶質土器の可能性のあるものが存在

しても、胎上分析等の科学的検討を行わなければ確

定しきれないのが現状である。そこで、以下では、

形態や文様によって示される系譜・系統関係の検討

は行うものの、そこに陶質I・.器が含まれるか否かに

ついては留保し、すべてを初期須恵器として叫述を

進めていきたい。

九州島とその周辺以外の地域から、こうしたいわ

ゆる初期須恵器が出上する場合、これまでは現在の

大阪府南部の地域，（陶邑古窯跡群と呼称されるこ

とが多い）で生産され、それが各地へもたらされた

と考えるのが•般的だった。いわゆる「陶邑」から

の・元供給i釘である。

しかし、香川県了：谷：郎池西岸窯(flをはじめ、 liiiJ

山県総杜市奥ケ谷窯叫など、大阪以外の地域での初

期須恵器窯の確認例が増加し、近年では半島から列

島への初期須忠器の波及は、いくつかの多尤的な系

譜が想定されるようになった。ただしこの場合、須

恵器導入最初期にはいくつかの地域で初期須恵器窯

が成立するものの、最終的に短期の採業で終わらず

にその後も定着して発展していくのが大阪南部地域

であるとする坪鮒が一般的である凡

こうした近年の初期須恵器を巡る研究のなかで六

大A遺跡出上品を位置づけた時、六kA逍跡/I¥I: 品

も、具｛本的な窯は未確認ではあるが、焼け疸みによ

る破損品の＃在をはじめ、形態や文様、器種といっ

た様々な要素から、在地生産を考えるのが妥％であ

ろう。間題は、当地域へ須恵器生産技術をもたらし

た主体者の系譜が国内（具休的には「陶邑Jを含む

大阪南部地域）に限定されるのか、朝鮮半島との系

譜関係も存在するのかである。これを行うには、六

大A遺跡出土品自体の全休的な特徴を把据しておく

必要がある。以ドでは、上器系譜の特徴が把握しや



すい器種を中心に、若＋の比較検討を行い、このて

んについて考えていきたい。

まず、高杯形謡台をみてみよう。高杯形器台の LI 

縁部形態に着日すると、大阪府下の初期須恵器でも

最古の部類に属する久米田方墳Jiや陶邑・大庭寺遺

跡の例では、口緑部の外折形態と口緑直ドの~条凸

俯を特徴としている。これは、釜山福泉洞31号墳出

tの例と共通するとされ八「l縁部形態という視点

だけ捉えれば和歌山県楠見遺跡出t例⑯も同様であ

る。これに対して六k.A遺跡の例は、 [l縁部があま

り外折せずに直n状形態を採り、口緑直下の凸帯も

2条に定刑化していないものが多く、口緑部が外折

するものについても rI縁直下の 2条凸幣を欠く (1 

711府）。また、 3411のような小邸品の存在や、施文

の文様も組紐文が規範を守りながらも崩れ気味なの

が多いことなど、大阪の諸例とは様相を芳-f異にし

ている。ただし、 443に典制的にみられるように、

凸幣や稜部を太く丸くして突出させる手法は、植野

浩:氏によると初期須恵器でも初出段階に特徴的な

手法とされIi、本遺跡の初期須恵器が時間的にかな

り早い段階を含んでいることを窺わせている。

なお、高杯形器台は、辟台上部を太く作るものが

伽耶の洛東江西痒でも金海周辺に多くみられる特徴

とされ、これに対して、器台部 1・.部の輻が狭いもの

は、咸安地域に多いとされる J~ 。六大 A 遺跡の高杯

形器台は、 3411や3412、3428のように悩台部上部が

太い金海タイプのものが•般的であるが、 3430 や

3431が脚付壺ではなく器台とすると、咸安タイプの

ものも含まれている可能性がある。

次に、筒形器台をみてみよう。六大A遺跡の3432

は、筒状部と器台部に火焔透かしを千鳥式に配する

のを特徴としている。火焔透かしは、伽耶でも咸安

地域に多いものとされ八列島内では大阪府鈴ノ宮

遺跡八久宝寺北遺跡尺奈良県布留遺跡叫などで出

t例があるものの非常に少数で、現在のところ陶邑．

大庭寺遺跡でも未確認、である。器台への使用例とし

ては、高杯形器台へ施されたものとして久宝寺北遺

跡例があるが、筒形器台への使用例は六大A遺跡例

のみである。 3432の場合、火焔部の頂部形態も方形

の鍵形を閑するなど列島内の資料としてはかなり特

徴的であり江、今後そうした特徴をもとに半島での
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故地を探っていく必要がある。

同じく筒形器台の可能性を考えた3434は、器台部

に先端が尖った火焔透かしをもつことと、器台部と

筒状部の境に鍔をもつことを特徴としている。火焔

透かしは前述のように咸安地域にその故地があるも

のと思われるが、鍔付きであることや全休的な器形

自体は、例えば釜山福泉洞32り墳出上の動物小像を

鍔の上に配した筒形器台尺りように、金海周辺でも

類例がある。

有鍔十．器については、列島内では大阪府野中古墳

出 1清炉に類例があり、土岱の系譜としては百済系

統のnr能性が説かれている

複合鋸歯文と上ド 2個を 1単｛立とした円形スタン

プを IJ頸部に配する長頸壺3436は、文様的には新羅

地域に系譜を求めうるものであろう。

六大A遺跡/I',上初期須恵器中、最も特徴ある形態

を示すものが脚付環状連結四連聡と報告した3455~

3456である。これは、主壺を持たず、環状部のいこ

4個の小壺（うちひとつが胴部有孔の聡形態）を均

等に配するのを特徴としている。この類品はあまり

列島内では確認できないが、僅かに奈良県橿原市南

[]J 4号墳出 1-_の四口壺”などと共通する部分がある。

全くの同廿hではないが、類縁関係がありそうなも

のが釜111幅泉洞占墳群を中心とした金海周辺にあり、

例えば、釜111ネ晶泉洞 1号墳出土品:a,のなかには環状

部のいこ小碗を 4個配するものがある。これらは、

六大A遺跡出土例と基本構造が詞じとすることがで

きよう。このように考えると、本例に関するかぎり、

合くの同形態ではないものの、系譜としては伽耶の

釜山周辺に求められるのではなかろうか。

高杯については、短脚に方形刺突を縦方向に直列

配間する 3493や短脚 2段透かしの形態をとる 3496、

楕円形の小孔をもつ3494などは基本的に陶邑・大庭

寺遺跡にも類例があり、勿論その淵源は朝鮮半島の

陶質上器に由来する。

この他、高杯脚部や壺胴部内面などに整形時にユ

ビオサ工を用いたいわゆる「手延技法」の痕跡が認

められるものがある。これは、八賀晋氏によると朝

鮮半島の陶質土器にもしばしばみられる手法とされ

ており⑳、六大 A遺跡出士の初期須恵器もこれをひ

とつの特徴としている。また、 3559のような甕内面



六大A遺跡初期須恵器器台(446)と
土師器高杯(3510)の接合手法の共通性

六大A遺跡初期須恵器器台の口縁形態

口
ニ：
; :,, 遺跡,~~"六大l

~ 
東英福泉洞39号墳

東英福泉洞 1号墳 東英福泉洞32号墳

脚付環状連結四連腺と関連資料

0 10cm 
I I I I I I I 

0 20cm 
I I I I I ,---------1 
（拓本と小壺はt・4、他はt・8)

三1o¥
-------------,,; 3434 

東英福泉洞32号墳 六大A遺跡

鍔付の筒形器台

東英福泉洞古墳は文献註wり作成、

ただし 1号墳の土器のみ註⑮定森文献所収の図を再トレースして使用

第432図 六大A遺跡初期須恵器関連資料
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に残る無文当て具痕跡⑳や、波状文が施された壺胴

部片 (3453、本例は内面のユビオサエ痕も顕著）な

ども初期須恵器の初出段階ないしは陶質士器との類

縁性を強く示唆する⑪ものが｛＋在している。

さらに、土師質焼成の高杯3510は、打噌[_Iと脚部の

接合が初期須恵器の器台や高坪の手法であり、韓式

系士器のみならず、初期須恵器に関しても土師器工

人との折衝が窺える。これと同様の状況は、近年調

壺された岡山県竹牛小学校裏山遺跡でも既に指摘さ

れている汽

以上、代表的な例についてその類例などを確認し

てきた。その結果、六大A遺跡出t品は、朝鮮半島

では金海周辺にその故地が求められるものが多いも

のの、火焔透かしなど咸安的な要素もあり、まとまっ

て単一の地域にその故地が求められるようなもので

はなく、いくつかの地域の要素が複合していること

がわかった巴もっとも、このことは、何も本遺跡

出土の初期須恵器だけに限った特徴でなく、例えば

陶邑・大庭寺遺跡などでも同様のことが指摘されて

いる叫つまり、ある地域の初期須恵器の系譜が朝

鮮半島の特定地域に限定された器形なり特徴で占め

られるという状況はなく、列島で出土する場合はそ

の出現の当初から朝鮮半島のいくつかの地域の要素

が複合していたということである。

その場合、成形時の手廷手法など陶質土器との頚

縁性を認めうる要素や、火焔透など特徴的な器種・

手法の存在、器台口縁部の特徴、初期須恵器の特徴

をもつ土師器の存在など在地生産を考える要素が強

い汽つまり、六大A遺跡出土初期須恵器群は、岡

山県奥ケ谷窯など近年確認例が増加してきている最

古期の須恵器窯同様、地域における須恵器系譜の多

元的なあり方を示すひとつとして位置づけられよう。

3 韓式系士器• 初期須恵器出現の背景

では、この地に韓式系上器や初期須恵器が存在す

るに至った理由はどこに求められるのだろうか。

韓式系土器に示される渡来系集団は、初期須忠器等

の窯業生産に関わっていた可能性が高い（他にフィ

ゴ羽口等の存在から小規模な鉄器生産・加工等も想

定される）。焼け歪み品の存在も考慮した時、窯自

体が六k.A遺跡の近傍に所在したことも十分に考え

られる。



当時のヤマト・河内王権膝下の陶邑・大庭寺遺跡

の牛産量には比ぶるべくもないが、こうした初期須

恵器の導人にも伊勢における背地域の先進的な性格

の・端を窺うことができる。そして、こうした渡来

系集団を膝下に糾み込むことができたのは、当時の

+権ないしは地域首長層の関与があったものと推定

される巳

前述の菅牛小学校裏山遺跡では、渡来系艇団を膝

下に置き、泊的な湛湾を管理した地域首長層の関仔

が想定されている。六大A遺跡も、その立地に河川

交通を介した海上交通との関わりは、遺跡立地の特

性や『木製品編』でも小した準構造船部材の存在な

どから窺えることであり、こうしたてんにも、六大

A逍跡のもつ履要性の・端が窺える。つまり、志登

茂川河n部の潟状地形の最奥部に位置する六大A遺

跡は、海卜」こも間かれていたとみるべきであり、海

I・. 交通と陸 I:交通の帰結点的な位岡にあったことが

六）(A遺跡の爪要性を高め、最新文物をもたらすに

哨った背屎として存在していたのであろう。

なお、韓式系I:器や初期須恵器以外でも渡来系要

素をぷす遺物として、小円孔が穿たれた砥石、いわ

ゆる「提砥」がある '37 (4497. 4504)。さらに、鋸状

上具によって58本もの薄歯を作りだした横櫛や、多

贔の出 Lをみた古墳時代のド駄をその可能‘性がある

ものとして『木製品編』で指摘したことを付記して

おく。

（註）

(11 今津啓＋「渡来人の十．器ー朝鮮系軟質士器を中心として」

『ヤマト E権と交流の諸相』名著出版 1994 

2 洒井清治「日韓の甑の系譜から見た渡来人」『楢崎彰一

先生占希出念論文躯』 1998

'.~> 能登川町教育委員会植田文雄氏のご教示

]: 穂梢裕凸ほか『南谷遺跡・稲生遺跡発掘調介報告』 ：．重

県皿蔵文化財センター 1995

＼り／ これら韓式系士器製作T人と七師悩製作丁＾人の協調の nf

能性は、以下で言及した。穂積裕昌「三庫県津市六大A

遺跡出上の初期須恵器・韓式系土器についてJ『韓式系

上器研究VI』韓式系上器研究会 1996

1り ill川邦相「須恵器生廂系譜論の現状J『名古学と移動・

移住』 fn]志社大学衿古学シリーズ II 1985 

了 川辺B({~ 『須恵樅大成』角川貨店 1981
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⑧ 岡戸哲紀ほか『陶邑・大庭寺遺跡w』（財）大阪府文化

財調壺研究センター 1995

⑨ 『日本害紀』崇神段に記載されている I陶邑Jを大阪府

南部に広がる大規模な須恵器窯跡群として捉えることが

多いが（この場合、大庭寺遺跡もその範囲内に含んでい

る）、厳密な意味での記紀でいう場合の「陶邑」とは須

恵器窯跡群全1本を指す名称ではなく、陶鋭田神社を中心

として湯Ill占墳などをその範囲に含むいわゆる拠点遺跡

を指すとする森浩一説に同意する。森浩—-「衿占学の成

呆再吟味」『歴史九州』（九州歴史大学講座 9月号） 2001 

⑩ この見解を代表する当時の見解として、以Fの文献をあ

げる。田辺附：．「須恵器生産の誕生」『日本芙術丁．芸』

390 1971 

⑪ 香川県教育委員会 I三谷三郎池西岸窯跡J『香川県埋蔵

文化財調在年報』昭和58年度 1984

⑫ 柴田英樹「奥ケ谷窯跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調介報

告121』岡山県教育委員会ほか 1997

⑬ 代表的なものに、以ドの文献をあげる。植野浩：．「 [J本

における初期須恵器牛産の開始と展闇」『奈良大学紀要』

第21号 1993

⑭ 虎間英喜 I久米田古墳群出上の初期須恵器J『韓式系L

器研究w』韓式系t器研究会 1993

⑮ 定森秀夫「陶質上器からみた近畿と朝鮮J『ヤマト上権

と交流の諸相』名著出版 1994

⑯ l克ll±I香融ほか『和歌1l1rhにおける古墳文化』関西大学

1972 

⑰ 植野浩；「兵庫県千種川中・下流域の初期須恵器」『韓

式系土器研究』 V 1994 

⑱ 呂原文化財研究所李柱憲氏のご教示による

⑲ 竹谷俊夫 I初期須恵器の系譜に関する一考察ー火焔形透

孔をもつ陶器を中心に一」『天理大学学報』 1984 

⑳ 福田さよ子ほか『鈴ノ宮 5ー鈴ノ宮遺跡第8地区の調在ー』

堺市教育委員会 1986 

⑳ 中西靖人・尾谷雅彦ほか『久宝寺北遺跡（その 1-3)』

（財）大阪文化財センター他 1978

⑫ 竹谷俊夫「布留遺跡出上の初期須恵器と韓式系十．器」

『若占学調介中間報告』 8 埋蔵文化財犬理教調介団

1983 

⑳ 火焔透かしや壺については、李柱憲・竹谷俊夫両氏より

ご教示を得た

⑳ 釜山大学校t専物館『東英福泉洞古墳群第 2次調在概報』



1989 

⑳ 北野耕平『河内野中古墳の研究』大阪大学 1976

⑳ 前掲註⑮

⑳ 坂LJ俊幸「橿原市南山古墳群第 4号墳」『弥生・古墳時

代の大陸系t器の諸問題』埋蔵文化財研究会ほか 1987

⑳ 東亜大学校博．物館『東英福泉加］第 1号墳発掘調介報告』

1971 

⑳ 八賀骨 I須恵器製作の一視点」『楢崎彰ー先生古希記念

論文集』 1998。なお八賀晋氏より直接ご教示を得た

⑳ 藤原学氏のご教示による

⑳ 前掲註⑳

⑫ 中野雅美ほか「菅生小学校裏山遺跡」『山陽自動車道建

設に伴う発掘調在』 5 岡山県教育委員会 1993 

⑬ 釜山大学校博物館にて、申敬激・全£年氏のご教示を得

た

⑳ 前掲註⑧

⑮ 大沢池を含む六k.A遺跡から内多遺跡における谷筋がそ

の候補となろう

⑯ 坂靖「近畿 2 大和における渡来文化の受容と展開」

『渡来文化の受容と展開』埋蔵文化財研究会 1999

⑳ 門田戚・「占墳出土の提砥ー近年の韓国出上資料との対

照による杓干の視点ー」『園部岸ケ前古墳群発掘調査報

告書』佛教大学校地調任委員会

第 7節 古代の文字関連資料とその周辺

六大A遺跡出土の墨内土器には、須恵器や占代t

師器に墨書された占代に属するものと、山茶碗等に

墨書された中 111~ に属するものがある。また、文字関

係の責料として、『木製品編』で報告した木簡や円

面硯等の硯類、ヘラ状具によって土器に線刻が施さ

れた線刻文字の責料がある。ここでは、六大A遺跡

で確認できた坦書土器や文字関連の責料のうち、古

代に属するものについてまとめておく。

l 占代の文字資料

古代の文字賽料には木簡（木1491) と墨苫土器、

文字線刻1-.謡があり、関連責料として 1-Y面硯（獣脚

部付のものを含む）がある。

まず、事実報的でも杓tこ触れたが、出!-.した墨苫

L器を再確認しておこう。ある程度、釈読がnr能な

ものには、「嶋J(3789・3790・3840)、「北」 (3818)、

調? (3823)、「大川J(4044) がある。このうち、
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4044のみが灰釉陶器碗への黒書で平安時代後期と推

定されるのに対し、それ以外のものはすべて須恵悩

への黒書で、飛鳥～平安時代前期の所産と推定され

る。

また、文字線刻土器では、土師器杯の底部に「夫

人」？もしくは「奉水」？と線刻された例 (3952)

がある。線刻がイ＜鮮明であるが、前者とみた場合、

いわゆる「夷J(=蝦夷）を含む線刻となる()

以上のうち、注目されるのは 3点が出 Lした「鴫」

と「調J?、および線刻土器である。「嶋」という

語は、明 fl香村島庄遺跡にみるように、水に囲まれ

た陸地のことだけでなく、筑山・ 泉水のある庭園を

表すものとされており 1、出 I:遺構の SD 1には飛

鳥時代頃の貼石も存在することから、そうしたもの

と何らかの関連を有する可能性がある。

また、 3823は「調」と読めるとすれば、律令制ト・

の負担体系であるいわゆる租庸調の調で、律令期の

税に係わった黒内である＂［能性がある。

これらに関連して興味深いことは、平城宮から出

tした「伊懺国奄伎郡久替多里私部小口□Jという

木簡2:と、六k.A遺跡の南に隣接する六k.B遺跡か

ら出土した「口□,. □年十月七日□前東人」という

木簡 3の存在である。

このうち、六k.B遺跡出!・.木簡は、 11付十人名で

あるが、奈良時代後期に当地が都へ送るための物品

類を梨積する地であったことを窺わせている。六大

B遺跡 D地区では正方位でコの字型配置を採る大刑

掘立柱建物群も確認されており 4、古代奄芸郡の中

心地のひとつと目されるとともに、税を取りまとめ

るような何らかの公的施設が存在した可能性が高い。

3823の墨書が「調」であるとするなら、 ト；；じの推定

をより補強する材料となろう。

なお、『木製品組』でも報告したように、六k.A

遺跡でも木簡（木1491) が出 tしている＇。これは

曲物の底板を転用したもので、上端部および側 ,~i を

欠損する。文字の配列は規則性に乏しく、文章とし

ては意味がとれず、また記り様の、意味不明の墨痕も

存在する℃ 文字は表裏に＃在し、仮に文字数の多い

方を表面とした場合、表面では「貞」「~J I nr」

「殖」「多」が、裏面では「殖」 1文字のみが判誠で

きる。表面の「具」「可」「多」以外は線が太く閃筆



と思われる。木簡の‘性格については確定できないも

のの、六大B遺跡出土木簡の存在とも合わせ、当地

における一定の識字層の#在を示す資料ということ

には違いない。

このように考えた場合、律令期の六大A遺跡は、

郡ないしはその関連施設を中心としたエリアの北に

位骰するとともに、物品の廃棄や境界での祭祀的行

為 (SD1 における律令期の井泉や貼石の存在• 土

馬等の出 L) を行う場所であったと推定される。

2 獣脚部付圏脚円面硯 (3899) について

六大A遺跡では、社 6点の円面硯が出tしており

（他に転用硯等も{{在する）、そのうちの 1点が獣脚

部付のもの (3899) である。

3899は、硯面部径が17cmを越える大形品で、聞

押しによる獣脚を貼付した後、その間に長方形及び

十字形の透孔を穿ったもので、獣脚には爪の表現が

残るなど非常にリアルな作りである。また、欠損し

ているが筆立てをもつと推定される。ただし、使川

された痕跡には乏しい。

圏脚円rfri硯を楊体として、そこに獣脚部を貼付す

るというてんでは、いわゆる蹄脚硯Bの製作技術と

の共通性をもつ。蹄脚硯は、唐で完成した獣脚円面

硯を模したものとされ、硯部・脚部・脚台部を分割

製作したのちに合1本させる唐様式そのままの蹄脚硯

Aから、圏脚円面硯の台脚部に蹄脚部と脚台部を貼

付した後に逆三角形状の透孔を切り取る蹄脚硯Bへ

とII本化の道を辿るとされる 6。蹄脚硯 Bの出現は

奈良時代中頃とされ、蹄脚硯と伺様の変遷を辿ると

すれば本例も奈良時代中頃以降の所産となる。

しかしながら、元来が蹄脚硯が獣脚硯の校倣であ

る以上、 3899のような極めてリアルな獣脚表現をも

つことを勘案すると、製作技術的には新しいが表現

的に古相を残すと考えるには非常に無理がある。む

しろ、圏脚円面硯は 6世紀末頃に列島に出現し、獣

脚を表現した脚をもつ獣脚硯もはぼい］時期に出現す

るとされていることから 7、蹄脚硯の系譜とは別に

（それ以前に）、圏脚円[fij硯に獣脚硯の獣脚部を貼付

させて両者を融合したものと考えるはうが妥当であ

ろう。その場合、獣脚を模した脚は、唐だけでなく

朝鮮半島にも製作の伝統があり 8、半島的な要素を

若える必要があるかもしれない。
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以上のことから、 3899の所属年代は、細かい部分

までの限定は難しいが、 7祉紀代、 ドっても 8世紀

前葉前後までの時間幅でみるのが妥当であろう。

3899は、その表現の緻密さや個性的な作りなどか

ら、一般集落ではとても存在しえない優品であるこ

とは疑いない。これと全く伺様のものは他に存在し

ないが、比較的似た表現をとるものは、東北地方の

太平洋岸に存在する。ひとつは、福島県原町巾泉廃

寺、もうひとつは宮城県仙台rh郡山遺跡である。と

もに、獣脚部の表現は、 3899とはやや異なり、明瞭

な爪の表現などが施されているわけではないが、圏

脚部に獣脚系譜の刑押しによる装飾を貼付し、透孔

を穿つというてんで3899と基本パターンを同じくす

るものといってよかろう。

このうち、泉廃寺は、瓦類の出土から古代与院と

されているが、陸奥国行方郡の郡術という見方もあ

る。行力間りょ、郡とはいえ広大な陸奥にあって軍団

も付設された極めて屯要度の高い郡で、律令同家に

よる様々な統括のもとにあったと衿えられている 90 

また、郡11I遺跡”も、多賀城の前身的な官術遺構と

されるものである。ともに律令国家の東北経党に関

わって、その支援の元に成立した国家的な施設とい

うことができる。つまり、 3899に類似する lー：器が出

tした遺跡は、いずれも国家的な要請に基づいて経

酋された極めて重要な遺跡、ということになる。こ

れに関連して、九朴Iの事例からではあるが、円面硯

は希少性などのランクをもって存在していることが

指摘されており Jt、その面からも 3899は硯の I格」

としては最上位の部類に人るものと思われる。

ところで、郡111遺跡の中心建物の背後に広がるい

敷き広場には、飛烏の苑池（石神遺跡の方形池）に

対比しうる石組の方形池が発見されている凡 {i!・. 

遺跡の池は、斉明朝に蝦夷の服属儀礼（誓約）が行

われたれた場所ともされており⑬、これに酷似する

施設が郡山遺跡でもみられることから、ここでも同

様の儀礼が行われたのではないかとみられている凡

これに関連して興味深いことは、六k.A遺跡におい

ても当該時期の井泉遺構や貼石施設が存在しており、

服属俵礼かどうかはともかく、それら施設で賀約を

行ったnJ能性があることである（前述のように、前

代の古墳時代においてはその痕跡が明瞭）。前述の
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第433図 仙台市郡山遺跡出土の円面硯（上， 1 : 4) 

と石組池（下， 1 : 80) 

3例の「嶋」墨害土器や、判読に間題はあるが、

3899の線刻文字が「夫」（夷）を含むものとした場

合、これらが相互に関連していく可能性がある。特

に「夫」は蝦夷との関連を示すものとして注意され

ており、「東人」の文字を含む六大 B遺跡出士木簡

も考え合わせ、今後その判読を含めてさらに詳細な

検討を加えていく必要がある。なお、六大A遺跡近

傍の大垣内遺跡からは、「饗J線刻土師器も出土し

ている凡

獣脚部付圏脚円面硯3899というまことに希有な優

品を介して、「嶋J黒書土器や儀礼などとも関連さ

せながら、それが六大A遺跡に存在した背景を探っ

てみた。これらから提起できることは、現在認識で

きる以上に六大A遺跡、ひいては窪田の地が、律令

国家にとって重要な地であったことを示している可

能性である。説話に属するものではあるが、『景行

紀』などでは景行天皇の東国行幸は伊勢から出船し

たことを伝えていることをはじめ、今後、鈴鹿関や

軍団が置かれたとされる伊勢の地政的位置も考慮し

ながら、当地域の重要性を考えていくなかでこれら

遺物存在の意義を考えていく必要がある。
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第8節中世の墨書土器について

中戦の墨書土器は、主に山茶碗・山皿に認められ

る。これらは勿論、全てが同一時期に廃棄されたも

のではなく、また出十．遣構も複数の遺構から出土し

ていて、その性格は一概に言えるものではない。し

かし、一遺跡から出土する墨書t器としては非常に

バリエーションに富み、また数も多く、これは遺跡

の性格に関わっていた可能性が高い。ここでは、六

大A遺跡出土の中懺の墨書t.器についてまとめると

ともに、そこから提起される当該時期の六大A遺跡

の性格について言及する。

まず、六大A遺跡出土の中冊墨書土器にみられる

文字や記号は、合計で48種類程を確認することがで

きた（明らかに異筆と見られる「又」や「米」など

についても種類としてはひとつにみている）。もち

ろん残存状況が悪く、判読しきれないものもあるこ

とから、芯干の増加はあると思うが、ほぱ50種類煎

後とみてよかろう。この種類数は、極めて多最の墨

青山茶碗が出土した岩田川沿いの津市里前遺跡ほど

ではないにせよ、一遺跡出十．の墨書種類としてはか

なり多い部類に属する。ちなみに里前遣跡では、

92種類の墨書が確認されており①、種類数としては

六大A遺跡のほぽ倍である。

第 6表に示したのは、六大A遺跡から出土した山

茶碗.[[j皿に書かれた墨書種類と出t数を衣にまと

めたものである。この表からも読み取れるように、

六大A遺跡の墨書士器は、文字・花押・簡略な記り

の 3種類に分類できる。

このうち、文字は、漢字―：字によるもの、漢字 1

字によるもの、複数の平仮名によるもの、平仮名 1

字のものがある。

花押は、単独の花押と、同一花押である 4077や

4078のような (7036も同様か） 上に平仮名で「いし」

と書いてその下に続けて化押を記すものがある。

また、「0」や「x」「+」等の簡略な記りは、比較

的卜位の身分によるものの花押、いわゆる『略押」

の可能性がある凡従って、ここでは、そうした簡

分類 墨書 数量 分類 墨書 数量 分類 墨書 数量 分類 墨書 数量 分類 墨書 数量

A1 寺 2 C2 出知 2 E7 (!j' 1 G5 :c 1 K5 

，^ 
1 

● ,0 

A2 点い C3 t/f.,, 1 E8 
1111 

1 G6 七12 K6 :x._ 2 

着゚16

A3 ＆克L，, C4 十＋ 4 E9 -0 3 G7 X 17 K7 O'- 8 
幻5 " 

A4 
上"● 3 

C5 キ 2 E10 <n .. 6 H1 ， 2 KS 口 1

"' “が

A5 予 1 D1 

゜
13 Ell Q, 8 H2 足 1 K9 J-=...... 1 

'°" 

A6 匂 1 D2 6 1 E12 ~... 1 H3 

゜
1 K10叶 4 ... 

A7 t 4 D3 Q), 6 E13 R 12 H4~ 1 Kll 七 1 わ． 「"'
AB 戌 1 D4 ~. 4 E14 ,9 1 H5')> 1 K12 it 1 

I'"  

CJ ",,. 'I i 1 A9 似 1 D5 @ 1 E15 cS, 1 11~-， 1 K13 

"●9 

AlO 巧 1 D6 
⑳ヽ"

6 E161~ "' 1 12 ＊ 1 K14 ぶ 1

'" 
Alt tL,. 1 D7 ◎, 1 E17, f!/r, 1 13 .,:. 2 K15jli」1

A12 も」 1 D8 02  F1 舟・翌1 2 
Jl 、＇. 1 

.KK. nm! I )P ;<:」」＿; ' 
~1 

'°"' 
A13 大,・., 20 D9 F2 七 1

J2 . ゚.. 1 

A14 ふ2
E1 占，5

2 F3茶 3 J3 ．,, ． 
1 K18木，l,1 

A15 

,,。”
I E2 ＆ 25 F4 R. 1 J4 ・ 1 K19 

~; 1 

A16 ~ 1 E3 (1 ,, • 5 G1 L 7 K1 LJ 8 
K20 <:!) 3 

B1 Ill鼻 2 E4 も． 3 G2 

‘’ 
1 K2 7. 4 

B2 ~'"' 2 E5 ＆． 1 G3 ()/ 34 K3 9」.1 

C1 共 11 E6 迎 3 G4 Iし 1 K4 ~2 
文献註(j)

第 5表里前遺跡墨書分類表
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略な花押は、「略押状記号」とする。基本的に文

字と略押状記号の併記はない。

ちなみに、墨書部位に着目すれば、略押状花押は

全て底部外面への墨書であるが、最も整った化押で

ある 4077-4078と、一部の文字 (4093の「吉Jと

7166の「大」）は側面への墨書である。また、これ

も整った花押である4076は底部の内外面に墨書がみ

られる。

六大A遺跡の花押をもう少し細かく見ると、同じ

化押でも 4076-4078・7036と、 571・4076はいわゆ

る公家様花押であるが、非常に達筆で、それなりに

身分があった者の手による可能性が高いとされる。

これに対し、 7033は、武家様化押に近いものとされ

る。また、 6973も花押であろうと思われるが、墨痕

が乱れ、判読不能である。

以上の花押は、いずれも書き慣れた者の手になる

極めて達筆の花押で、略押とは明らかに消泉を圃し

ている尺荘官など窪田荘の支配に関わるクラスの



墨書 数量
里分前遺類跡

墨書 数量
里前遺跡

墨書 数量
里前遺跡

里竿章三璽 数量
里前遺跡

分類 分類 分類

~t、 ＊ 
1 入 1 叡 1 2 3 

4069 交？ 7083 7033 4052 

ぅ｝ 1 (j 1 

が` ＇ 
3 'O 1 

7181 6994 7051 

合 1 ふ 1 ~ 1 か 1 

4093 両？・多? 6971 6973 568 

IヽI 1 ォ 1 ~-函 1 /.¥ 1 

4100 才？ 6979 4068 

大 ヽ 4 A13 

｀ 
1 

゜
1 十 15 G6 

4101 里？•田? 4067 ＾ 573 
6993 

L 4 A4 対rn

1 

゜
2 D1 ~ 3 G7 

7146 7088 7029 

~ 
,.,, 

゜
,_ 

3 ぅ~J 1 2 -一 1 G3 _, 
'7166  

4048 「御（お）めいしJ 7093 4070 

危 1 ~ 1 (.) 1 

' 
3 G1 

京？・束? 4072 「1まくち（ろ）_h 7180 4049 6992 

オ角 1 らlln 5 

＂ 
2 D3 扇 1 C 

564「ますI」,570 桶？・楠つ 6985 574 566 

~ 1 ＼ ~ 1 ． 2 ~ 1 C1 

戴？ 7092 4082 4053 4102 

米 2 考 1 j) 2 ~ 1 K2? 

7179 7178 4081 4103 

~ 1 術 2 fJ 1 CJ)) 1 

7076 4076 4083 6975 

第 6表墨書分類表
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手に拠るものであろう。

このように、六大A遺跡では、花押や略押状記号

から判断する限り、複数の陛層による墨書が認めら

れることになる。

さて、この六大A遺跡出土の墨書を、里前遺跡出

土の墨書と比べてみよう。里前遺跡では、文字・花

押・略押状記号が認められる。なかでも略押状記り

が特に多く、それを残した者の数が多かったことを

示していよう。また、六大A遺跡出土の墨書中、文

字や略押状記号でほぼ10種類程が里前遣跡出土のも

のと内容が共通している。ただし、花押では、それ

自体の「格」は、六kA遺跡の4076等のほうがやや

高いようである。つまり、六大A遺跡出土の墨書群

は、種類こそ里前遣跡に及ばないものの、それを残

した主体にはより高い陪層を含んでいると解するこ

とができよう。

里前遺跡を報告した川崎志乃氏は、里前遺跡出上

墨書中に「よね」や［か］（加地子？）などの年貢

に関係する語句を含むことや、「政所」と書かれた

平書のイf在、複数の階層（数多く出土した略押状記

号を百姓層、花押を支配階層とみる）がひとつ所で

会する場としての機能などを考えて、里前遺跡が年

貢集配に関わった遺跡の可能‘件を指摘されている。

この状況は、いわゆる略押状記号の種類が甲拘遣

跡よりは少ないとはいえ、基本的に六大A遺跡も同

様で、六大A遺跡でも「米」や「Jjす」（ます、平

仮名一字の「ま」も同様か）などの年貢に関わった

と推定される、下書を含む。すでに小林秀氏は、化押

や記号の書かれた山茶碗が「ます」として使用され

た可能性を百及されていた（4が、今回の「万す」墨

書の確認は、この先見を具体的に裏付ける極めて重

要な発見ということができるであろう。

つまり、六大A遺跡の多種類の111茶碗墨書の背景

には、喝該時期のノげ

閃わった機能があったことをポしているものと推定

される。その場合、里前遺跡、六大A遺跡ともに岩

田川、志登茂）IIという河川交通の要衝地にあること

は偶然ではなく、そうした場を選んで領主屈と農民

層による何らかの「場」が設定されたとみることが

できよう。

なお、 ft!.前遺跡や六大A遣跡以外で山条碗墨書が
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多数出土している遺跡に、安濃JII流域の芸濃町大石

遺跡O)がある。大石遺跡出土の墨書は、「僧器」「侍

器」「国枝」「鉱松」をはじめとする文字黒害が中心

で、略押状記号はほとんど存在しない。遺構として

も、区画施設を伴う居館機能が想定されており、遺

跡に拠った主体が侍身分などかなりの上位階層であっ

たことがわかる。

つまり、遺跡に拠った主体者を残された墨書上器

を指標としてみてみると、侍身分や僧などのL位階

層を中心とした大石遺跡、身分はイ渭月ながらかなり

の上位階層者と百姓身分までの重屠構造をとる六大

A遺跡と里前遺跡という構成になる。いわゆる略押

状記号をほとんど含まないことなど、大石遺跡は六

大A遺跡や里前遺跡と遺跡の性格のうえで異なって

いたとみるべきであり、このことは遺構の状況とも

対応する。

以卜¢のように、六大A遣跡出tの中世墨書文字を

巡って、里前遺跡との共通性から遺跡の性格に窪田

庄の年貢集配に関わる場である可能性を想定すると

ともに、大石遺跡との対比から、墨書L器の不す内

容が遺跡の性格をより際立たせる可能・!牛を推定した。

六大A遺跡出土の公家様花押は非常に逹筆で、こ

れを著した人物がかなりの高位であることを窺わせ

ているが、兵体的な人物・氏特定などは今後の課題

としたい。 （穂積）

（註）

① 川崎志乃『里前遺跡発掘調在報告』三重県埋蔵文化財セ

ンター 2002。以下、里前遺跡については同書に拠る

② 小林秀・川崎志乃両氏のご教示による

③ 墨害・ 花押全般について、小林秀氏のご教示を得た

① 小林秀「中世におけるそ重出上の思書七器について」

（一：重歴史文化研究会発表資料） 1997。なお小林氏から

は、六大A遺跡の墨書土器および付随する論点について、

懇切なご教ポを得た

⑤ 森JI[幸雄ほか「安芸郡芸濃IIIJ椋本 大石遺跡」『平成 3

年度農業甚盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告 第

1分冊ー』三重県埋蔵文化財センターほか 1992 



VIII 調査の総括と学術上の課題

六大A追跡の調介は、弥生時代後期から中恨の遺

構・ 迅物についての多大の糾知見を得て終 Fした。

最後に、六k.A遺跡の合休的な意義とそこから提起

される学術 J・.の課題、及び今[u]は名寮で触れられな

かった巾象を列挙し、今後の課題としたい c

地方拠点遺跡としての六大A遺跡

六大 A遺跡では、弥生時代後期以降、 SD 1周辺

で大嬬の I虚恰類や祭祀Ill木製品方を祭料としてカミ

に奉点する祭祀が行われるが、 slit紀以降、祈たに

大見の武悩形木製品や滑伍製品を用いての祭祀行為

が行われ、初期須忠器も導人されるようになった。

1iii章でも触れたように、西日本の大型祭祀逍跡では

「神祇系」と LJされる祭祀の場に紅外と渡来系の文

物の出tが多く、おそらく最新文物をカミに供する

ことに•定の怠義があったものとみられる。

これら祭祀行幻や出土遺物の内容は、全1本として

例えば物部氏の 1月りが想定されている奈良県奈良市

の布情逍跡の内容と共通する部分が大きく、初期須

忠器の導人とも 1月連してヤマト F札権勢力との何らか

の交渉が想定される。こうしたことは、六大 A遺跡

が単に在地に根ざした逍跡に 11・.まらないことをぷ唆

しているっ

文献史学では、大化前代のヤマト □権の地）j支配

拠点として屯介の存在が説かれるが、六大A遺跡は

そうしたものの初現的なあり方を小す遺跡の可能'I''!:

がある。六）：A遺跡への渡来系文物や滑石製品波及

の日本が在地の側からの1動きかけによるものか、ヤ

マト I:権側にあるのかはともかく、 5世紀以降に整

備されはじめると衿えられる「安濃津Jとも関わっ

て、ヤマト T権が束I叶進出を図っていく過程でその

ための拠、1仄となる「地）j拠、1¥逍跡」とでもげうべき

性格も担ったものと息われる。

そういう怠味で、『木製品編』で報四した準構造

船部材（部材日 1本は転｝廿後の再利用と推定）の出十．

は、重＇炭な紅味をもつものと衿えられる，、

こうしだ性格は、その後、古代へも何らかのかた

ちで11ぎ継がれ、獣脚部付圏脚円ri'li硯などの出 tも

この流れのなかで坪解されるものと息われる 0
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今後の課題

弥生後期士器と古式土師器の位置づけ

六大A遺跡出土品で最大惜を占める弥牛時代後期

～古培時代前期の土器については、形式分類をホし

て巾実報内では適,~~d 及したが、まとまってのぢ寮

は行わなかった。これは、胄該い器が、某本的に大

溝や111河追出 1-_のため、 部^でL悩群としての把捏

はあるものの、 ［坑や井） i、あるいは墳硲出 t品は

どの 4古骨：は期待できなかったことに拠る しかし

ながら、紺年的な検吋はともかく、 ・追跡からの安

定した l点記の出tというてんでは、、も登茂川流域、

あるいは中勢北部という地域の ''1該時期の!・.器相の

把握に‘，がり・するものは大きしヽと思、われる CJ 少数なが

ら、古備や駿河をはじめ、他地域からの搬人もしく

はその影粋と椎定されるい器も存在する r そういう

紅味で、本t器群は、渭地域のい岱糾成や地域色を

ぢえる I祭の国，・:ir-」的な役割は担うものとぢえてい

るぐ今後、今阿提示した膨大ない器群が、 1点怜研究

のうえで少しでも活用されることを望みたい，

占代の六大A遺跡の意義

t秤や硯、）j筒状I:製品、大邸の!・.ヽ［！、）などがII¥!・ 

した飛鳥時代以降の六大 A逍跡の怠義については、

衿寮でも触れたものの、~(だ!·分とはいえない j こ

れは、六kA遺跡だけで帰結する間題ではなく、窪

田遺跡群全休のなかでの六）：A逍跡の評価を行って

いく必要がある r そういう紅味では、窪W逍跡群の

中心的な部分は、 1H側の六大 B逍跡（古代の大）利建

物群）や大煩内追跡（大朋建物や［饗J氾苫土悩）

にその一端があったものと考えるつかつて橋坦内逍

跡の報告でも触れた 1が、本地域ではフイゴ；J;J u, か

の鍛冶関連遺物（六大A遺跡でも確認、）の出 j・_が占

墳時代中期以降認められており、そうした文物の他

括的な忍義付けもなされる必災がある）六）(B逍跡

や）＜姐内逍跡の正式恨四を待って、これらは再度そ

の怠義付けを図っていきたい， (f. 悲積）

（註）

l 穂柏裕［［＼ほか！湘社Il内遺跡発す!:ii』iJN恨’古』 ・．．屯県罪蔵文

化財センター 1997 
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